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第 1章  ·  第 I部  —  亀裂

西洋の断裂

テーゼ

現代西洋は多くの危機に苦しむ。一つの危機に苦しむのであり、それが全てのスケールで表

現されている。

認識論的危機（いかにして知るかを誰も知らない）、人間学的危機（人間とは何かを誰も知らな

い）、道徳的危機（「べき」を根拠づけることができない）、政治的危機（自由主義と民主主義は

一貫性を失いつつある）、経済的危機（金融建築は多数からの富を少数に抽出する）、生態学的危

機（生きている世界が消費されている）、そして性に関する危機（男性性－女性性の二項性が溶

解している）— これらは個別の解決策を必要とする個別の問題ではない。それらは西洋文明の基
礎における単一の断裂の七つの表現である：Logos（現実の内在する秩序）の漸進的な解体であ
り、思考、文化、生活の組織化原理としてのそれの廃棄である。

この記事は、その起源から各々の下流的な表現へと至る断裂を追跡する。それは、西洋知識遺産

に調和主義が関わる記事のシリーズ全体のための読書ガイドである — 各記事は危機のある側面を
深く展開し、この記事はその側面たちが一つであることを示す。

断裂

起源：名目主義

全ての文明の崩壊には日付がある — 構造が倒れた時ではなく、楔石が取り除かれた時である。

西洋にとって、その日付は十四世紀であり、楔石は普遍である。中世の綜合 — ギリシャ哲学、ロ
ーマ法、キリスト教の啓示の驚くべき統合であり、ほぼ千年にわたってヨーロッパ文明を構成し

ていたもの — は形而上学的約束に基づいていた：普遍は実在している。「正義」、「美」、「人間本
性」、「善」— これらは、特殊なものの集合に私たちが課す名前ではない。それらは現実の真の特
徴であり、理性によって発見可能であり、物事の本質に根ざしており、神の心に固定されてい

る。

オッカムのウィリアム(https://grokipedia.com/page/William_of_Ockham)と名目主義の伝統は
この固定を取り除いた。普遍は実在していない、彼らは論じた — それらは名前（nomina）であ
り、精神的な慣例であり、似ている特殊なものたちを一つの言葉で分類するための有用なラベル

である。個別なもの（individual things）だけが存在する。「人間本性」は、全ての人間によって
共有される実在する普遍に名前をつけるのではなく — それは、似た有機体を単一の用語で分類
する言語的習慣に名前をつけるのである。

その動きは控えめに見えた。その結果は全体的だった。普遍が実在していないのであれば、道徳

を根拠づける「人間本性」はない。政治的配置を計測する「正義」はない。芸術が指向する

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/harmonism
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「美」はない。科学が発見すべき宇宙における「秩序」はない — 人間の心が課す規則性だけが
ある。中世の綜合が構築していた全体的な意味の建築 — そして地球上のあらゆる伝統的文明が独
立して、その固有の語彙において構築していたもの — は哲学的に任意となった。以下に続くの
は、この単一の廃棄の個別的な働きの六世紀にわたる漸進的な展開である。

カスケード

西洋哲学の各々の後続段階は、前の段階が無傷に残していたものを取り除いた — 陰謀や設計に
よってではなく、その楔石なしに動作している伝統の内部的な論理によって。

デカルト（17世紀） は心と身体を分割した。普遍が実在していないのであれば、世界への心の接
続は不確実である — 私たちの観念が、それらの外側のものに対応していることをどのようにして
知ることができるか？デカルトの回答 — 思考する主体の確実性によって解決された根本的な疑い
（cogito ergo sum）— は知識を、知る者を知られるものから切り離す代償で救った。身体は拡張
物質、機械作用、運動している物質になった；心は思考物質、純粋な内部性になった。人間は、

機械を住みかとする幻影に分割された。身体は意味の場所としての重要性を失った；魂は家を失

った。

ニュートンと機械主義者たち（17世紀〜18世紀） はデカルト的な分割を宇宙に拡張した。自然
は数学的法則によって統治される機械になった — その精密さにおいて美しいが、目的から空虚で
ある。目的論は自然科学から追放された：事は理由のために起こるのではない；それらは先行す

る原因のために起こる。宇宙は何かを目指さなくなった。それはただ走った。

カント（18世紀） は現実そのものを移転した。心が物自体（もの自体 (noumena)）を知ること
ができないのであれば、私たちが「現実」と呼ぶものは、心自身の構造化活動の産物である。空

間、時間、因果関係 — これらは現実の特徴ではなく、生の経験に心が課すカテゴリーである。
私たちが知っているような世界は構成である。カントはこれを救助として意図していた：知識す

る主体の必然的な構造の中に科学と道徳の両者を根拠づけることによって、懐疑主義から両者を

救い出す。意図されなかった結果は、知識する主体を既知の世界の源にすることだった — 彼の継
承者たちによってラジカル化されるならば、発見と構成の区別を完全に溶解させるだろう一つの

動き。

実存主義（20世紀） は人間学的な結論を引き出した。普遍の実在がないのであれば（名目主
義）、身体が機械作用であるのであれば（デカルト）、自然に目的がないのであれば（ニュート

ン）、そして世界が知識する主体の構成であるのであれば（カント）— それから人間は固定され
た本性を持たない。サルトル：「存在は本質に先行する。」あなたが成す選択に先行する人間本性

は存在しない。あなたは、あなたが成すもの、それ以上のものではない。ボーヴォワールは性に

適用した：「女になるのではなく、女へと成る。」ハイデッガー — より深く — 状況そのものに名
前をつけた：私たちは、地面なく、目的なく、宇宙的文脈なく、存在へ「投げ込まれた」。人間

は、無関心な宇宙に一人で立つ、最も恐ろしい意味で自由である — 一致すべき何もないために
自由である。

ポスト構造主義（20世紀後期） は溶解を完成させた。フーコー：全ての知識は権力-知である —
真実は存在しない、制度的利益に奉仕する真実のレジーム（regimes of truth）があるだけであ
る。デリダ：全ての意味は延期されたである — 安定した指示対象は存在しない、記号表現の終
わりなき連鎖だけが存在する。リオタール：「大きな物語」（科学、進歩、解放、キリスト教、マ

ルクス主義）は信用を失った — 全体に一貫性を与える包括的な物語は存在しない。安定した地
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面の最後に残っている候補者 — 理性的主体そのもの — は、それが分析していると思っていた権
力-知レジーム自体の産物である、言説的ネットワークのノードへと溶解した。

カスケードは完成している。普遍：消えた。身体と魂の統一：消えた。宇宙的目的：消えた。客

観的現実：消えた。人間本性：消えた。理性的主体：消えた。残るのは何もないところに立って

いる文明である — そして七つの危機は、無がそれ自身を現実世界で表現する七つの方法である。

七つの表現

1. 認識論的危機

全ての知識が権力-知であるのであれば、知識は信頼できない — 全ての知識が権力-知であるとい
う知識を含む。結果は、真実と物語、証拠とイデオロギー、真正な専門知と制度的権威を区別す

る能力を失った文明である。認識論的危機は、全ての真実-認証制度への信頼の崩壊として現れ
る：イデオロギー枠組みによって支配された大学、企業的および政治的利益によって支配された

メディア、医薬品工業複合体によって支配された医学、結論を前もって定める資金調達構造によ

って支配された科学。危機は人々が愚かであるか騙されやすいという事実ではない。それは、知

識の制度的基盤自体が、知識の地面を溶解させたのと同じ哲学的序列によって空洞化されたとい

う事実である。

発展：認識論的危機、調和的認識論

2. 人間学的危機

人間が固定された本性を持たないのであれば — 存在が本質に先行するのであれば — 「人間とは
何か」という問いに対する答えはなく、人間に何ができるかを制約しない。身体は技術的に修正

され、ホルモン的に変更され、外科的に再構成される可能性がある — それはただ機械作用であ
り、ただ構成であり、意志のための単なる素材だからである。人間の再定義は下流的な表現であ

る：自らを創造する計画として再想像された人間、固有の本性を持たず、社会的認識から独立し

た内在的尊厳を持たず、それが何に作り上げられるかについての存在論的制約を持たない。トラ

ンスヒューマニズムプログラムとジェンダーアイデンティティプログラムは構造的に同一である

— 両者は人間の身体を、主観的嗜好に従って再形成される素材として扱う、なぜなら両者とも身
体を与えられた本性を持つ魂の物質的表現として認識しないからである。

発展：人間の再定義、人間、実存主義と調和主義

3. 道徳的危機

普遍がないのであれば、人間本性がないのであれば、宇宙的秩序がないのであれば、「べき」に

対する地面はない。美徳倫理学（本性に根ざしている）から義務論（理性だけに根ざしている）

から帰結主義（成果に根ざしている）から情動主義（何にも根ざしていない）への漸進的な下降

は、西洋を最大限の道徳的激しさと最小限の道徳的地面の状態に残す。不正義について最も怒っ

ている世代は正義を定義できない。権利に最も献身した文化は、なぜ権利が存在するのかを説明

できない。道徳的語彙 — 正義、尊厳、抑圧、解放 — はキリスト教-プラトン主義的伝統から借用
された資本であり、それを体系的に破壊した枠組みによって費やされている。

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-epistemological-crisis
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-epistemological-crisis
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-redefinition-of-the-human-person
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-redefinition-of-the-human-person
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/existentialism-and-harmonism
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発展：道徳的反転、社会正義

4. 政治的危機

自由主義— 現代西洋の政治哲学 — は借用された形而上学的資本の上に構築された：個人の尊厳
（キリスト教から）、法の支配（ローマから）、憲法的統治（ギリシャ-イギリス伝統から）、人権
（自然法から）。形而上学的資本が枯渇するにつれ、自由主義は空洞化する：中立的な国家は最

も強いイデオロギーで満たされた真空になる；自然を方向づけることなく自由意志は自己破壊の

ライセンスになる；形而上学的根拠なき権利は力を持つ者によって付与または剥奪できる慣例に

なる。西洋全体における自由民主主義の同時的危機 — 低下する信頼、上昇するポピュリズム、
イデオロギー的派閥による制度支配、物質に対する手続きの兵器化 — 実装の失敗ではない。そ
れは、それを支えていた形而上学の枯渇の後に動作している政治哲学の構造的結果である。

発展：自由主義と調和主義、統治

5. 経済的危機

資本主義と社会主義の両者は、断裂が生み出したのと同じ唯物論的存在論の中で動作する。両者

は価値を一つの側面に還元する — 交換価値（資本主義）または労働価値（社会主義）。両者は人
間を経済代理人として扱う — 消費者または生産者。多次元的存在論が可視にするであろう価値の
側面に両者は盲目である：生態的健康、共同体の結束、精神的深さ、世代間の伝承。金融建築 —
中央銀行、部分的準備制度、資産管理の一握りの企業への集中 — は、生産経済から金融エリー
トへの継続的で構造的な富の移転を生み出す。反資本主義者は症状を見るが、原因を誤診する：

病理は私的所有権ではなく、測定可能なものへの名目主義的還元である — そしてマルクスの救済
策は同じ還元から動作している。

発展：資本主義と調和主義、共産主義と調和主義、グローバル経済秩序、新しいエーカー

6. 生態学的危機

内部性を排除された宇宙 — 機械作用、運動している物質、抽出される資源 — は、何も存在しな
いため罪悪感なく搾取できる宇宙である。生態的危機は、技術や規制の失敗ではない。それは、

自然を死んだ物質として扱い、人間の使用に利用可能な文明の必然的な結果である — デカルト-
ニュートン的宇宙は産業資本主義を通じて運用化される。自然を生きているもの、神聖なもの、

アイニにおける相互性のパートナーとして扱った伝統的文明は、生態的大惨事を生み出さなかっ

た — 技術的能力が欠けたためではなく、それら自体の存在論がそれを防いだからである。あな
たは生きているもの（living being）を採掘しない。あなたは聖なる川の水を毒しない。あなたは
精霊の家を皆伐しない。生態的危機は、より良い技術や更に強い規制だけによっては解決されな

いだろう。それは存在論的な回復を必要とする：自然が機械作用ではなく、Logosの物質的表現
であり、あらゆるスケールで生きており、あらゆる伝統的文明がそれに独立して与えた同じ畏敬

の念に値することの認識。

発展：気候、エネルギー、そして真実の生態学、自然の輪

7. 性に関する危機

人間が固定された本性を持たないのであれば（実存主義）、身体が単なる機械作用であるのであ

れば（デカルト）、全ての範疇が権力構成であるのであれば（ポスト構造主義） — それから「男

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/social-justice
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/liberalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/governance
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/capitalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/communism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-global-economic-order
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-new-acre
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/climate-energy-and-the-ecology-of-truth
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
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性」と「女性」は自然な種ではなく、脱構築される社会的強制である。ボーヴォワールは実存主

義的誤りを性に適用した；ジュディス・バトラーはポスト構造主義を通じてそれをラジカル化し

た；第四波はそれを医学、法律、教育の支配を通じて制度化した。青年の間のジェンダー違和の

流行は、二項性が溶解していることの証拠ではない — それは、存在論的地面なしに育った世代
が、不活性化された文明が彼らに信頼しないように教えた身体を住むことができないことの証拠

である。性的実在論 — 男性と女性は真正な存在論的二項性であり、生物学的、精力的、心理
的、そして精神的であるというハルモニスト的立場 — は断裂が除去した地面の回復である。

発展：フェミニズムと調和主義、人間 — 性的二項性、人間の再定義

応答の統一

七つの危機は一つの危機である。応答は、したがって、一つの応答でなければならない — 七つの
個別の危機に対処する七つの個別の改革ではなく、七つの病理が同時に知性的であり、同時に改

善可能になる地面の回復。

その地面は、調和主義がLogosと呼ぶものである — 現実の内在する秩序。外側から課される規則
ではない。信仰を必要とする宗教的ドグマではない。多くの文明の間の一つの文化的嗜好ではな

い。宇宙の内在する調和的知性であり、理性によって発見可能であり、独立した伝統の収束によ

って確認され、観照的実践を通じて直接経験され、原子の構造から魂の構造に至るあらゆるスケ

ールで表現される。

Logosが組織化原理として回復されるとき：

認識論的危機は解決する — 知識は物事の実在する秩序において地面を取り戻し、四つの知識の
様式（感覚的、理性的、経験的、観照的）が相補的な機能に回復されるため（調和的認識論を見

よ）。

人間学的危機は解決する — 人間は与えられた本性を持つ多次元的存在として認識されるため —
物理的身体とエネルギー身体、チャクラシステムを魂の解剖学として、男性と女性を真正な存在

論的二項性として（人間を見よ）。

道徳的危機は解決する — 倫理学はダルマにおいて地面を取り戻すため — 人間的スケールにおけ
るLogosへの一致 — そして美徳は全体的な人間の現実の秩序への一致として再発見されるため
（道徳的反転を見よ）。

政治的危機は解決する — 統治は、形而上学的真空における競争する嗜好の管理ではなく、ダル
マに一致した集団的生活の管理人性として認識されるため（統治を見よ）。

経済的危機は解決する — 価値は多次元的として認識され、市場はアイニ（神聖な相互性）に埋め
込まれ、金銭建築は金融エリートの抽出命令よりも真の人間的繁栄に従属されるため（資本主義

と調和主義、グローバル経済秩序を見よ）。

生態学的危機は解決する — 自然が生きているもの、Logosの物質的表現、消費されるべき資源で
はなく相互性のパートナーとして認識されるため（気候、エネルギー、そして真実の生態学を見

よ）。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/feminism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-redefinition-of-the-human-person
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/governance
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/capitalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/capitalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-global-economic-order
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/climate-energy-and-the-ecology-of-truth
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性に関する危機は解決する — 男性と女性が真正な存在論的二項性として認識され、その相補性が
家族、文化、そして文明が自らを更新する場所から生成されるため（フェミニズムと調和主義を

見よ）。

全てを変える収束

Logosの回復は西洋的計画ではない。それは人類的計画である。常磐的伝統の最も顕著な特徴
は、正確にこれである：歴史的接触がない文明 — インド的、中国的、アンデス的、ギリシャ
的、アブラハム的 — が同じ構造的認識に独立して収束したこと。現実は秩序づけられている。秩
序は発見可能である。人間はその秩序に参加するのに適した本性を持っている。良い生活はそれ

との一致からなっている。そのような一致を失った文明の苦しみは、罰ではなく結果である — 誤
った一致の自然な結果、関節が外れた身体が罰としてではなく情報として痛みを生み出す方法。

西洋の断裂は人間の条件ではない。それは歴史的条件である — 識別可能な哲学的な動きによって
生み出され、識別可能な制度を通じて伝達され、そして失われたものの回復を通じて可逆的であ

る。伝統は断裂しなかった。それらはまだ無傷である。孫娘が軽視するように教えられた祖母の

世界観は、なおも六世紀の西洋哲学が漸進的に除去した地面を持つ。調和の道は新しい発明では

ない。それは古い道である — あらゆる文明がLogosに一致していたとき歩んだ道 — 回復し、体系
化され、そしてそれを歩む機会を与えられたことのない世代のために利用可能にされた。

断裂は深い。回復は可能である。そしてそれは始まる、あらゆる真正な回復がそうであるよう

に、議論ではなく認識によって — あなたが立っている地面は無ではなく、混沌の下に感じる秩序
は実在し、あなたが携える何かが意味があるという人生への憧れは神経化学的事故ではなく、あ

なたが何であるかについての最も深い真実であるという認識。

参照：基礎、認識論的危機、ポスト構造主義と調和主義、実存主義と調和主義、唯物論と調和主

義、道徳的反転、イデオロギー的支配の心理学、自由主義と調和主義、共産主義と調和主義、資

本主義と調和主義、フェミニズムと調和主義、社会正義、人間の再定義、気候、エネルギー、そ

して真実の生態学、統治、グローバル経済秩序、新しいエーカー、トランスヒューマニズムと調

和主義、人間、調和的認識論、調和の建築、調和主義、Logos、ダルマ、応用調和主義

https://harmonism.io/ja/world/dialogue/feminism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-foundations
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-epistemological-crisis
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/post-structuralism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/existentialism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/materialism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/materialism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-psychology-of-ideological-capture
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/liberalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/communism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/capitalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/capitalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/feminism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/social-justice
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-redefinition-of-the-human-person
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/climate-energy-and-the-ecology-of-truth
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/climate-energy-and-the-ecology-of-truth
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/governance
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-global-economic-order
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-new-acre
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/transhumanism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/transhumanism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
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第 2章  ·  第 I部  —  亀裂

精神的危機 — そして向こう側にあるもの

中心に欠けているもの

ほとんどの人は、言葉を見つけるより前に、この感覚を知っている。それは現代生活の中心

にある空虚さで、抑うつが完全には説明できず、セラピーが埋めることができず、達成によって

も平静にすることができない。これは日常的な困難の下に絶えず存在していて、急性の危機では

なく、慢性的な欠落を表している。音があるべき空間が沈黙で満たされているのと同じように。

引き去られたものは満足ではない — それは約束されたことはなかった。引き去られたものは、
自分の存在が、より大きな秩序に参加しており、現実が構造と意味を持ち、人間が必然的にその

中に場所を持つという感覚である。古典的な伝統は、多くの名前でこの秩序を知っていた：グレ

コ・ローマン哲学のロゴス、中国の宇宙の道、エジプト宇宙のマアト — 宇宙に固有の調和的知
性であり、ヘラクレイトスの最高の洞察として知られ、ストア哲学の基礎をなす。ヴェーダの伝

統では、関連する用語はṚtaである。調和主義はそれをロゴス — 固有の宇宙秩序 — と呼び、人
間の調和とそれへの一致をダルマ — あるがままのものとの正しい関係における存在の生きた表現
として呼ぶ。

その宇宙秩序の感覚が欠ける場合、その秩序が失われたものすら命名できない文明によって組織

的に奪われた場合、残されるものは、いかなる消費、娯楽、達成、または投薬でも触れることが

できない空虚さである。この空虚さは、何か爽やかな意味での空っぽさには感じられない。それ

は切断のように感じられる：自分の人生が単に起こっているだけで、意味を持つ形で展開されて

いないこと、自分の仕事が単なる交換であり、天職ではないこと、自分の関係が便利であるが本

質的ではないこと、自分の死が来たときに、単に意味のない何かを終わらせるだけであることの

知識。

これが現代西洋の精神的危機である：根本的には信念の危機ではなく（信念は採用や放棄が簡単

である）、地盤の危機 — 現実が秩序を持ち、人間の生活がその秩序と有意識に参加できるという
直接的に感じられた感覚の消失。

根本原因：ロゴスの解体

精神的危機は、偶然に一致する3つの別々の失敗の結果ではない。それは1つのプロセスである —
西洋文明の基礎からロゴスを組織的に解体する — 5世紀の複数の経路を通じて表現されている。
伝統が宇宙の固有の調和的知性、あらゆる規模の現実を行き渡らせる生きた秩序として認識した

ものは、哲学から、科学から、政治から、文化から、経験を説明するために利用可能な言語から

組織的に奪われた。危機の根本原因は以下である：ロゴスから切断された文明は、神から切断さ

れた文明である — すべての存在に息吹を与え、人間の存在に意味、方向性、そして地盤を与える
生きた知性から。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/tao
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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西洋の裂け目はこの解体の主要な弧を辿っている。その裂け目は、中世後期の名義論で始まる —
普遍性は単なる名前であり、現実の中に知覚される構造は心の投影であり、宇宙の特徴ではない

という哲学的主張。この単一の誤り — ロゴスが現実であることの否定 — は、その後のすべての
ものの軌跡を設定した。現実の固有の秩序が人間の構成へと降格させられると、その後のすべて

の知的運動はその降格を継承し、さらに推し進めた。

科学革命は必要で優れた操作を実行した：自然を厳密に研究するために自然を非神秘化した。自

然を研究目的の機構として扱う方法論的な括弧付けは、経験的科学に不可欠であった。しかし方

法は形而上学に固まった。運用原則 —「研究目的で自然を機械として扱う」 — は形而上学的主
張となった：「自然は機械であり、機械的にモデル化できるものだけが現実である」。物質主義は

反転を完成させた：調和実在論（現実は本質的に調和的で、ロゴスに行き渡り、本質的に多次元

的である — 宇宙内の物質とエネルギー、人間における身体と気身） の遅い置き換え、還元主義
（物理的なものだけが現実で、他のすべてはエピ現象、副産物、または幻想）。これは論理的必

然性ではなかった。それは漂流であり、批判的思考が止まったときの既定値であり、すべての前

近代文化が基本的現実として受け入れた宇宙の電気的、生命力、精神的次元から、文明全体を切

断した。

啓蒙主義は第二の必要な操作を実行した：それは理性を教会の権威から解放した。制度教会の正

当な知識への独占を破ることは、哲学的かつ歴史的に必要であった。しかし、ここでも、方法は

形而上学となった。かつて宗教的支配から解放された理性は、多くの中の1つの能力から、知る
ための唯一の正当な方法へと昇進させられた。直接経験は「主観的」へと降格させられた。観想

的洞察、伝統的伝承、身体の知性、そして心の知は、認識の認識された方法から「興味深いが認

識論的に深刻ではない」へ降格させられた。自由主義はこの降格を西洋の政治建築に符号化し

た：宇宙的背景を奪われた主権的個人が、それを支える地盤なしで価値観の宇宙をナビゲートす

る — 自由は外的制約の欠如ではなく、ロゴスに参加する能力として定義される。実存主義は、
結果として生じた空虚さにもっとも正直な表現を与えた：ロゴスが現実でなければ、意味は孤立

した主体によって作られなければならず、人間の存在の根本的な条件は荒唐無稽さである。

調和主義は、すべての非理性的な知識の降格が悲劇的な過剰であると主張している。理性は識別

のため、そして真実を確立するために不可欠である。しかし理性は現実への唯一のウィンドウで

はない。瞑想伝統 — ヴェーダ・インドから古典中国からアンデス系統まで — 意識の内部次元
を、実験方法が外部世界にもたらしたのと同じ厳密さで調査するための体系的方法論を開発し

た。人々が実践を実行することを拒否するために結果を複製できないという理由でこれらの調査

を却下するのは、ろう者が聞こえず、その存在を疑うため、音楽を却下するのと同じである。苦

情は証拠ではなく、結果をもたらす作業を実行することの拒否にあるものである。調和認識論は

5つの独立した知識方法を命名している — そして4つをそぎ落とすことの文明的コストは。

制度宗教は進化に失敗した。科学と理性の有効な成就をより深く、より知的に堅牢な精神的次元

の表現で代謝させるのではなく、主要な西洋宗教は文字通り主義、政治的有用性、または治療的

陳腐さへと後退した。彼らの失敗は、精神的真実そのものの失敗ではなく、特定の制度的容器の

失敗であった。それらの容器は壊れた。その後に続いたことは意識にとって悲劇的であった：文

字通りの神学を受け入れられなかった者は、制度が失敗したのではなく、精神的次元そのものが

幻想であると結論づけた。彼らが残した空虚さは、何か高いもので満たされるのではなく、何か

低いもので — 消費主義、中毒へと仕組まれた娯楽、そして目的の代わりとしての「進歩」の崇拝
で満たされた。

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/materialism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/liberalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/existentialism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
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その後、最終段階が来た：積極的な反転。ポスト構造主義はロゴスを無視しただけではなく —
それは固有の秩序の概念そのものに戦争を宣言した。意味は発見されず、構成された。真実は現

実の特徴ではなく、権力の機能である。言語は自分自身を超えた何かに言及しない。現代人文科

学の哲学的インフラストラクチャはこの否定の上に構築されている。道徳的反転は倫理的帰結を

文書化している：ロゴスが否定されるとき、道徳的羅針盤はその磁北を失い、かつて病理として

認識されていたものは体系的に解放として再構成される。イデオロギー的捕捉 — 知的な人々が製
造された合意を現実と誤認する機構 — 文明がもはや同じであった秩序を知覚できない場合に残
される空虚さで正確に機能する。

その結果は3つの相互関連した失敗ではなく、1つの悲劇である：まず形而上学的地盤が否定され
（名義論 → 物質主義）、その後に認識論的手段が切断され（理性主義 → 瞑想的知識の降格）、そ
の後に空虚さは積極的に根拠のなさを自由として祝う哲学によって占領された（ポスト構造主義

→ 道徳的反転）。現代の人間は、すべてのレベルで — 本体的、認識論的、倫理的、そして存在的
にロゴスから切断されている。精神的危機の根本原因はこの切断であり、すべての下流の苦しみ

— 意味の危機、精神衛生の流行、職業から単なる雇用への崩壊、利益への関係の削減 — の根本
原因は現実の秩序への誤整合である。神からの切断は神学的命題ではない。それはその立つ地盤

を解体し、今、なぜ脚がかりが見つからないのかと思っている文明の生きた状況である。

実際の欠落：信念ではなく実践

精神的危機は現実についての間違った意見の危機ではない。それは不在の実践の危機である。

信念は現実の本質についての命題である — 精神的次元に生きる概念的構造は、比較的簡単に採
用、改訂、質問、または放棄することができる。信念の危機は、どの教義を保有するか、聖書に

ついての見方の相違、または神についての不確実性に関する混乱のように見えるだろう。これら

の議論は文化内で続いているが、実際の問題を見落としている。

実際の問題は、ほとんどの人が、伝統が現実の神聖な次元と呼んだものに直接的かつ経験的に彼

らを結びつける実践がないということである。彼らはそれらの次元についての信念を持ってい

る、彼らがすべての信念を持っているなら。しかし、彼らはそれらの次元にアクセスするための

具現化された、反復可能な、分野に基づいた方法を持っていない。彼らは精神的主張を直接調査

によって独立して検証する方法を持たない。伝統は主に教義ではなく実践を提供した — 人間が直
接的に、自分たちのために、意識の本質と、より大きな秩序における彼らの場所を知ることがで

きた方法。

臨在 — 調和主義では — は信念ではない。それはいつか到達しようとすべき状態ではない。それ
は、今利用可能な意識の基本的な状態であり、体系的な実践を通じてアクセス可能で安定するよ

うになるものである。

臨在は、通常の精神的なおしゃべりが静かになり、心が習慣的な警戒から開き、注意がこの現在

の瞬間の即時性に定着しているときに何が残るかである。それは、実際に生き、気づき、あるが

ままのものと相応的な接触をしている状態で — 記憶、予期、内部ナレーション、または通常の意
識を装う様々なトランス状態に失われるのではなく。これは数年の風変わりな実践を必要とする

神秘的な達成ではない。それは、収縮と歪みの通常の機構が一時的に中止されたときの意識の本

来の状態である。それは利用可能で検証可能である：座り、有意識に呼吸し、現在の瞬間の生き

https://harmonism.io/ja/world/dialogue/post-structuralism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-psychology-of-ideological-capture
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/harmonism
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たエネルギーに注意を向けた意識し、何が起こるか観察しなさい。浮上する注意深い静かさの質

は、構成または達成するものではない。それは認識して許可するものである。

人類史における、すべての成熟した瞑想伝統は、独立して異なる文明を超えて、何千年も経つが

無歴史的接触で、同じ基本的認識に到達した。ヴェーダの伝統はそれをsahaja — 自然な状態、自
己意識がそれを断片化する前の状態と呼ぶ。ゾクチェンはそれをrigpa — 処女地的意識、概念的
オーバーレイによって妨害されない意識の地盤と呼ぶ。禅はそれをShoshin — 初心、思考に先行
する即時の見方と呼ぶ。スーフィー伝統はそれをhal — 神聖な前の臨在の状態と呼ぶ。トルテッ
ク系統はそれを自然な静止位置の集合ポイントとして説明する。これらは異なるパスで到達する

異なる経験ではない。それらは、自我と心の通常の機械によって断片化されていない意識が何で

あるかについての、同じ根本的認識に対する異なる名前である。

この横文化的、横時間的な一致は、調和主義が臨在の現実性を保有する最も強い証拠である —
文化的に構成された経験としてではなく、意識そのものの構造的特徴として。独立した調査者

が、異なる方法を使用して、分離された文明を超えて、何世紀にもわたって分離され、同じ現象

学的説明に到達する場合、彼らは独立した複製に相当するものを実行している。内部領域 — 意識
と直接経験の領域 — では、この一致は、実験を実行する者を拒否する人々によって複製可能な結
果を生成しないため、外部世界ではなく内部世界の厳密な調査から導出された証拠として、独立

した実験室が同じ実験結果を複製するのと同じ証拠の重みを持つ。それは経験的証拠である。

調和主義の応答：非宗教的精神建築

調和主義は、誰もが宗教を採用し、神を信じ、啓示された聖書を受け入れ、信仰の共同体に参加

し、精神的権威に服従することを求めない。それは信念体系をまったく扱わない。それが要求す

るのは実践 — 臨在を複数の独立した伝統が効果的として検証した方法を通じて育成する日々
の、具現化された、反復可能で、経験的に検証可能な仕事。

臨在の輪は、完全な建築を提供する。瞑想 — 有意識の認識の直接的な育成 — は、マスター実践
として中心に座っている。それを取り巻くのは7つの補完的な柱で、各々が独自の深さ、系統、
そして方法を持つ：呼吸とプラナヤマ、音と沈黙、エネルギーと生命力、意図、内省、徳、そし

てエンテオゲン。これらのそれぞれは、複数の伝統を通じて何十年または何世紀も洗練された方

法論的開発の完全な領域を表す。一緒に、彼らは臨在の回復のための包括的なカリキュラムを形

成する。

正規の日々の実践 — 3つの主要なエネルギーセンター（下丹田 → 心 → アジナポイント）を通じ
た上昇瞑想 — はシステム全体の脊椎を務める。それは最小限の実践として設計されている：他の
すべてを保つ日々の保守。この単一の実践は、調和主義が出現する3つの主要な生きた系統から
同時に描かれている：インド・ヴェーダ伝統のプラナヤマ方法論と意識のチャクラベースの理

解、中国の伝統の丹田の育成と三つの宝としての気身の基本的な建築の育成、そしてアンデス系

統の光り輝くエネルギー場とその発展の高度な理解。その実践は、観光客がエキゾチックな実践

を試すのではなく、これらの伝統から借りない。それは、調和主義独自の存在的基礎に根ざした

単一で、一貫性のある方法論に、彼らの最も深い原理を統合する。

これは調和主義が現代の精神的危機に応じて提供するものである：新しい宗教ではなく、古代の

知恵の治療的リパッケージングではなく、異なる伝統を一般的な「精神性」へと平坦化する統合

https://harmonism.io/dzogchen
https://ja.wikipedia.org/wiki/Zen
https://harmonism.io/sufi
https://harmonism.io/toltec
https://harmonism.io/toltec
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/meditation
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/breath/breathing
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/sound/sound-and-silence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/energy/energy
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/intention/intention
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/reflection/reflection
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/virtue/virtue
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/entheogens/entheogens
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/the-practice
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/jing-qi-shen
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/harmonism
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的混合ではなく。それは、建築的に一貫性のある、哲学的に根拠のある、実践的に運用可能な、

臨在の直接経験への道を提供する — 文明が組織的に解体した正確な地盤。そして、それ自身の哲
学的基礎に立ちながらそうする：調和実在論（現実は本当に多次元的で、物質に還元不可能であ

る）、限定不二論（一は本物の多数性として表現される）、そして絶対者 — 虚無プラス顕現、
0+1=∞ — は信じるための命題ではなく、あるがままの実際の構造であるという認識。

臨在：危機への答え

精神的危機は、根本的には、ロゴス — 宇宙秩序の生きた認識からの切断の危機である。その感
じられた感覚が消えるとき、意味は構成されたり、採用されたり、議論されたりする必要がな

い。何が起こることができるのは、直接に意味を知覚する能力の回復である。

その能力は臨在である。それは意味作りではない。それは意味見聞である。

臨在が育成されるとき、それはすべてを再構成する。意味は、その後、人が探しに行く必要があ

る何かではない。現実の秩序は、経験的に明らかになる。身体の知性は読みやすくなる — 単な
る感覚ではなく、知識の源(調和の輪がアクセス可能になる）。物質的生活は、単に抽出されるの
ではなく、注意と尊敬で世話できるものとして自らを明かす（物質の輪が管理になる）。仕事は

自然に人の真の貢献と一致する（奉仕の輪が天職になる）。関係は便利さから本物の出会いと相

互見方の深さへと深まる（関係の輪が実践の試金石になる）。学習は情報の蓄積から知恵に変わ

る（学びの輪が生きた理解になる）。自然は単なるリソースであることをやめ、生きた知性とし

て自らを明かす（自然の輪が参加になる）。遊びは本来の遊びの性質を回復する — 気を散らしで
はなく、祝賀（遊びの輪が感謝になる）。

これは調和の輪が説明するものである：中心に臨在によって構成された人間の生活が、存在のあ

らゆる領域へと放射する。それは現実から遠い理想ではない。それは実践的な建築であり、一貫

した自己観察ができ、通常の心をコントロール状態に保つ習慣的パターンを降伏する意思がある

日々の仕事を実行する意思がある人なら誰でも利用可能である。

現代西洋の精神的危機は深刻で現実である。しかし、それは終末的ではない。失われたものは、

進化できなかった宗教の形を復活させることによってではなく、それらが常に指してきた地盤

に、形の下に、より深く進むことで回復できる。その地盤は臨在である。その道は日々の実践で

ある。すべてを、実践そのものを含めた意味をはっきりさせる建築は調和の輪である。

文明は、地盤が存在しないと言った。これは偽りである。文明は、意味は主観的で、意識は単な

る副現象で、死はすべての努力を無意味にすると言った。この主張は実践を拒否することによっ

てのみ検証できる。これまで実際に実践を実行した他のすべての人はより良いことを知ってい

る。

参照：臨在の輪、実践、瞑想、調和主義、調和の道、統合された生活、主権的健康、西洋の裂け

目、ポスト構造主義と調和主義、自由主義と調和主義、実存主義と調和主義、物質主義と調和主

義、道徳的反転、イデオロギー的捕捉の心理学、調和認識論

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/wheel-of-recreation
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/the-practice
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/the-practice
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/meditation
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/the-integrated-life
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sovereign-health
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/post-structuralism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/liberalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/existentialism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/materialism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/materialism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-psychology-of-ideological-capture
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
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第 3章  ·  第 I部  —  亀裂

認識論的危機

管理された知覚装置

現代世界は情報の不足に苦しんでいない。むしろそれに溺れている。欠けているのは、信号

をノイズから、真実を捏造から、本当の知識を製造された合意から区別する能力である。これは

新しい問題ではない。しかし、その規模、洗練さ、そして結果は前例がない。

Harmonismは危機を二つのレベルで診断する。第一は構造的レベルである。近代性は認識論的
過誤を犯した。すべての正当な知識を経験的-合理的モードに縮小し、認定された真実への独占
を制度 — 大学、査読論文、政府機関、主流メディア — に譲り渡した。これらの制度の権威は、
そのモードへの忠実性から導き出されるはずであった。第二は運用レベルである。それらの制度

は捕捉され、「真実認定」の装置は現在、真実とは無関係な利益に奉仕する管理された知覚シス

テムとして機能している。

これら二つのレベルは独立していない。構造的過誤 — 正当な認識論を単一モードに狭めること
— は運用的捕捉の条件を作り出した。文明が一種類の知識だけが有効であると宣言するとき、そ
れはその種類の知識を支配する者の手に認識論的権威を集中させる。そして集中した権威は、

World/Blueprint/Governanceに関する記事が確立するように、腐敗となる。これは構造的であ
り、確率的ではない。秘密は、権力の目的との不一致の必要条件である。

主流派が「ポスト真実時代」または「制度への信頼の危機」と呼ぶものは、Harmonismの観点
からは、謎でもなく、最近でもない。それは、単一の基礎の上に認識論を築き、その基礎が捕捉

されることを許し、今や建造物が割れるのを見守っている文明の必然的な結果である。

情報戦争

捕捉は微妙ではない。World/Blueprint/Architecture of Harmonyが文明生活としてマッピングす
るすべての領域にわたって作動する。

統治と政治において：民主的合意のメカニズム — 選挙、メディア、公共の談論 — は、政治的現
実の知覚を支配することに権力が依存する行為者によって体系的に操作されている。エドワー

ド・バーネイズは1世紀前に、合意の工学を職業的な規律として記述した。彼が可能性として記述
したものは産業となった。世論調査は世論を測定するのと同じくらい形作る。メディアカバレッ

ジは現実を報告するのではなく、それをフレームする。政治党は有権者ではなく献金者に奉仕し

ながら、代表のパフォーマンスを維持する。

経済において：連邦準備制度、部分準備銀行制、Wheel of Harmony/matter/finance/Finance
and Wealthに記録された債務ベースの通貨建築は、単に機能不全ではなく、富を上方に移転させ
ながら自由市場の知覚を維持するよう設計されている。このデザインを見るために必要な金融リ

テラシーは教育制度によって体系的に差し控えられており、その教育制度自体が同じ利益によっ

て形作られている。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/governance
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/finance/finance-and-wealth
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/finance/finance-and-wealth
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健康において：製薬-産業複合体 — Harmonismが躊躇なく使用する用語 — は規制装置（FDA は
規制する産業によって大部分が資金提供されている）、研究パイプライン（業界資金の研究が文

献を支配する）、医学教育制度（医科大学課程は製薬介入の周りに設計されている）、メディア

（医薬品広告収益が編集方針を形作る）を捕捉している。結果は、慢性疾患を生成する健康パラ

ダイムであり、症状を専有分子で治療し、それが損なわせた主権的性質そのものを病名化する。

Wheel of Harmony/health/Wheel of Healthは部分的に代替アーキテクチャとして存在する — 根
本原因的、主権志向、経験的根拠 — 正確には主流の健康パラダイムが構造的に危険に晒されてい
るからである。

教育において：制度は主権的存在ではなく労働者を生産する。不和を訓練し、識別力ではなく。

制度的忠誠を認定し、本当の理解ではなく。より深い分析は教育記事に属するが、認識論的次元

はこれである。教育制度は批判的思考を教えないことに失敗しているだけではなく、学生に制度

的権威に従うことを訓練することで、それ自身の認識論的能力を能動的に培養することを失敗さ

せている。

文化において：娯楽産業 — 映画、テレビ、音楽、広告、ソーシャルメディア — は単に価値を反
映するだけではない。それらはそれらを工学する。退廃の正常化、家族構造の侵食、規律に対す

る欲望の祝福、美を挑発と置き換えることの体系的な置換 — これらは有機的な文化的発展では
ない。それらは、その出力が商業的インセンティブと、より深いレベルで、根を持たず、一貫性

のない、操作に抵抗する内的主権のない人口から利益を得る者の利益に奉仕するイデオロギー的

コミットメントによって形作られる産業の製品である。

環境政策において：本当の生態的懸念は集中管理のベクトルとして捕捉されている — カーボン
税、エネルギー配給、流動性制限 — World/Frontiers/Climate Energy and the Ecology of Truthに
関する記事が詳細に展開するように。

すべての領域にわたるパターンは同じである。正当な懸念が特定され、その後、対応を支配する

ことに権力が依存する行為者によって捕捉され、武器化される。懸念は本当である。捕捉も本当

である。どちらかを見ることを拒否することは識別力の失敗である。

プログラミング

情報戦争を有効にするのは、その洗練さではなく、その浸透性である。単一の欺きは暴露される

ことができる。管理された知覚の総環境は — できない。なぜなら、それを暴露するために使用
するツール（主流メディア、検索エンジン、ファクトチェック機関、AI言語モデル）は、それら
自体がシステムの一部だからである。

統治、経済、健康、教育、文化、環境にわたって、人々が住む世界について持っている考えのほ

とんどは、主権的な調査を通じて到達されていない。それらはプログラミングを通じてインスト

ールされている — 言葉は故意に選ばれている。なぜなら、メカニズムは教育よりもソフトウェア
のインストールにより近いからである。信念は事前にパッケージされて、受信者が信頼するよう

訓練されているチャネルを通じて到達し、正確にそれがそうであるように工学された理由で内部

的に一貫した世界観に統合される。

メカニズムは繰り返し、社会的証拠、および信頼の操作を通じて作動する。あらゆる主流メディ

アアウトレット全体で繰り返される請求、制度的専門家によって承認され、すべての検索エンジ

ン結果の最初のページによって確認される請求は、その実際の現実との関係に関係なく、単なる

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/climate-energy-and-the-ecology-of-truth
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ユビキティを通じて真実の重みを獲得する。異論は従事されない。それは病名化される。異論者

は間違っていない — 彼らは「陰謀論者」である。このレーベルは工学的である（記録された歴
史が示すように、この用語は制度的物語の批評家を信じさせない目的で故意に普及した）評価を

迂回し、直接社会的除外に進む。

結果は、情報を与えられていると信じながら管理された情報環境の中で作動する人口である。主

流ニュースを見て、主流検索エンジンを参照し、主流出版物を読む人物は、あらゆるpropaganda
国家のようにキュレートされた知覚世界に住んでいる — 違いは、キュレーションが単一の省に
集中されるのではなく、名目上独立した制度全体に分散されていることであり、それはそれをよ

り見難く、より名付けるのを難しくさせる。

収束：構造的分析としての陰謀

Harmonismは主流談論が却下するものを保持する：識別可能な影響力の集中 — 金融的、制度
的、文化的、メディア的 — が西洋世界全体で作動し、知覚、方針、および社会規範をその利益に
奉仕する方向に形作る。これは地下のバンカーで会っている影の陰謀についての主張ではない。

それは構造的分析である — Harmonismがあらゆる領域に適用するのと同じ種類の構造的分析。

構造は見る意思のある誰もに目に見える。少数の金融制度がグローバル資本の不均衡なシェアを

支配している。少数のメディア複合体が情報流通の不均衡なシェアを支配している。少数の基金

とNGOが教育的、文化的、および方針のアジェンダの不均衡なシェアを形作る。これらのグルー
プ間の重複 — 共有の取締役会メンバーシップ、資金関係、回転するドアの人事異動、および一致
したイデオロギー的コミットメントを通じて — 隠されていない。それは公開されたファイリン
グ、年次報告書、および組織図に記録されている。

この集中の効果は、ハリウッドの意味での陰謀ではない。それは一致 — 少数の行為者が利益、
世界観を共有し、知覚が形作られるメカニズムを支配するときに生じる行動の自然な収束であ

る。彼らは秘密裏に調整する必要がない。なぜなら、彼らはオープンに調整するから、正確にこ

の目的のために設計された制度を通じて：ダボス、外交問題評議会、ビルダーバーグ・グルー

プ、研究アジェンダ、方針優先事項、およびメディアカバレッジを世界中で形作る助成金をもた

らす主要な慈善団体。

Harmonismはこれを何であるかとして呼ぶ：民主的責任外で作動する権力の集中、数十億人の
ための現実の知覚を形作り、Dharmaと一致していない利益に奉仕している。この分析の主流派
の却下 — 「陰謀論」 — はそれ自体、管理された知覚装置の製品である。ラベルは構造的分析が
実施されることを防ぐために存在し、分析が誤っているからではない。

認識論的な結果は深刻である。真実を認定する制度が特定の現実知覚から利益を得る利益によっ

て捕捉されるとき、制度的認識論の全装置は信頼性を失う。主流制度によって認定されたすべて

の請求が誤っているわけではない — それは異なる種類のエラーであろう。しかし、認定プロセス
自体が危険に晒されているため、制度的認定だけに基づいて請求を受け入れることはできない。

すべての請求は、制度的仲介に依存しない能力を通じて、その固有の長所に基づいて評価されな

ければならない。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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地政学的事例：誰が物語を支配しているか

管理された知覚装置は、地政学においてほかのどこにも結果的に、そしてより見えないところで

作動する。ここで観察者は真実の基礎から体系的に除外される。文明規模の結果を形作る力 —
国家機密、秘密作戦、公開談論に決して入らない情報評価 — は正確にそれらが見えないものであ
る。これは付随的ではなく、構造的である。国家の分析者は、他のほとんどの分野には存在しな

い認識論的制約の下で作動する。

確立された事実として受け入れられる従来の歴史は、機密解除の下で定期的に崩壊する — 徐々に
ではなく、カタストロフィック的に。1953年のイラン・クーデターは、アメリカが自然な政治的
転移をサポートするものとして公に枠組みされた。2000年、CIA独自の機密解除された歴史は真
実を明かした：アメリカおよびイギリスの諜報機関は、モハンマド・モサッデグの民主政府を転

覆させ、シャーを再度インストールするための秘密作戦を計画し、実行した。公開理解は不完全

ではなかった。それは逆だった。結果 — 1979年の革命、4十年間の敵意 — 公開が知られていなか
った行為から流れた。

1964年のトンキン湾事件は、ほぼ確実に起こらなかった攻撃に基づいてアメリカの軍事関与がベ
トナムで増加した。関係者は不確実性を知っていたが、それを確実性としてフレームした。2003
年のイラク侵攻は、侵攻後に蒸発した大量破壊兵器に関する情報主張の上で進行した — 本当の
エラーまたは情報プロセスの政治的腐敗かどうかを通じて。各場合において、現実時間で公開に

提示された因果物語は、機密解除された資料が後で明かしたものから根本的に異なっていた。

これらは周辺的な異常ではない。それらは文明規模の出来事であり、その本当の原因は数十年間

隠蔽されていた。そして彼らは地政学的認識論の最も深い質問を提起する：イラン、ベトナム、

イラクについて私たちが与えられた物語が、時間の経過と機密解除がさらされた物語と同じくら

い信頼できないなら — 私たちが現在「知っている」もののどのくらいが等しく構築されているの
か？

この質問は、20世紀の最も保護された物語に特に強い力を適用する：第二次世界大戦。戦争の歴
史は圧倒的に勝者によって書かれた。その後の政治秩序 — 国連、NATO、ブレットン・ウッズ制
度、その日に公開談論を支配する道徳的枠組み — はその物語の上に建設された。その要素の任
意のものに質問することは、湾岸トンキン物語に質問することが与えない社会的結果を運ぶ。こ

の非対称性はそれ自体認識論的に有意である。機密解除が、制度的物語が真実よりも利益に奉仕

することを繰り返し示している領域において、疑問を呈することはできない物語が、その非常に

トークンによって、社会的破壊なしに質問することはできない物語が、慎重で冷徹な精査が最も

必要な物語である — その結論を逆転させるのではなく、本当の歴史的主張に適用する同じ認識
論的基準に それを保つために。物語を支配したのは誰か？その保守から誰が利益を得ているか？
アーカイブは何が含まれているか機密のままであるか？これらは陰謀的な質問ではない。それら

は歴史的認識論の基本的な質問であり、選択的ではなく一貫して適用される。

この地形を通じて移動するためのHarmonist方法論は、調和認識論の核となる原理に基づく：独
立した源全体での収束的証拠。実際には、これは明らかで有能な観察者の間でに真摯な異論を生

成しないもの。確立された事実と動作仮説を区別する。仮説は緩く保持し、新しい情報が出現す

るにつれて修正する。隠されたものを本当の因果的カテゴリーとして認識する — 地政学で最も結
果的な力は、しばしば正確にそれらが隠蔽されたままである。そして知的謙虚性を培い、虚無論

に崩壊しない：国家は嘘をつく事実はすべての公開声明が嘘であることを意味せず、メディアイ

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
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ンセンティブがカバレッジを歪める事実はすべてのジャーナリズムがプロパガンダであることを

意味しない。エラーは素朴な信頼から同等に素朴な完全な不信に揺れることである。主権的分析

者は、知られることができるもの — たとえ限定的であっても — の基盤に立ち、認識論的に正直
である。

主権的な知の回復

Philosophy/Doctrine/Harmonic Epistemologyは、最も外部的なものから最も内部的なものへと
及ぶ知識の勾配を特定する：感覚的、合理的-哲学的、経験的、および観想的。認識論的危機
は、近代性が正当な知識を最初の二つのモードに制限し、その後、それらを管理した制度のキャ

プチャを許したという事実から存在する。

回復は、完全な認識論的スペクトラムの復元を必要とする。合理性から非合理性への後退ではな

く、近代性が特権を与える狭い経験的-分析モードから、人間が所有する認識論的能力の完全な
範囲への拡張として。

感覚的な知識 — 体と感覚を通じた直接的認識 — すべての経験的知識の基礎である。それはま
た、仲介者を必要としないため、制度的捕捉に最も耐性がある方式である。食べ物、薬、練習に

対する自分の体の反応を観察できる。空気、水、土壌の品質を知覚できる。あなたの直後の環境

で何かが間違っていることを感じられる。製薬-産業複合体は、この接続を絶つことによって機能
する  — 人々が自身の知覚経験を不信し、制度的診断に従うことを訓練する。Wheel of
Harmony/health/Wheel of Healthに文書化された健康主権の回復は、感覚的知識の回復から始ま
る：自分の体を再度読むことを学ぶ。

合理的-哲学的知識 — 概念的思考、論理、統合的総合 — 本質的のままである。しかし、それは恭
しく、主権的に行使されなければならない。人物が理由を述べる人と認定された専門家の推論に

従う人の違いは、認識論的主権と認識論的隷属の違いである。合理的な調査のツール — 論理、
証拠評価、出典批判、構造的分析 — は制度の財産ではない。それらはすべての人間が所有し、発
展させることができる能力である。教育制度が培ったことに失敗するもの、主権的個人はそれら

自身のために培わなければならない。

経験的知識 — 生きた参加、体現された練習、および内部知覚の洗練を通じて得られた知識 — 最
も体系的に現代の認識論から除外され、操作に最も耐性がある方式である。30日間絶食した人
は、いかなる研究も提供することができない体についての何かを知っている。10年間瞑想した人
は、いかなる神経科学論文も把握しない意識についての何かを知っている。子供を育てた両親

は、発達心理学の教科書が含まれていない人間発達についての何かを知っている。この知識は、

軽蔑的な意味で「逸話的」ではない。それは最も親密で利用可能な経験形式である。人間存在そ

れ自体である最も敏感な機器で検証される。

観想的知識 — 深さの次元でその深さの現実の直接的で非概念的把握 — あらゆる真摯な智慧伝統
が人間に利用可能な最高の認識論的能力として認識し、その近代性は完全に認識論から除外した

方式。それは五つの魂の地図を通じてである — インド、中国、アンデス、ギリシャ、アブラハム
の — は魂の解剖学の構造的に互換性のあるマップに到達した。収束それ自体が証拠である：五
つの独立した伝統、異なる方法を使用して、異なる千年にわたって、同じ領域の構造的に互換性

のあるマップに到達した。これは偶然ではない。それは本当の調査の領域の署名である、本当の

認識論的能力を通じてアクセスされ、本当の知識を生成する。

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
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直観と内なるコンパス

回復の中心に立つのは、近代性が単に無視しただけでなく、積極的に抑圧した能力である：直

観。

Harmonismが理解するように、直観は非合理的な感情でもなく、漠然とした「腸の感覚」でも
ない。それは談話的知識の下と向こうで作動する意識の直接的な知覚能力である — 真実が演繹
的ではなく認識される能力。それは頭と心の両方を通じて作動する。議論の構造を完全に言及さ

れる前に知覚する知的直観と、証拠が組み立てられる前に人物、状況、または請求の品質を知覚

する心の直観。

観想伝統はこの能力を正確にマップする。インド伝統はそれを第三眼中心に位置付ける — アジ
ナ — その深さの登録において：分析的推論の表面関数ではなく、直接知識のための種能力、
Q’ero伝統が真実の本能と呼ぶもの。アンデス伝統は内なるシーア — ニャウィを通じて同じ能力
を培う。ギリシャ伝統はそれをNous呼んだ — 談話的理由の仲介なしに直接第一原理を把握する
知識能力。三つの伝統、三つの方法論、一つの能力。

この能力は稀ではない。それは普遍的である。しかし、それは体系的に抑圧されている — 従う
ことを訓練する教育制度よりも識別力、ノイズで注意を飽和させるメディア環境によって、内部

知識を迷信として笑う文化によって、そして制度的チャネルを通じて外部で検証できるもののみ

に報酬を与える。抑圧は偶然ではない。発展した直観能力を持つ人口は、それが供給される管理

物語の矛盾を直ちに知覚するだろう — 直観がPresenceから作動し、伝播の質を直接読み、訓練
された耳が残りのパフォーマンスがどのように説得力をもって進行しても偽りの注意をどのよう

に検出するかの方法。

直観の回復は、したがって、理性的調査への補足ではない。それはその前提条件である。理性的

チャネル — メディア、学界、検索エンジン、AI — が危険に晒されている環境において、制度的仲
介をバイパスし、直接真実を知覚できる能力は、贅沢ではなく、生存能力となる。Presenceを培
った人物は、危険に晒された制度による「ファクトチェック」がどのくらい複製できるかもしれ

ない方法でノイズから信号を識別できる。彼らは制度が何が本当であるかを伝える必要がない。

彼らはそれを見ることができる — 見ることは外部権威がどちらか与えることも、取り消すこと
もできない内部行為であるため。

実践的次元

認識論的危機は、より良い制度によって解決されない。制度は、それを生産した文明がすでに彼

らを説明責任に保つことができた哲学的基礎を失ったという理由で失敗した。基礎の再構築は最

初に来なければならない。

個人にとって、これは主権的な認識論的能力の故意の培養を意味する：すべての四つの知識モー

ドの開発、観想的練習を通じた直観的能力の強化、非正統的源を含む情報環境の構築、そして既

存の信念を確認するものを含むすべての請求 — をそれ自身の長所に対して質問する規律を維持す
る。

コミュニティにとって、それは代替知識インフラストラクチャの構築を意味する：恭しさよりも

識別力を培う学校、管理よりも情報を与えるメディア、それら自身に奉仕する人々ではなく、彼

らが管理する人々によって資金提供される研究制度。World/Blueprint/Architecture of Harmony

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
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は青写真を提供する：七つの文明的柱の一つとしての教育、それ自身のダルマ的論理に従って作

動し、統治または管理の利益に奉仕しない。

文明にとって、それは何が知識として数えるかの基本的な再配置を意味する。危機をもたらした

認識論的狭窄は逆転されなければならない — 経験的科学を放棄することによってではなく、その
固有の領域内に復元することによって、多模的認識論内での固有の位置に復元することによっ

て。経験的、哲学的、そして観想的知識も尊重する認識論に復元することによって。人間の認識

論的能力の完全なスペクトラムを回復する文明は、その市民が制度的捕捉が到達することができ

ない能力を所有しているため、管理された知覚装置の影響を受けないだろう。

道は容易ではない。1人が世界を読む基本的な仮定が発見されたのではなく、インストールされ
たという認識 — 呼吸のようにナチュラルに感じられた世界観が工学された — は本当に向きを失
う。それはコンセンサスの外に立つ勇気を必要とする。欺かれたという謙虚さを認める必要があ

る。そして異論の社会的結果を耐える回復力が必要である。しかし、別の選択肢はより悪い：あ

なたが見ないよう訓練されたため壁が見えない知覚刑務所の中にとどまる。

真実は傷つく。しかし、真実は解放される。そして解放 — プログラミング、管理された合意、情
報化された市民権として通される認識論的隷属から — Harmonismが提供するもの他のすべての
前提条件である。明確に見ることができない人物はDharmaと一致することはできない。真実を
製造された合意から区別することができない文明はLogosと一致することはできない。認識論的
危機は多くの危機の一つではない。それは他のすべてを見えなくさせる危機である — そして、し
たがって、最初に対処される必要があるもの。

参照：西洋の断裂、イデオロギー的捕捉の心理学、道徳的反転、グローバリスト・エリート、金

融建築、トランスヒューマニズムと調和主義、Philosophy/Doctrine/Harmonic Epistemology、
五 つ の 魂 の 地 図 、 調 和 実 在 論 、 存 在 の 状 態 、 World/Blueprint/Governance 、
World/Blueprint/Architecture of Harmony、Wheel of Harmony/health/Wheel of Health、
Wheel of Harmony/matter/finance/Finance and Wealth 、 応 用 調 和 主 義 、

World/Frontiers/Climate Energy and the Ecology of Truth、ダルマ、ロゴス、臨在

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-psychology-of-ideological-capture
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-globalist-elite
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-financial-architecture
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-financial-architecture
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/transhumanism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/state-of-being
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/governance
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/finance/finance-and-wealth
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/climate-energy-and-the-ecology-of-truth
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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第 I I 部

占領

How the fracture was exploited and
institutionalized.
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第 4章  ·  第 I I部  —  占領

グローバリスト・エリート

構造的議論

「グローバリスト・エリート」というフレーズは、批評家と擁護者の両者によってこれほど

彻底的に武装化されてきたので、それが名付けるところの構造的現実はほぼ見えなくなってしま
った。主流言説はその概念を陰謀論として扱う — 現代統治の複雑性を受け入れることができない
クランク派や大衆主義者の領域。大衆主義言説はそれを悪魔的な秘密結社として扱う — あらゆる
出来事の裏で糸を引く影の人物たち、誤りに免疫がある、あらゆる細部で調整される。どちらの

フレーミングも同じ機能を果たす：それはその配置を理解可能にするであろう構造的分析を防

ぐ。

調和主義は、グローバリスト・エリートが陰謀でもなければ虚構でもないと考える。それは、富

の集中と説明責任から切り離された権力の行使に対するあらゆる制約 — 存在論的、倫理的、構
造的 — を取り除いてしまった文明秩序の予測可能な制度的表現である。名目主義が正義の概念
を根拠付ける普遍性を解体したとき(基礎を参照)、啓蒙主義が政治的権威をいかなる超越的秩序
からも切り離したとき、金融建築が金銭の創造を民営化したとき(金融建築を参照) — 国家主権を
超えて、公開された視界の下に機能する超国家的階級の出現は、システムからの逸脱ではなかっ

た。それはシステムの論理的終局だった。

問題は、強大な人々が調整するかどうかではない。問題は、そのような調整を可能にする構造的

条件は何か、それはいかなる制度的形態をとるか、そしてそれを純朴さにも偏執にも陥らずに認

識するために必要な哲学的根拠は何かである。

金融王朝

ロスチャイルド家

ロスチャイルド家は、超国家的金融権力の原型である — 最も豊かな家族だからではなく(彼らの
総資産は、何百人もの子孫と数十の信託に分散されており、依然として莫大で意図的に不透明だ

が)、それは後続する金融王朝がすべて従ってきた構造的モデルを開拓したからである：国境を超
えて機能する、政府に奉仕するのではなく政府に資金を提供する、そして家族の利益がいかなる

単一国家の政治にも還元されないことを確保する。

マイアー・アムシェル・ロスチャイルドの5人の息子たちはロンドン、パリ、フランクフルト、ウ
ィーン、ナポリに配置され、本当の国際銀行ネットワーク — ナポレオン戦争に両側から同時に資
金を提供でき、軍事成果の事前知識から利益を得られ、紛争からイングランド銀行、[フランス
銀行、オーストリア国家財政に対する構造的影響力をもって出現することができた — を創造し
た。そのモデルは「政府を支配する」ことではなく、人形劇的な意味で。それはそれ以上に重要

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-foundations
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-financial-architecture
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だった：政府が機能する金融条件を創造することであり、政府政策 — イデオロギーを問わず —
債権者階級の利益を調整しなければならないようなものである。

現代のロスチャイルド・プレゼンスはロスチャイルド・アンド・コー(アドバイザリーと資産運
用)、エドモン・ド・ロスチャイルド・グループ、広大なぶどう園保有、およびあらゆる主要なグ
ローバリスト調整機関と交差する慈善ネットワークに分散している。今日、家族の影響力は、直

接的な金融支配というより、制度的に組み込まれたものである — 2世紀の戦略的位置付けが生み
出した関係、諮問的地位、構造的アクセスのネットワーク。誤りは、この影響力を関連性がない

ものとして却下するか(主流的立場)、あるいはあらゆるグローバル・イベントをロスチャイル
ド・オーケストレーションに起因させるか(陰謀論的立場)のいずれかである。現実は構造的であ
る：家族は、目に見える足跡に不釣り合いな影響力をもたらす グローバル金融建築における位置
を占めている。なぜなら、その建築は大部分において、彼らが創造を助けた制度の周りに建設さ

れたからである。

ロックフェラー家と基礎財団モデル

ロスチャイルド家が超国家的銀行を開拓したなら、ロックフェラー家は同じくらい重要なものを

開拓した：構造的権力の道具としての慈善基礎財団。ジョン・D・ロックフェラーのスタンダー
ド・オイル独占は1911年の反トラスト訴訟によって打ち砕かれた — しかし、それが生み出した富
は[ロックフェラー・ファウンデーション(1913)、ロックフェラー医学研究所(現在の[ロックフェ
ラー大学)、[総合教育委員会、および[外交問題評議会(共同設立1921)に向け直された。洞察は構
造的だった：直接的な企業独占は規制上の抵抗を引き起こす；教育、医学、外交政策に対する慈

善的影響力はそうではない、なぜなら公益というカバーの下で機能するからである。

ロックフェラー・ファウンデーションが現代医学に対する影響力 — アブラハム・フレクスナーの
1910年報告書の資金提供が、米国医学教育を医学ベースのアロパシー医学の周りに再構成し、同
種療法、自然療法、折衷的伝統を周辺化した — は、基礎財団資金がいかに分野全体を形成する
かの事例研究である。財団は強制によって代替医学を抑圧しなかった。それは医学を唯一の正当

な形態にする制度的枠組みに資金を提供した — そして制度的枠組みはその後、元々の資金決定が
忘れ去られた後、何世代にもわたって、自律的に抑圧をやった。

これは基礎財団モデルの本質的なメカニズムである：枠組みに資金を提供する、そして枠組みは

さらなる介入なしに利益を永続させる。それは教育、公衆衛生、農業、外交政策で同様に機能す

る。

ゲーツ財団とグローバル・ヘルスの掌握

ビル・ゲーツと[ビル・アンド・メリンダ・ゲーツ財団は、ロックフェラー・モデルの現代的な頂
点を表しており、この財団の約700億ドルの基金は、世界最大の民間基礎財団にしている。[世界
保健機関への資金提供(米国に次ぐ2番目の最大資金提供者、自発的貢献がカウントされるときは
時々最大)は、世界中のいかなる選挙で選ばれた職員も有していないグローバル・ヘルス・ポリシ
ーに対する構造的影響力を与えている。

パターンはロックフェラーのパターンである — 惑星規模で：制度的枠組みに資金を提供する、そ
して枠組みは利益を永続させる。ゲーツ財団資金は、どの病気が研究されるか、どの介入がデプ

ロイされるか、どのヘルス・メトリクスが測定されるか、どの声がグローバル・ヘルス言説で増

幅されるかを形作る。財団のワクチン・プログラム、[GAVI(ワクチン・アライアンス)、および
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[感染症対策革新連合(CEPI)への重い投資は、医学的介入をグローバル・ヘルスの一次的モード
としてのバイアスを創造する — ロックフェラー財団が1世紀前に米国医学で創造したのとまった
く同じバイアス。栄養、衛生、伝統医学、免疫回復力 — 特許を取得できず、企業によってスケー
リングできず、知的財産を通じて制御できない介入 — は注意の分数を受け取る。

ゲーツの[モンサント/[バイエル農業技術、合成肉代替品、およびデジタル・アイデンティティ・
システムへの同時投資は、民主的プロセスが認可していない、説明責任メカニズムが統治してい

ない関心の収束を創造する。構造的問題は、ゲーツが危害を意図しているかどうかではなく — 意
図は構造的分析に無関係である — だが、グローバル・ヘルス、農業、およびデジタル・インフラ
を慈善基金の説明責任のないメカニズムを通じて形作る権力を、個人または家族が有するべきか

どうかである。

調整フォーラム

世界経済フォーラム

クラウス・シュワブの[世界経済フォーラム(WEF)は1971年に設立され、グローバリスト・エリー
トのための最も目に見える調整メカニズムとして機能する — 企業幹部、国家指導者、中央銀行
家、およびNGOリーダーが集まって、セクターと国境を越えた政策を調整するプラットフォー
ム。[ヤング・グローバル・リーダープログラムは、[エマニュエル・マクロン、[ジャスティン・
トルドー、[ジャシンダ・アーデン、および他の数十人の国家指導者を育成してきた — 陰謀では
なく、オープンで文書化されたエリート選抜とイデオロギー的調整のプログラムである。陰謀は

不要である：次世代の指導者を共有フレームワークで訓練するとき、調整は自律的に起こる。

シュワブのグレート・リセット(2020)と第4次産業革命はアジェンダについて明確である：株主
資本主義に代わるステークホルダー資本主義(実際には民主的ガバナンスに代わる企業ガバナンス
を意味する)、物理的、デジタル、および生物学的領域の融合(実際には身体そのもの内へのデジ
タル監視の拡張を意味する — トランスヒューマニズムと調和主義を参照)、およびWEFおよびそ
のパートナーによって定義される持続可能性メトリクスの周りにグローバル・システムを再構成

することを。言語は人道的である。構造的効果は説明責任がある国家制度から説明責任がない超

国家的ネットワークへのガバナンスの移転である。

ビルダーベルク・グループ

[ビルダーベルク・グループは1954年から毎年開催され、[チャタム・ハウス・ルールの下で、120
～150人の政治指導者、財務相、中央銀行家、メディア幹部、および企業CEOを集める — 討議さ
れたことはいかなる参加者にも帰属することができない。WEFが公開性を培養するのとは異な
り、ビルダーベルクは意図的な不透明性を通じて機能する。議事録は発表されない。決議は発表

されない。参加者リストは開示されるが、討議の内容は非公開のままである。

構造的機能は調整である — セクターと国を越えた意思決定者が彼らの各制度に戻り、政策を実
装する前に共通のフレームワークを共有することを確保する。これは指示的階層ではない。それ

は合意形成メカニズムである：フレームワークが調整されると、各参加者は彼ら自身の制度的権

限を通じてそれを実装し、独立した収束の外観を創造する。

https://harmonism.io/ja/world/dialogue/transhumanism-and-harmonism
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外交問題評議会と三極委員会

[外交問題評議会(CFR)は1921年にロックフェラー資金で設立され、1世紀にわたり米国外交政策
の主要なインキュベーターとなってきた。その加盟者は、設立以来、事実上あらゆる国務長官、

国家安全保障補佐官、CIA長官、および財務長官を含んでいる。CFRは米国外交政策を「支配す
る」のではなく — それは知的フレームワーク、人事パイプライン、および米国外交政策が選択さ
れる政策オプションを提供する。区別は重要である：支配は外部の力を意味する；CFRは外交政
策の確立内部である。それはそれ自身の制度的形態で、確立である。

[三極委員会は1973年に[デイビッド・ロックフェラーと[ズビグネフ・ブレジンスキーによって設
立され、北米、ヨーロッパ、日本間の三極調整にモデルを拡張した(後に他の地域を含めるよう
に拡張)。ブレジンスキーの1970年の著作二つの時代の間では展望を明確に示した：伝統的主権
がグローバルな複雑性を管理することができるエリートによる超国家的ガバナンスに道を譲る

「テクノトロニック時代」。委員会はその目的を隠していなかった。それはそれをオープンに表明

していた — 公衆がその表明を読まないか、その含意を理解しないかのいずれかであると確信して
いた。

ジョージ・ソロスとオープン・ソサエティ・ネットワーク

ジョージ・ソロスの[オープン・ソサエティ・ファウンデーション(OSF)は120以上の国で活動
し、累積支出が320億ドルを超え、エリート影響力の独特のモード — 市民社会のイデオロギー的
掌握を表している。ゲーツ財団がヘルスとテクノロジーを通じて機能し、ロックフェラー財団が

教育と外交政策を通じて機能するのに対して、ソロス・ネットワークはNGO、メディア組織、検
察官、判事、およびターゲット国の法的、文化的、政治的景観を再形成する活動家ネットワーク

の資金提供を通じて機能する。

[色の革命 — ジョージア(2003)、ウクライナ(2004、2014)、およびその他 — は一貫してOSF資金
提供組織が目立つ役割を担っていた。米国内では、地方検事候補に対するOSF資金提供は主要都
市での刑事司法政策を再形作った。メカニズムはロックフェラー/ゲーツ・モデルと同じである：
制度的枠組みに資金を提供する、そして枠組みはその仕事をやる。ソロスの明示的な哲学的献身

— [カール・ポッパーの「オープン・ソサエティ」 — 超越的真実のすべての主張を拒否し、批判
的合理主義を通じて自らを統治する社会 — は、金融建築の構造的論理のイデオロギー的補完で
ある：超越的存在論的根拠のない社会は、価値を定義する制度に資金を提供する者による価値の

再定義に抵抗することができない。

秘密結社と友愛ネットワーク

グローバリスト権力建築におけるい[秘密結社の役割は、構造的分析が最も容易に脱線する点で
ある — 却下(「秘密結社は存在しない」)か幻想(「秘密結社がすべてを支配する」)のいずれかに。構
造的現実は、どちらの立場よりもより日常的で重要である。

[フリーメーソンは、最も古く最も広く普及した友愛ネットワークであり、歴史的に国家境界を越
えたエリート・アクターのための調整層を提供してきた。[米国および[フランス革命、中央銀行
の設立、および国際制度の建築におけるその役割は、推測的ではなく文書化されている。ネット

ワークの価値は魔法的または秘教的ではない — それは構造的である：共有の入会、共有の象徴
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的言語、および相互援助の共有の義務は、そうでなければ見知らぬ者であるであろう加盟者の間

で信頼と調整を創造する。電気通信前の時代において、これは想像を絶する利点だった。現代時

代には、機能は主に上述の調整フォーラムによって吸収されてきた — しかし友愛の原則は依然と
して機能している：共有の入会は優先的信頼を創造する。

[スカル・アンド・ボーンズイェール大学の、[ボヘミアン・クラブカリフォルニアの、および同
様のエリート・ネットワークは同様に機能する：彼らはグループ内団結、共有フレームワーク、

および制度的権力の位置を占めるであろう個人間の相互義務を創造する。「秘密」は隠された教

説ではない。秘密はネットワーク自体である — 競合する制度、対立する政治的党、および名目
上独立したメディア組織を運営する人々が、彼らの若き日に形成される個人的忠誠および相互義

務の絆を共有するという事実。調整は指令を必要としない。それは共有された形成だけを必要と

する。

ケース・スタディとしてのクリントン・ネットワーク

[クリントン財団および広範なクリントン政治ネットワークは、様々な糸 — 金融的、慈善的、政
治的、および知能に隣接した — が単一の制度的ネクサスで収束する方法の現代的ケース・スタデ
ィを提供する。財団は同時に慈善組織、外交上の舞台裏チャネル、企業ネットワーキング・プラ

ットフォーム、および政治的資金調達運用として機能した。その寄付者リストは[ヒラリー・クリ
ントンが国務長官の任期中の国務省の外交活動と交差した — リークされた電子メールで文書化
され、連邦当局によって調査された(しかし起訴されなかった)収束。

構造的教訓は、クリントンが独特に腐敗しているわけではない、ということである。それは制度

的建築である — その中で同一の個人が政府、慈善事業、企業アドバイザリ、およびメディアの位
置を占める — そのような収束を不可避にするもの。クリントン・ネットワークは単に、エリー
ト全体を横切って機能する構造的パターンの特に目に見える事例である：異なる制度的帽子での

同一の人々、技術的に分離しているが運用上融合している仲介を通じた調整された利益。

調和主義的診断

調和主義は、グローバリスト・エリートを特定個人の道徳的失敗として診断しない。それはそれ

を文明的な帰結として診断する — 哲学的誤りのシリーズ全体を通じて追跡された同じ誤り。

名目主義が共通善の概念を根拠付ける普遍性を解体したとき、統治は超越的秩序との調整ではな

く利益の競争になった。[啓蒙主義がダルマから権威を切り離したとき、政治的権力はロゴスと
の調整で行使される責任ではなく、捕捉される技術になった。金融建築が金銭創造を民営化した

とき(金融建築を参照)、集中化された富は国家主権を超えて機能する構造的能力を得た。そして
教育とメディアのイデオロギー的掌握(イデオロギー的掌握の心理学を参照)が、人口がその建築
を認識することができないことを確保したとき — なぜなら建築を認識するための概念的道具が
カリキュラムから削除されたから — その配置は自己維持となった。

グローバリスト・エリートは異常ではない。それは、権力を制約するであろうすべての原則を進

行的に放棄してきた文明の終局である — 権威は共通善に奉仕しなければならないという原則(ダ

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-financial-architecture
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-psychology-of-ideological-capture
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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ルマ)、富は集中するのではなく循環しなければならないという原則(アイニ)、統治はそれ自身の
自己利益以上の秩序に説明責任を負わなければならないという原則(ロゴス)。これらの原則の欠
如において、権力の集中は陰謀ではない。それは重力である。

陰謀論者と主流派の両者が逃す何か

陰謀論的フレーミング — 「彼ら」は糸を引いている — は配置の構造的特質を逃す。陰謀がすべ
てを調整しない。調整は共有されたクラス利益、共有された制度的形成、共有されたイデオロギ

ー的フレームワーク、および調整に報いるそのような構造的インセンティブから出現する。ネッ

トワーク内の個人的アクターはしばしば異議を唱え、競争し、無関係で機能する。ネットワーク

の権力は意図の統一に依存していない。それは構造的位置の統一に依存している。

主流的フレーミング — 「調整されたエリートは存在しない」 — 制度的現実を逃す。調整フォー
ラムは存在する。資金提供ネットワークは文書化されている。政府、金融、慈善事業、およびメ

ディア間の回転ドアは見える者には見える。調整されたエリート・アクションの存在を否定する

ことは、その目的のために明示的に設計された制度を無視する必要がある — 彼ら自身の参加者
リストを発表し、彼ら自身のウェブサイトをホストし、Amazonで入手可能な書籍でそれら自身
のアジェンダを表明する制度。

調和主義的立場は両方の現実を同時に保有する：調整は現実であり文書化可能であり、それは陰

謀論的ではなく構造的である。したがって、救済策は「悪いアクター」を特定して除去すること

にはない — 新しいセットが直ちに構造的位置を満たすであろう — むしろそのような集中が発生
することを防ぐ哲学的、制度的、および経済的根拠を再構築することにある。

救済策

調和主義的対応は大衆的激怒ではない。それは建築的再構築である。

存在論的根拠を復元する。 グローバリスト・エリートは哲学的真空で機能する — 共通善の共有
された概念を有しない文明は、共通善をそれら自身の利益に適合するように定義するそれら者に

よる再定義に抵抗することができない。ロゴスを統治の根拠として、政治的権威は人間の意志を

超越する秩序に調整する限りにおいてのみ正当である、という原則として復元することは、神権

政治の呼び出しではない。それはあらゆる伝統文明が認識していた同じ原則への呼び出しであ

る：権力はそれ自身を超えるものに奉仕しなければならない、またはそれは略奪的になる(道徳
的反転を参照)。

権力を構造的に分散する。 グローバリスト・エリートはその権力を集中化から得ている — 集中
化された金銭創造、集中化されたメディア、集中化された供給鎖、集中化された統治。管理と補

完性の調和主義的建築はこれを反転する：可能な限り最も局所的な規模での統治、コミュニテ

ィ・レベルでの経済的自給自足(新しいエーカーを参照)、コミュニティ通貨と分散化されたシス
テムを通じた金銭的主権、メディア多元主義の独立インフラを通じて。

調整を見えるようにする。 フォーラム自体は問題ではない — 指導者間の調整は不可避であり、
しばしば必要である。問題は説明責任のない調整である：チャタム・ハウス・ルールの下での会

合、公開討論なしでの政策調整、民主的選抜の外で機能する人事パイプライン。救済策は根本的

な透明性である：すべての政治的および経済的指導者の会合を開示する、すべての資金提供関係

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/stewardship/stewardship
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-new-acre
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を公開する、あらゆる回転ドア任命をスクラッチする。透明性が権力を排除するからではなく —
それはしない — むしろそれが権力を読み取り可能にするからである、そして読み取り可能な権力
は説明責任のある権力である。

平行制度を構築する。 グローバリスト・エリートの最も耐久的な成就は制度的掌握である — 大
学、メディア、ヘルス組織、および統治機関の共有されたイデオロギー的フレームワークによる

植民地化。応答は、捕捉された制度の管理のために戦うこと(その地形での戦い、その規則によ
る)ではなく、新しいもの — ダルマに根拠付けられ、調和の建築で構造化され、それら奉仕する
コミュニティに説明責任がある制度 — を構築することである。これは政治的サイクルではなく、
世代の仕事である。

グローバリスト・エリートは無敵ではない。それは構造である — そして構造はより良い構造で置
き換えることができる。しかし、置き換えは大衆主義も進歩主義も提供することができないもの

を必要とする：その配置が見える哲学的根拠、陰謀論的ではなく構造的である診断、および症状

— 不平等、腐敗、民主的侵食 — だけでなく根拠 — 権力が何のためのものかを忘れた文明 — に対
処する建設的代替。

関連項目も参照：金融建築、資本主義と調和主義、グローバル経済秩序、西洋の裂け目、基礎、

道徳的反転、イデオロギー的掌握の心理学、自由主義と調和主義、共産主義と調和主義、トラン

スヒューマニズムと調和主義、調和の建築、調和主義、ロゴス、ダルマ、アイニ、管理、応用調

和主義
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第 5章  ·  第 I I部  —  占領

犯罪ネットワーク

犯罪ネットワークとは、秩序の欠如ではない。それは、ある種の秩序――寄生的で、倒錯し
ているが、一貫性のある秩序――であり、正当な主権が空洞化し、Logosがもはやその領域を統
制しなくなった場所に現れるものである。国家が裁定を下せない場所では、犯罪ネットワークが

裁定を下す。国家が課税できない場所では、彼らが課税する。国家が契約を履行させられない場

所では、彼らは独自の通貨、すなわち「恐怖」を用いて契約を履行させる。 マフィアの掟、オメ
ルタ、カルテルの縄張り規律――これらは否定的なDharmaであり、社会を規範に結びつけると
いう同じ構造的機能を果たしているが、あらゆる次元で逆転している。すなわち、規範は全体で

はなく寄生者に奉仕し、規律は育成ではなく略奪に奉仕し、結びつきは自由ではなく支配に奉仕

するのだ。 犯罪ネットワークを分析するには、まずそれらを健全な秩序からの逸脱として扱うリ
ベラルな枠組みを拒否しなければならない。それらは逸脱ではない。それらは、真の秩序が内側

から腐り果てた時に、その空洞を埋めるものなのだ。

これが第一歩である。第二に、今日の犯罪ネットワークは、合法的な制度的構造と並存している

のではなく、それと相互に浸透し合っていることを認識することだ。製薬コングロマリットは、

コルレス銀行を通じてカルテルの資金を洗浄し、 カルテルは国家自身が売り渡す司法上の保護を
購入する。犯罪的な信託を隠蔽するオフショア管轄区域は、同じ仕組みの中で政治家の賄賂や企

業の脱税も隠蔽する。人身売買業者を追跡する諜報機関は、同時にその業者を情報源として運用

している。 「犯罪」と「合法」は、境界線で隔てられた隣接する領域ではない。それらは、1971
年以降のグローバリズム秩序が構造的に可能にした、一つの金融・政治的構造の二つの顔に過ぎ

ない。したがって、アンダーワールドを分析することは、アンダーワールドをこれほど巨大で、

豊かで、強靭なものにした秩序を分析することと切り離せない。両者は、二つの角度から見た一

つの現象なのである。

グローバルな類型論

主要な犯罪ネットワークは互いに置き換え可能ではない。それぞれが、そのネットワークが生ま

れた文明の遺伝的特徴――倫理構造、親族関係の論理、忠誠の神学、暴力との関係――を帯びて
おり、その違いは各ネットワークの運営方法や、何によって置き換えられる可能性があるかとい

う点において重要である。

カラブリアの‘Ndrangheta（ンドランゲタ）は、ヨーロッパ、ひいては世界でも最も裕福で強力
な組織犯罪ネットワークである。拡大家族単位の‘ndrine（ンドリーネ）を基盤とし、同族間の結
婚を構造的な接着剤として築かれたこの組織は、ジョイア・タウロ港を経由してヨーロッパに流

入するコカインの約60％を支配しており、1世紀以上にわたり国家の浸透を拒み続けてきた規律
をもって活動している。 イタリアの他の3つの伝統的なマフィア――シチリアのコサ・ノストラ、
ナポリのカモッラ、プーリアのサクラ・コローナ・ウニータ――は、地中海的な一族の誇りとい
う基盤を共有しているが、構造は異なる。コサ・ノストラは、1980年代から90年代にかけてフ
ァルコーネとボルセリーノによる摘発が行われるまで、クポラを中心とした階層的な組織であっ

た。カモッラは、人口密集都市ナポリにおいて、互いに争う一族の集合体として平坦な構造をと
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っている。 SCUは1980年代に遅れて登場し、当初はアルバニア人密輸の補助組織として機能して
いた。

メキシコのカルテルは、国家と共生する犯罪組織の現代における頂点である。1980年代にミゲ
ル・アンヘル・フェリックス・ガヤルドの下で支配的だった元グアダラハラ・カルテルの後継で

あるシナロア・カルテルは、1985年のDEA-カマレナ事件に遡る連邦警察、 軍、そして政治界へ
の浸透が、1985年のDEA-カマレナ事件にまで遡って記録されている。ハリスコ・ヌエバ・ジェ
ネラシオン・カルテル（CJNG）は、2009年の分裂からシナルオア・カルテルの主要なライバル
として台頭し、より軍事的な姿勢をとり、国家と直接対決する意思を示している。ガルフ・カル

テルとその分派である精鋭部隊ロス・ゼタス （元メキシコ特殊部隊）は、2000年代半ばにパラ
ミリタリー的な残虐性を手法として導入し、旧来の組織が避けていた公開処刑的な暴力——斬首
や遺体の切断など——を常態化させた。 ラ・ファミリア・ミチョアカーナとその後継組織ロス・
カバジェロス・テンプラリオスは、麻薬密売にペンテコステ派とテンプル騎士団を融合させたイ

デオロギー的色合いを加え、犯罪組織が一定期間領土を掌握し続けると、いかにして宗教的な疑

似正当化構造へと進化していくかを示した。

ブラジルの組織は、刑務所発の派閥として組織されている。1993年にサンパウロのカランディル
刑務所で結成された「プライメイロ・コマンド・ダ・カピタル（PCC）」と、1970年代後半にリ
オデジャネイロのイリャ・グランデ刑務所で結成された「コマンド・ヴェルメーリョ（CV）」で
ある。 両組織とも、密輸された、あるいは単に黙認された携帯電話を用いて、刑務所システム内
部から縄張りを支配している。PCCはパラグアイ、ボリビア、西アフリカへと勢力を拡大し、取
引量においてメキシコのカルテルに匹敵する大陸横断的なコカイン密売組織となっている。ブラ

ジルの事例は、「刑務所が犯罪組織の養成所となる」という特異な病理を示しており、米国でも

同様の現象が再現され始めている。

パブロ・エスコバルとカリ・カルテル後のコロンビアの情勢は、クラン・デル・ゴルフォ（現代

コロンビア最大のネットワーク、旧称ロス・ウラベニョス）、ELNゲリラ・ナルコ、2016年の和
平合意を拒否したFARC-EPの反体制派、そして数多くの地域ギャングへと細分化されている。 コ
ロンビアのコカイン生産量は2023年から2024年にかけて過去最高を記録したが、その一因は、
ペトロ政権の交渉による和平アプローチにより、ウリベやサントス政権下で生産を抑制していた

軍事的圧力が取り除かれたことにある。

ロシアの組織犯罪の伝統は、ソ連時代のvor v zakone（「法の下の盗人」階級）に端を発する。彼
らは独自の精巧な規範、タトゥーの記法、そして刑務所システムに根ざした系譜を持っていた。

ソルンツェフスカヤ・ブラトヴァは、サンクトペテルブルクのタンボフスカヤやモスクワのイズ

マイロフスカヤと並び、ポストソビエト時代の支配的なネットワークとなった。1991年以降、
「ヴォリ（泥棒）」、元KGB将校、 オリガルヒのビジネス利害が融合した結果、真に斬新な存在が
生まれた。それは犯罪・諜報・ビジネスのハイブリッドであり、西側諸国にはこれに対応する分

析カテゴリーが未だ確立されていない。FBIから起訴されながらもモスクワで公然と暮らすセミ
オン・モギレヴィッチは、その典型である。彼は、アンダーワールドとオーバーワールドの役割

が区別できない金融オペレーターだ。

中国の三合会——14K、孫義安、和成和——は、歴史的に香港を拠点として、世界的な密輸・偽造
ネットワークとして活動してきた。香港返還後、北京との関係は不透明になった。重要な証拠

は、中国共産党・国家安全部の機構が、国家が直接行うことのできない海外活動、特に東南アジ

アや世界中のチャイナタウンにおいて、三合会の組織構造を利用していることを示唆している。
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「ビッグ・サークル・ボーイズ（大環仔）」は、元々は中国人民解放軍の紅衛兵であったが、

1980年代に香港でプロ化し、現在はフェンタニルの前駆物質密輸において国境を越えて活動して
いる。この取引において、化学物質供給レベルでの中国の関与は、北米のオピオイド危機におけ

る上流の中心的な結節点となっている。

日本のヤクザ――山口組、住吉会、稲川会――は、現代世界において最も制度的に正当化された
犯罪ネットワークである。2010年代に規制改革が始まるまで、彼らは公的事務所、名刺、雑誌の
発行、そして災害時の市民保護機能（最も顕著なのは2011年の東日本大震災）を伴って活動して
いた。 ヤクザは、江戸時代の「賭徒（ばくとう）」や「行商人（てきや）」といった深い基盤を継
承しており、その「仁侠団体」としての自己認識は単なる見せかけではない。それは、前近代日

本のギルドやアウトキャスト制度の真の連続性を反映しているのだ。 現代のヤクザは急激な衰退
を遂げており、2007年以降、構成員数は半減している。その一因は、日本の平穏な社会秩序が、
かつてヤクザが担っていた機能をもはや必要としないことにある。

アルバニア・マフィア、イスラエルの組織犯罪ネットワーク（アベルギル家、ジーヴ・ローゼン

シュタインの組織）、ナイジェリアの同胞会（ブラック・アックス、アイエ、バッカニアーズ――
元々は大学の友愛会であったが、国境を越えた詐欺、人身売買、儀式魔術の生態系へと変質した

もの）、インドのDカンパニー （ダウッド・イブラヒムのネットワーク。パキスタンに拠点を置
き、ISIとのつながりが文書で証明されている）、中米のマラ（MS-13、バリオ18 — 後述のエルサ
ルバドル事件の核心）、アウトロー・モーターサイクル・クラブ（ヘルズ・エンジェルス、バンデ

ィドス、アウトローズ — オーストラリア、カナダ、スカンジナビア、ドイツで勢力を振るう）、
1989年以降の国家安全保障体制の再編に伴い形成されたブルガリアの組織犯罪ネットワーク、そ
してメタンフェタミン、偽造通貨、暗号資産窃盗を国家予算活動として運営する北朝鮮の国家犯

罪機構——これらはいずれも、世界的な状況に新たな様相を加えている。

この類型論が明らかにするのは、組織犯罪が単一の現象ではなく、特定の条件が共存する場所な

らどこでも出現する一連の構造であるということだ。その条件とは、国家による暴力の独占の弱

体化、密接なインフォーマル経済、親族や兄弟団を基盤とする組織構造、そして世界的に代替可

能な違法市場へのアクセスである。ネットワークがとる「形態」は文明的基盤によって形作られ

るが、そのようなネットワークが存在するという「事実」は、その構造的条件から必然的に導か

れるものである。

取引

ネットワークは、その取引内容によって構成されるものではない。取引とは、違法な価値の流れ

を組織化する根底にある能力の表層的な現れに過ぎない。しかし、どのネットワークが国家を掌

握できるほど豊かになるかを決定づけるため、取引そのものは重要である。

コカインは、メキシコのカルテルによる現代的な富の蓄積と、「ンドランゲタ」による欧州での

支配を築き上げた取引である。そのサプライチェーンは、アンデス地域での栽培（コロンビア、

ペルー、ボリビア）から、中継拠点（近年ではエクアドルのグアヤキル港が中心となっている）

を経て、北米や欧州での消費に至るまで広がっており、ブラジルのPCCや西アフリカの輸送ネッ
トワーク （典型的な麻薬国家であるギニアビサウ）が重要な仲介役として機能している。ヘロイ
ンと合成オピオイド——かつては「ゴールデントライアングル」や「ゴールデンクレセント」が
支配していたが、現在では中国化学産業から供給されるフェンタニル前駆体が圧倒的多数を占め

る——は、2000年以降100万人以上のアメリカ人の命を奪った北米の過剰摂取による惨事を引き
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起こしている。メタンフェタミンは2010年以降、世界的に急増しており、西半球ではメキシコ産
が支配的であり、アジア市場向けにはミャンマーのワ州が世界最大の生産量を誇っている。

人身売買は、性的人身売買、労働搾取、そして規模は小さいものの実在が確認されている臓器取

引に細分化される。 これらの流れを操るネットワークは、しばしば麻薬ネットワークと重複して
いる（同じ物流インフラ、同じ保護構造）が、その道徳的恐怖は麻薬取引を凌駕する。なぜな

ら、その「商品」は奴隷状態にある人間そのものだからだ。国際労働機関（ILO）の推計による
と、世界の奴隷状態にある人口は約5,000万人で、そのうち2,800万人が強制労働、2,200万人が
強制結婚に置かれている。 移民密輸 — 移民が捕虜ではなく金銭を支払う顧客である点で人身取
引とは区別される — は、地中海、サハラ砂漠、ダリエン・ギャップ、そしてますますベラルー
シ・ポーランド国境を横断する、数十億ドル規模の事業へと発展しており、国家と犯罪組織が融

合した兵器システムとして機能している。

武器密輸は二つの方向で流れている。米国銃器店からメキシコのカルテル兵器庫へ（南へ向かう

「鉄の川」）、そして東欧やコーカサス地方にある旧ソ連時代の余剰備蓄から世界中の紛争地域へ

である。ヴィクトル・ブートのネットワークは、2008年の逮捕まで典型的な事例であったが、彼
が担っていた役割は、より目立たない業者たちに引き継がれている。**野生生物の密輸 — センザ
ンコウ、象牙、サイの角、トトアバの浮き袋、鳴き鳥、外来爬虫類 — は、主にアフリカや東南ア
ジアの原産地から、中国、ベトナム、そしてますます増加している湾岸アラブ諸国の消費市場へ

と流れており、しばしば麻薬輸送と同じ物流インフラを便乗して行われている。

偽造品は、商業規模で測定した際、量的に最大の違法取引であり、医薬品、電子機器、高級品、

航空機部品などの中国製製品が主流を占めている。医薬品の偽造取引は、アフリカ市場における

偽のマラリア薬や抗生物質を通じて、毎年数千人もの命を奪っている。*違法採掘*——特にアマ
ゾン川流域やアフリカの金、ラテンアメリカのリチウム、そして世界的なレアアース——は、カ
ルテル、FARC（コロンビア革命軍）の反体制派、ELN（民族解放軍）、および中国政府系事業
者の重要な収入源となっている。違法伐採や違法漁業**（特に西アフリカやラテンアメリカの海
域で活動する中国の遠洋漁船団）は、生態系を破壊する一方で、偽造書類を通じて正規のサプラ

イチェーンに流入する商品の流れを生み出している。

サイバー犯罪 — ランサムウェア、ビジネスメール詐欺、ロマンス詐欺、人身取引の被害者を従業
員として抱える東南アジアの複合都市から運営される「ピッグ・ブッチャリング」詐欺複合体 —
は、最も急速に成長している違法収益分野であり、参入障壁が最も低い分野となっている。2023
年には、ランサムウェアによる支払額だけで10億ドルを超えた。 カンボジア、ミャンマー、ラオ
スにある「ピッグ・ブッチャリング」複合施設は、新たな構造的形態を示している。それは「産

業規模」の人身売買とサイバー犯罪の融合であり、そこで同じ被害者が、奴隷労働者であると同

時に、世界的な詐欺経済の運営インフラとしても利用されている。

マネーロンダリングそのものは一種の商売であり、不正な収益を一見合法的な資産へと変換する

サービスである。主な資金洗浄の手段としては、不動産（ロンドン、バンクーバー、マイアミ、

ドバイ）、美術品・骨董品市場、カジノ（歴史的にはマカオ、現在はラスベガスやオーストラリア

の事業者）、貿易を装った資金洗浄（過大・過小請求）、そして暗号資産ミキサーが挙げられる

（2022年に制裁を受けたTornado Cash、2023年に制裁を受けたSinbadなど。ただし、その機能
は依然として存続している）。弁護士、会計士、不動産仲介業者、コンプライアンスを遵守しな

い銀行のコンプライアンス担当者といった専門的な「共犯者」たちは、西側の金融センターに構

造的に組み込まれた「ゲートキーパー階級」を構成している。
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共犯のアーキテクチャ

取引そのものだけでは、現代の犯罪ネットワークの持続性と規模を説明できない。それを説明す

るのは、ブレトン・ウッズ体制後のグローバリズム秩序の周りに形成された金融・法・技術のア

ーキテクチャである。このアーキテクチャは、正当な資本の移動と違法な資金の流れを同時に可

能にした。なぜなら、「摩擦のない資本移動」「不透明な所有権」「緩やかな規制」という2つの要
件が、実は同一の要件であったからである。

オフショア管轄区域システムこそが、その基盤を支える金融インフラである。英国海外領土（ケ

イマン諸島、英領バージン諸島、バミューダ、タークス・カイコス諸島）および王室属領（ジャ

ージー、ガーンジー、マン島）は、世界最大のオフショア・ネットワークを構成しており、全オ

フショア資産の約半分を管理している。ここにスイス（近年の改革にもかかわらず）、 ルクセン
ブルク、シンガポール、香港、キプロス、マルタ、パナマ、そして米国自体——特にデラウェア
州、ネバダ州、サウスダコタ州は、カリブ海地域の開示基準が厳格化された後、パンダラ・ペー

パーズによって世界のエリート層が好んで利用するマネーロンダリング管轄地となっていること

が明らかになった。 タックスヘイブンに存在する、名義取締役や実質所有者を隠す無記名株式・
信託構造を備えたペーパーカンパニーこそが、マネーロンダリング構造の基本的な構成要素であ

る。世界には推定3,000万社のペーパーカンパニーが存在する。FATF（金融活動作業部会）と
OECDによる過去20年間にわたる改革は、システムの解体には至らず、その透明性をわずかに向
上させたに過ぎない。なぜなら、このシステムは犯罪者だけでなく、世界中の資本家階級全体に

奉仕しているからである。犯罪目的での利用は、合法的なエリート層による利用に寄生してお

り、後者を排除せずにこの構造を撤廃することはできない。

コルレス銀行システムは、ドル（および程度は低いもののユーロ）の流動性が世界的に流れる経

路である。JPモルガン・チェース、シティグループ、HSBC、スタンダードチャータード、ドイツ
銀行、BNPパリバといった少数の大手欧米銀行が、世界中の数千もの小規模銀行にコルレスサー
ビスを提供している。 これにより、米国の法執行機関が理論上、違法な資金の流れに対して利用
し得る「ボトルネック」が集中することになる。実際には、こうしたボトルネックとなる銀行が

マネーロンダリングを行っていたことが繰り返し発覚している。HSBCは2012年、シナロア・カ
ルテルの収益やイラン制裁対象資金をマネーロンダリングしたとして、米国司法省の訴追を和解

するために19億ドルを支払った。ワコビア （現ウェルズ・ファーゴ）は2010年、カルテルの活
動に関連するメキシコペソの「カサ・デ・カンビオ」取引3,780億ドル超をめぐり和解した。ス
タンダードチャータードは2012年にイラン制裁違反で3億4,000万ドル、2019年にはさらに11億ド
ルを支払った。BNPパリバは2014年に89億ドルを支払った。 ドイツ銀行のロシアにおける「ミ
ラー取引」では100億ドルがマネーロンダリングされた。ダンスケ銀行のエストニア支店は、主
にロシア関連の疑わしい取引2,300億ドルを処理した。そのパターンは一貫している。和解、罰
金、監視、そして繰り返される。これらの件で刑務所に入った上級幹部は一人もいない。罰金は

運営コストに過ぎず、その仕組みはそのまま残っている。

法務・専門職のインフラこそが、ゲートキーパーの層である。 「パナマ文書」（2016年）と「パ
ンドラ文書」（2021年）は、法律事務所、会計事務所、信託・法人サービス提供者が、構造的に
富裕層と犯罪者が同じ手段を利用できるようにしている実態を暴露した。「パナマ文書」の中心

となったパナマの法律事務所モサック・フォンセカは、政治家、オリガルヒ、アスリート、カル

テルのための構造を、区別なく処理していた。 四大監査法人——KPMG、EY、デロイト、PwC
——はいずれも租税回避や資金洗浄スキャンダルに関与しているが、代替手段がないため、正当
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な企業運営には依然として彼らのコンプライアンス認証が求められている。専門職のゲートキー

パーたちは、腐敗した傍観者ではない。彼らはその仕組みの運営スタッフなのである。

技術的層はいくつかの段階を経て進化してきた。暗号化通信プラットフォーム——Sky ECC、
EncroChat、Phantom Secure、Anom——は、2010年代を通じて欧州および世界的な組織犯罪の
オペレーティングシステムとなった。AnomはFBIとオーストラリア連邦警察によるハニーポット
であることが判明し、2021年にその摘発が発表されると、数千人の逮捕につながった。 エンク
ロチャットは2020年にフランスとオランダの当局によって潜入捜査を受けた。これらの摘発は重
要な戦術的勝利であったが、安全な通信に対する根底にある需要により、新たなプラットフォー

ムが絶えず生み出されている。暗号資産は2014年から2020年にかけて、違法な資金の流れに対
して一時的な相対的な匿名性を提供したが、その後、チェーン分析企業（Chainalysis、Elliptic、
TRM Labs）によって主要なチェーンの追跡が実質的に可能となった。 犯罪資金の流れはステー
ブルコイン（特にUSDT）、プライバシーコイン（モネロ）、および暗号資産ミキサーへと移行し
ており、コンプライアンス体制が緩いことから、トロンが違法送金の好まれるチェーンとして台

頭している。この猫とネズミの駆け引きは続いており、各サイクルごとに、より高性能な監視ツ

ールと、より洗練された回避技術が生み出されている。

薬物禁止体制こそが、このエコシステム全体に資金を供給するレント（経済的利益）の源泉であ

る。1961年の「麻薬単一条約」およびその後継条約——米国が構築し、世界に広めたこの枠組み
——は、人工的な希少性を生み出し、数セントの価値しかなかったコカの葉を、数千ドルもの価
値を持つコカイン1キロへと変貌させた。 禁止そのものが栽培や需要を引き起こすわけではな
い。それが引き起こすのは、カルテルや賄賂、暴力、そして国家の乗っ取りに資金を提供する価

格差である。これはリバタリアンによる非犯罪化論の主張ではない。これは構造的な観察であ

る。すなわち、世界的な薬物禁止体制こそが、犯罪ネットワークがこれほどの規模の収益を得て

いる理由を説明する最大の要因なのである。 ミルトン・フリードマンからコーリー・ブッカーに
至るまで、政治的スペクトラムを横断する改革派たちはこの事実を指摘してきたが、それが政治

的行動にはつながっていない。なぜなら、禁止体制は、国内の刑務所経済、麻薬取引への潜入を

他の諜報活動の足がかりとする諜報機関、そしてマネーロンダリングから利益を得る金融システ

ムなど、現状の体制を好む複数の支持基盤に奉仕しているからだ。

国家と犯罪ネットワークの共生

この分析の最も深い層にあるのは、国家と犯罪ネットワークとの関係である。主流の見方では、

組織犯罪は国家が様々な成果を上げつつ対抗する外部からの脅威として扱われる。しかし正確な

見方としては、最も重大な事例において、国家と犯罪ネットワークは一つのハイブリッド構造へ

と融合しており、そこで「公式な国家」と「非公式な犯罪組織」は、一つの体の二つの腕として

機能している。

メキシコは、現代における典型的な事例である。 2006年から2012年——壊滅的な軍事化を伴う
「カルテルとの戦争」が繰り広げられた時期——にフェリペ・カルデロン政権の公安長官を務め
たヘナロ・ガルシア・ルナは、2023年2月、ブルックリンの連邦裁判所において、国家の最高治
安責任者として在任中にシナルオア・カルテルから数百万ドルの賄賂を受け取った罪で有罪判決

を受けた。彼が理論上は戦っていたはずのカルテルが彼に金を支払っていたのだ。 そして、ライ
バルカルテル（特にロス・ゼタス）を分断するという彼の戦略は、一貫してシナルオアに利益を

もたらしていた。カルデロン自身は起訴されていないが、構造的な疑問は避けられない。メキシ
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コの反カルテル戦略の立案者が、推定20万人の死者を出した暴力の激化期を通じて、6年間にわ
たり、シナルオアの給与名簿に載る男を最高執行責任者として置いていたのだ。 これは、原則を
重んじる指導者の目を盗んで腐敗した部下が横行した話ではない。閣僚レベルにおける国家とカ

ルテルの共生関係の話である。AMLOの「アブラソス・ノ・バラソス（抱擁ではなく銃弾）」政
策や、シェインバウムによるほぼ同様の姿勢の継続は――それらの政策をどう評価するにせよ
――、30年にわたる国家とカルテルの相互浸透が生み出した制度的枠組みの中で機能している。
メキシコのどの行政官も、その共生関係を取り巻いて成長してきた制度を解体せずに、単にその

共生関係を終わらせると「決定」することはできない。そして、それらの制度を解体するには、

共生関係そのものが形成を阻んでいる制度的能力が必要となる。

ホンジュラスのフアン・オルランド・エルナンデス政権（2014-22年）は、事実上、行政レベル
において麻薬国家であった。エルナンデスは2022年に米国へ引き渡され、2024年に米国へのコ
カイン密輸共謀罪で有罪判決を受けた。米国の同盟国の元大統領であり、8年間在任した人物
が、現役の麻薬密売人だったのである。彼の弟であるトニー・エルナンデスも、以前に同じ罪で

有罪判決を受けている。 ベネズエラのマドゥロ政権下では、事実上、麻薬国家として機能してお
り、その運営は米国検察当局が「カルテル・デ・ロス・ソレス」と呼ぶ組織――ボリバル国家警
備隊内の派閥――を通じて行われている。ギニアビサウは2000年代初頭以来、典型的なアフリカ
の麻薬国家であり、ラテンアメリカから西アフリカを経由して欧州へ輸送されるコカインの中継

拠点となっている。 タジキスタンは、国家の黙認の下、ヘロインの中継ルートとして機能してい
る。大統領在任中にオランダでコカイン密輸の罪で欠席裁判により有罪判決を受けたデシ・ブー

ターセ率いるスリナムも、規模は小さいものの同様の事例であった。 ハイチでは、2021年のジ
ョベネル・モイーズ大統領暗殺後、国家と犯罪組織の間の伝統的な境界線が完全に崩壊し、ギャ

ングによる統治へと陥っている。港湾はギャングが支配している。

諜報機関と犯罪組織の結びつきは、現代の事例がその上に位置する、より深い歴史的層である。

CIAと組織犯罪の関係は、第二次世界大戦中のシチリアにおけるOSSとマフィアの協力（ハスキ
ー作戦）にまで遡り、冷戦期には1948年のイタリア総選挙におけるイタリア系アメリカ人マフィ
アの役割（ワシントンD.C.の政治組織と教会の連携を通じて共産党の勝利を阻止し、ラッキー・
ルチアーノのネットワークが後方支援の要となった）を経て、1960年代初頭のカストロに対する
CIAとマフィアの陰謀 （サム・ジャンカーナ、サント・トラフィカンテ、ジョニー・ロゼッリ）、
ベトナム戦争中にラオスでアヘンを輸送したエア・アメリカ作戦、CIAと連携したコントラ勢力
の後方支援が米国へのコカイン密輸によって部分的に賄われたイラン・コントラ事件（アーカン

ソー州メナでの疑惑やウェブの『ダーク・アライアンス』調査）、そして2001年の米国介入後に
過去最高水準に戻ったことが記録されているアフガニスタンのアヘン芥子の栽培に至る。 これは
陰謀論ではない。これらは記録された歴史的事実であり、その解釈のみが争点となっている。構

造的なポイントは、世界中の諜報機関――インドシナやアフリカにおけるフランスのSDECE、
様々な戦域における英国のMI6、イスラエルのモサド、パキスタンのISIとDカンパニーおよびア
フガニスタン・タリバン・ヘロイン・ネットワークとの関係、中国の国家安全部（MSS）と三合
会との連携、ロシアのFSBとロシアの組織犯罪構造――が、犯罪ネットワークを作戦上の道具と
して利用し、そのようにして保護してきたということである。 諜報機関と犯罪組織の関係は、諜
報活動の腐敗ではない。それは、国家による秘密行動がどのように遂行されるかという構造的な

特徴なのである。

金融と犯罪の結びつきは、国家レベルにおいて対称的な構造を帯びている。2009年、当時国連
薬物犯罪事務所（UNODC）の所長であったアントニオ・マリア・コスタが、2008年の金融危機
において麻薬取引による流動性が主要な欧米銀行を「救った」と述べた際――すなわち、合法的
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な流動性が凍結したため、麻薬利益を基に銀行間融資が行われていた――彼が指摘したのはスキ
ャンダルではなく、システムの常態であった。 銀行は常にカルテルの資金を受け入れてきたが、
2008年の金融危機において、そうした資金の流れの重要性が一時的に明らかになったのであ
る。 バルト海沿岸の銀行回廊（エストニアのダンスケ銀行事件、スウェーデン銀行事件、ラトビ
アのABLV銀行事件）を通じた欧州銀行セクターのロシア組織犯罪への関与、ポスト・ソビエト
時代の盗賊政治による富の中枢拠点としてのロンドン・シティ（「ロンドングラード」）の役割、

そしてラテンアメリカやロシアからの逃避資本を吸収するニューヨークやマイアミの不動産市場

が果たす並行的な役割――これらは、それ以外が健全なシステムにおける逸脱ではない。 それら
はシステムそのものであり、設計通りにその機能を果たしているのだ。

エコシステムとしてのグローバリスト秩序

一歩引いて見れば、その構造的な全体像が鮮明になる。1971年以降のグローバリスト秩序——金
本位から解放されたドル基準、オフショア管轄区域の急増、資本移動に関する国境開放のコンセ

ンサス、多国籍企業構造を容易にするための会社法の調和、デジタル金融の技術的インフラ、規

制摩擦の低減に関する中央銀行と財務省間の制度的合意——こそが、現代の犯罪ネットワークが
繁栄してきたエコシステムである。 この構造の犯罪的利用は、合法的な利用に寄生しているが、
それは単なる周辺的な寄生ではない。それが生み出す資金の流れは、世界の資本移動において無

視できない割合を占めており（国連薬物犯罪事務所（UNODC）は、不正資金の流れを世界GDP
の2～5％と推定している）、もはや明確に区別できない形で、合法的な資本流動と構造的に一体
化している。

これこそが「ハーモニスト」の診断の核心である。リベラル・グローバリストの政治哲学は、犯

罪ネットワークを警察によって取り締まるべき逸脱行為として扱う。あたかも、同じ構造が合法

的な資金の流れを効率的に実現しつつ、違法な流れを正確に抑制できるかのように。しかし、構

造的な現実として、合法的な効率性を可能にする特徴——不透明性、摩擦のなさ、管轄権の選
択、法人形態の柔軟性——こそが、違法な活動を可能にする特徴でもあるのである。 現在の構造
を維持する上で不可欠な特徴を解体せずに、犯罪的な資金の流れを抑制できるような現在の構造

の変種は存在しない。選択は、「クリーンなグローバリズム」と「腐敗したグローバリズム」の

間にあるのではない。選択は、「構造的に違法な資金の流れが組み込まれたグローバリズム」と

「それ以外」の間にあるのだ。

その「それ以外」こそが、調和の建築が建設的な次元で提示しているものである。資本の効率性

ではなく主権のために組織化された文明的構造においては、資本の移動は摩擦が少なくなるだろ

う （資本の移動は文明的公益に従属することになるため）、管轄上の不透明性は低くなる（実質
的所有者の透明性が文明的要件となるため）、地域規模での経済的定着は強まる（地域の経済的

レジリエンスが、犯罪ネットワークが利用する長距離の資金の流れを抑制するため）、そして限

定された領土内における合法的暴力の国家独占は強化される（犯罪ネットワークは、合法的独占

が弱体化した場所でのみ拡大するからである）。 これは自給自足への回帰でもなければ、リバタ
リアン的な解体でもない。これは、1971年以前の国民国家が近似していた構造であり、1971年以
降のグローバリスト的秩序によって解体され、そして多極化の潮流がBRICS系ブロックや西側諸
国の様々な主権主義運動において再主張し始めている構造である。

したがって、犯罪ネットワークはグローバリスト秩序が解決する問題ではない。それらは、グロ

ーバリスト秩序が生み出し、維持している問題なのである。犯罪ネットワークに対処するための

https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
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主権的能力の回復には、金融、司法、軍事、文化など、あらゆるレベルにおける主権的能力の回

復が必要であり、その回復こそが、多極化への移行が成功するか失敗するかの分かれ目となる。

エルサルバドルの事例

2019年6月にナイブ・ブケレが就任した当時、エルサルバドルは一人当たりで世界一暴力的な国
であった。殺人率は2015年に10万人あたり105人でピークに達し、2018年まで50人台で推移して
いた。 「マラ・サルバトルチャ（MS-13）」と「バリオ18」（スレニョスとレボルシオナリオスの
2派閥に分かれる）という2つのギャング組織が、国内の大部分に対して事実上の領土支配を行っ
ていた。総人口650万人のうち、ギャングの構成員数は約7万人に上り、 家族関係や扶養家族を
含めると、おそらく人口の4分の1がギャングの生態系に直接巻き込まれていた。ギャングは地元
企業から保護料を徴収し、地域を支配し、学校から銃を突きつけて新メンバーを勧誘し、一般市

民の生活を耐え難いものにした。 ギャングと国家の間で結ばれた2度の公式な休戦協定（2012年
と、ブケレ政権に先立つFMLN政権下でのもの）は失敗に終わっていた。いずれもギャング側に
譲歩することで一時的に暴力を抑制したが、いずれか一方が協定を破棄したことで崩壊した。エ

ルサルバドル政府にはギャングを壊滅させる制度的能力がなく、歴代政権はもはやその試みを断

念していた。

2022年3月下旬、ギャングが依然として能力を有していることを示すために犯したとみられる87
件の殺人事件が週末に発生した後、ブケレ政権は「régimen de excepción」（非常事態宣言）を発
令した。これにより、適正手続きの保障が停止され、ギャングへの所属が疑われる者に対する大

量逮捕が許可された。この非常事態宣言はそれ以来毎月更新されており、本稿執筆時点でも発効

中である。 2022年3月から2026年初頭にかけて、約8万人が逮捕された。 この政策のために特別
に建設された巨大刑務所「テロ対策収容センター（CECOT）」には、意図的に過酷な環境が設計
された施設内で、約4万人の受刑者が収容されている。エルサルバドルの殺人率は、2018年の10
万人あたり51人から、2021年には17人、 2022年には8人、2023年には2.4人へと低下し、これは
カナダの水準を下回る。かつてギャングに支配されていた公共空間、商業施設、地域社会は、通

常の利用に戻った。ブケレは、憲法上の連続任期制限があったにもかかわらず（彼の政党が支配

する最高裁がその制限を回避する判決を下したため）、2024年2月の選挙で84％以上の得票率で
再選を果たした。 彼は自身のXのプロフィールで自らを「哲人王」と称し、管理職的な経営者と
いうよりは、主権的な意思決定者という美学を醸成してきた。

この事例に対するハーモニスト的解釈は、まず、既存の二つの枠組みをともに拒否することから

始まる。 自由民主主義的な枠組みは、非常事態宣言、大量拘束、憲法操作、そして個人崇拝的要
素を権威主義的後退として非難する――つまり、手続き的民主主義の規範に照らしてブケレを評
価し、不十分であると断じるのである。ポピュリスト・権威主義的な称賛の枠組みは、無法状態

に対する実証済みの解決策としてブケレの手法を無批判に支持し、その代償や持続可能性に関す

る疑問を無視する。 どちらの枠組みも、より興味深く、かつより困難な「構造的現実」を見落と
している。

その構造的現実とは、エルサルバドルが、古典的政治哲学において「非常措置を正当化する」と

認められる状況に至っていたということである。アリストテレスは、統治者が公共の利益に奉仕

するか、あるいは自身の派閥に奉仕するかによって、正当な王権と専制政治を区別している。ト

マス・アクィナスは、この区別を神学的に展開している。 マキアヴェッリは『論考』および『君
主論』において、通常の政治手腕では容認できない手段を用いざるを得ない「建国者」を分析し
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ている。なぜなら、彼は、後に通常の政治手腕が機能し得る秩序そのものを創出しているからで

ある。カール・シュミットの「例外」に関する分析は、法秩序そのものの機能維持のために、法

秩序の外にある行為が必要となる構造的瞬間を名指ししている。プラトンの『政治家』 は、法は
一般的に統治者よりも信頼できるにもかかわらず、法による統治は知恵による統治に次ぐもので

あるというパラドックスを指摘している。これらは奇抜な立場ではない。これらは、通常の制度

的機能が機能不全に陥った際の、正当な主権的行動に関する政治哲学の中核的伝統である。1945
年から2008年にかけて西洋の政治思想において覇権的となった自由民主主義的手続き的正統性
は、その広範な伝統の中にある狭い一側面を表すものであり、その成熟したコンセンサスではな

い。

ブケレが行ったのは、通常の制度的プロセスが数十年にわたり明らかに機能不全に陥っていた状

況下で、主権的決定を行使したということである。エルサルバドル国家は、通常の制度的手段を

通じてギャング組織を解体することができなかった。 例外状態こそが、それを可能にする唯一の
手段であった。これを認めるかどうかは、根本的な前提――すなわち、エルサルバドルが通常の
プロセスが機能しない制度的崩壊の状態に達しており、非常措置の代替案はギャングによる支配

への継続的な服従しかなかった――を受け入れるかどうかに完全に依存する。エルサルバドル国
内から見れば、その前提が真実であったという回答が圧倒的であり、ブケレの84％という再選得
票率はその判断を反映している。 エルサルバドル国外から、手続き的民主主義の規範を普遍的な
ものとして適用すれば、いかなる状況もその停止を正当化しないという答えになる。この二つの

評価は、事実調査によって折り合いをつけることはできない。それらは、政治的正当性とは何か

という、異なる前提的コミットメントを反映しているのだ。

調和主義の立場によれば、手続き的民主主義の規範を普遍的かつ例外なきものとして捉えること

は、矛盾している。なぜなら、それは手続きのみでは生み出せない、機能する制度的基盤を前提

としているからだ。手続きは、それが機能する秩序を前提としているのである。 その秩序が犯罪
勢力による乗っ取りによって空洞化し、手続き的手段では回復できないほどになった場合、手続

きの外で行われる主権的行動は、正当な秩序の破壊ではなく、その回復の前提条件となる。これ

が古典的な立場であり、手続き的民主主義を普遍的とみなす立場こそが、歴史的に見て異常なも

のである。

これは、例外を主張するすべての指導者が正当であるという意味ではない。それは、正当な例外

の条件が真に満たされていたか、用いられた手段が脅威に見合った比例的なものであったか、そ

して最終的な状態が正当な制度的秩序の回復であるか、それともそのさらなる劣化であるかとい

う実質的な点に基づいて、その問題を評価しなければならないことを意味する。 エルサルバドル
の事例について言えば、現時点ではこれら3点すべてにおいて評価は肯定的である。すなわち、
条件は満たされていた（制度的崩壊は現実のものだった）、手段は概ね比例的であった（大量拘

束は過酷だったが、その代案は大量殺戮の継続だった）、そしてその軌跡は恒久的な非常事態で

はなく、秩序の回復を指し示している （殺人率は低水準を維持している；CECOTによる拘束は
減少傾向にある；通常の経済・社会生活は再開している）。ブケレが2期目の任期終了時に円満に
退任するか、制度再建が個人崇拝的な継続ではなく持続可能な法の支配を生み出すか、このモデ

ルが後継者たちの時代にも生き残るかどうか――これらは依然として未定である。しかし、10年
後の評価は、手続き的規範の観点からではなく、こうした根拠に基づいて行われることになるだ

ろう。

哲人王という自己描写は、単なる虚栄心として一蹴するのではなく、真剣に受け止める価値があ

る。プラトンの『国家』は、善を知り、慣習や利害ではなくその知識に基づいて統治する者、す
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なわち哲人王こそが理想的な統治者であり、政治的正当性は手続き的な同意ではなく、統治者と

真実との関係に最終的に依存すると論じている。 この立場は自由民主主義文化においては時代遅
れと見なされがちだが、古典的伝統の中核をなすものである。ブケレがこの称号を名乗ること

は、意図的な文化的・哲学的なシグナルである。彼は、自らの統治の正当性を、手続き的な根拠

ではなく、古典的な根拠に基づいて主張しているのである。彼が自ら主張する基準を満たしてい

るかどうかが問題となる。 2026年のラテンアメリカにおいて、彼がこの主張を成功裏に行って
いることは、より広範な文明的局面にとって意義深い。冷戦後の数十年間を支配してきた手続き

的民主主義のコンセンサスはもはや覇権的ではなく、主権的行動を古典的な観点から主張する人

物たちが再び現れている――ハンガリーのオルバン、インドのモディ、イタリアのメローニ、そ
して西側諸国全体に見られるより広範な主権主義的傾向である。 エルサルバドルは、現時点で最
も小規模かつ最も成功した事例だが、そのパターンはエルサルバドルだけにとどまらない。

その他の関連する先例についても、その代償を率直に記録した上で、挙げておく価値がある。リ

ー・クアンユー政権下のシンガポール（1959-90年）は、裁判なしの長期拘禁を含む手法を用い
て、シンガポールの広範な地域を支配していた秘密結社や三合会を排除した。その結果もたらさ

れた市民秩序は、シンガポールを訪れる誰もが体験するものだが、そこに至る道程には、数十年

にわたる手続き的規範の停止が必要だった。サラザール政権下のポルトガル（1932-68年）は、
政治的弾圧によって秩序を維持しつつ、伝統的なカトリックの文明的基盤を保持した権威主義的

な「エスタド・ノヴォ」を運営し、伝統的なカトリック文明の基盤を維持しつつ、政治的弾圧に

よって秩序を保った。その費用対効果が有利だったかどうかについては、評価が大きく分かれて

いる。ピノチェト政権下のチリ（1973-90年）は最も議論の分かれる事例である――経済回復と
マルクス主義ゲリラ運動の鎮圧は、約3,000人の死者と数万人の拷問被害を代償として得られた
ものだった。 1990年のチリの民主化移行は、機能する国家を引き継いだが、社会は深いトラウ
マを抱えていた。ファルコーネとボルセリーノ（1992年に暗殺）によるイタリアの反マフィア検
察は、手続き上の制約の中で活動し、イタリアで最も勇敢な二人の検察官を犠牲にする代償を払

って、コサ・ノストラに対する実質的な進展を遂げた。 それぞれの事例は、費用対効果の比率が
異なる。エルサルバドルの事例は現時点では両軸において良好に見えるが、この評価は暫定的な

ものである。

回復への道

文明規模において、犯罪ネットワークによる支配からの回復とはどのようなものか。エルサルバ

ドルの事例は、十分な主権的決断をもって推進されれば、警察活動や拘禁といった国家による直

接的な措置によって、ギャングの縄張り支配を打破できることを示している。 しかし、警察活動
だけでは、上流にある構造——収益をマネーロンダリングする金融システム、富を隠蔽するオフ
ショア管轄区域、レントを生み出す国際的な薬物禁止体制、そして勧誘に脆弱な人口を生み出す

世界的な政治経済的状況——には対処できない。一国規模でのギャングの解体こそが目に見える
勝利だが、その構造は残ったままである。

真の回復には、調和の建築が提唱し、本シリーズの記事群が追跡する、4つの主権領域すべてに
わたる行動が必要である。 金融主権とは、オフショア管轄区域のシステム、コルレス銀行を通じ
た資金洗浄ルート、そして犯罪収益を合法的な富に見せかけるドルシステムの力学を解体する

か、あるいは大幅に改革することを意味する。BRICSによるドル離れへの動きは、その他の影響
はさておき、普遍的な資金洗浄媒体としてのドルシステムの役割を構造的に弱体化させる。これ

は、犯罪ネットワーク分析によって可視化される多極化への移行の特徴である。防衛主権とは、
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自国領土内における合法的暴力の国家による独占を回復することを意味する。エルサルバドルは

小規模ながらこの回復を明らかに成し遂げているが、より大きな国家（とりわけメキシコ）は達

成できていない。 技術的主権とは、犯罪ネットワークが悪用する通信プラットフォーム、暗号資
産、およびより広範なデジタルインフラの役割に対処することを意味する。同じインフラが正当

な機能も果たしているため、これは実に困難な課題であるが、最近の国家による浸透事例

（Anom、EncroChat）は、犯罪者たちが想定していたほど、そのアーキテクチャが決意ある法執
行機関にとって不透明ではないことを示している。「コミュニケーション主権」とは、犯罪ネッ

トワークを美化する物語——ナルココリードやギャングスタ・ラップの美的複合体、民衆の英雄
としての密売人の威信、ソーシャルメディア上でのカルテル指導者の称賛——に対する文化的権
威を取り戻し、野心を正当な成果と結びつける文明的な物語へと置き換えることを意味する。

これら4つの領域の下には、より深層的な回復がある。すなわち、そもそも犯罪ネットワークに
足を踏み入れる人間を生み出す（あるいは生み出せない）「調和の輪（社会的基盤）」である。ギ

ャングの勧誘は、正当な父性の欠如、有能で尊敬される若者を育成できない教育機関の失敗、か

つては別の帰属先を提供していた宗教的・市民的団体の崩壊、そしてポスト産業経済が生み出し

た都市貧困の生態系を背景に行われている。犯罪ネットワークは、調和の輪、サービス、人間関

係、 および 学習 といった合法的な機関が機能不全に陥った場所で、犯罪ネットワークは勧誘を
行う。こうした上流の状況を回復させることは世代を超えた取り組みであり、警察活動だけでは

達成できないが、警察活動こそが、その緩やかな取り組みを可能にする余地を生み出すのであ

る。

薬物政策の改革は一つの要素ではあるが、必要条件でも十分条件でもない。 特定の物質（少なく
とも大麻、おそらくサイケデリック薬物、将来的にはハードドラッグに対する規制枠組み）の非

犯罪化や合法化は、カルテルの運営資金源となっている利益の一部を奪うことになるだろう。し

かし、それだけではカルテルの構造そのものを排除することはできず、カルテルは他の違法市場

（人身売買、違法採掘、恐喝、サイバー犯罪――これらはすべて、カルテルが多角化を進める中
で既に進行中である）へと移行するだろう。 薬物禁止体制は、数ある構造的要素の一つに過ぎな
い。他の要素を改革せずにこれだけを改革しても、ネットワークを解体することなく、どの取引

がネットワークを支配するかを変えるだけである。 ポルトガルの非犯罪化モデル（2001年より
施行）は、組織犯罪を構造的に解決することなく公衆衛生上の成果をもたらした。一方、米国に

おける州ごとの大麻合法化の寄せ集め的な取り組みは、コカイン、フェンタニル、メタンフェタ

ミン市場におけるカルテルの支配が継続する中で、準合法的な大麻産業を生み出した。薬物政策

だけでは、解決のてこにはなり得ない。

そのてこは、文明的現実としての主権である――国家が本来なすべきことを行い、コミュニティ
が本来生み出すべき人間を育み、そして「Logos（社会的なもの）」が、寄生的な秩序に支配され
るのではなく、その領域を自ら組織化できるような条件の回復である。その回復こそが、「西洋

の空洞化（主権の再構築）」が阻止してきたものであり、「調和の建築（主権の再構築）」が建設

的なビジョンとして提示しているものであり、そしてブケレのような個々の人物が、主権的な決

定がなされれば達成可能であることを実証しているものである。

結び

犯罪ネットワークは、それを生み出した秩序の診断的な影である。金融、政府、軍事、文化、教

育、家族といったあらゆるレベルでLogosによって秩序づけられた文明は、これほどの規模の犯

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
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罪ネットワークを生み出さない。前近代社会には山賊、密輸、海賊行為はあったが、『ンドラン

ゲタ』や『シナルオア』のような規模の寄生経済——その構造を通じて世界GDPの5％を動かして
いるような——を生み出すことはなかった。 現代的な規模と洗練度を備えた犯罪ネットワークが
成立するための条件には、現代のグローバリズムがもたらした条件が必要だった。すなわち、解

体された地域秩序、摩擦のない資本構造、禁止政策が生み出すレント、技術的インフラ、空洞化

した家族とコミュニティ、そして犯罪組織の代用的な意味（代役の警察官たち、血縁の代用とし

てのカルテル、英雄の代用としての密売人）が流れ込む精神的虚無である。

問題は、既存の構造の中でいかにして犯罪ネットワークをより効果的に取り締まるかではない。

問題は、そもそもどのような文明的構造であれば、これほど大規模な犯罪ネットワークを生み出

さないかということである。その問いこそが、「調和の構造」の問いであり、多極的な文明の回

復の問いであり、1971年以降の秩序によって解体された主権的能力が、必要な規模で再構築でき
るかという問いなのである。

エルサルバドルの事例は、主権的な決定がなされ、それが維持されれば、一国の規模においてそ

れらを再構築できることを示している。この実証は、より大きな文明的局面において重要な意味

を持つ。なぜなら、それは「何もできない」「組織犯罪による支配は恒久的なものだ」「体制は根

深く、覆すことは不可能だ」という主張を覆すものだからだ。何かはできるのだ。 一国の規模で
可能なことは、主権的能力と意思決定が存在する限り、メキシコ、ブラジル、コロンビア、ホン

ジュラス、ハイチといった他の国々でも可能である。一国の規模で可能なことは、原則として地

域規模で調整され、最終的には、そもそも現代の犯罪ネットワーク生態系を生み出した制度的枠

組みの規模で調整される可能性がある。

犯罪ネットワークは病気そのものではない。犯罪ネットワークは症状に過ぎない。病気とは、そ

の症状を生み出した構造であり、多極化への移行が解体できるか否かが、まさにこの構造にかか

っている。それに取って代わるものは、本論の残りの部分で論じる「文明の構築（多極化への移

行）」の成果である。

関連リンク：調和の建築 · 西部の空洞化 · 大手製薬会社 · 共産主義と調和主義 · メキシコと調和 ·
ブラジルとハーモニズム · ペルーとハーモニズム

https://harmonism.io/ja/world/dialogue/communism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/big-pharma
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/communism-and-harmonism
https://harmonism.io/mexico-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/civilizations/brazil-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/civilizations/peru-and-harmonism
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第 6章  ·  第 I I部  —  占領

金融建築

隠された建築

目に見える経済 — 市場、企業、資本主義者にも反資本主義者にも注意を向けさせる労働交換
— の下には、主流経済学もHarmonism批評も適切に名付けない建築がある。それは抽象的な
「資本主義」ではない。それは、少数の機関が交換の媒体そのもの — マネー — を創造し、配分
し、管理し、その管理を通じてその媒体を使用するあらゆる政府、企業、個人に対して構造的な

権力を行使する具体的で歴史的で実証可能なシステムである。

これが金融建築である。それは陰謀論ではない。それはマネーが実際にどのように機能するかに

ついての記述である — 大学で教えられることはめったになく、主流の経済学的議論に欠けてお
り、機関的複雑さの層によって曖昧化されているため、経済学者を含むほとんどの人がその仕組

みを理解することなくそれの中で動作する記述である。Stephen Goodsonの「中央銀行の歴史と
人類の奴隷化」(2017)は二千年にわたってこの建築を追跡する。Tim Gielenのドキュメンタリー
「独占：世界を所有する者は誰か？」(2021)はわずかな資産運用会社への企業所有権の集中を通
じてその現代的表現をマップする。Harmonismは、この建築は理解可能であり、その帰結は測
定可能であり、その救済は単なる政治改革ではなくDharmaの違反として配置を認識することが
できる存在論的基盤の回復を必要とすることを主張する。

債務ベースマネーのメカニズム

マネーがいかに創造されるか

現代の金銭システムについての最も重大な事実は、また最も理解されていない事実である：マネ

ーは債務として創造される。債務によってサポートされているのではなく — 債務として創造され
る。商業銀行がローンを発行するとき、それは既存の預金を貸し出しているのではない。それは

ローンを作成することによってマネーを新たに創造する — ローンが作成される前に存在しなかっ
たマネー。これが準備預金制度である：銀行はその預金の一部を準備として保持し、その準備の

倍数を存在に貸す。イングランド銀行自体が2014年四半期報告書でこれを確認した：「銀行がロ
ーンを作成するたびに、それは同時に借り手の銀行口座に対応する預金を作成することにより、

新しいマネーを作成する。」

Central bank — 米国のFederal Reserve、ヨーロッパのEuropean Central Bank、英国のイングラ
ンド銀行 — はこの創造が生じる条件を設定する：金利、準備金要件、規制枠組み。それはま
た、open market operationsを通じて直接マネーを作成し、2008年以来、quantitative easingを
通じて — 政府債および他の金融資産の購入を新たに作成された中央銀行準備金で。マネー供給
は、政府によって管理される固定量ではない。それは継続的に拡大する流れであり、民間銀行に

よって利益のために、中央銀行によって政策のために作成される — その創造に対する関心は借り
手から銀行システムへと上向きに流れる。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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構造的移転

構造的帰結は、生産経済から金融部門への継続的で数学的に不可避の富の移転である。存在する

あらゆるドルは誰かの債務として流通に入った — そしてその債務は利息を伝える。しかし、利息
の支払いをするマネーは決して作成されなかった。主体はローンを通じてシステムに入る。利息

の支払いはシステムのどこか他の場所から来なければならない — これは新しいローンが継続的に
発行されて既存の債務にサービスを提供するために必要なマネーを生成しなければならないこと

を意味する。システムは永遠の拡大を必要とする。それは均衡に到達するように設計されていな

い。それは成長するために設計される — そして、商品とサービスを生産する者から商品とサービ
スが交換される媒体を作成する者に富を移転する。

これはシステムの欠陥ではない。それはシステムである。Goodsonの歴史的調査は何世紀にもわ
たってパターンを文書化する：債務ベースのマネー創造が支配的な金銭建築である場所ならどこ

でも、富は金銭創造者の手に集中してきた — 彼らはロンドンのgoldsmiths of London、イングラ
ンド銀行の創設者(1694)、または連邦準備制度の背後の民間銀行利益(1913)であるかどうか。そ
して、州が彼ら自身のマネーを無債務で発行した、または中央銀行建築の外で動作した場所なら

どこでも  — Roman Republicの初期金銭システム、 American colonial scrip、 Lincolnの
greenbacks、またはGaddafiのリビア国家銀行 — それらの社会は顕著な繁栄、低い不平等、経済
的独立の期間を経験した。そして、ほとんどの場合、それらの実験は破壊された — しばしば暴力
的に — 彼らの支配外にあるマネーの存在によって脅かされた利益によって。

歴史

イングランド銀行と現代システムの誕生

現代金融建築は1694年のイングランド銀行の設立で始まる。配置はその構造的な単純さにおいて
優雅だった：民間銀行家のコンソーシアムはマネーを英国王冠に利息で貸し出し、見返りに銀行

券を発行する独占的な権利を受け取った。王冠はその戦争資金を得た。銀行家は国家債務に対す

る関心から永続的な収入流を得た — プラス、国家のマネーを作成する権力。人口は流通中のあ
らゆるポンドが民間利益に債務を表する金銭システムを得た。

モデルはヨーロッパ中に複製され、最終的に世界中に複製された。各場合に、パターンは同じだ

った：主権政府がそれ自身の通貨を発行する権力は、マネーを利息を伴う債務として作成する民

間または半民間機関に移された。その後、政府はそれが強化した機関から借り入れた — 政府自
体によって無利子で発行された可能性があるマネーに対する利息を民間利益に払う。

ナポレオンとフランス国家銀行

Napoleon Bonaparteはマネーを理解していた。Bourbon君主制の下で、フランスはイングランド
銀行を特徴付けた民間銀行支配と同じパターンに従わされていた — 民間金融者が金銭供給を支配
し、州から関心を抽出する。ナポレオンの金銭改革はこの配置を逆転させた。彼は1800年に
Banque de Franceを設立したが — 重要に — それを英語モデルに関する民間銀行独占ではなく、
州指向の機関として構成した。州は金銭政策に対する主権当局を保持し、銀行の機能は民間株主

のための返品を生成するのではなく、生産経済に奉仕することであった。
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結果は異常だった。ナポレオンの州銀行制度の下で、フランスは帝国全体に沿って道路、運河、

港、公開建物を建設した。税制は改革され、合理化された。公開教育が確立された。Napoleonic
Code — ヨーロッパ中の民法を標準化した — が開発および実装された。フランスはわずか1十年
で破産した革命後の州から支配的な大陸の力に変わった。民間銀行から利息で借り入れることに

よってではなく、国家の生産能力と一致した州金銭システムによって資金提供された。

ナポレオン自身は賭け金について明確だった。彼はマネーを作成および配分する力が政治主権の

基盤であることを認識した — 民間利益から自身のマネーを借りる政府は意味のある意味で主権
ではない。彼の最終的な敗北はWaterloo(1815) — Rothschild資本によって反対側で資金提供され
た — ヨーロッパ中で民間銀行モデルを回復した。ブルボン復位はナポレオンが変位させた金融建
築の下でフランスを戻した。金融力が引き出した教訓は明確だった：州銀行が機能する、これが

正確にそれが防止されなければならない理由である。

ロスチャイルド優位

Rothschild銀行王朝は、18世紀後半にフランクフルトでMayer Amschel Rothschildによって設立
され、最初の完全にトランスナショナルな金融力を表した。ロンドン、パリ、ウィーン、ナポ

リ、フランクフルトに息子を配置することで、家族は国境を越えて動作するネットワークを構築

した — Napoleonic Warsの両側に資金を提供し、Waterlooの結果の事前インテリジェンスから利
益を得ており、イングランド銀行との構造的関係を確立し、ロスチャイルド資本をイギリス帝国

金融と分離不可能にした。帰属される引用 — 「国家のマネーの支配を与え、誰がその法律を作
るかは気にしない」 — Mayer Amschelが実際にそれを話したかどうかにかかわらず、構造的論理
を正確に記述する：マネーを作成および配分する力は立法権より根本的である、なぜなら立法権

は金銭力が定義する経済環境内で動作するからである。

連邦準備制度

Federal Reserve Act of 1913は米国の中央銀行を確立した — 政府機関ではなく、12の地域連邦準
備銀行からなるハイブリッドシステムとして、それぞれが地区内の民間商業銀行によって所有さ

れている。統治構造 — 大統領によって任命された理事会、民間銀行取締役によって選択された地
域銀行副会長 — 公開アカウンタビリティの外観を作成しながら国家のマネー供給に対する民間構
造的影響を保持する。Federal Reserve、Treasury Department、Goldman Sachs、および他の主
要金融機関との間の回転ドアは、従来の意味での腐敗ではない。それは設計されているように動

作している建築である：国家のマネーを管理する人々とその管理から利益を得る人々は、構造的

に、同じ人々である。

連邦準備制度の創造は、一連の金融パニックが先行した — 最も注目すべきはPanic of 1907、J.P.
Morganによって調整または悪用された — そのうちは「解決策」の政治的状態を作成したが、そ
の便利に金銭支配を問題を作成した利益の手に集中させた。Goodsonは、パターンを文書化す
る：不安定性を作成し、集中化を解決策として提供し、集中化された機関をキャプチャする。パ

ターンはあらゆるスケールで各国中央銀行からBank for International Settlements(BIS、1930)で
繰り返された — 「中央銀行の中央銀行」 — その統治構造は、さらに不透明であり、民主プロセ
スに対してさらに説明責任がない。
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代替手段の破壊

歴史的記録は一貫したパターンを示す：無債務マネーを発行した、または中央銀行建築の外で動

作した州は、経済戦争、体制変化、または軍事介入に従うことを受けた。

American coloniesは最初のアメリカの例を提供する。Colonial scrip — 植民地政府によって発行
された紙のマネー、無利子、貿易のニーズに比例して — Benjamin Franklinが金銭システムに直
接帰属する繁栄の期間を生成した。フランクリンがロンドンへの訪問中にイングランド銀行にこ

れを説明したとき、議会はCurrency Act of 1764を可決し、植民地が自身のマネーを発行すること
を禁止し、関心で借りたイングランド銀行ノートを使用することを要求した。結果は直接の不況

だった。フランクリンは後に通貨法が「革命の本当の理由」だったと書いた — 紅茶の税金では
なく、金銭主権の破壊。植民地は彼ら自身のマネーを発行する力を回復するための戦争と戦っ

た。

Abraham Lincolnのグリーンバック — 市民戦争を資金提供するための政府発行、無債務通貨 —
民間銀行システムのマネー作成独占に対する直接的な脅威を表した。リンカーンは1865年に暗殺
された。グリーンバックは段階的に流通から撤回された。John F. KennedyのExecutive Order
11110(1963)は、財務がシルバー証明書を発行することを認可 — 連邦準備制度のノートではなく
債務によってサポートされた米国のノート、シルバーでサポートされた — 彼の暗殺後に実質的に
逆転された。Muammar Gaddafiのリビアは無債務マネーを発行した州所有の中央銀行、アフリ
カの唯一の独立した通信衛星に資金を供給し、ドルの依存性から大陸を解放した金銀で支援され

たパン・アフリカ通貨(ゴールドディナール)を提案した。リビアは2011年に破壊された。Saddam
Husseinのイラクは2000年にドルではなくユーロで石油を販売し始めた。イラクは2003年に侵
略された。

Harmonismは、金銭政策が各イベントの唯一の原因であると主張しない — 歴史は常に多次元的
である。しかし、それは一貫したパターンを保持する — 金銭独占を脅かす州は破壊に直面する
— 建築の自己保護論理の証拠である。システムは単に抽出しない。それは抽出する容量を防御す
る。

現代建築：誰が何でも所有するか

ドキュメンタリー「独占：世界を所有する者は誰か？」は、インデックスファンドおよび受動的

投資車両を通じた企業所有権の集中というメカニズムを通じて金融建築の現代的表現をマップす

る、Goodsonの歴史的分析がカバーしない。

ビッグスリー

3つの資産運用会社 — BlackRock、Vanguard、およびState Street — は約320兆ドルの資産を管理
する(2025年現在)。彼らはあらゆる業界のほぼすべての主要企業の最大の株主である：テクノロ
ジー (Apple、Microsoft、Alphabet Inc.)、医薬品 (Pfizer、 Johnson & Johnson)、メディア
(Comcast、Disney、News Corp)、食品(PepsiCo、The Coca-Cola Company)、エネルギー、防
衛、農業、小売。「競合」するブランドは消費者の選択肢を提供するように見えることは — コー
ラとペプシ、フォックスニュースとCNN、ファイザーとモデルナ — 同じ機関の所有者を共有す
る。競争は化粧品だ。所有権は集中している。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/google
https://harmonism.io/comcast
https://harmonism.io/news-corp
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メカニズムはindex fund投資である。数兆ドルが受動的なインデックスファンドに流れるにつれ
て — それは自動的に与えられたインデックスのあらゆる企業の株を購入する — それらのファン
ドを運営する資産管理者は、ますます大きな企業世界の株式に対する投票権を蓄積する。ビッグ

スリーは合わせて米国Exchange-traded fund資産の約78%を支配する。彼らの結合保有は通常、
すべてのS&P 500企業の15-20%を表す — 地球上のほぼすべての主要企業で彼らを集合的に最大
の投票ブロックにする。

循環構造

所有権の構造は循環的である。BlackRockは上場企業である。その最大の機関投資家はVanguard
である。Vanguardは相互会社である — 技術的には基金投資家によって所有される — しかし、そ
の統治構造は不透明である。企業を所有する同じ機関も相互に所有する。結果は相互に織り交ぜ

られた所有権のウェブで、中世のギルドシステムを透明に見える — そしてそれは、かなり小さな
数の企業室での意思決定権を集中させる。

BloombergはBlackRockを「政府の第四の枝」と呼んでいる — BlackRockは数兆の民間資産を管
理するだけでなく、中央銀行のアドバイザーとして直接動作し、中央銀行が使用するリスク管理

ソフトウェア(Aladdin)を開発し、2008年金融危機と2020年パンデミック対応の両方の間に連邦
準備制度の緊急資産購入を管理するために契約された。公開金銭当局と民間金融力の間の境界は

単に曖昧になっていない。それは解散した。

管理された認識としてのメディア

国際メディアの90%は9つの集団によって所有されている — そしてそれらの集団は同じ機関投資
家を共有する。帰結：企業所有権を支配する実体はまた、企業所有権が議論されている情報環境

も支配する。これは粗い意味での検閲ではない。それは構造的である：許可可能な議論の範囲

は、議論が生じるプラットフォームの所有構造によって形成される。金融建築の合法性に疑問を

呈する経済分析は抑圧されない。それはメディア組織によって委託、発行、または増幅されるこ

とはない、その最大の株主は建築から利益を得る。

高利貸しの問題

あらゆる伝統的な文明 — 例外なく — は高利貸しを禁止または厳しく制限した：ローンに対する
利息の請求。最も古い大規模なデモンストレーションは、ローマ自体である。

高利貸しがローマ共和国を破壊した方法

Roman Republicの初期金銭システムは州発行の青銅および銅の造幣 — 利息なし、公開の利益の
ために州によって作成されたマネー。共和国の並外れた拡大、その基盤構造、その市民機関、そ

の農業の繁栄はこの基盤に基づいていた：交換の媒体が抽出するのではなく生産経済に奉仕する

金銭システム。初期の共和国は州がそれ自身のマネーを存在に借りなかったので国家債務を持た

なかった。

遷移は、ローマの征服が、より「洗練された」金融慣行との接触をもたらしたとき、特に東部地

中海の貸出家からの接触をもたらしたときに始まった。利息での民間マネー貸与(foenus)は増殖

https://harmonism.io/etf
https://harmonism.io/bloomberg
https://harmonism.io/aladdin
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し、帰結は、その後のあらゆる文明を繰り返すパターンに従った：小規模な農民は将来の収穫に

対して借りた、複合関心は一時的な困難を永続的な債務に変えた、差し押さえは債権者の手に土

地を集中させた、共和国を建設した自由な農業階級は段階的に略奪された。Gracchi兄弟の土地
改革(133-121 BC)は集中を逆転させる試みだった。両者とも殺された。Julius Caesarの債務救済
法および金銭改革 — 州発行の造幣および利息率のキャップを含む — 一時的な繁栄を回復した。
シーザーは暗殺された。パターンはすでに連邦準備制度の2千年前に完全に見えている：金銭主
権が繁栄を生む。高利貸しが富を集中させる。建築の挑戦の改革者は破壊される。そしてサイク

ルは、支払不可能な債務とそれが生じる社会的断片化の重さの下で文明自体が崩壊するまで継続

される。

帝国の終わり頃までに、ローマ金銭システムは民間利益によって完全にキャプチャされていた。

帰結 — ハイパーインフレ、通貨の減価、農業の中流階級の崩壊、奴隷労働への依存、州が独自の
防衛に資金を提供する段階的な無能力 — は野蛮人の侵略によって引き起こされなかった。それ
は、何世紀にもわたってチェックされていない高利貸しが生じる内部の腐敗によって引き起こさ

れた。野蛮人は、高利貸しがすでに中空にしたものを単に継承した。

普遍的な禁止

Torahはコミュニティのメンバー間の関心を禁止した(申命記23:19-20)。Islamic伝統はribā(利息/
高利貸し)をカテゴリー的に禁止する — イスラム法の最も重大な禁止の1つであり、盗難および詐
欺と並んで配置される。Christian伝統は中世全体で高利貸しを禁止した  — Council of
Nicaea(325)、Lateran III(1179)、およびAquinasはすべてそれを非難した。Aristotleはマネーが
不毛であると主張した — それはマネーを生む可能性がない — そしてそれはしたがって性質に反
していると関心を伝える。BuddhistおよびHindu伝統の両方とも、彼らの倫理的枠組み内でのロ
ーンでの貸与を制限した。

収束は構造的である：文明がマネーについて注意深く考えた場所ならどこでも、彼らはマネー貸

与での関心が寄生的であると結論付けた — それは生産に貢献することなく生産的活動から富を
抽出する。これは道徳的偏見ではない。それは構造的観測である：関心は商品とサービスを作成

する者から交換の媒体を作成する者に富を移転する。複合関心は移転を指数関数的に加速させ

る。そしてすべてのマネーが利息を伴う債務として流通に入る金銭システム — 現代システムであ
る — は、永遠に上向きに富を移転するために構造的に設計されたシステムである。

高利貸しの禁止の段階的な分解 — Reformation(カルヴァンの関心のような質問された許可)で始
まり、Age of Enlightenmentを通じて加速 — は迷信からの解放ではなかった。それはあらゆる前
の文明が搾取的として認識していたシステムに最後の倫理的制約を除去することだった。唯名論

の普遍線の溶解(see The Foundations)は禁止の哲学的基盤を除去した — 「正義」が実際の普遍で
ない場合、高利貸しは客観的に不公正である可能性がない — そして、資本主義の革命は制限され
ていない関心が文明スケールで動作することができるという機関の枠組みを提供した。

調和の診断

Harmonismは、金融建築を、より広いシリーズで追跡された認識論的、道徳的、および人類学的
危機を生じさせた同じ文明的断裂の経済的表現として読む(see The Western Fracture)。具体的な
病理には3つの次元がある。

https://harmonism.io/gracchi
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-foundations
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
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まず、値の削減：金融建築は、すべての値が単一の定量的メトリック — マネー — に削減可能で
あるという前提で動作し、その機能は交換を促進することではなく、リターンを生成することで

ある。これはnominalismの経済的表現である：「正義」や「美しさ」などの普遍が実際のもので
はない場合、経済活動の多次元値(その健康、コミュニティ、生態学、文化への貢献)は存在論的
立場を持たず、残る唯一の尺度は抽象的で定量可能なものである。

2番目、コモンズのキャプチャー：マネーは最も基本的なコモンズ — コミュニティがその生産的
生命を整理する共有媒体。マネー創造の民営化 — この力を主権コミュニティから民間銀行利益へ
の移転 — 歴史における最も重大な囲いである、より基本的に土地の囲いより、それはすべての他
の経済活動が発生する条件を決定するので。

3番目、Ayniの違反：Ayni — 神聖な相互性 — 交換が相互であり、与えられたもので受け取られ
たものが残高に保持されることを必要とする。マネーが無から作成されるシステム、利息で貸し

出される、そして、その利息がその後、さらに関心で永遠に再貸しされるシステムは、その基盤

で相互性を違反するシステムである。マネー創造者は何も与えない — 彼らは台帳のエントリを作
成する — そして実際の富(労働、商品、財産、主権)と引き換えに。これは交換ではない。それは
交換の言語で衣装を着た抽出である。そしてあらゆる伝統的な文明が高利貸しを禁止すること

は、それを認識したものと認識した。

救済

調和の応答は、マネーや市場を廃止することではなく、コモンズを回復し、金銭建築をDharma
と整列させることである。

主権マネー作成。 マネーを作成する力は、主権コミュニティに返されなければならない — 本物
の公開中央銀行、ローカルおよびコミュニティ通貨、またはBitcoinのような中央銀行建築の外で
動作する分散化金銭システムを通じて表現されるかどうか。原則：マネーを使用すべきであり、

マネー作成を制御し、マネー作成の利益(シニョリッジ)はコミュニティに民間利益にではなく流
れるべきである。これはユートピア的な推測ではない。機能する例が存在する。Bank of North
Dakota(BND)、1919年に設立され、米国の唯一の州所有の銀行で、公開機関として機能する民間
銀行と競合するのではなく提携し、利益を州財務に返し、2008年を含むその設立以来のあらゆ
る金融危機を通じて、最も低いデフォルト率と最も安定した銀行環境を北ダコタに維持するのを

支援した。States of Guernseyは1816年から始まる無利子の州のノートを発行し、公開基盤構造
— 道路、市場ホール、教会 — に資金を供給した — 債務または直面することなく。ガーンジー実
験は1世紀以上成功して走った。これらは根本的な代替手段ではない。彼らは金融建築が未知の
ままであることを確保したことが証明されたモデルである。

本質的な需要に対する複合関心の禁止。 ホーム、教育、ヘルスケア、食べ物 — 生命の必要品は
金融化されるべきではない。ダルマと整列した文明は、生存の手段に対する関心を請求しない。

イスラム経済的伝統のribāの禁止は、中世の遺物ではない — それは、生命の必要品が債務成長の
命令によってキャプチャされるのを防ぐ構造的保障である。

根本的な透明性。 現在の金融建築の不透明さ — 中央銀行統治の層状構造、ビッグスリーの循環
所有ウェブ、金銭を責任から保護するオフショアネットワーク — は事故ではない。それは設計機

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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能である。透明性は構造的解毒剤である：所有構造、マネー作成プロセス、および金融機関と政

府間の資金流の完全な公開開示。

分散化および補完性。 最もローカルなスケール可能な経済的主権 — 独自の食べ物を生産し、独
自のエネルギーを生成し、独自の資金を管理するコミュニティ(see The New Acre)。金融建築は
依存性から力を得ている：あらゆる個人、企業、および政府は債務ベースのシステム内で動作し

なければならず、システムは論戦不可能である。コミュニティが外でそれを動作できるとき — ロ
ーカル通貨、協調銀行、生産的な自給を通じて — 建築はそのサブストレートを失う。

金融建築は必然的ではない。それは設計である — 特定の利益によって特定の瞬間に特定された配
置を作成した。設計されたものは再設計することができる。しかし、再設計には、主流経済学も

Harmonism批評も提供できないものが必要である：配置を、現実そのものが要求する秩序の違
反として認識することができる存在論的基盤 — LogosがAyni(神聖な相互性)として表現され、す
べて実が独立して認識してきた公正交換の基盤。

参照：Capitalism and Harmonism、The Globalist Elite、The Global Economic Order、The New
Acre、The Western Fracture、The Foundations、Communism and Harmonism、Liberalism
and Harmonism 、 The Moral Inversion 、 World/Blueprint/Architecture of Harmony 、
Harmonism、Logos、Dharma、Ayni、Stewardship、Applied Harmonism

https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-new-acre
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/capitalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-globalist-elite
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-global-economic-order
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-new-acre
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-new-acre
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-foundations
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/communism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/liberalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/liberalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
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第 7章  ·  第 I I部  —  占領

ビッグ・ファーマ：依存の構造的設計

医療産業複合体は、その構造があるから腐敗しているのではなく、その構造だからこそ腐敗

している。このシステムは、正確には、それが設計された通りのものを生み出している。すなわ

ち、健康ではなく、慢性的な依存。治癒ではなく、管理された疾患。真実ではなく、商品化され

た権威。このことを理解することは、ニヒリズムではない——それはシステムから逃げ出し、主
権を取り戻すために必要な診断である。

インセンティブの構造

医療産業資本主義の基本的な数学は、単純で避けられない。企業は、疾患を治すよりも、慢性的

に治療する方がはるかに多くの金を稼ぐことができる。糖尿病患者を治すなら、50年間の顧客を
失う。インスリンと経口薬で糖尿病患者を保ち続けて、生涯にわたる監視が必要なら、安定した

収入源を得られる。高血圧患者を生活習慣改善で治すなら、残りの人生の顧客を失う。毎日薬を

飲む高血圧患者を管理するなら、永遠の収入源を得られる。

これは、個々の悪人についての推測ではない。これは、公開企業によって公的に述べられた基本

的なビジネスモデルである。四半期決算説明会は、人間の繁栄より重要である。なぜなら、株主

は患者より重要だからだ。医薬品会社のCEOは、疾患を治癒する責任ではなく、株主価値を最大
化する受託者責任を持っている。疾患を治すことが市場規模を縮小するなら、株主の義務は治癒

しないことを求める。これは腐敗ではない——それは資本主義が正確に設計された通りに機能し
ている。株主利益と患者利益の不一致は、バグではない。これがシステムの基本的な建築であ

る。

その結果：医療産業は、治療ではなく治癒に最適化する。根本原因ではなく症状に。個別の代謝

最適化ではなく、数十億人にわたって要求できる人口レベルの介入に。特許取得でき、価格設定

できる物質に、食事の変化、運動、睡眠の質、またはその他の商品化できない介入ではなく。機

械全体——研究資金、医学教育、規制的支配、保険払い戻し、実践ガイドライン——はこの最適
化に向けて調整されている。

規制の支配と権威の罠

患者を医療害から保護するために名目上設計された機関——FDA、医療委員会、臨床試験監視委
員会——は、それらが規制する産業によって支配されている。これは隠されていない。これは構
造的である。

医療企業はユーザー手数料を通じてFDAの承認プロセスに資金を供給する。医師免許に必要な継
続医学教育に資金を供給する。医者が実践する病院システムに資金を供給する。治療ガイドライ

ンを発表する専門組織に資金を供給する。医療産業と規制機関の回転ドアは、時折的ではなく

——それは体系的である。FDA職員は医療企業に移動し、また戻ってくる。産業資金の研究者は

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sovereign-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sovereign-health
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FDAアドバイザリー委員会に座る。規制承認のインセンティブ構造は、厳密かつ懐疑的ではな
く、迅速かつ予測可能であるように設計されている。

ランダム化比較試験は、証拠の黄金基準として提示されているが、それ自体が問題である——研
究方法としてではなく、試験の限界から利益を得る者によって支配された機関によって受け入れ

られた唯一の方法として。RCTは高額である。数十億ドルの資本を持つ企業だけがそれらを実行
できる。高額な薬はRCTを得る。安価な介入——運動、睡眠プロトコル、食事の変化、ファステ
ィング、単純なサプリメント——はRCT資金が体系的に枯渇している。なぜなら、誰もそれらを
特許取得したり、試験の費用を取り戻すことができないからだ。FDAによって採用された認識論
的基準は、民営化され、売られることができないあらゆるものを体系的に除外する。これは科学

的厳密さではない。これは厳密さの言語で装った市場保護である。

権威の罠はシームレスに閉じる：医学生は医学部で、薬物承認は安全を意味すると教えられる。

薬物承認は、介入がFDAの基準を満たしたことを意味する。FDAの基準は、高額なRCTによって
のみ満たされる。高額なRCTは医療企業によってのみ資金を供給できる。したがって、「証拠ベー
ス」と見なされる唯一の介入は、医療企業がそれらの試験を実行する余裕がある介入である。循

環性は完全である。公式権威の観点から測定された主権は、不可能になる。

医学教育を医療産業の教化として

医師は根本原因を調査するのではなく、症状を治療するように訓練されている。医療薬物の答え

がデフォルトの答えであると訓練されている。これは事故ではなく——それはカリキュラム設計
である。

医学部は主に医療企業によって資金提供されている。継続医学教育は医療企業によって資金提供

されている。教科書は医療企業に財務的結びつきを持つ著者によって書かれている。病院システ

ムはマーケティングおよびコンサルティング契約を通じて医療企業の収入に依存している。イン

センティブ構造は完全に調整されている：複数の薬を処方する医師は、患者が病気になった理由

を調査する医師よりも、より優れた収益生成者になる。

自己免疫疾患の患者はリウマチ専門医に相談する。リウマチ専門医は疾患名を診断し、免疫抑制

薬を処方するように訓練されている。訓練には、免疫系が異常調節された理由の調査は含まれな

かった——どの栄養欠乏、どの食物感受性、どの慢性感染、どの有毒曝露、どのストレスパター
ンが自己免疫疾患が繁栄できる地形を作成したのか。これらの調査は時間を要し、収入を生み出

さない。医療薬物の答えは収入を生み出す。医療薬物の答えは、したがって、機関的な答えであ

る。

栄養は健康介入の主要なレバーであるにもかかわらず、医学部では最小限に教えられている。運

動、睡眠、ストレス管理、精神的実践、関係の質——これらは「生活習慣因」として却下され、
医師の時間に値しない周辺的な懸念である。医師の時間と医療企業のマーケティング価値に値す

る唯一の介入は、医療薬物の介入である。

医学部の医師の世代は、彼らの役割を診断ゲートキーパーと処方箋の作成者、および健康への指

南者として見ることを訓練されている。医師の権威は医療企業の権威に移管されている。医者は

営業担当者である。患者は消費者である。主権は物語の一部ではない。



54

腫瘍学のパラダイム：切る、焼く、そして毒を規定値として

癌の治療はシステムを最も明確に明らかにする。デフォルトのアプローチ——手術、化学療法、
放射線——は唯一の証拠ベースのオプションとして提示されている。代替案は疑似科学、危険な
詐欺医療、または妄想的な考えとして却下されている。代謝的アプローチ、食事干渉、またはガ

ーソン型解毒を調査する第二の意見を求める患者は、彼らが時間を無駄にしており、癌が広がっ

ている間に警告されている。時間はレバレッジである。恐怖を植え付け、患者は代替案を調査す

ることさえ防ぎられる。

トマス・サイフリードのような研究者によって開発され、オットー・ワーバーグの元々の仕事に

根ざしている癌の代謝理論は、癌をミトコンドリア機能障害と異常調節されたグルコース代謝の

疾患として説明している。これはニッチな科学ではない——それは生化学である。グルコースに
アクセスできない癌細胞は機能障害になる。これは単純な介入を示唆している：グルコースを排

除し、癌細胞がケトン代謝を試みるよう強制し、損傷した癌ミトコンドリアは耐えることができ

ない。この介入は安価で、非毒性であり、癌細胞よりも先に体を毒するのを望むのではなく、根

本原因に対処する。

代謝的アプローチが標準治療ではないのはなぜか？それは特許取得できないからである。企業は

グルコース制限またはケトジェニック栄養を特許取得できない。企業は食事プロトコルとして適

用されたワーバーグの原則から数十億を稼ぐことはない。デフォルトは、切る-焼く-毒アプロー
チのままである——利益的で、積極的で、収入生成的で、患者の健康に対して癌細胞と同様に有
害である。手術、化学療法、および放射線が再発の防止において食事干渉よりもしばしば効果的

でないという事実は、それが構造的に不便であるため、腫瘍学の訓練では議論されていない。

これがシステムが設計された通りに機能している。システムは癌を治療するために設計されてい

ない。システムは癌を高額でそして無期限に治療するために設計されている。患者が死ぬという

事実は、システムの論理に関係ない——システムはお金を稼いだ、出版を生成した、住民を訓練
した、機関的名声を拡大した。患者の死は単なる終点である。治癒はシステムの失敗だろう。

予防と根本原因調査の抑制

医療企業は人々が病気のときに金を稼ぐ。医療企業は人々が健康であるときに金を稼がない。し

たがって、産業の構造的利益は、病気を最大化し、健康を最小化することである。

これは、予防と根本原因調査の体系的な抑圧として現れる。医療企業によって資金提供される公

開衛生キャンペーンは、人々に睡眠を最適化し、炭水化物摂取量を減らし、またはより多く移動

することを奨励しない。彼らは人々に疾患がスクリーニングされ、薬をより早く服用することを

奨励する。彼らはより多くの人々が治療の適格性を得るように疾患の定義を拡大する。彼らは正

常なコレステロールを異常に低いと定義するので、スタチンが心血管疾患を持たない人々に処方

できる。彼らは正常な血糖を危険に高いと定義するので、実際の糖尿病が発症する数年前に人々

が薬物治療できる。

ロジックは逆転している。質問は「健康を回復するために必要な最小限の介入は何か」ではな

い。質問は「市場が耐えることができる医療薬物の最大介入は何か」である。ガイドラインは拡
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大する。疾患の定義は拡大する。リスク閾値は低下する。より多くの人々が適格性を得る。より

多くの薬が売られる。これは医学ではない。これは白衣で装った市場最適化である。

予防は市場を縮小するだろう。食事の変化を通じた炎症性疾患の根本原因を治すことは、抗炎症

薬、免疫抑制薬、およびそれらが生成するすべての合併症の必要性を排除するだろう。人口に良

い睡眠をとることを教えることは、刺激物と睡眠薬の莫大な市場を排除するだろう。子どもが精

神疾患を発症する理由を調査することは、環境的および栄養的原因を明らかにし、精神科医薬の

必要性を排除するだろう。予防は医療市場を縮小するため、予防は体系的に阻止されている。

医療企業の利益と患者の利益は調整されていない。彼らは反対である。患者の根本原因の理解が

大きいほど、患者は医療薬物の介入が少なく必要である。主権と医療利益は反比例している。

認識論的問題：何が真実と数えるか

最も深い構造的問題は認識論的である。何が合法的な知識と数えるか？何の証拠が受け入れられ

るか？誰が決定するか？

医療複合体は、許容できる証拠を非常に狭く定義している。全体のシステムは、閉じた認識論的

ループの中で動作する。証拠はRCTによって生成される必要がある。RCTは査読雑誌で出版され
る必要がある。雑誌は医療企業が所有しているか、医療広告に依存している必要がある。レビュ

ーアーは医療企業の継続教育と研究資金に依存している認定医師である必要がある。結果：シス

テムによって生成された証拠は、システムをサポートする証拠である。システムの外からの証拠

——数世紀の伝統医学、数百万の臨床例、個々の患者の成果——は逸話的、統制されていない、
非厳密として除外される。

三つの宝、中医学の生物学的レベルでのエネルギー流をマッピングする基本概念は、感じられた

経験を通じて理解され、千年の観察を通じて洗練された。この知識は現代医学によって迷信と見

なされる。それが有用性を欠いているためではなく、RCT言語で表現できないため。アーユルヴ
ェーダの体質評価——プラクリティ、個人の生まれつきのヴァータ、ピッタ、カパのバランス——
は、生物学的レベルで何が栄養を与え、何が悪化するかを決定する。この知識は疑似科学として

却下される。それが予測力を欠いているためではなく、医療システムの狭い経験主義とは異なる

認識論的フレームワークから動作しているため。

システムは認識論を通じて自分自身を保護する。何が知識と数えるかを定義することによって、

システムは何がチャレンジできるか、そして何が受け入れられるかを定義する。主権は認識論的

主権を必要とする——あなた自身の体のために真実と数えるものを決定する権威。医療システム
はこの主権を積極的に抑圧する。あなたは実験することが許可されていない。あなたは調査する

ことが許可されていない。あなたは質問することが許可されていない。あなたは権威に従う必要

がある。従属は知恵として提示される。調査は危険として提示される。

出口への道：健康の輪を取り戻す

主権は解毒剤である。反抗としての抵抗ではなく、自然に自分のものである——あなたの体に対
する権威、あなた自身の活力に対する責任、および根本原因を調査する能力——の回復として。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sovereign-health
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これは医学と自然治療の間の偽りの選択を拒絶することを必要とする。それは科学的測定の最良

のもの——血液パネル、イメージング、バイオマーカー、遺伝的評価——と直感からの伝統的知恵
の最良のもの、地図学から統合することを必要とする：アーユルヴェーダと体質評価、中医学と

三つの宝、アンデス的とギリシャ的伝統、アブラハムの神秘的な魂-身体統合の理解。観照を通
じた直接的な自己観察を必要とする。これは健康の輪の中心である。

メタプロトコルは単純である：ほぼすべての慢性疾患の根本原因は、慢性炎症、インスリン異常

調節、有毒負荷、睡眠中断、運動不足、腸内細菌叢異常、および栄養欠乏である。介入は条件全

体で同一である：浄化と解毒、あなたの体質タイプに調整された代謝食、築くのではなく枯渇さ

せない運動、睡眠最適化、ストレス管理、および標的化されたサプリメント。医療企業はこれを

特許取得できない。規制機関は承認できない。保険会社は払い戻さない。したがって、システム

はあなたにこれを教えない。あなたは自分でそれを学ぶ必要がある。

これは反医学的ではない。主権のある実践者は利用可能なあらゆるツールを使用する——起こっ
ていることを見るためのイメージング、代謝マーカーを測定するための血液検査、人生への急性

の脅威に対処するときの薬物。主権のある個人は、医学を唯一の権威としてではなく、多くの情

報源の1つとして医学に従事する。主権のある個人は、測定し、質問し、調査し、決定する。

医療システムは抵抗するだろう。それはあなたを反科学的とレッテルを貼る。それはあなたが自

分の体を危険にさらしていることであなたを非難する。それはあなたが認定専門家と同じくらい

あなた自身の体を理解できるという考えの周りに恐怖を作成する。この抵抗は診断的である。恐

怖はシステムの強制メカニズムである。主権は、恐怖を通して見て、あなた自身の状況の真実を

調査することを必要とする——あなたの血液検査が示すもの、あなたの体が実際に異なる食べ
物、異なるスケジュール、異なる実践に応答して何をするか。体は嘘をつかない。唯一の機関の

み嘘をつく。

前進への統合的な道

健康の未来は医療ではない。それは代謝的、体質的、および主権的である。機関内外の実践者の

世代は、代謝医学を適用し、根本原因を調査し、医療産業が利益がないために放棄した地形を取

り戻している。

治療から治癒への転換。症状抑圧から根本原因解決へ。医療依存から代謝および体質的調整へ。

権威への従属から自己の主権へ。これは起こるのを待っている医学革命ではない。それは既に起

こっている。それは代謝臨床医、機能医学実践者、アーユルヴェーダ医師、中医学医師、循環生

物学と睡眠を調査する研究者、個人が自分自身のバイオマーカーを測定および監視できるように

する技術を構築する革新者に見えている。

医療システムはそれ自体を改革しない。利益動機によって支配された機関は、自発的に制御を放

棄しない。前進への道は、個々の主権が集団的目覚めにスケーリングされることである。あなた

は自分の体を取り戻す。あなたは自分の健康を調査する。あなたは健康の輪を生きている実践と

して回す。あなたは測定する。あなたは観照する。あなたは何が機能するかを共有する。他者は

従う。システムは適応するか、無関係になるかのいずれかである。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/monitor/monitor
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
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健康はあなたの生まれつきの権利である。自分自身の体を理解する権威はあなた一人のものであ

る。健康の輪は建築である。残りは実践である。

関連：主権的健康 | 健康の輪 | 観照 | 栄養 | 浄化 | 補充 | 癌の予防 | 健康-長寿-最大のレバー | 用
語集

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sovereign-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/monitor/monitor
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/nutrition/nutrition
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/purification/purification
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/supplementation/supplementation
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/cancer-prevention
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/health-longevity-biggest-levers
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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第 8章  ·  第 I I部  —  占領

ワクチン接種

調和主義の立場

調和主義は、人間の免疫システムは医薬品の指示を待つ受動的な受容体ではないと考えてい

る。それは、睡眠、栄養、微生物生態系、ストレス構造、有毒負荷、そして身体の全領域によっ

て形成される洗練された自己組織化された知性である。それは、数十万年にわたってパトゲンと

共進化してきた。免疫システムは注射による「訓練」を必要とせず、最適化された地形によって

「支援される」ことが必要であり、それが常にしてきたことをする能力を「信頼される」ことが

必要である。

これはニッチな立場ではない。これは地形理論の論理的帰結である。アントワーヌ・ベシャンに

遡り、一世紀の免疫学、微生物学、エピジェネティクスによって実証された地形理論は、ホスト

の内部環境が任意の単一病原体の存在よりはるかに病気の発現を決定するという理解である。病

気の因果関係に対する調和主義のアプローチを支配する原則は、ワクチン接種に対するアプロー

チを支配している。地形に対処しなさい、そして身体の防御は設計通りに機能する。地形を無視

しなさい、そして注射の数は補償しない。

調和主義は反ワクチンである。反応的な政治的アイデンティティとしてではない。「確立」に対す

る部族信号としてではない。しかし、その独自のオントロジーの必要な帰結としてである。もし

身体がロゴスと一致した知的で自己組織化されたシステムであり、地形が病気の発現を決定する

なら、抗原、アルミニウムアジュバント、ポリソルベート80、ホルムアルデヒド、および新規脂
質ナノ粒子プラットフォームを健康な組織に注入することは、免疫「訓練」の中立的な行為では

ない。それは、免疫システムがデフォルトで欠陥があるという仮定に基づいた介入である。身体

は、それが左一人にされたら、種全体の歴史を通して扱ってきたものを処理できないという仮

定。その仮説は哲学的な誤りである。ワクチン接種パラダイムのすべてはそれから続く。

大規模ワクチン接種プログラム — 地形に関係なく全個人に適用される普遍的スケジュール、イン
フォームド・コンセントを置き換える機関的強制 — は文明規模での主権侵害である。それは裁
量に代わってコンプライアンスを置き換え、人間有機体を自己調整の全体ではなく医薬品の容器

として扱い、個人がそれらが同意しているものを見ることを可能にするだろう証拠を体系的に抑

圧する。以下のセクションは、このパラダイムを維持する構造的腐敗とそこから流れるという具

体的な害を文書化する。

構造的批評

規制上の捕捉

ワクチンの安全性を確保する責任がある機関 — FDA、CDC、EMA、WHO — は、資金調達、人
事パイプライン、および機関的インセンティブがそれらが規制することを意図された医薬品業界

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/root-cause-of-disease
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/root-cause-of-disease
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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と絡み合っている金融建築内で運営している。これは陰謀論ではない。それは構造分析である。

規制機関と医薬品企業間の回転ドアは文書化されている。CDCがワクチン特許を保有し、FDAが
使用料を通じて監督する業界から実質的な資金を受け取り、WHOの最大の自主的貢献者には医
薬品メーカーと提携した基盤が含まれている。これは公的記録の問題である。

規制上の捕捉は刑事的な意味で腐敗を必要としない。それは単に機関的インセンティブ構造が承

認を慎重さより上に報酬し、調査よりコンセンサスを報酬し、業界パートナーシップを敵対的監

視より上に報酬することを必要とする。その結果は、安全信号が浮上するのが遅く、異議を唱え

る研究者はキャリア破壊に直面し、1986年にNational Childhood Vaccine Injury Act（ワクチンメ
ーカーに付与された責任盾）でワクチン製造業者に付与される市場規律が正常に製品改善を強制

するを削除するシステムである。

異議の抑圧

安全性懸念を提起する認められた科学者の扱いは、システムの操作ロジックを明らかにする。ロ

バート・マローン、mRNA技術の基礎に貢献者は、mRNA COVID-19ワクチンのリスク・ベネフ
ィット・プロファイルに疑問を呈するために体系的にデプラットフォームされ、専門的に周辺化

された。ディディエ・ラオット、世界で最も引用されている微生物学者の一人は、COVID治療
（ヒドロキシクロロキン）とワクチン必要性の両方の公式的物語に挑戦するために懲戒手続きの

対象となった。ピーター・マッカロー、アメリカの医学史で最も出版された心臓病医の一人は、

心筋炎リスクに関する出版の後に彼の委員会認定に挑戦された。リュック・モンタニエ、ノーベ

ル賞受賞者およびHIV共発見者は、ワクチン圧力下での重点的な進化に関する懸念を提起するた
めに老化として解雇された。

パターンは一貫している：批評は答えられない — 批評家は破壊される。これは科学がどのように
機能するかではない。これは機関的力がそれ自身を保護する方法である。その証拠に自信を持つ

システムは精査を歓迎している。それにコンプライアンスに依存するシステムはそれを罰する。

責任の真空

1986年以降、米国内で、そしてグローバルにはCOVID時代の製品は緊急使用認可の下で、ワクチ
ン製造業者はそれらの製品によって引き起こされた傷害に対して金銭的責任を負わない。傷害請

求は専門のトリビューナル（米国のVICP、パンデミック製品のCICP）を通じてルーティングさ
れ、発見を制限し、タイムラインを圧縮し、補償率はワクチン傷害の実際のコストに無関係であ

る。これは消費者製品法において独特である。他の医薬品製品クラスは免責保護の毛布を享受し

ない。経済的帰結は予測可能である。責任の露出なしで、安全投資の市場信号が減衰される。製

造業者の合理的な計算は、「訴訟で生き残るのに十分安全にする」から「捕捉された機関によっ

て実施された規制審査をまかなうのに十分安全にする」にシフトする。

2025年の変曲点

数十年間、ワクチン安全運動は機関的権力の外から機能した。現在に対する公開された研究者、

ライセンスを失った医師、FOIAリクエストと提供されるべきデータを抽出するための訴訟を提
出する組織。2025年2月、構造的景観は分類的にシフトした：ロバート・F・ケネディ・ジュニア

https://harmonism.io/national-childhood-vaccine-injury-act
https://en.wikipedia.org/wiki/Peter_McCullough
https://en.wikipedia.org/wiki/Countermeasures_Injury_Compensation_Program
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は米国保健社会福祉長官として確認され、ワクチン接種パラダイムの最も著名な機関的批評家を

連邦保健装置の舵に配置した。

帰結は即時であった。ケネディはAdvisory Committee on Immunization Practices（ACIP）の17
人全員のメンバーを解雇した — 米国の小児期および成人ワクチンスケジュールを決定する身体 —
およびワクチン安全研究ネットワークから引き出された交換を任命した。ロバート・マローンと

マーティン・クルドルフ（Great Barrington Declarationのリード著者、自然免疫個人に対する
COVIDワクチン接種義務に反対するためハーバードから解雇）。Retsef Levi、mRNAワクチン撤
回を公開で呼び出していたMIT運営管理教授は、CDCのCOVID-19ワクチン作業部会を率いるた
めに任命された。NIH mRNAワクチン研究はキャンセルされた。CDCは2025年12月に推奨され
る小児ワクチン数を17疾患から11疾患に減らすために投票した。B型肝炎出生用量の推奨は削除
された。COVID-19ワクチンの推奨事項は、子供および妊娠中の女性に限定された。

機関的逆応答は同等に指摘されていた。ピーター・マークス、FDAのワクチンチーフは2025年3
月に辞任した。ポール・オフィット — 既存スケジュールの最も著名な擁護者 — 9月にFDAワクチ
ン顧問委員会から削除された。American Medical Associationとミネソタ大学のCIDRAPは2025
年4月にワクチン整合性プロジェクトを立ち上げ、今は再構成されたACIPの外で独立した証拠審
査を維持する。ケネディのアクションによって作成された機関的真空は、プロワクチン確立のた

めの平行構造を構築することを強制し、既存のものの信頼性がケネディの任命またはそれを先行

させた数十年の捕捉されたオーバーサイトによってか構造的に損なわれていたかの暗黙の認識。

調和主義がこの変曲点で観察するのは正当化ではない。政治的権力は変わる手関係は認識的な質

問を解決しない。それは構造的診断の確認である。数十年間安全信号を抑圧した同じ機関建築

は、その人事がパラダイムの批評家に置き換えられることを見つけ、システムの擁護者はその実

質的な批評に対処することによってではなく、回避機関を構築することによって対応する。回転

ドアは回転する。構造的問題 — ワクチン政策は透明な科学ではなく機関的権力によって決定され
る — 残る。主権は、規制装置を支配する派閥に依存しない。それは、権限がどのような推奨事
項を発行しているかに関係なく、地形を読み、コンプライアンスではなく裁量から行動する個人

の能力に依存する。

同時に、疫学的データはそれ自身の証言を蓄積する。はしか風疹ムンプスワクチン（MMR）カ
バレッジは2024年から2025年の学年度までに92.5％に低下し、約286,000人の幼稚園児が保護
されていないと推定されている。はしかの症例は2025年に20年ぶりの高さに達し、2026年症例
の92％はワクチン未接種者の間である。主流解釈は直言的である。ワクチン接種の減少は病気の
再発を引き起こす。調和主義の解釈はより正確である。数十年の加工食品、環境毒性、慢性スト

レス、および医薬品依存によって地形が劣化した集団は、ワクチン接種ステータスに関係なく脆

弱である。そしてポリシー議論は、免疫弾力性を「ワクチン接種または非ワクチン接種」のバイ

ナリに縮小し、どちらの側も不十分に対処している地形レベルの原因を曖昧にする。

具体的な懸念事項

mRNAプラットフォーム

COVID-19の間に展開されたmRNAワクチンは、大量展開の時点で長期的な安全性データがない
新しい技術プラットフォームを表しています。コア機構 — 人間の細胞に外来タンパク質（スパイ

https://harmonism.io/advisory-committee-on-immunization-practices
https://en.wikipedia.org/wiki/Retsef_Levi
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クタンパク質）を生産し、その後それに対する免疫応答をマウントするよう指示する — 不完全に
答えられたままの質問を上げます。

生物分布。 脂質ナノ粒子配送システムは最初、注射部位に留まると主張された。日本でのFOIA)
リクエストを通じて得られたファイザーの独自の生物分布研究は、脂質ナノ粒子の肝臓、脾臓、

副腎、および卵巣への48時間以内の蓄積を示した。特に卵巣および副腎におけるスパイクタンパ
ク質産生の含意 — 適切に研究されていない。

スパイクタンパク質毒性。 スパイクタンパク質自体は、ウイルスとは無関係に、生物学的に活性
であることが示されている — ACE2受容体を結合し、血液脳関門を通過し、炎症性カスケードを
トリガーすることができます。身体にこのタンパク質を大量生産するよう指示することは、それ

が生成する免疫応答に無関係に危険を伴わないということは仮定であり、確立された事実ではな

い。

免疫調節。 反復mRNAブースターは、IgG1/IgG3（炎症性、病原体排除）抗体からIgG4（耐性関
連）抗体へのシフト — クラス切り替え現象に関連付けられている。病原体の排除ではなく耐性の
方向に免疫システムを訓練することの長期的含意 — 理解されていない。Science Immunologyお
よび他のジャーナルに公開された研究は、それが長期的な免疫能に何を意味するかを解決するこ

となく、このシフトを記録した。

心筋炎信号。 mRNAワクチン接種と心筋炎、特に若い男性の間の関連は、世界中の規制機関によ
って現在認識されている。リスクは最初は否定され、その後「軽度で自己解決」として最小化さ

れた。心臓MRI研究は、亜臨床心筋炎が臨床提示単独で示されるより多くの有病率である可能性
があることを示唆している。ベースラインCOVIDリスクが無視できる人口統計（若い男性）の場
合、任意の大きさの心臓リスクは正直な評価に値する — 機関的安心ではなく。

アジュバントと成分

ワクチンアジュバント — より強い免疫応答を誘発するために追加された物質 — 安全プロファイ
ルが争われている化合物を含みます。

アルミニウムアジュバント（水酸化アルミニウム、リン酸アルミニウム）は、アルミニウムの神

経毒性可能性の現代的な理解の前に確立された安全記録に基づいて数十年間使用されている。ク

リストファー・エクスレーのアルミニウム蓄積に関する研究脳組織、自閉症とアルツハイマー病

の個人の脳における上昇したアルミニウムの知見を含む、複製と従事ではなく資金不足と機関的

周辺化で満たされました。

チメロサール — 複数用量ワクチンバイアルの防腐剤として使用される有機水銀化合物 — 2000年
代初期まで日常的な小児ワクチンに含まれていました。その時には、規制機関がそれが安全であ

ると同時に保有しながら公開圧力の下で削除されました。矛盾は指摘的です。化合物が安全な

ら、削除は不要である。削除は慎重だった、数十年の露出は安全ではなかった。チメロサールは

2025年7月までマルチ用量インフルエンザワクチンに留まり、その時はケネディの再構成された
ACIPは、すべての米国インフルエンザワクチンからそれを削除することを5-1で投票した。機関
的防御はエチルマーキュリー（チメロサールの代謝産物、迅速にクリアされると主張）とメチル

水銀（確立された用量応答毒性を持つ環境神経毒性）の区別に基づいている。調和主義の観察。

新生児への任意の水銀化合物の注射の安全性は、設計、資金、および解釈が上記の構造的批評で

文書化された同じ機関的建築によって制御されていた研究によって確立された。証拠の負担の逆

https://ja.wikipedia.org/wiki/Freedom_of_Information_Act_(United_States
https://en.wikipedia.org/wiki/Christopher_Exley
https://en.wikipedia.org/wiki/Christopher_Exley
https://harmonism.io/thimerosal
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転は同じである。化合物は新しい医薬品成分に必要な安全テストなしで使用に祖父法を立てら

れ、それを防衛するために製造された研究は公開の怒りがその質問を強制するまでの後に到着し

た。

ポリソルベート80およびポリエチレングリコール（PEG） — エマルジファイアー、および脂質
ナノ粒子製剤で使用される — 血液脳関門を通過して既知ですおよび記録されたアナフィラキシー
可能性を有しています。PEG抗体は一般的人口に次々と有病率が高まっており、繰り返し露出の
PEG含有製剤への免疫反応性に関する質問を上げています。

ナノ粒子とグラフェン酸化物

グラフェン酸化物に関するワクチン製剤の請求は争われた認識的空間を占有しています。独立し

た実験室分析 — 注目すべきは、マイクロラマン分光法および透過電子顕微鏡を使用したアルメリ
ア大学のパブロ・カンプラによって実施されたもの — COVID-19ワクチンバイアルでグラフェン
酸化物と一致する構造を報告した。これらの知見は規制機関または主流のピアレビュー複製によ

って確認されていない、およびオリジナル分析は方法論的な根拠に基づいて異議を唱えられてい

る。

調和主義の認識的スタンスはここで正確である。これらの請求は確認もデバンク — 未解決、およ
びワクチン内容の透明で独立した組成分析を実施することの機関的拒否はそれ自体が問題です。

主権システムは独立した検証を歓迎するだろう。それへの抵抗 — 製造業者による発表された完全
な組成分析の欠落、成分リストの私有商業秘密保護への依存 — インフォームド・コンセントの
基本的な認識的要件に違反します。

脂質ナノ粒子に関するより広い懸念はより確立されている：それらの生物分布プロファイル、細

胞膜との相互作用、および意図されていない組織へのペイロード配送の能力は、ナノ医学の活発

な研究領域である — 緊急認可タイムラインの下で大部分でバイパスされた研究。

小児ワクチンスケジュール

米国の18歳前に児童に投与されるワクチン用量の数は、1980年代の約24から今日のように70以
上に増加しました。完全なスケジュールの累積効果をテストする臨床試験は実施されていません

— ワクチンは個別にまたは小さな組み合わせでテストされ、その後、集約免疫学的および有毒負
荷がその部分の合計であると仮定されるスケジュールに追加されます。この仮定には経験的根拠

がない。複数のアルミニウムアジュバントワクチン、生ウイルスワクチン、および同じ発達窓で

の他の医薬品介入の間の相乗効果 — スケジュール レベルで未研究のままである。

ポール・トーマス)の仕事 — 自身の診療所でワクチン接種された、部分的にワクチン接種され
た、およびワクチン接種されていない児童を比較する成果研究を実施する小児科医 — 予防接種さ
れていない児童および選択的にワクチン接種された児童の慢性疾患の著しく低い率を見つかっ

た。彼の医療免許は発行の直後に一時停止された。データは反論されていない。研究者は削除さ

れた。

胎児の細胞系列

小児ワクチンスケジュール上のいくつかのワクチン — 麻疹（M-M-R-II）、水痘（VARIVAX）、お
よび肝炎A（HAVRIX）を含む — 1960年代の選択的中絶から派生した人間の胎児の細胞系列を使

https://en.wikipedia.org/wiki/Pablo_Campra
https://en.wikipedia.org/wiki/Paul_Thomas_(physician
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用して製造されるWI-38（1962年に分離、米国）、MRC-5（1966年に分離、英国）、およびHEK-
293（1972年に分離、アデノウイルスCOVID-19ワクチンを含む新しいワクチンプラットフォーム
で使用）。機関的防御は、オリジナル中絶がワクチン目的のために実行されていなかったこと、

追加の中絶が必要でないこと、および最終ワクチン製品に完全な人間の細胞が含まれていないこ

とです。異議 — 宗教的、倫理的、および認識的理由から上げられた — は、中止された人間の存
在から採取された組織の使用医薬品基質として、オリジナルの行為から時間的な距離に関係なく

人間の尊厳の違反を正規化しており、いくつかの委任されたワクチンに対する代替がない親のた

めのインフォームド・コンセントは、このポジションを保持する親を強制閉じるということで

す。バチカンのPontifical Academy for Lifeは2005年の声明を発行し、「代替がない場合」での使
用を許可しながら非胎児由来ワクチンの開発を求めました — これは以来の2つの十年で大部分で
答えられていない電話。

DNA汚染とSV40配列

2023年9月、フィリップ・バックハルツ — サウスカロライナ大学の分子生物学者および癌ゲノム
研究者 — サウスカロライナ上院医学事務委員会の前にテストしたこと、ファイザーのmRNAワク
チンは製造プロセスからの残基質粒DNA汚染です。バックハルツは用量あたり約200億個の質粒
DNA断片を推定しました。脂質ナノ粒子の中にカプセル化された — DNA配信がmRNAを配信す
る同じ機構によって細胞に配送されることを意味する。彼の懸念：脂質ナノ粒子にカプセル化さ

れたDNAはゲノム統合の非ゼロ確率を持っており、理論的には発がん性を駆動することまたは遺
伝子調節を混乱させることができます。バックハルツは、彼の請求が機械的にもっともらしい

が、まだ経験的に確認されていないことを強調しました — このディスコースで認識的精度の稀な
例。

知見は独立して実証され、ケビン・マッケルナン（汚染を最初に検出したゲノム研究者）、ジェシ

カ・ローズ、およびデイビッド・スパイチャーによって拡張された。彼らのピアレビュー研究

は、2025年9月にオートイミュニティで発行され、16ロットから32ワクチンバイアルの残基質粒
DNAを定量化しました。蛍光測定を使用して、総DNAはファイザーについては36〜153倍、モデ
ルナについては112〜627倍のFDA/WHO規制限界を超えた。重要に、ファイザー製剤はSV40プ
ロモーター増強子起源配列 — シミアンウイルス40から派生した遺伝子要素を含む — ファイザー
のEuropean Medicines Agencyへの規制提出で開示されていなかった。SV40プロモーターは分子
生物学で特に特性化されたツールであり、それが効率的な遺伝子発現を駆動する理由のために哺

乳動物細胞およびゲノム統合の懸念を増幅する細胞核への核のローカリゼーション信号を含む。

研究は、3つのうち6つのファイザーロットがテストされたのは、より保守的なqPCR方法でも2倍
のSV40プロモーター配列について特に規制限界を超えたことを見つかった。

規制上の対応は、知見の有意性を否定することである。Health Canadaはその存在を認めたが、
安全リスクはないと述べています。FDAは更新された組成開示を必要としませんでした。パター
ンはこの記事全体で文書化されたより広い建築と一貫しており、独立した研究者が安全信号を識

別する場合、機関的対応は方法論に異議を唱えることであり、統制条件下で知見を複製してい

る。

自閉症の質問

自閉症と予防接種間の関連は、最も抑圧された最も重大なワクチン安全問題である。機関的物語

は、アンドリュー・ウェイクフィールドの1998年ランセットケースシリーズ — MMR予防接種後

https://harmonism.io/pontifical-academy-for-life
https://en.wikipedia.org/wiki/Phillip_Buckhaults
https://en.wikipedia.org/wiki/Kevin_McKernan
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の児童の胃腸病理と発達回帰を報告 — 不正行為であったこと、ウェイクフィールドは医療登録簿
から打ち取られたこと、そしてその質問はしたがって閉じられていることです。この物語は、重

要な方法では不完全である。

CDC笛吹き事件：2014年、ウィリアム・トンプソン)博士、上級CDC統計学者およびDeStefano et
al.のコ著者、(2004年の麻疹風疹ムンプスおよび自閉症に関する機関の重要な研究、連邦笛吹き
保護を援引し、彼と彼のコ著者が統計的に有意なデータを意図的に省略したと述べた、アフリカ

系アメリカ人少年の麻疹風疹ムンプス予防接種と自閉症間の関連を示しています。トンプソン

は、CDC研究者が知見に関連するドキュメントを破壊するよう指示されたと述べました。彼は連
邦笛吹き免除を付与されました。彼は沈殿されたことはありません。彼が開示したデータは、完

全なアクセスで独立して再分析されたことはありません。議会はそれを召喚しませんでした。彼

がコ著者した研究は、麻疹風疹ムンプスが自閉症を引き起こさないという請求のためのCDCの主
要な引用のままである。

Simpsonwood会議（2000年6月）：ジョージア州Simpsonood Methodist retreat centerでCDC科
学者、ワクチン製造業者、およびWHOアドバイザー間のクローズドドア会議、チメロサール露出
とニューロ発達症を含むVaccine Safety Datalinkの統計的に有意な関連を示すトーマス・フェルス
トラテンの分析を議論するために召喚された障害自閉症。議事録 — FOIA)を通じて得られた —
参加者が児童の安全ではなく責任と公開信頼への含意については、データを論じていることを示

しています。フェルストラテンの分析はその後4回の反復を通じて修正され、その後プログレッシ
ブに信号を希釈し、重大な関連を報告している出版前に小児科学で2003年の前に出版されまし
た。

Hannah Polingケース：2008年、米国政府はVaccine Injury Compensation Programで同意したこ
と、ワクチンがハンナ・ポーリングの基盤的なミトコンドリア障害を「著しく増幅」し、「自閉

症スペクトラム障害の特徴」をもたらしていた。譲歩は封印されましたその後、漏出されまし

た。政府の立場 — ワクチン事前に存在するミトコンドリア条件を持つ児童の自閉症様症状をト
リガーしたが、「自閉症を「原因」しなかった — は影響を受けた家族にとって意味のある区別な
しの区別である。より広い質問 — 自閉症スペクトラム上の何人の児童がワクチン誘発回帰に脆弱
にする未診断されたミトコンドリア機能不全を有する — 体系的に研究されていない。

VICPは静かにワクチン傷害の結果を含むいくつかの症例を補償し、自閉症または自閉症様脳炎、
機関的立場はのが何の因果リンクは存在しないままです。法的建築は補償を許可しながら科学的

建築は因果関係を否定するが — 2つのシステムが調整する義務なしで分離された認識的制度で動
作する矛盾は持続可能です。

米国の自閉症率は1970年代に約1万人あたり1人から、CDCの最新データのように36あたり1人に
上昇しています。機関的立場は、これは診断の改善と拡大基準を反映しており、増加した発生率

ではありません。別の仮説 — 急速な上昇は児童ワクチンスケジュールの拡張、累積アルミニウム
負荷、および重要な神経発達ウィンドウ中の複数の同時抗原との関連性 — は、それを解決する
レベルでテストされていない：大規模で、前向きで、ワクチン接種対非ワクチン接種研究。この

研究を実施または資金調達することの機関的拒否は、この記事では他で、それ自体が最も重要な

データポイントである。

https://en.wikipedia.org/wiki/William_Thompson_(epidemiologist
https://harmonism.io/vaccine-safety-datalink
https://ja.wikipedia.org/wiki/Freedom_of_Information_Act_(United_States
https://en.wikipedia.org/wiki/Hannah_Poling
https://harmonism.io/vaccine-injury-compensation-program
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異常な死後の結果

2021年に始まり、その後世界中で、米国の処埋技術者は、死亡個人の血管から取出された異常な
白い、線維状の弾性構造を報告し始めました — 彼らは彼らが数十年の実践で遭遇したことはな
いと述べました。リチャード・ハーシュマン、20年以上の経験を持つアラバマの埋蔵者は、知見
を記録して公開するための最初の者の間にいました。2023-2024年の調査データは、301人の埋
蔵者は83%が遭遇した構造を報告し、すべての埋蔵体の平均27.5%で見つかった — 2023年調査で
は73%および20%からそれぞれ上昇しました。

機関的対応は解雇でした：構造は通常の死後血液凝固であると主張される、死亡証明書上のワク

チン接種ステータスの欠落は、何の因果帰属も可能でないことの証拠として引用される。批評に

は力がある — 逸話的処埋技術者観察は疫学的証拠ではなく、ワクチン接種および非ワクチン接
種死者を比較する体系的な病理分析なし、因果質問は正式にオープンのままです。調和主義が指

摘することは、今までの親しいパターンである。現象と直接接触した実務者によって報告された

新しい観察は、それを確認または反論する体系的な調査なしで削除されます。埋蔵者の証言は

Died Suddenly（2022）で特集されました — その感覚的なフレーミングはそのエビデンシャル・
コアを損なったドキュメンタリー。構造自体は、機関的スケールで発行されたピアレビュー组成
分析を受けていません。

軍事医薬品建築

mRNA COVID-19ワクチンの開発と展開は、純粋に文民の医薬品努力ではなかった。DARPA —
ペンタゴンの防衛先端研究計画機関 — は2013年にADEPT（自律診断して予防と治療を可能にす
るために）プログラムの下でmRNA後発医学対策を開発するためにモデルナに約2,500万ドルを
授与し、2011年以来モデルナとの遺伝学ワクチン研究に資金提供されていました。COVID-19ワ
クチン契約は「プロトタイプ実証」として構造化されました Other Transaction Authority（OTA）
の下で — 標準医薬品規制要件を含むFederal Acquisition Regulationを迂回する契約メカニズム
Good Manufacturing Practice（GMP）コンプライアンス。サーシャ・ラティポワ、臨床試験設計
における25年の経験を持つ前の医薬品産業幹部は、FOIA)を通じて400以上の政府契約を取得
し、BARDA（生医学先端研究開発局）が2021年10月までにCOVID-19対策に475億ドルの契約を
授与したと文書化しました。OTA下で、国防省 — FDA ではなく — 製造、品質管理、および配布
を指揮しました。規制機関の役割は、ラティポワの分析では、パフォーマティブであった。開

発、資金調達、および展開が軍事産業装置によって制御される製品の独立監視の外観。

デイビッド・マーティン)、特許フォレンジックを専門とする金融アナリストは、コロナウイルス
研究、スパイクタンパク質工学、およびmRNA配送システムに関連する4,000以上の特許のデー
タベースを編集した — パンデミック数年またはそれ以上前の多く。マーティンは具体的な特許を
引用します。米国7220852（2004年にCDCに付与される新しく分離された人間のコロナウイル
ス）、US 7151163（コロナウイルスを標的とする抗ウイルス剤のための2004年にセコイアファー
マシューティカルズに付与）、US 9193780（スパイクタンパク質を標的とするシーケンスのため
の2009年にアブリンクス/サノフィに付与）。彼の論文 — 緊急の見せかけの下で事前に計画され
た展開です特許技術の — 争われました。ファクトチェッカーは、引用された多くの特許はSARS-
CoV-2に無関係な動物コロナウイルスに関するものであり、コロナウイルス特許の存在が生物兵
器の意思を証明しないと指摘しています。調和主義の認識的スタンス：マーティンの特許ドキュ

メンテーションは検証可能な公的記録である。彼の因果解釈は、証拠が確認もまだ予測もしない

仮説である。DOD資金タイムライン、OTA契約構造、および責任保護が文書化された事実であ

https://en.wikipedia.org/wiki/Richard_Hirschman
https://harmonism.io/other-transaction-authority
https://harmonism.io/federal-acquisition-regulation
https://en.wikipedia.org/wiki/Sasha_Latypova
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る。それらは意図的な計画の証拠を構成するか、単に危機の間に機関的な態度をかき立てること

かどうか、利用可能な証拠は解決しない質問である。

脱人口論

ワクチン批判的空間で最も構造的に急進的な請求は、大量ワクチン接種プログラムが脱人口アジ

ェンダを果たすこと — 傷害、不妊信号、および免疫損傷は副作用ではなく意図された結果です。
支持者はビル・ゲイツの2010年TEDトークを引用する：「我々が新しいワクチンに非常に良い仕
事、ヘルスケア、生殖保健サービスをするなら、我々は[population]によって、おそらく10または
15パーセント低下できた」— 文脈が文脈（人口統計学的転移論：子供死亡率の減少はより低い出
生率につながり、これは人口成長を低下させる）の完全なトランスクリプトで明確なステートメ

ント、表面読み、文脈から分離されて、論文を確認するように見える。彼らはファイザーの独自

の生物分布データで文書化された卵巣の脂質ナノ粒子蓄積を引用する。彼らはワクチン接種人口

全体の低下出生率を引用する。彼らはゲイツ基金の両方のワクチンプログラムと「生殖保健」イ

ニシアチブ開発途上国での広範な資金提供。

調和主義の立場は正確である：脱人口論文は未確立である — それは実データポイント（生殖器
官のニ分布、出生率の減少、機関的資金パターン、ゲイツ自身のステートメント）を整合意思を

仮定する解釈フレームワークを通じて接続する仮説です。個々のデータポイントは独自の用語上

で調査に値する。卵巣脂質ナノ粒子蓄積は、それがネグリジェンスまたは設計を反映しているか

に関係なく安全の懸念である。出生率低下は、原因に関係なく疫学的調査に値する。グローバル

ヘルスファンディング集中が小数のプライベート基盤には資金調達の意図に関係なく統治の質問

を上げる。調和主義は脱人口論文をドクトリンとして支持していません。それは、それを燃やす

安全信号を透明に調査することの機関的拒否が、それ自体の単一最も効果的なジェネレータであ

ることを観察しています。精査を歓迎したシステムは実装では恐れるが少なく、データの多くか

ら恐れるが多いシステムを持っていました。

地形の代替案

ワクチンが医薬品産業の感染症の答えなら、地形アプローチは主権のものです。ロジックは直言

的である。最適化された地形内で動作する免疫システム — よく栄養された、よく休まった、慢性
炎症および有毒蓄積の負担から解放された — 進化する能力で感染露出を扱う千年が有する能力
を所有する。

これは素朴な楽観主義ではない。それは調和の輪（健康）が教えるもの、そして病気の根本原因

が不調の三部作 — 有毒負荷、慢性感染、および代謝機能不全を名付けるもの、地形を通じて対
処される操作上の帰結である。介入によって抑圧。

睡眠は免疫細胞生産、サイトカイン規制、および脳から炎症性廃棄物を除去するグリンファティ

ック許可システムを支配する。制限された睡眠の単一夜は自然殺傷細胞活動を70%までに削減す
る。何もワクチンは慢性睡眠不足を補償しない。

栄養は免疫細胞が構築される基質を決定する。単独のビタミンDステータス — 単一バイオマーカ
ー — ワクチン接種ステータスより呼吸感染への感受性をより確実に予測している。亜鉛、セレ

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/root-cause-of-disease
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ン、ビタミンC、ビタミンA、およびオメガ3脂肪酸は、ウェルネス感覚の「サプリメント」では
ない。それらは免疫機能の生の材料である。

浄化は病原体監視からの解毒に免疫リソースを転向させる有毒負荷を減らします。重金属、マイ

コトキシン、内分泌系かく乱物質、およびグリホサート残留はすべて免疫能を損なう。有毒負荷

に対処することは、最も文字的な意味でのイムノセラピーである。

腸マイクロバイオーム — 栄養、ストレス、抗生物質露出、および環境入力によって形成される —
身体の免疫組織の70-80%を収容する。腸ディスバイオーシスは免疫不全。ビタミンE発酵食品、
プレバイオティクス、および腸破壊物質（加工種油、グリホサート-重い穀物、不要な抗生物質）
の排除を通じて微生物生態系を復元することは、注射よりも免疫弾力性を行うことをはるかにの

より多くをします。

観照フレームワークはこれを操作可能にします。免疫準備を示すバイオマーカーを追跡します。

ビタミンD（ターゲット：60-80 ng/mL）、hs-CRP（ターゲット：<0.5 mg/L）、空腹時インスリ
ン（ターゲット：<5 µIU/mL）、白血球数の完全差、および唾液IgAは免疫地形の実時間マップを
提供します。バイオマーカー全体に最適化された地形を持つ人は、「ワクチンなしで脆弱」ではあ

りません — 彼らは免疫的に主権的です。

主権はどのように見えるか

立場は明らかである：ワクチン接種をしないでください。代わりに地形を最適化してください。

よく栄養された、よく休まった、毒素をクリアした、マイクロバイオーム無傷の身体内で動作す

る免疫システムは医薬品増強を必要としない — それは左一人が行う必要がある二十万年の進化の
デザインをするためにそれだけである。

親のために — 圧力が最も急性であり、ステークスが最も高い場所で — それは小児ワクチンスケ
ジュールを拒否し、その拒否の社会的コストを受け入れることを意味しています。それは、ワク

チン未接種児童を公衆衛生上の脅威としてフレーミングする機関的装置が、スケジュール集計を

テストしたことがない装置が、傷害のための責任を保有しないこと、およびワクチン未接種児童

にはより良い健康を示す成果データを発行した医師のキャリアを破壊したことを理解することを

意味しています。圧力は本当です。圧力の背後にある科学ではありません。

既にワクチン接種済みの成人 — 2021-2022のコアージョンキャンペーンの下でmRNA製品を受け
取った人を含む — フレームワークは地形修復にシフトしています。スパイクタンパク質クリアラ
ンス（ナットウキナーゼ、ブロメリン、クルクミン）、炎症の削減、マイクロバイオーム修復、お

よび心臓および免疫バイオマーカーの継続的な監視。その存在する害は、ほとんどの人にとって

取り返しのつかないものではない — しかし、それは、責任がある機関が提供するのに関心を持
たない活発で、情報を与えられ、持続している注意を必要とします。

皆のため：注射を提案する任意の物質に対して完全な組成的透明性を要求してください。インフ

ォームド・コンセントに必要な情報が利用できない場合 — 成分が商業秘密法によって保護されて
いる場合、臨床試験データが75年間密閉されている場合、有害事象レポートが受動的で製造業者
調整がされている場合 — その不透明さはそれ自体が答えです。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/monitor/monitor
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資源インデックス

書籍

ロバート・F・ケネディ・ジュニア — The Real Anthony Fauci（2021）。 ワクチンポリシ
ー、機能獲得研究、および医薬品規制ネクサスを支配する機関的建築の包括的調査。特定のワク

チンに関する位置に関係なく重要な構造分析。

ロバート・マローン — Lies My Gov’t Told Me（2022）。 m RNA研究者の基礎からの第一人
称アカウント、安全データの抑圧、検閲装置、およびCOVID-19の間の科学的プロセスの歪み。
機関的物語コントロールの機構を文書化します。

ディディエ・ラオット — La Vérité sur les vaccins（2018）。 COVID分極を前のワクチン科
学、アジュバント安全、および証拠とポリシー間のギャップの分析。パンデミックが彼らを政治

的にした前にこれらの質問を提起していたラオットの独立に対して貴重です — ラオット。

スーザン・ハンフリーズおよびローマン・ビストリアニック  — Dissolving Illusions
（2013）。 感染症死亡率傾向の歴史分析および衛生、栄養、および生活条件とワクチン接種が死
亡率低下における役割。ほとんどの感染症からの死亡率がワクチン導入の90%以上以前に低下し
ていたというデータ — 議論されていない単に述べたが、争われていない。

フォレスト・マレディ  — The Moth in the Iron Lung（2018）。  ポリオ物語、農薬露出
（DDT、鉛砒酸）、および有毒傷害と感染症の混同の調査。ワクチンが最も求められた勝利に関
する基本的な仮説に挑戦しています。

ポール・トーマスおよびジェニファー・マーグリス — The Vaccine-Friendly Plan（2016）。
実践小児科医からの証拠ベースの選択的/遅延ワクチンフレームワーク。主権完全な小児スケジュ
ールをナビゲートする親のための実用的なガイダンス。

ドキュメンタリー

Vaxxed：Cover-Up to Catastrophe（2016）。 アンドリュー・ウェイクフィールド指揮。
CDC笛吹き（ウィリアム・トンプソン）がアフリカ系アメリカ人少年のMMRタイミングから自
閉症リスクへのリンク抑圧データに関する主張を文書化します。主張は反論されていない — トン
プソンは連邦笛吹き免除を付与され、沈殿されていない。

Vaxxed II：The People’s Truth（2019）。 報告されたワクチン傷害の広範な証言ドキュメン
テーション。臨床証拠として価値がなく、受動的監視システムが体系的に過小計算する人的コス

トの記録として。

The Viral Delusion（2022）。 ウイロジーの基本的な方法論に疑問を投げかける4部構成シリ
ーズ — 分離、PCR、およびコッホの仮説。この一覧で最も認識的に急進的なエントリ。最も深い
レベルで仮説に質問することを喜んでいる人のための関連。

Died Suddenly（2022）。 異常な死後の結果（繊維状の凝固）を文書化して、mRNAワクチン
ロールアウト後に処埋技術者と病理医によって報告されている。争われていると結論的ではない

— しかし、処埋技術者の証言は機関的スケールで体系的に調査されていない観察のクラスを表し
ます。
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研究者と声

ピーター・マッカロー — 心臓病医、疫学者。心筋炎リスク、スパイクタンパク質病理、および早
期COVID治療抑圧の主要な声。彼の機関的周辺化の前後にピアレビューされた文献を大量発行。

ロバート・マローン — ウイロロジスト、免疫学者。mRNAワクチン技術への基本的な寄与。低
リスク集団への十分な安全データなしの大量展開の批評家。

ディディエ・ラオット  — 微生物学者、感染症専門医。マルセイユでの IHU Méditerranée
Infection設立。医薬品コンセンサスに挑戦する通常の経歴記録の多産の研究者。

ゲルト・ファンデン・ボッシェ — ワクチン学者、ウイルス免疫学者。元GAVIおよびビル・メリ
ンダ・ゲイツ基盤アドバイザー。大量ワクチン接種がパンデミックの間に非無菌ワクチンで免疫

エスケープ変異体を駆動することを公開警告した — 観測されたウイルス進化を追跡した予測。

クリストファー・エクスレー — 無機生化学者。生物システムにおけるアルミニウム毒性の世界の
リーディング研究者。神経病理への関連する、アルミニウムアジュバントに関連する数十年の研

究の後、Keele大学から資金不足と強制された。

ビラム・ブリドル — ウイルス免疫学者、ゲルフ大学。日本のファイザー生物分布データに基づい
てスパイクタンパク質生物分布に関する懸念を上げるための最初の間。

ピエール・コリー — 肺および重症ケア専門医。FLCCC Alliance大統領。早期治療プロトコル（イ
ベルメクチン、他の再利用薬）の支持者で、抑圧されてワクチンのための緊急使用認可の維持に

構造的にリンクされていた。

リュック・モンタニエ — ノーベル賞受賞者（2008）、HIV共発見者。抗体依存性増強とCOVID-
19ワクチン接種の文脈における元の抗原的罪に関する懸念を上げました。機関的メディアによっ
て解雇された。彼の懸念は、変異体進化パターンが展開されているので牽引力を得ています。

ピーター・ドシ — The BMJのシニアエディター。ワクチン安全研究スペースの最も学術的にポジ
ション付けられた図。彼の再分析 — The BMJおよびVaccineで発行されたファイザーおよびモデ
ルナ臨床試験データの再分析 — エンドポイント分類、「疑わしいが未確認」COVID症例に関する
方法論的な質問を上げましたが、効力計算から除外され、相対的リスク削減（95%）と絶対リス
ク削減（<1%）間のギャップ。主流のピアレビュー発行と幅広い安全批判的ネットワーク間の橋
接の図として機能します。

ジェシカ・ローズ — 計算生物学者およびバイオ数学者。米国Vaccine Adverse Event Reporting
System（VAERS）データベースの主要な独立アナリスト。彼女の仕事は体系的な過小報告の問題
を定量化している。VAERSはパッシブ監視システムであり、レポートの提出が面倒で、機関的イ
ンセンティブを担うまで、推定過小報告要因が1-100倍に依存する有害事象カテゴリーを生成す
る。ピアレビューされた文献で発行されたCOVID-19ワクチン関連心筋炎の共著研究。

マーティン・クルドルフ — バイオ統計学者および疫学者、元ハーバード医学部。グレート・バリ
ントン宣言のリード著者。高リスク人口の焦点別保護を支持されたのではなく、普遍的なロック

ダウンと大量ワクチン接種ではなく。COVIDワクチン義務に反対する自然免疫個人のためにハー
バードから解雇される。2025年6月に再構成されたACIPに任命される。彼のポジションは毛布ワ
クチン反対よりはるかに微妙 — 自然免疫認識とワクチンスケジュールの一つのサイズのすべての
義務に対する疫学的ケースに集中しています。

https://en.wikipedia.org/wiki/Peter_McCullough
https://en.wikipedia.org/wiki/Geert_Vanden_Bossche
https://en.wikipedia.org/wiki/Christopher_Exley
https://en.wikipedia.org/wiki/Byram_Bridle
https://en.wikipedia.org/wiki/Peter_Doshi
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ブライアン・フッカー — バイオエンジニア、Children’s Health Defenseの主任科学官。シンプソ
ン大学の生物学の准教授。VAERSデータ分析およびワクチン自閉症疫学に関して発行され、米軍
人口のmRNAワクチン安全に関する研究を含む。

James Lyons-Weiler — ピッツバーグ癌研究所の前の研究者。純粋と応用知識研究所（IPAK）
のファウンダーおよびディレクター。研究フォーカスはアルミニウム蓄積ワクチンアジュバント

及び健康結果ワクチン接種対非ワクチン接種人口。IPAKは、医薬品資金建築が機関的科学を制
限する外に独立した研究教育プラットフォームとして機能。

メリル・ナス — 医師、Door to Freedom創設者。FDAおよびCDC顧問手続きをやや詳細の公開分
析で監視する。彼女の仕事は手続きおよび規制の寸法に焦点を当てます — アドバイザリ委員会投
票がどのように構造化されるか、どのようなデータが提示対保留されるか、これらの会議の公的

記録と構築された機関的物語間のギャップ。

ライアン・コール — 病理医、America’s Frontline Doctors および Global Covid Summit の共同創
設者。報告された異常な病理学的知見 — 異常な繊維状構造、上昇したがん生物マーカー —
mRNA後ワクチン接種組織サンプルで。医療委員会懲戒処分および2025年の不法行為解決に直面
した。彼の知見は機関的スケールで体系的に調査されていない臨床観察のクラスを表すまま争わ

れています。

組織および法的建築

ワクチン安全運動の機関的インフラストラクチャは、その研究者のようにと同様に重要です。こ

れらの組織は、個人の声が分離され、封入されるであろう法的、メディア、および研究スキャフ

ォルディングを提供します。

Children’s Health Defense（CHD） — ロバート・F・ケネディ・ジュニアによって設立。ス
ペースで最も広く最も戦略的にポジション付けられている組織。CHDの法的部門は、ファイザー
臨床試験データのリリースを強制（元々75年間密閉）、V-安全有害事象データベース（2025年1月
の裁判所命令を通じて取得）、およびHHSワクチン安全タスク力の再インストール（2025年8
月、CHDが告訴した後）。ケネディがHHSで、CHDは彼の任期超えた永続的ポリシー影響力のた
めに配置し、小児ワクチンスケジュール、責任建築、およびインフォームド・コンセント法への

構造的変更を追求しています。

Informed Consent Action Network（ICAN） — デル・ビッグツリーによる導かれた、また
The HighWire、運動のプライマリメディアプラットフォームをホストしています。ICANのアプ
ローチは訴訟駆動である。FOIA)リクエスト、訴訟、およびコート命令を使用して、連邦機関が
内部に保つことを好むだろう安全データをリリースを強制しています。法的仕事は主にAaron Siri
Siri & Glimstad LLPを通じて実施される — ワクチン安全運動の法的建築家として実質的になった
85人の事務所。シリの2025年12月プレゼンテーション再構成されたACIP— 小児ワクチンスケジ
ュールの証拠ベースの76スライド質問 — 機関的権力の外ではなく内で運動の法的装置が機能した
最初の時期をマークします。

National Vaccine Information Center（NVIC） — 1982年にバーバラ・ロエ・フィッシャー
によって共同設立され、スペースで最も古い組織にしています。NVICは特定の安全請求ではな
く、主にインフォームド・コンセントおよび身体主権を通じて問題をフレーミングします — ワ
クチン義務がインフォームド・コンセントに例外がなく、義務されている位置はper se主権違反

https://en.wikipedia.org/wiki/James_Lyons-Weiler
https://en.wikipedia.org/wiki/Meryl_Nass
https://en.wikipedia.org/wiki/Ryan_Cole
https://ja.wikipedia.org/wiki/Freedom_of_Information_Act_(United_States
https://en.wikipedia.org/wiki/Barbara_Loe_Fisher
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は、基礎的な科学に関係なく。このフレーミングは調和主義の独自の立場と最も直接整列してい

る：認識的かつ倫理的な批評は独立している。すべてのワクチンが安全であると証明されたとし

ても、真のインフォームド・コンセントなしで義務的注射はダルマ違反のままである。

FLCCC Alliance — ピエール・コリーおよびポール・マリクによって設立。元々は早期COVID治
療プロトコル（I-MATH+、I-RECOVER）に焦点を当てます。FLCCCはより広い批評とワクチン
への緊急使用認可を維持するために抑圧されていた早期治療に関連します。治療抑圧とワクチン

認可間の構造的リンクはこの期間のより最も重要な分析貢献の一つです。

Vaccine Safety Research Foundation（VSRF） — スティーブ・キルシュによって設立さ
れ、シリコンバレーの起業家。元々COVIDワクチン試験に資金提供される前に、mRNA安全デー
タの最も声の大きい批評家になっています。VSRFは研究者（ローズ、コール、フッカー）をキル
シュのSubstack およびポッドキャスト ネットワークを通じて一般的な視聴者と接続する基金お
よびメディアプラットフォームとして機能します。

Institute for Pure and Applied Knowledge（IPAK） — ジェームス・ライオンズ・ワイラ
ーの研究および教育プラットフォーム。医薬品資金構造の外で動作し、アルミニウムアジュバン

ト安全、ワクチン接種対非ワクチン接種健康結果に発行される、および — 2025年の時点で — 医
療証拠評価を持つAIの交差点。IPAKは、機関的科学を制限する資金建築に債務を負わない独立
した研究インフラストラクチャを構築する試みを表しています。

認識的キャリブレーション

調和主義は知られていることと主張されていることについて正確性を要求します。ワクチン接種

の質問では、認識的景観です。

確立された： 規制上の捕捉は構造的で文書化される。責任盾は市場規律を削除します。mRNAプ
ラットフォームは長期的な安全データなしで展開された。アルミニウムは神経毒性です。小児ワ

クチンスケジュールは集計でテストされていません。地形最適化は免疫能を実証的に改善する。

2025年の機関的シフト — ACIP再構成、NIH研究キャンセル、スケジュール削減 — ワクチン政策
は常に制度的権力の機能であり、定決済科学ではなかったことを確認します。チメロサール（エ

チル水銀）は数十年間の小児ワクチンに存在し、圧力の下で削除された、一方機関はそれが安全

だったと主張した — 矛盾自体について話す。いくつかの義務される小児ワクチンは1960年代の
選択的中絶から派生した人間の胎児の細胞系列を使用して製造される。COVID-19 m RNAワクチ
ン開発は、標準医薬品規制をバイパスした他の取引権限契約の下で、DARPAと国防省によって資
金提供および指揮された。CDCのウィリアム・トンプソンは、連邦笛吹き保護の下で開示した彼
の2004年研究はアフリカ系アメリカ人少年でMMRタイミングと自閉症の統計的に有意なデータ
を省略した。

強く証拠化されているが、機関的に争われた： 若い男性の心筋炎リスクはそのデモの人口統計の
COVIDリスクを超える。IgG4クラスの切り替えが反復mRNAブースターで発生します。スパイク
タンパク質は独立して病因である。ファイザー生物分布データは卵巣および副腎を含む器官蓄積

を示す。主要な感染症からの死亡率はワクチン導入の90%以上前に低下した。VAERS システムは
10-100倍の推定因子で有害事象を下げます。ドシの再分析はmRNAワクチンからの絶対的リスク
削減が1%未満を示す、相対的リスク削減フレーミングで曖昧化。残基質粒DNA mRNA ワクチン

https://en.wikipedia.org/wiki/Paul_Marik
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超過FDA/WHO規制限界36-627倍（ピアレビュー、オートイミュニティ、2025）。ファイザー製
剤はゲノム統合リスク要因 — 核の局所化信号を含む — 開示されていないSV40プロモーター増強
子シーケンスを含む。シンプソンウッド議事録文書CDCの科学者は児童安全ではなく責任管理の
側面でチメロサール自閉症信号データを論じています。VICPはワクチン誘発脳炎の自閉症様結果
を含むケースを補償し、科学的確立はが何の因果リンク存在しないと否定 — 法的および科学的認
識的制度が調整する義務なしで分離されている矛盾は持続可能です。埋蔵者世界中は異常な白い

繊維状な血管構造を報告する （2024）83%の調査実務者、有病率は2021年以来毎年上昇してい
る。

未解決、さらなる調査が必要： ワクチン製剤におけるグラフェン酸化物存在（独立顕微鏡知見は
機関条件下で複製していない）。卵巣への脂質ナノ粒子蓄積の長期生殖効果。完全な小児スケジ

ュール集計免疫効果。ワクチン接種タイミングと神経発達成果間の因果メカニズムのリンク — ワ
クチン接種対非ワクチン接種研究がそれを解決する、が実施されていない。IgG4クラス切り替え
長期的には、将来の病原体に対する免疫能のコンシーケンス。脂質ナノ粒子によって配送される

プラスミドDNAのゲノム統合確率。哺乳動物細胞のSV40プロモーター駆動遺伝子発現の発がん
可能性。異常な死後の血管構造の組成identity。軍事医薬品契約建築（DARPA資金、OTA契約、
PREP法責任盾）が緊急プラグマティズムを反映するか、事前に存在する技術の意図的展開は否
定されて、。脱人口論文 — 生物分布データ、出生率信号、および機関的資金パターンを整合意思
のフレームワークを通じて接続することは — 仮説のままであり、確立される請求ではない。そ
れが引き出す個々のデータポイントは、一般的な解釈に関係なく調査に値する。

未解決についての調和主義の立場： 証拠の負担は健康な身体に新しい物質を導入するパーティー
に置かれます — 個人にはその安全性に疑問を唱える人にはない。それらを解決する研究を実施
または資金調達することの機関的拒否はそれ自体が証拠である — 答えがどうなるかについてで
はなく、透明な科学を実施することを好むシステムについて。2025年の変曲点は、この負担を解
決していない — それは、常に透明な科学を実施すべきでありしていたであろう装置を支配する派
閥をシフトしました。そして最も食べるの帰結機関的不透明さは、質問が解答留まる — それはこ
れが推測が空隙を埋めるためである、推測は、その後その批評家が不合理であることの証拠とし

て引用する機関が。サイクルは自己強化である。データを抑圧し、抑圧から生じる理論を却下

し、理論を使用してデータの要求を信用毀損する。主権は、このサイクルの側面いずれにも参加

することを拒否を意味します — データを要求し、証拠が実際に示すものに信頼をキャリブレー
ションし、権限許可ではなく裁量から行動することが。

参照：主権的健康、病気の根本原因、炎症と慢性疾患、浄化、調和の輪（健康）、観照、栄養、

補充
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https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/inflammation-chronic-disease
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/purification/purification
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/monitor/monitor
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/nutrition/nutrition
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/supplementation/supplementation
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第 9章  ·  第 I I部  —  占領

割礼：同意なき切開

割礼を行うあらゆる文化には、それなりの理由がある。しかし、その理由のどれ一つとし

て、子ども自身のものはない。

これは些細な指摘ではない。これこそが、議論の核心である。割礼が存続しているのは、証拠が

あるからではなく、必要性があるからだ――親がアイデンティティを継承したいという必要性、
制度が権威を維持したいという必要性、そして個人が異議を唱える前に、文化が身体に帰属の印

を刻みたいという必要性である。 この手術が行われるのは、大人がそれを必要とするからだ。そ
の結果を一生背負わされる子どもには、この件に関して発言権がない。その不均衡こそが、傷の

下にあるもう一つの傷である。『

調和主義』は、身体の主権——すなわち、各人の身体はその人自身にのみ属し、自身の
「Dharma（内なる声）」が示す通りにケアし、変容させる権利があるという原則——を、秩序あ
る生活のあらゆる側面を支配する「Logos（非暴力）」の表現として位置づけている。 アヒムサ
——正しい行動の根拠を考察してきたあらゆる真摯な伝統によって認められている、第一の倫理
原則としての「害を与えないこと」——は、他者の身体に対する不可逆的な変更が、その人自身
の十分な情報に基づいた意思に根ざしていることを要求する。幼児の割礼は、その定義上、この

要件を満たすことはできない。幼児は同意できない。手術は待てない。その結果は元に戻せな

い。

これがハーモニストの立場である。文化的攻撃でも、宗教的弾圧でも、政治的挑発でもない――
それは、その人が自らの身体を最も守ることができない瞬間に、人間の身体の最も親密な領域に

対して、主権的倫理を率直に適用するものである。

器官

割礼が何をもたらすかを検討する前に、それが何を除去するのかを検討する必要がある。なぜな

ら、医学的な議論全体が、包皮は退化した組織であり、身体にとって不要な進化の残滓であり、

失われても問題ないと暗黙のうちに前提として進められてきたからである。この前提は解剖学的

に誤りである。しかし、その訂正には正確さが求められる。なぜなら、包皮が身体で最も敏感な

組織であるという主張もまた誤りであり、包皮を残すべきという主張はその点に依存していない

からである。

包皮の外層は弾力性があり、比較的感覚の鈍い組織である。指先というよりは、むしろ肘の皮膚

に近い。神経が密に分布しているわけではないため、多くの乳児は適切に行われた割礼に対して

ほとんど反応を示さず、泣く子もすぐに落ち着くことが多い。熟練した技術による外科的切開の

物理的な感覚は、軽微なものになり得る。 この処置を見たことのある人なら誰でも、乳児の反応
には大きな個人差があること、そして観察される反応は、特定の切開そのものよりも、拘束や不

慣れな扱いに伴うストレスによるものの方がはるかに多いことを知っている。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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包皮が実際に果たしている役割――そしてこれこそが包皮の真の価値である――は、保護すること
だ。包皮に覆われたままの男性において、生涯を通じて亀頭は粘膜組織のままであり、柔らか

く、湿り気があり、非常に敏感な状態を保つ。 包皮の内側縁（亀頭と接する部分）と、包皮と亀
頭底面をつなぐ、より敏感な組織が集中した小さな帯である小帯は、外層よりも神経が密に分布

しており、割礼によって切除または損傷を受ける。しかし、主な損失は包皮そのものによるもの

ではない。それは、その後亀頭に起こる変化によるものである。 恒久的に露出され、衣服との慢
性的な摩擦にさらされることで、亀頭は進行性の角化（体が露出した皮膚を保護するために用い

る上皮の硬化）を経験する。これにより生じる感度の低下は、数十年にわたって蓄積していく。

割礼を受けた男性が20歳の時に経験する感覚は、50歳になった時には失われているだろう。包皮
は敏感な組織ではない。それは、その下にある敏感な組織を保護していた構造物なのである。

医学的論拠

公衆衛生上の介入としての割礼の正当性は、主に4つの主張に基づいている。すなわち、HIV感染
の減少、男児の尿路感染症の減少、性感染症全般の減少、そして陰茎がんの予防である。それぞ

れについて、単に否定するのではなく、その主張そのものを精査する必要がある。

HIV感染の減少。 最も頻繁に引用される証拠は、2000年代半ばにサハラ以南のアフリカ（南ア
フリカのオレンジ・ファーム、ウガンダのラカイ、ケニアのキスム）で実施された3つのランダム
化比較試験である。これらはゲイツ財団が一部資金提供し、WHOによってHIV流行地域における
割礼推奨の根拠として採用された。 これらの試験では、成人男性による自発的な割礼が、相対的
に見て女性から男性へのHIV感染を約60％減少させたと報告されている。

方法論上の問題は即座に浮上する。これらの試験の対象は乳児ではなく成人男性であり、彼らは

エイズが猛威を振るう状況下で割礼に同意した。一部のコホートではHIV有病率が15～30％に達
し、コンドームや検査、医療へのアクセスが限られた集団において、主に異性間性交を通じて感

染が拡大していた。 この文脈から、HIV感染率が低い西洋諸国における乳児への日常的な割礼へ
と結論を拡大解釈することは、科学的な推論ではない。それは、科学的な言葉に包まれた政策決

定に過ぎない。

西洋諸国におけるHIV感染は、主にMSM（男性間性的接触）の動向、注射薬物使用、およびサ
ブサハラアフリカの異性間感染流行データでは扱われていないアクセス要因によって左右され

る。アフリカでの臨床試験における絶対リスク低減率は1～2％であった。 60％という相対リス
ク低減率は、小さな数値をさらに小さな数値で割った際の数学的な性質に過ぎない。より根本的

には、これらの試験は早期に中止されたが、この手法は顕在的な効果サイズを確実に過大評価す

るものである。試験群間では扱いに差があった。割礼群の男性は、対照群に比べてより多くのカ

ウンセリング、コンドーム教育、そしてより頻繁な医療接触を受けていた。また、彼らはリスク

を低減すると信じられている処置を受けたことを認識しており、行動変容が主要な感染要因とな

る状況下では、これが行動を形作る。 この文脈において、ホーソン効果は些細な交絡因子ではな
い。それは、研究デザインでは切り離すことのできない作用変数である。これらの研究における

割礼と感染伝播の減少との相関関係は実在する。しかし、感染率の高いサハラ以南のアフリカに

おける異性間感染の流行において、成人の自発的な割礼が、行動や医療ケアにおける差異といっ

た要因とは独立して、その減少を「引き起こす」ものであることは立証されていない。 この立証
されていない因果関係が、オスロ、トロント、あるいはロサンゼルスにおける乳児への不可逆的
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な手術を正当化する根拠となるというのは、これまで十分に擁護されたことのないカテゴリーエ

ラーである。

尿路感染症（UTI）。 研究によると、割礼を受けた男児は生後1年以内の尿路感染症（UTI）の発
症率が低く、約1％から0.2％へと減少する。 尿路感染症は治療可能な感染症であり、通常は短期
間の抗生物質投与で治癒し、大多数の症例において長期的な後遺症を残さない。0.8%という絶
対リスクの事象を不可逆的な手術によって予防するという正当化には、リスクとベネフィットの

比較検討が必要となるが、真剣な倫理学者でさえ、割礼に有利な結論を導き出した者はいない。

とりわけ、手術自体にも、予防しようとしている感染症と同程度の合併症率が存在するからであ

る。

性感染症全般について。 HIV以外の性感染症と割礼に関する文献は、生態学的相関関係や不十分
な対照群を用いた観察研究の寄せ集めである。西洋諸国の人口において割礼の有無と共存する変

数——社会経済的地位、宗教的実践、医療へのアクセス、衛生習慣、性的健康に対する文化的態
度——は、包皮そのものではない。 どの変数が作用しているかを特定するには、公表されている
論文の多くが採用していないような研究デザインが必要となる。相関関係が存在すること自体は

争われていない。しかし、包皮が文化的・行動的変数の集合体の代理変数ではなく、因果メカニ

ズムそのものであることは実証されていない。

陰茎がん。 陰茎がんは先進国において最も稀な悪性腫瘍の一つである。年間約10万人に1人の割
合で発生し、そのほとんどは65歳以上の男性に集中しており、HPV感染歴や慢性炎症性疾患を有
している。しかし、これらに対しては現在、より的確な介入法が存在する。集団全体において、

割礼に起因する陰茎がんリスクの絶対的な減少幅は、公衆衛生上の観点からは無視できるほど小

さい。

こうした主張の背景にある制度的構造は、それ自体として検討する価値がある。WHOや
UNAIDSの勧告は政策文書であり、製薬業界やその利害関係にある財団からの資金提供を受けて
いる機関による、政治的な交渉を経て形成された合意を凝縮したものである。ある機関の勧告

が、疾病負担の重い流行状況下での介入の有効性を示す必要性によって導かれ、その後、あたか

も流行状況が関係ないかのようにその勧告が一般化される場合、科学的枠組みは、証拠が許容し

ない役割を果たすために利用されていることになる。 診断上の問いは、単に「文献は何を述べて
いるか」だけでなく、「どのような制度的力が、どの研究に資金が投入され、どの研究が政策へ

と昇華され、どの知見が抑圧または無視されたかを形作ったか」という点にある。これは、ハー

モニズムが『大手製薬会社』および『予防接種』で適用しているのと同じ構造分析である。割礼

に関する文献は、単純に腐敗しているわけではないが、中立でもない。あらゆる制度的科学がそ

うであるように、それは資金を提供し、枠組みを定めた利害関係によって形作られているのだ。

心理的な傷

適切な技術と局所麻酔の下で行われるこの身体的処置は、耐えられるものであり、多くの場合、

ほとんど痛みを伴わないことさえある。乳児の反応には個人差があるが、これがそれを裏付けて

いる。ほとんど反応しない子もいれば、少し泣いてすぐに落ち着く子もいる。割礼に関する誠実

な記述において、身体的な苦痛を過大評価してはならない。そうすることは、証拠を歪曲するだ

けでなく、より根本的な反対意見を退けやすくしてしまうからである。 割礼に反対する論拠は、

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/big-pharma
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/vaccination
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この処置が外科的な恐怖である必要はない。必要なのは、それが不可逆的であり、同意なしに行

われ、かつ不必要であるということだけだ。

心理的な側面が説得力を帯びるのは、切開そのものではなく、それを取り巻く状況においてであ

る。乳児は拘束される。扱われ方は不慣れなものだ。新生児の神経系が利用できる主要な調節入

力である、介護者の近接性と温もりが、新たなストレス要因が加わるまさにその瞬間に遮断され

る。 割礼を受けた新生児のコルチゾール測定値は、外科的疼痛そのものというよりは、恐怖や拘
束に伴うストレス反応の活性化を示している。愛着研究者は、割礼直後の期間に母子の絆の断絶

を観察しており、これは乳児が防御的な引きこもり状態に移行したことによるものとされている

――母親はつながりを求めているが、乳児はそれを受け入れる状態にはもはやない。この期間は
中立的なものではない。 子宮外での生命の最初の数時間から数日間は、信頼と安全の基盤が築か
れる時期である。単一の処置による中断が永続的な痕跡を残すかどうかは定かではない。痕跡を

残さないという事実もまた、定かではない。

成人して初めて、自分から欠落していた組織の完全な解剖学的構造と機能を認識した成人男性

は、時に悲嘆、怒り、そして侵害された感覚を訴えることがある。それは、エピソード記憶を伴

わない遡及的な認識であるが、身体そのものが証拠を宿しているのだ。この点に関する心理学的

文献は乏しい。その一因は、割礼が「正常」であるという文化的コンセンサスが、こうした研究

が生まれるために必要な「危害」というカテゴリーを積極的に抑圧していることにある。 「悲し
む必要はない」と教えられたことに対して、人は悲しむことはできない。

議論の余地がないのは、その不可逆性である。その組織は再生できない。もし包皮が残されてい

たら、その幼児が成人としてどのような存在になっていたか――その可能性は、本人の知識も同
意もないまま、閉ざされてしまう。これは象徴的な害ではない。それは、その身体を受ける本人

ではなく、その場に居合わせた大人たちの利益のために、不可逆的な改変が施されたことなので

ある。

三つの文化、一つの慣行、ゼロの同意

割礼は、ユダヤ教の宗教的伝統、イスラム教の宗教的伝統、そしてアメリカの世俗的医療制度と

いう、他にほとんど共通点のない三つの異なる文化的文脈において、依然として行われている。

それぞれの文脈でなぜそれが存続しているのかを理解するには、表面的な正当化と、各文脈が実

際に満たしている構造的な必要性を区別する必要がある。

ユダヤ教の伝統において、契約としての割礼――ブリット・ミラ――は、トーラーの中で最も重み
のある儀式の一つである。それはアブラハムの系譜に属する証であり、その慣習の不可侵性によ

ってのみ存続してきた民族との連続性を示す印である。この儀式が背負う重みは、作り出された

ものではなく、現実のものである。ユダヤ人のアイデンティティが存続してきたのは、まさに特

定の慣習が任意ではなかったからであり――つまり、その契約が単なる好みではなく、必要不可
欠なものだったからである。 この伝統の外側から割礼に疑問を呈するならば、その重みを軽視す
るのではなく、率直に認める必要がある。 『ハーモニスト』誌の批判は、ユダヤ人の親が息子を
愛していないというものではない。それは、子供への愛と、子供の身体に対する絶対的な尊重と

は別物であり、並外れた哲学的・倫理的深みを有し——最も困難な道徳的問いに対する何世紀に
もわたるタルムード的探求を支えてきた——伝統こそが、契約がどこで終わり、個人としての人
間がどこから始まるのかという議論を可能にする、という点にある。
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イスラムの伝統において、割礼（khitan）は清めとして理解されており、シャフィイー派とハン
バリー派ではスンナ、マリキー派とハナフィー派ではマンドゥブ（推奨される行為）に分類さ

れ、清浄の概念や預言者の模範と結びついている。医学的な正当化は、後にイスラムの議論に導

入され、すでに宗教的アイデンティティに根ざしていた慣行を補強するために利用されたのであ

る。 ここでのハーモニスト的関与も同様である。すなわち、伝統の真剣さを否定するのではな
く、生きた霊的現実としての「浄化（タハラ）」が、意図、内面の修養、そして源との正しい関係

というレベルで機能しているという観察である。 この伝統が問うことができる問い――もし問う
ことを選ぶならば――は、身体への切開がその現実を宿すのか、それともその現実とは、伝統が
求める忠実さ、意識、調和そのものなのか、という点にある。後者であるならば、その印は、そ

れを担うべき人物が現れるまで待つことができる。

アメリカの世俗的な事例は、いかなる宗教的枠組みも伴わないため、最も示唆に富んでいる。日

常的な乳児の割礼は19世紀後半に米国で広まった――当初はコーンフレークを推奨したのと同じ
権威者たちによって、自慰行為の抑止策として推進され、その後、衛生管理、疾病予防、そして

文化的同調へと次々と再定義されていった。 割礼の実施率は20世紀半ばに約80％でピークに達
し、その後は全国的に約60％まで低下した。しかし、この慣行に対する宗教的な義務がなく、専
門機関である米国小児科学会が日常的な処置としての推奨を繰り返し拒否している国において、

依然として過半数を占めている。 この実施率を支えているのは証拠ではない。それは同調圧力で
ある。父親は息子に自分と似てほしいと願い、親は社会的差異を恐れ、割礼が当たり前な環境で

訓練を受けた医師たちは、それをデフォルトとして継承する。米国の世俗的な事例は、割礼が存

続するために宗教的な正当化を必要としないことを示している。文化的慣性と沈没費用の論理で

十分なのである。「これが我々の常套手段だ」という主張しか残っていない時、その慣行はすで

に倫理的な根拠を失っている。

身体の主権という枠組み

調和主義は、割礼を「悪」とは呼ばない。それは、割礼をある原則——身体の主権——への侵害
であると位置づける。この原則は、証拠に基づく検証に耐えられない宗教的伝統、文化的慣習、

あるいは医学的議論に対して、いかなる例外条項も認めない。

この原則は、一文で述べるほど単純である。人の身体はその人自身に属し、不可逆的な変更には

本人の同意が必要である。乳児には同意する能力がない。したがって、その手術は延期される

――その人が、自ら結ぼうとする契約、自ら背負おうとするアイデンティティ、自ら体現しよう
とする慣習が、その印を正当化するものかどうかを、自ら判断できるようになるまで。 手術が何
を伴い、なぜ行われるのかを十分に理解した上でブリット・ミラやキタンを選択する成人は、自

身の身体に対する主権を行使している——そしてその選択は本人の自由である。ハーモニズムは
この慣習を支持するものではない。それは、そのような情報に基づいた成人の選択を正当なもの

とする主権を肯定するものである。いかなる文化的文脈においても、これを拒否する者は、生涯

にわたり自身が宿る身体に対して、同じ主権を行使している。

待つことによって、その伝統が本質的なものを失うことはない。子供はすべてを得る――それ
は、単に手術を施された乳児としてではなく、自らそれを選んだ「一人の人間」として契約に加

わる可能性さえも含まれる。
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現在の実践が実際に守っているのは、子供の健康でもなければ、いかなる契約の完全性でもな

い。 それが守っているのは、大人たちの安堵感である。すなわち、自分たちが受けた慣行から逸
脱することなど考えられない親たち、その身体が言葉を話す前に身体に刻み込まれたアイデンテ

ィティを持つ共同体、そして、訓練された通りに実行する「デフォルト」の行為を正当化するよ

う求められたことのない医師たちである。その不快感は、拒否することのできない者から不可逆

的な行為を取り除くために支払うべき、わずかな代償に過ぎない。割礼を受けなかった子供は、

後になって受けることを選択できる。割礼を受けた子供は、それ以外の選択をすることはできな

い。

深みを持つあらゆる伝統は、その慣行と、それが奉じる原理とを区別するための資源を、自らの

内に見出すことができる。ユダヤ教の伝統、イスラム教の伝統、そしてアメリカの医療界に問う

べき問いは同じである。身体に刻まれた印が現実を宿しているのか、それとも現実は、その伝統

が指し示すものに対する個人の意識的な関係の中に生きているのか。もし前者であれば、その伝

統は自らを単なる手術に貶めてしまったことになる。 後者であれば、手術は待てる。

Logos――宇宙に内在する秩序、Dharmaが流れ出る源――は、それを行う者が受ける者を愛して
いるからといって、害を免除するものではない。乳児には、生まれ持った無傷の身体が保証され

るべきであり、いつ、どのような名において、もしあるならば、どのような契約をその身体に刻

むかを決める権利がある。

関連記事：健康の輪, 大手製薬会社, 予防接種, ソブリン・ヘルス

おすすめ記事 →

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/big-pharma
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/vaccination
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sovereign-health
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/recommended-materials


79

第 I I I 部

心と文化の占領

How attention, narrative, and self-understanding
were colonized.
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第 1 0章  ·  第 I I I部  —  心と文化の占領

映画のイデオロギー的支配

映画は見る行為の芸術として始まった——観察者と真実の境界を溶かすことができるメディ
アとして。最高の実践者たちの手にあっては、今でもそうである。しかし映画を製作し、配給

し、宣伝する制度的インフラは、進歩的グローバリズムのイデオロギー単一文化に支配されてい

る。その単一文化はあまりに浸透しており、もはや自らがイデオロギーであることすら認識しな

くなっている。ハリウッド、Netflix、主要なストリーミングプラットフォームは、どのストーリ
ーが語られるか、どのような道徳的枠組みが許容されるか、人間的存在のどのようなビジョンが

毎年数十億人の視聴者に伝えられるかを形作る進歩的グローバリスト的コンセンサスの中で機能

している。これは陰謀ではない——文化である。これは、中央集権的な調整を必要とせずに、あ
らゆる国家プロパガンダ省と同じくらい信頼できるようにイデオロギー的一様性を生成する、自

己強化的なインセンティブ、採用慣行、賞の構造、そしてアルゴリズム的キュレーションのエコ

システムである。

Harmonismはこの現象に名前をつけるのは、映画への統合的な関わりがこれを認識することな
しには不可能だからである。調和主義者の視聴者はボイコットや撤退をしない——このメディア
は強力でかつ重要すぎるからである。代わりに、視聴者は識別眼を養う：芸術作品から真の智慧

を抽出しながら、メディアが統合的な人間発展に対して武器化される時を認識する能力を。

支配のメカニズム

イデオロギー的単一文化がどのようにしてエンターテインメント・インフラを通して自らを再生

産するか——採用、資金調達、賞、アルゴリズム的宣伝、批評的ゲートキーピング。

男性的原型の解体

現代映画とテレビにおける男性の系統的な解体。バカなお父さん、問題のあるヒーロー、毒性と

しての強さ。文明のストーリーテリング装置がもはや保護者、建設者、主権的な男を伝えなくな

った時に失われるもの。

歴史叙述の手段化

イデオロギー的プロジェクトとしての歴史映画。特定の歴史的事象の選択、フレーミング、反復

がどのようにして現在の政治目標に奉仕するか。真正な歴史的証言と苦難の叙述の戦略的展開を

文明的レバレッジのために用いることの違い。

https://harmonism.io/ja/harmonism
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イデオロギーとしての表象

「表象」言説の支配。すべての人間が芸術の中に自らを見る資格があるという正当な主張から始

まるものが、イデオロギー的コンプライアンスの手段へと変わっていく——必須の多様性指標、
キャスティングを通した歴史的改訂（「ブラックウォッシング」）、ストーリーテリングの誠実さの

人口統計学的チェックボックスによる置換。調和主義者の立場：真正な文化的多様性は制度的な

命令からではなく、文明的健康から流れ出る。

道徳的複雑性のアルゴリズム的平坦化

Netflixのモデル——エンゲージメントのために最適化し、大量に製作し、すべてを公式に平坦化
する——偉大な芸術が可能である条件を破壊する。ストリーミング単一文化は産業農業のエンタ
ーテインメント版である：高収量、栄養なし。

主権的な文化の侵食

グローバルなストリーミング・プラットフォームが地域の物語伝承の伝統を単一の輸出可能な製

品に均質化する方法。日本、韓国、インド、アフリカ、ラテンアメリカの映画的主権の喪失はい

かにして局所産業がグローバル・アルゴリズムに向かって志向するか。

実践としての識別眼

調和主義者の応答は撤退ではなく開発である。自らの意識に対する主権を保ちながら映画を教育

的手段として関わる方法。基準は：この作品は真の洞察を伝えるか、それとも洞察に偽装された

イデオロギーを伝えるか。Greatest Films経典は航海補助装置として——このメディアを通した曲
線経路として、同時に人類の最大の成就の一つであり、また最も効果的な操作の手段の一つでも

あるメディアを通して。

参照：Greatest Films、The Visual Narrative Canon、Architecture of Harmony、Wheel of
Harmony/learning/Wheel of Learning、Wheel of Harmony/recreation/Wheel of Recreation

最終更新：2026-04-11

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/narrative-arts/greatest-films
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/narrative-arts/greatest-films
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/narrative-arts/the-visual-narrative-canon
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/wheel-of-recreation
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第 1 1章  ·  第 I I I部  —  心と文化の占領

アテンション・エコノミー

アテンション（注意）は、人間が持つ最も主権的な能力である。それは、存在が現実と向き

合うための根本的な能力であり――「Logos（今ここにあるもの）」を読み解くための器官であ
り、他のあらゆる能力が機能するための基盤であり、愛、学び、祈り、そして首尾一貫した思考

の前提条件である。 注意を向けるということは、最も親密な次元でLogosに参加することであ
る。その主権を失うということは、今や注意を導くものによって、深層において形作られること

である。

現代のデジタルメディア・エコシステムは、悪用されている中立的な媒体ではない。それは、あ

らゆる層において構造的に非ダルマ的なアーキテクチャを持つ、注意を搾取する経済である。 六
つの層が重なり合って、一つの統合された機械を構成している。それは、注意を金銭に変換する

経済的論理、熟考を排除するアルゴリズム的メカニズム、実在をパラソーシャルなパフォーマン

スに置き換えるインフルエンサー市場の構造、プラットフォーム・スタックやセキュリティ国家

と融合した、掌握されたレガシーおよびデジタルメディア装置、そしてそのすべての上に稼働

し、国家や企業のアクターが協調的なナラティブ作戦を展開する情報戦層、 そして、このアーキ
テクチャが、それにさらされた人間に体系的に生み出す認知的帰結——現在の言説でブレイン・
ロット（脳の腐敗）と呼ばれるもの——である。これらはいずれも偶然の産物ではない。バグで
もない。それぞれが、設計通りに機能するアーキテクチャそのものである。このアーキテクチャ

に名前を付けることが第一の課題であり、その用語を拒否することが第二の課題である。

I. 経済的論理 — 抽出可能な資源としてのアテンション

複製が無料であり、ストレージが実質的に無限であるデジタル環境において、残された唯一の有

限な資源は、システムがリーチできる人間たちの時間と集中力である。ティム・ウーは、著書

『The Attention Merchants』（2016年）において、その系譜をたどった。 1830年代のペニー・プ
レスは、読者の視線を広告主に売りさえすれば、新聞を原価割れで販売できることを発見した。

この単一の逆転——読者を顧客ではなく商品と見なすこと——は、その後のあらゆる通信メディ
アにおける支配的なビジネスモデルとなった。ラジオはこれを継承し、テレビはこれを産業化

し、商業的な形態をとるインターネットはこれを完成させた。

ショシャナ・ズボフが『監視資本主義の時代』（2019年）で指摘したのは、さらに深層にある動
きであった。 プラットフォーム・スタックは、単に広告主に対して「注目」を販売しているだけ
ではない。それは人間の体験そのものを収穫する——あらゆるクリック、カーソルのホバー、一
時停止、スクロール、検索、位置情報の送信、音声コマンド、生体認証データ——それらを「行
動的余剰」へと変換し、その余剰を利用して予測システムを訓練し、それによって大規模に将来

の行動を形作るのである。 ユーザーの体験こそが原料であり、クライアントに販売される予測製
品はその精製された産物である。ユーザーは顧客でもなければ、労働力ですらない――ユーザー
は採掘される「鉱床」なのである。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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したがって、その経済的論理は広告そのものにあるのではない。広告は単なる表層に過ぎない。

その下には、より根本的な仕組み――内面生活を取引可能な商品へと変換する仕組み――が存在
する。 ハーモニズムによる所有権、スチュワードシップ、そして聖なるもの（調和の建築の「ス
チュワードシップ」の柱）に関するあらゆる診断は、これに直接関わるものである。商品化がダ

ルマ的（法にかなった）である領域もある——公正な互恵を通じて交換される労働、商品、サー
ビス（Ayni）である。一方で、商品化が構造的に侵害的である領域もある。身体、子宮、儀式、
聖地、そして——ハーモニズムが付け加える——人間の内面生活である。 注意力を商品化し、そ
の商品を行動操作という形で所有者に売り戻すことは、経済的に言えば、人に自分の息を売りつ

けることに等しい。

枠組みは重要だ。「アテンション・エコノミー」とは、現在起きていることを表すこの言説独自

の言葉である。しかし、適切な深さで読み解けば、それは記述を装った告発でもある。この言葉

は、本来そうあるべきではないものが経済化してしまったことを認めているのだ。 「愛の経済」
も、「祈りの経済」も、「悲嘆の経済」も存在しない。これらは市場が及ばない領域である。なぜ

なら、それらを搾取しようとするなら、搾取対象そのものを破壊することになるからだ。注意も

また、大規模に搾取するための技術的インフラが構築されるまでは、この同じカテゴリーに属し

ていた。今やそのインフラは完成した。診断における最初の作業は、あたかもそれが中立である

かのように、この記述語を拒否することである。

II. アルゴリズム的メカニズム — 熟考に対するエンジニアリング
大多数の人間が日々の生活で目にする情報を整理するレコメンデーションシステムは、中立的な

選択者ではない。それらは、単一の代理指標——プラットフォーム上の滞在時間とインタラクシ
ョン率を合わせた「エンゲージメント」——に対して最適化された機械学習システムであり、何
兆回もの学習サイクルを通じて、人間の神経系において何がエンゲージメントを生み出すかを学

習してきた。 その答えは、理解を生み出すものではない。知恵を生み出すものでもない。思考が
熟成するための条件を生み出すものでもない。その答えとは、システムが最も多くのデータを持

つ辺縁系ループを確実に活性化させることである。すなわち、憤り、新奇性、恐怖、性的刺激、

集団的承認、パラソーシャルな親密感、そして可変的な報酬によるドーパミン系の閃光である。

トリスタン・ハリスとCenter for Humane Technologyは、あらゆる消費者向けアプリケーション
に組み込まれた「注意スロットマシン」「底なしのフィード」「自動再生のデフォルト設定」「社

会的証明の通知」といった「デザイン表面」を明らかにしてきた。これらの設計上の選択は、い

ずれもユーザーが行動を止める能力を阻害するための、特定の意図的な介入に起因するものであ

る。 しかし、「設計上の欠陥」という枠組みでは、実際に起きていることを過小評価している。
アルゴリズムを改革するには、それを支える搾取の論理を解体しなければならない。収益がプラ

ットフォーム上の滞在時間に依存しているプラットフォームが、自発的に滞在時間を減らす機能

を構築することはあり得ない。その仕組みは、それ以外は優れた製品における残念な副作用など

ではない。それこそが「製品」そのものであり、プラットフォームの残りの部分は、その仕組み

を社会的に容認されるようにするための「包装」に過ぎない。

アルゴリズムが排除しようとするのは、ハーモニズムがあらゆる高次の能力の前提条件と定義す

るもの、すなわち静寂、持続的な注意力、思考がその構造を明らかにするまでそれに寄り添う能

力、そして瞑想的あるいは創造的な気づきが可能になる沈黙である。『「プレゼンスの輪」』はこ

れらを人間の中心的な能力として扱っている――それは精神的に傾倒した人々のための高度な実

https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
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践ではなく、意識そのものの基盤となる条件なのだ。アルゴリズムによるフィードは、まさにこ

れらを排除するように選択されている。 あらゆる設計上の選択――変動する間隔、無限のリス
ト、反応型の通知、ソーシャルプルーフのカウンター、自動再生の継続――は、存在感が現れう
る「一時停止」を防ぐよう調整されている。技術的な目標は、ユーザーが「立ち止まる」かもし

れない瞬間を排除することにある。その瞬間こそが、これまでに描かれたあらゆる瞑想的構造に

おいて、人間が自らを取り戻すまさにその地点なのである。

ヒューマン・テクノロジー・センターが触れたものの、まだ完全に名指ししていない、より深層

の次元がある。すなわち、このアーキテクチャは進化的なスケールで選別を行っているのだ。そ

れは単に個人に新しい習慣を教え込んでいるだけではない。それは、熟考する能力――神経学的
基盤、鍛え上げられた静寂、自身の思考との媒介されない関係――が測定可能なほどに低下した
集団を生み出している。文明的な帰結については後述のセクションVIで扱うが、それに対する技
術的な責任はここにある。 システムは、構築された目的通りに機能する。その構築者たちは、
「結果を予見していなかった」という免責事項によって責任を免れることはできない。結果は予

見されていた。それこそが製品仕様だったのだ。

III. インフルエンサー経済――「存在」に取って代わるパラソーシャ
ル・パフォーマンス

注意力の搾取が、同じ希少な資源を巡って競い合う何百万もの小規模な事業者に分散されると、

その結果として生まれるのが、プラットフォームが現在「クリエイター経済」と呼び、より広範

な文化圏では「インフルエンサー経済」と呼ばれる現象である。構造的な解釈はより鋭い：これ

は、注意力の搾取が連邦化された姿そのものである。各参加者は、プラットフォームが中央集権

的に行っているのと同じ操作——注意力の獲得、維持、収益化——を行い、プラットフォームは
その成果の一部を手数料として徴収する。

より深刻な被害は人類学的なものである。パラソーシャルな絆——視聴者が、自分の存在すら知
らない相手と親密さを感じているという非対称的な関係——が、人間関係の輪が人間生活の構成
的な柱として挙げている真の人間関係を置き換えてしまう。コミュニティは単なる観客へと堕落

する。 友情はフォロワー関係へと堕落する。二人がリアルタイムで向き合う会話は、千人の見知
らぬ人々が、単一のキュレーションされたパフォーマンスに投影を行うコメントスレッドへと堕

落する。共に食卓を囲むことは、開封動画へと堕落する。年長者はインフルエンサーへと堕落す

る。

パフォーマーもまた、同様の代償を払う。カメラに向き合う自己は、肉体を持った自己ではな

い。単なる指標としてしか存在しない観客のために、絶え間ないパフォーマンスとして生きる人

生は、自己が統合されるための条件から切り離された人生である。インフルエンサーの測定可能

な成果——エンゲージメント率、フォロワー数、ブランド契約——は、『ハーモニズム』が豊かな
人生を構成するものとして特定した人間的な価値とは何の関係もない。 深い家族関係、ダルマに
基づく天職、瞑想的な深み、技芸の習得、知恵のゆっくりとした熟成。経済は、実践者を空虚に

する行為そのものを報いる。文明は、若者たちが誰が真っ先に空虚になるかを競い合うのを眺め

ている。

パフォーマーの視聴者がこのループを完結させる。彼らは、欠如している人間関係を、関係のシ

ミュレーション――Vlog、デイリー・ストリーム、朝のルーティン告白――を消費することで埋

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
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め合わせようとするが、それ自体が、本来その根本的な欲求を満たすはずだった人間関係の形成

を阻害している。 この構造は再帰的である。それが生み出す孤独が、その孤独に対処することを
妨げる消費を駆り立てるのだ。『西部の空洞化』は、人口規模での実証的な結果を記録してい

る。1990年以降、親しい友人がいないアメリカ人が4倍に増加した事実こそが、データに表れた
この構造の姿である。プラットフォームが孤独を発明したわけではない。プラットフォームは孤

独を土台にビジネスを築き、そのビジネスが体系的に孤独を深めているのだ。

IV. 掌握されたメディア — 産業規模での「合意形成」

プラットフォーム層における注意力の掌握は、より古いアーキテクチャ、すなわち制度層におけ

るメディアの掌握の上に構築されている。従来の報道機関は、独立性を保ったままプラットフォ

ームに屈服したわけではない。プラットフォームが登場した時点で、報道機関はすでに統合さ

れ、金融化され、名目上は1世紀近く監視してきた制度的権力と構造的に同調していたのであ
る。

ウォルター・リップマンは、著書『世論』（1922年）の中で、この仕組みを明確に名指しした。
彼は、大衆民主主義の公衆は、現代の統治に関する問題について適切な意見を形成することはで

きないと論じた。知的な少数派――彼が責任ある人々と呼んだ者たち――が、公衆が自らの指針
とするシンボルを管理された形で流通させることによって、世論を形成するのだと。 エドワー
ド・バーネイズは、その6年後の『プロパガンダ』（1928年）において、これをより率直に述べ
た。「大衆の組織化された習慣や意見を、意識的かつ知的に操作することは、民主主義社会にお

ける重要な要素である。この社会の見えざるメカニズムを操作する者たちは、我が国の真の支配

勢力である『見えない政府』を構成している。」 これは、メディア操作に対する批評家による誇
張した描写ではない。これは、パブリック・リレーションズの創始者が、自らの専門職に向け

て、印刷物の中で、操作こそが大衆民主主義の運営原理であると明言したものである。

この構造的な議論は、ノーム・チョムスキーとエドワード・ハーマンによる『合意の製造』

（1988年）によって定説となった。 彼らの「5つのフィルター」からなるプロパガンダ・モデル
は、形式的には自由な社会において、制度的なメディアが明示的な検閲なしに編集方針の統一を

生み出す実際のメカニズムを次のように名指しした。所有権の集中（少数の親会社がほとんどの

メディアを所有している）、広告主への依存（真の顧客が製品を形作る）、情報源への依存（政府

や企業がジャーナリストが必要とする情報の流れを支配する）、批判（組織的な反発により逸脱

には代償が伴う）、そして原動力となるイデオロギー（冷戦期には反共産主義、 その後は、最初
の4つのフィルターの整合が生み出すいかなる政治的コンセンサスであれ）。このモデルは陰謀論
ではない。それはインセンティブ構造の記述である。人間をこのインセンティブの幾何学の中に

置けば、編集上の産出物は予測可能となる。誰かに指示を与える必要はない。5つのフィルター
がその役割を果たすのだ。

歴史的記録には、こうした構造的な要因に加え、直接的な介入の事例も残されている。オペレー

ション・モッキンバードは、チャーチ委員会公聴会（1975–76年）を通じて機密解除され、 は、
戦後の数十年にわたり、中央情報局（CIA）が米国の主要メディアのジャーナリストや編集者を
勧誘していたことを記録している。ジャーナリズムのプロフェッショナリズムの絶頂期として広

く称賛されるアイゼンハワー時代の1950年代——いわゆる「コンセンサス・プレス」の時代——
は、同時に、安全保障国家がニュースルーム内に最も深く、かつ文書化された形で工作の足場を

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
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築いていた時期でもあった。 この二つの事実は矛盾しない。報道機関が維持していた専門的なコ
ンセンサスとは、まさに国家安全保障体制が維持を助けていたコンセンサスそのものであった。

現代の事例は『Twitterファイル』（https://grokipedia.com/page/Twitter_Files）である。2022
年末にイーロン・マスクが同プラットフォームを買収し、マット・タイビ、バリ・ワイス、マイ

ケル・シェレンバーガー、リー・ファン、デビッド・ツヴァイクといった少数の独立系ジャーナ

リストに内部通信を公開した際、浮き彫りになったのは、現在進行形のプラットフォームと国家

の連携体制の運営構造であった。 連邦機関――FBI、国土安全保障省のサイバーセキュリティ・
インフラセキュリティ庁（CISA）、情報機関の一部――は、プラットフォームの「信頼と安全」
チームとの直接的な連絡経路を維持しており、そこを通じてコンテンツのモデレーション要請、

アカウント停止要請、そしてナラティブ形成の要請が絶え間なく流れ込んでいた。プラットフォ

ーム側はこれに従った。この従順な態度は、内部では「自発的なパートナーシップ」として位置

づけられていた。 構造的な現実として、これが構成していたのは、形式的には私的なプラットフ
ォーム層と、形式的には公的な治安機関とが、単一のコンテンツ形成システムへと融合したこと

であり、それは名目上は双方を制約するはずの憲法上の保護の枠外で機能していた。

したがって、「メディアの乗っ取り」という診断は、単なるノスタルジーではない。記憶の中の

「より良い時代」から、想像上の「自由な報道」を取り戻すことなどない。20世紀半ばの制度的
形態における報道機関は、すでに「乗っ取り」を許容する構造を持っており、プラットフォーム

時代は、90年にわたって進行してきたこのプロセスを完結させたに過ぎない。 生き残っている独
立系ジャーナリズム――グリーンウォルド、タイビ、メイト、ハーシュ、良質なサブスタック、
各地に散らばるニュースルーム――は、その制度的アーキテクチャの内部ではなく、それに対抗
して生き残っている。アーキテクチャそのものが診断結果なのである。『ニューヨーク・タイム

ズ』や『CNN』、『MSNBC』、『フォックス*を、単一の「合意製造装置」の4つのチャンネル（視
聴者セグメンテーション戦略のみが異なる）としてではなく、自由な思想の市場で競合する4つ
の視点として捉える読者は、その構造にまだ気づいていない。その構造こそが、1988年に『合意
の製造』が描写し、2022年に「ツイッター・ファイルズ」が記録し、その間のあらゆる誠実なメ
ディア批評文献が絶えず指摘してきたものである。 この文明が診断を受け入れていないのは、そ
の診断が、診断そのものが告発の対象としている機関を通じて伝えられているからである。

V. 情報戦争 — 構造的特徴としての調整されたナラティブ作戦

掌握されたメディア層の上に、情報戦層が位置している。「インフォウォーズ（infowars）」とい
う言説用語は、同名のアレックス・ジョーンズのブランドから不運な連想を伴うため、しばしば

陰謀論的な語彙として一蹴されがちである。しかし、その根底にある現象については、それを実

行する機関によって異議が唱えられてはいない。 NATOは認知戦に関する教義を公表している。
英国軍は、行動影響作戦を明示的な目的として第77旅団を運用している。サンクトペテルブルク
のロシア・インターネット調査局は、国家と連携する勢力との直接契約の下、2010年代を通じて
記録に残るナラティブ作戦を実施した。 イスラエルのハスバラ——これは批判的な呼称ではなく
公式用語である——は、数十年にわたり公式のナラティブ調整ドクトリンとして機能してきた。
中国の「50セント軍団」は、国民規模で活動している。米国の諜報機関は、仲介者や直接契約を
通じて、OSS（戦略諜報局）の創設以来、継続的にナラティブ作戦を展開してきた。情報戦争が
存在するかどうかについては、疑いの余地はない。 問題は、プラットフォーム・スタックがそれ
のための継続的なグローバル配信システムを提供するようになった今、その構造がどうなってい

るかだ。
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ジェイコブ・シーゲルは、2023年に『Tablet』誌に寄稿した『世紀のデマを理解するためのガイ
ド』の中で、現代のその構造を辿った。 2016年以降に浮上したのは、「偽情報産業複合体」——
学術研究センター（スタンフォード・インターネット・オブザーバトリー、ワシントン大学の

「インフォームド・パブリック・センター」、アトランティック・カウンシルの「デジタル・フ

ォレンジック・リサーチ・ラボ」）、連邦機関（CISA、国務省の「グローバル・エンゲージメン
ト・センター」）、 非営利のダミー組織（現在は信用を失った「ハミルトン68」ダッシュボード。
これは事後的に、普通のアメリカの保守派をロシア系ボットとしてフラグ付けしていたことが判

明した）、プラットフォームの信頼・安全チーム、そしてその正当性を裏付ける専門用語を提供

したシンクタンク所属の「偽情報専門家」たちのネットワークからなる、組織的なネットワーク

であった。 この仕組みの名目上の目的は、外国による干渉の抑止であった。しかし『Twitterフ
ァイル』やミズーリ州対バイデン訴訟が明らかにしたように、その実務上の目的は、外国干渉と

いう枠組みを隠れ蓑にして、好ましくない国内の発言を封殺することにあった。

COVID-19時代の事例研究は、この仕組みを具体的に示している。 2020年初頭から2023年頃に
かけて、プラットフォーム群は——連邦公衆衛生機関、掌握された大手メディア、そして「偽情
報産業複合体」と連携し——以下の内容に対する継続的なコンテンツモデレーションを実施し
た。ウイルスの起源に関する公式見解に反する言説（「研究所からの漏洩説」は、その抑制を調

整していた機関が「有力な仮説」であることを認めるまでの2年間、主要プラットフォーム全体
で「誤情報」として抑圧された）、早期治療法に関する言説 （イベルメクチン、ヒドロキシクロ
ロキン、ビタミンD、適切な栄養介入は、裏付けとなる証拠にかかわらず積極的に抑制された）、
ワクチン有害事象の兆候（ワクチン有害事象報告システム（VAERS）のデータ、イスラエル保健
省の入院内訳、若年男性における心臓事象の兆候は、いずれも抑制されるか、批判キャンペーン

の下に埋もれさせられた）、そしてロックダウン、学校閉鎖、ワクチン接種義務化をめぐる政策上

の問題について。 この隠蔽工作は、プラットフォームを横断して調整されていた。それを仕組ん
だ機関は公然の事実であった。内部の通信記録が表面化した際、その調整が明示された。この文

明は数年にわたり、人為的に構築された情報環境によって統治されていたが、その環境が基礎と

なる証拠から逸脱していたことは、今や振り返ってみれば、隠蔽工作が及んだあらゆる領域にお

いて明らかである。

これが、自国民を標的として機能する情報戦の構造である。ここに求められる精密さに注目すべ

きだ。この診断には、影の結社があらゆる出来事を操るという陰謀論者の枠組みは不要である。

決定事項#382の原則が適用される。すなわち、陰謀論者たちの運動——その偏執的な枠組みが診
断の土壌を汚染している——に言及することなく、その構造が実際に何をしたか——文書化され
た記録にある実際の運用——を名指しすることである。 この現象は構造的なものであり、情報公
開法（FOIA）の記録、訴訟記録、漏洩した通信、事後の自白などにその痕跡をたどることがで
きる。それはオカルト的なものではない。それは官僚的であり、十分な資金に支えられ、継続的

なものである。この継続的な官僚的運用こそが診断対象であり、その運用を隠れた陰謀団の仕業

と位置づける陰謀論的枠組みは、診断の土壌が自ら生み出した対照的な病理であり、同様に注意

を奪う形態であり、同様に拒絶されるべきものである。

この構造が、その作用を受ける人々に生み出すものは、認識論的学習性無力感である。イラク戦

争における大量破壊兵器（WMD）の報道、2008年の金融危機、ロシアゲート騒動、ハンター・
バイデンのノートパソコン隠蔽、COVID-19時代における感染源・治療法・副作用に関する方針
転換、数多くの地政学的出来事を取り巻く捏造された物語――こうした一連の出来事を十分に経
験した市民は、次のような合理的な適応を身につけるようになる。 「自分が生きる情報環境を信
頼することはできない」。この適応は正しい。しかし同時に、機能不全を招くものでもある。情
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報環境を信頼できない人々は、集団的に熟考することも、共通の問題に向き合うことも、政治的

対応を組織することも、真の自治に参加することもできない。認識論的学習性無力感こそが、メ

ディア掌握と情報戦を基盤とするアーキテクチャの政治的終着点である。 この構造は、それを出
力として生み出す。これは副作用ではなく、システムが本来目指す目的そのものである。

VI. 認知的代償 — 脳の腐敗と測定可能な機能低下

前述の5つの層すべてがもたらす下流の結果こそが、2024年の言説において主流の語彙として受
け入れられた「脳の腐敗」である。オックスフォード大学出版局はこれを「今年の言葉」に選出

した。 この言葉が指し示す現象は比喩ではない。それは、上述のアーキテクチャに最もさらされ
ている人々の間で、注意力そのものの測定可能な劣化——持続的な注意力の低下、作業記憶容量
の減少、読解力の低下、前提から結論へと至る複雑な議論を追う能力の萎縮——である。

ジョナサン・ハイトは著書『The Anxious Generation』（2024年）において、青少年の発達への
悪影響——2010年から2015年にかけて、うつ病、不安障害、自傷行為、自殺が50～150％増加し
た事実——を記録しており、これはスマートフォンの大衆化が進んだ時期と完全に一致してい
る。 ニコラス・カーは、10年前の著書『The Shallows』 （2010年）において、同様のパターン
を成人の間で記録していた。同書では、ハイパーリンク化され、断片的で、注意散漫な要素に満

ちたデジタルメディアを通じて情報を処理する脳が、デジタル以前の読書習慣によって支えられ

ていた「深い読書」「持続的な推論」「思索的な没入」を行うための構造的能力を失っていくとい

う、神経学的適応の過程を追跡している。こうした適応は現実のものであり、測定可能であり、

そして——幼少期からその構造の中で育った世代にとっては——実質的に永続的なものとなる可
能性がある。

西部の空洞化 『The Shallows』は人口規模の実証的証拠を集約し、『心の隷属』は、AIが分析的
領域を事務労働から解放した際、精神的な教養を育むアーキテクチャを構築しなかった文明の

「couch」という結果として、この認知機能の低下を名指しした。本稿は、その欠けていた一片
——認知機能の低下が、地球規模で、毎日、予定通りに、能動的に生み出されている消費のアー
キテクチャ——を提示する。 「ソファ」は受動的なデフォルト状態ではない。それは能動的に維
持される基盤であり――設計され、収益化され、物語によって強化され、政治的に保護されてい
る。脳の腐敗は、受動的な人口に起きているのではない。搾取された人々に強要されているの

だ。

認知的コストの最も深層にあるのは、その構造が「在（プレゼンス）そのものの能力」に及ぼす

影響である。『「プレゼンスの輪」』は、在（プレゼンス）を意識の自然な基底状態として扱う――
それは実践によって構築されるものではなく、それを覆い隠すものを取り除くことによって明ら

かにされるものである。注意力の搾取という構造は、その覆いを絶えず再生産する機械である。

フィードを消費する一分一秒は、あらゆる瞑想の伝統がより高い修養への入り口とみなす「あり

のままの注意」に安住する能力を、訓練によって失わせる一秒である。これが何年にもわたって

蓄積される結果、人口規模で「プレゼンス」に入る能力そのものが失われることになる。つま

り、「私の人生の意味とは何か」という問いが、答えられるどころか、そもそも生じうるような

内的な条件さえもが失われるのである。 大規模な「プレゼンス」への能力を失った文明は、あら
ゆる他の回復のための前提条件をも失ったのである。

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-enslavement-of-the-mind
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
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VII. 収束 — 6つの層、1つのアーキテクチャ

経済的論理、アルゴリズム的メカニズム、インフルエンサー市場、掌握されたメディア、情報戦

層、そして認知的帰結は、6つの別々の問題ではない。それらは、一つのアーキテクチャを構成
する6つの側面である。 「プラットフォームを規制すれば」「メディアリテラシーを教えれば」
「個人のスクリーンタイムを制限すれば」「信頼できる情報源を信じれば」「従来のジャーナリズ

ムを復活させれば」といった部分的な診断は、すべて失敗に終わる。なぜなら、部分的な修正で

はアーキテクチャの残りの部分がそのまま残され、その残された部分が、開いたままのベクトル

を通じて失敗モードを再構築してしまうからだ。このアーキテクチャは統合されている。診断は

6つのレジスタすべてに及ばなければ、何一つ及んでいないのと同じである。

ハーモニズムの診断は的確である。注意力は人間にとって最も主権的な能力である――存在が現
実と向き合うためのダルマ的な能力であり、あらゆる高次の修養の基盤であり、人間がLogos
（ダルマ的現実）に参加するための器官である。 利益のためのその産業化、融合したプラットフ
ォーム・国家・メディア機構によるその掌握、アーキテクチャが注意力を搾取するまさにその民

衆に対する継続的なナラティブ作戦におけるその兵器化、そしてその結果として生じる認知的基

盤そのものの測定可能な劣化――これこそが、後期近代における最も深層的な非ダルマ的な病理
である。それは、この体系が診断する他のあらゆる危機の根底で作用している。 意識の日常的な
基盤が搾取され続けている限り、精神的危機（精神的な危機）は解決できない。アーキテクチャ

が、自ら金銭化している孤独と絶望を生み出し続けている限り、西洋の空洞化（西部の空洞化）

を逆転させることはできない。それを強化する消費の層が、地球規模で、毎日、地球上のほぼあ

らゆる場所で機能し続けている限り、精神の奴隷化（心の隷属）から解放されることはない。

建設的な領域は別の場所にある。「プレゼンスの輪」 は、注意力が何のためにあるのかを明確に
示している――それは、人間の中核的な能力の育成であり、内面生活に対する主権を取り戻すた
めの実践の枠組みである。テクノロジーの究極の目的 は、技術が支配者ではなく再び道具となる
ための、ダルマ的な枠組みを提示している。調和の建築 は、文明の代替案を提示している――独
自のダルマ的基準を持つ柱としての「コミュニケーション」、物質的・技術的基盤との正しい関

係性を築く規律としての「スチュワードシップ」、そして「在り」を搾取するのではなく生み出す

形態を意図的に育む「文化」。この回復は、単なる政策改革ではない。 改革の対象となっている
アーキテクチャこそが害をもたらしているものであり、それは自らの消滅に向けて自らを改革す

ることはできない。この回復とは、構造的な主権的拒絶である――個人レベルでは、注意力を自
らのものとして取り戻す人生の構築であり、コミュニティレベルでは、搾取のアーキテクチャの

外側に基盤を構築することであり、文明レベルでは、あらゆるコミュニケーションおよび情報ア

ーキテクチャが評価される基準として、「ダルマ（存在の現前）」を回復することである。

最初の作業は「見る」ことである。文明は長年にわたり、自身に起きていることは名付けるには

複雑すぎ、決着をつけるには争いが激しすぎ、告発するには関係者が分散しすぎていると説かれ

てきた。しかし、これらはすべて真実ではない。 そのアーキテクチャは統合され、十分に記録さ
れ、その運用は連続している。それを単一のアーキテクチャとして名指しすることこそが、理解

しようと試みる過程で消費されてしまうはずの注意力を取り戻すための第一歩である。その名指

し自体が、拒絶の始まりである。そこから、あらゆるより高次の回復が考えられるようになる。
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関連リンク：「プレゼンスの輪」, テクノロジーの究極の目的, 精神的な危機, 西部の空洞化, 心の
隷属, 認識論的危機, 映画のイデオロギー的乗っ取り, 調和の建築.
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第 1 2章  ·  第 I I I部  —  心と文化の占領

イデオロジー的捕縛の心理学

現象

すべての時代は真摯な信者を生み出す。現代の形態を区別するのは確信の強さではなく、そ

れを大規模に生み出す制度的メカニズム — そして確信を構造的に自己吟味から免疫にする哲学的
前提である。

パターンは西洋世界全体、そしてますます世界を越えて可視化されている：若い人がひとりの知

識への好奇心と道徳的誠実さを持って大学に入る。2、3年で、彼らはジェンダー、経済学、人
種、生態学、政治について感情的活性化なしに議論することができなくなる。彼らは語彙を習得

している — intersectionality、privilege、systemic oppression、performativity、praxis — それは
分析言語というより、アイデンティティマーカーとして機能する。彼らはすべての社会的配置を

権力関係として読むことを学んだ、すべてのカテゴリーを構成として、すべての伝統を支配の構

造として。そして何よりも、彼らはこのフレームワークに異議を唱えることは、それが命名する

抑圧に加担していることを自分たちに明らかにすることを学んだ。

これは愚かさではない。最も捕縛された心の多くは最も聡い人たちの中にある。捕縛は正確に本

当の知性を開発しているために動作する — パターン認識、道徳的真摯さ、体系的思考の能力 —
そしてそれを偽の前提から内部的に一貫した結論を生み出すフレームワークを通じてチャンネル

している。システムは独自の公理の中で論理的に一貫している。問題は公理が間違っており、フ

レームワークは公理を見えなくするように設計されているということである。

Harmonismは、この現象 — イデオロジー的捕縛 — が単なる政治的問題ではないと考えている。
それは特定可能な原因、正確なメカニズム、および構造的救済を持つ精神的、心理的、および文

明的危機である。魂をマップした伝統は、現代大学が存在する前の何世紀も前にこの状態を認識

した。何が新しいかは、心がそれ自身の確信によって監禁されるということではない。新しいの

はそれの監禁を制度的出力として産業規模で生産することである。

イデオロジーが満たしている虚無

イデオロジー的捕縛は、足下に地面を持つ人々には起こらない。地面を持つことを体系的に奪わ

れた人々に起こる — そしてイデオロジーが代替品として提供される。

順序は重要である。大学がフレームワークを提供する前に、文明はすでにそのフレームワークを

不要にするであろう基礎を削除している。生きた形而上学で育てられた若い人 — 現実が何である
か、人間の本質が何であるか、良い人生が何で構成されるかについての説明 — は、イデオロジー
的捕縛に対する免疫システムを持っている。彼らはpost-metaphysical WestのMarxやFoucaultや
Butlerに出会い、彼ら自身の哲学的地盤からその議論に取り組むことができ、何が洞察的かを取
り、彼らの現実の理解に矛盾するものを拒絶することができる。しかし、宗教が知的内容で空に

された、科学がscienticismと混同されている、家族が意味の伝達者として弱くなっている、消費

https://harmonism.io/ja/harmonism
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者文化がすべての沈黙を満たしているポスト形而上学的西洋で育てられた若い人は、まったく地

面なしで大学に到着する。彼らは、正確な調和主義的意味において、Dharmaを持たない。

この虚無の中に、イデオロジーは啓示の力で入る。それは若い人が絶望的に必要としているもの

を提供する：世界が壊れている理由についての一貫した説明（抑圧、資本主義、家父長制）、善

悪の明確なカテゴリーを提供する道徳的フレームワーク（抑圧者と被抑圧者）、属性のコミュニ

ティ（活動家の輪、読書グループ、抗議）、そして — 最も誘惑的に — アイデンティティ。あなた
はもはや混乱した、地面のない個人で意味のない世界を導いていない。あなたはフェミニストで

ある。反資本主義者。反ファシスト。正義の戦士。イデオロジーはあなたに名前、部族、使命を

与える — そして重要なことに、敵を与える。敵は使命に形を与える。敵なしで、アイデンティテ
ィは崩れる。

これが対話が失敗する理由である。あなたは立場と議論していない。あなたはアイデンティティ

を脅かしている。そしてアイデンティティが一度フレームワークと融合すると、生存本能の全力

でそれ自身を守るだろう — 心理的レベルでは、フレームワークへの脅威は自己への脅威として経
験されるからである。

捕縛のメカニズム

アイデンティティ融合

最初で最も根本的なメカニズムは、人とその信念の間の境界の崩壊である。健全な認識論では、

信念は保持される — それらは調べられ、改正され、人が破壊されなくても解放されることがで
きる。イデオロジー的捕縛では、信念は保持されず、住まわれている。人はフェミニスト的確信

を持つわけではなく、フェミニストである。信念システムは、単一の信念を削除することが全体

の崩壊を脅かすようにして、全体のアイデンティティ構造のための負荷を負う。

大学は特定の教育的方法を通じてこの融合を加速する：フレームワークは評価するのに提案のセ

ットとしてではなく、道徳的目覚めとして提供される。学生は臨界理論を学ぶのではなく、体系

的抑圧の現実に目覚めている。目覚めの言語（「woke」そのもの）は偶然ではない。それは宗教
的回心の構造を借りている — 目から鱗が落ちて現実の真の本質が明らかになる瞬間 — それを任
意の形而上学的内容を取り除きながら。結果は超越なしの回心である：精神的変換のすべての心

理的強度が、政治的プログラムに向けられている。

アイデンティティ融合が完了すると、すべての反論は知的挑戦ではなく実存的脅威として経験さ

れる。感情的活性化 — 怒り、涙、従事を拒否 — は理性の失敗ではない。それは包囲下のアイデ
ンティティの完璧に合理的な防御である。悲劇は、防御されているアイデンティティが、人が家

と間違った檻であるということである。

道徳的暗号化

第二のメカニズムは、経験的主張ではなく道徳的公理としてのイデオロジー的前提の符号化であ

る。「西洋文明は体系的人種差別に基づいている」という命題は、議論される歴史的命題ではな

く、その否定が否定者の加担を明かしている道徳的真実として提示されない。「ジェンダーは社会

的構成である」という命題は、評価されるべき哲学的議論ではなく、その拒絶がトランスジェン

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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ダーの人々に対する暴力を構成する抑圧からの解放として提示されない。フレームワークのすべ

てのコア信条は道徳的言語で暗号化されているため、不一致は間違っていない。それは邪悪であ

る。

これはあらゆるイデオロギーが開発した最も効果的な防御メカニズムである。それは捕縛されて

いる人の本当の道徳的誠実さ — 良くなりたい、不正と戦い、脆弱な人たちと一緒に立つという
彼らの本当の望み — を開発し、フレームワーク自体の保護に向けてそれをリダイレクトしてい
る。フレームワークに異議を唱えることは抑圧者の側に立つことである。証拠を要求すること

は、フレームワークが問題として特定している特権を実行することである。フレームワークは議

論によってではなく道徳的圧力によって守られている — そして道徳的圧力は、誠実な人にとっ
て、あらゆる議論よりもはるかに強力である。

ハーバート・マルクーゼの「抑圧的寛容」の概念はこのメカニズムを明示した：異論の許容は、

異論が支配的権力構造に仕える場合、抑圧そのものの形式である。含意は、議論をシャットダウ

ンすることは検閲ではなく、解放である — フレームワークを外部からの批評に対して論理的に免
疫にする反転で、すべての外部批評は事前に抑圧として分類されるからである。

認識論的閉鎖

第三のメカニズムは、知識の代替源の体系的排除である。捕縛されている人は、単に伝統的知

識、宗教的知恵、または常識に異議を唱えるのではなく — 彼らはこれらが知識ではないことを
すべて教えられている。伝統は「覇権的物語」である。宗教的知恵は「家父長制の神話」であ

る。常識は「内在化された抑圧」である。祖母の具体化された男と女が何であるか、家族がどの

ように機能するか、子供たちが必要とするもののについての知識 — これは間違っていないとして
却下されるのではなく、症候的として。彼女は彼女が抑圧されていることを知らない。彼女の人

生の満足は虚偽の意識である。

結果は、唯一の合法的な知識源は、フレームワーク自体の中で生産されているものである — ジェ
ンダー研究部門からの査読済みの論文、承認された理論家（Foucault、Derrida、Butler、
Kimberlé Crenshaw）、およびフレームワークが抑圧されたものとして認識するアイデンティティ
カテゴリーの「生きた経験」。これは閉じた認識論的円である：フレームワークはフレームワー

クを確認する証拠を生産し、フレームワークと矛盾するすべての証拠は、フレームワーク自体の

基準によってフレームワークによって事前に失格である。

Harmonismはこれを認識論的帯域幅の急進的な狭まりとして認識している。調和認識論は、人間
が四つの知識モードへのアクセスを持っていることを保持している：感覚的（経験的観察）、合

理的（哲学的および数学的推論）、経験的（直接現象学的接触）、および観想的（継続的な実践を

通じて目覚める直感的な智的能力）。イデオロジー的捕縛は四つのすべてを単一のモード — 対話
的分析的 — に、その後そのモード自体を単一のフレームワークに制限することによって動作す
る。結果は知識の拡張（フレームワークがそれ自身をどのように提示するか）ではなく、破滅的

な縮小である：フレームワークが前代未聞の明確さを達成したと信じながら、彼らの認識論的能

力のほんの一部で動作する人。

社会的強制

第四のメカニズムは、アイデンティティレベルの強制システムに昇格させられたピアプレッシャ

ーである。捕縛されている人は、社会ネットワーク — 友人、同級生、オンラインコミュニティ、

https://harmonism.io/herbert-marcuse
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活動家の輪 — の中に存在し、その中でフレームワークは入場の価格である。フレームワークに
異議を唱えることは、単に間違っているだけではなく、除外されることである：フォローされ

ず、友人が外されて、公開で非難され、属性のコミュニティから除外される。

すでに伝統的属性の源から奪われた若い人 — 弱められた家族の絆、不在の宗教的コミュニテ
ィ、原子化された消費者文化 — 活動家コミュニティは、彼らが持つ唯一の本当の人間的つなが
りの源であるかもしれない。フレームワークは本当だから保持されていない。フレームワークは

それを解放することのコストが総社会的孤立だから保持されている。これは陰謀ではない — 強制
者のほとんどは彼ら自身捕縛されており、彼ら自身が同じ理由でフレームワークを保持してい

る。システムは自己執行的である：すべてのメンバーはすべての他のメンバーを警察する。それ

は悪意からではなく、彼ら全員を内部に保つのと同じ絶望的な属性への必要性から。

伝統が知っていたもの

心がそれ自身の確信によって監禁されていることは、現代の現象ではない。魂の内部景観をマッ

プした伝統はすべてこの状態を認識し、それのための正確な言語を開発した。

ヨーギック伝統はそれをavidyāと名付けている — 情報の欠如の意味ではなく、身元の誤認の意
味で根本的な無知。自己は、それがない — その考え、その社会的役割、その理想的確信 — と、
その誤った身元を本当の自己保存に適切な凶暴さで守っることを持つものについて特定する。パ

タンジャリのヨーガ・スートラは五つのkleshas（苦難）をリストアップし、そのうちavidyāが
根である：誤認から流れasmitā（自我融合 — 「私は私の信念である」）、rāga（偽のアイデンテ
ィティを維持するフレームワークへの愛着）、dvesha（それを脅かすものへの嫌悪）、および
abhinivesha（この構成された自己にしがみついている失っことが死であるかのように）。イデオ
ロジー的捕縛の全体的なメカニズムは、紀元前3世紀からの5つのサンスクリット言葉に記述され
ている。

スーフィ伝統はnafs — 自我自己 — を進歩的な改善の駅を通じてマップしている。最も低い駅、
nafs al-ammāra（命令する自我）は、正確にイデオロジー的捕縛の状態である：自我は命令
し、その人は従う。自我の情熱を真実として間違え、その反応性を正義として、その恐れを道徳

的明確さとして。スーフィの道は、この命令する駅からの進歩的な解放である — 議論を通じてで
はなく（議論は自我を養う）、アイデンティティの位置をnafsからrūh（精神）にシフトさせるプ
ラクティスを通じてである。伝統は、人が議論を通じて到達しなかった立場から、人を議論する

方法がないことを理解していた。

ストア派伝統はproslepsis — 虚偽の先入観 — を苦悩と幻想の根として特定した。エピクテートス
は、人々はもの事によってではなく、もの事についての判断によって乱されていること、そして

最も危険な判断は、人が知らないうちに持っている判断である — それは検査なしに周囲の文化
から吸収されたということ。ストア派のprosoche（警戒的な自己注意）の実践は解毒剤である：
自分の印象の継続的な検査、観察されたものと解釈されたものの区別の規律、あらゆる判断が未

検査で動作することを許さない拒否。

コンバージェンスは構造的である：3つの文明、歴史的接触なし、同じ診断。心はそれ自身の構
成によって監禁される可能性がある。監禁は身元によって維持される — 自己と信念の融合。解放

https://ja.wikipedia.org/wiki/Yoga
https://harmonism.io/patanjali
https://harmonism.io/patanjali
https://ja.wikipedia.org/wiki/Yoga_Sutras_of_Patanjali
https://harmonism.io/sufi
https://harmonism.io/stoic
https://harmonism.io/epictetus


95

はより良い議論からではなく — 同一性のロケータからのシフト — 構成された自己（イデオロジ
ーの基質である）からより深く、より永続的で、より本当のもへのシフトからくる。

Harmonismはその深い地面をPresenceと命じている — 輪の中心、すべての構成、すべてのイデ
オロジー、すべてのアイデンティティを先行し生存する意識的認識の状態。臨在に固定されてい

る人は、保持されることなく信念を保持することができる。彼らは自分自身のフレームワークを

フレームワークの外から調べることができる — これはイデオロジー的捕縛が不可能にするもの
である。

制度的生産ラインの

伝統はイデオロジー的捕縛を個人的な精神的状態として出会った。現代の西洋はそれを産業化し

た。

現代大学は、単にフレームワークを教えるのではなく — それは大規模で捕縛された対象を生産
している。シーケンスはかなり一貫している：1年生のコース道徳的緊急性を確立する（体系的抑
圧は本当である、あなたは関係を持っている、沈黙は暴力である）。2年生のコース理論的装置を
配信する（Foucault、Butler、Crenshaw、bell hooks）。3年生のセミナーはフレームワークが属
性のための共有言語である小グループダイナミクスを通じてアイデンティティ融合を統合する。

卒業までに、学生は臨界理論教育を持つのではなく — 彼らは臨界理論アイデンティティを持つ。
そしてそのアイデンティティは、度と異なり、放することはできない。

卒業生は、その後メディア、法律、人事、教育、公共政策、および企業管理に入る — フレームワ
ークを議論ではなく公理として運ぶ。彼らは彼らの専門的な環境の中でフレームワークの議論を

しない。彼らはそれを実装する：多様性、公平性、および包含性プログラム、スピーチコード、

採用基準、コンテンツポリシー、編集基準。捕縛された学生は捕縛する専門家になり、サイクル

はすべての卒業クラスで自分自身を再現する。

フランクフルト学派はこれを明示的に理論化した。マルクーゼの戦略 — 「機関を通じての長い行
進」（フレーズルディ・ドゥッチェがマルクーゼの考えから造語）は陰謀ではなく、プログラムで

ある：機関を変換する人々を変換することで文化を変える。戦略はマルクーゼが想像できるもの

以上に成功しました。調整された陰謀のためではなく、フレームワークが本当の虚無を満たした

からです — 西洋の伝統の崩壊によって生み出された形而上学的真空 — そして制度はすでに抵抗
を提供するのに十分空洞化されていた。

この生産を維持する資金生態 — フォード財団、ロックフェラー財団、オープン・ソサエティ・フ
ァウンデーションズ、そしてより広い進歩的慈善ネットワーク — は投機ではなく公共記録であ
る。これらの財団はジェンダー研究部門、社会正義センター、活動家訓練プログラム、そしてフ

レームワークを標準化するメディアコンセント資金を提供する。提供されている関心は構造的で

ある：原子化され、理想的に捕縛され、制度的検証に従属している人口は、形而上学的地面、強

い家族、主権的なコミュニティを持つ人口ではないやり方で統治可能である（Feminism and
Harmonism § The Instrumentalisation of Feminismを参照）。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/diversity-equity-and-inclusion
https://harmonism.io/frankfurt-school
https://harmonism.io/rudi-dutschke
https://harmonism.io/ford-foundation
https://harmonism.io/rockefeller-foundation
https://harmonism.io/open-society-foundations
https://harmonism.io/open-society-foundations
https://harmonism.io/gender-studies
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/feminism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/feminism-and-harmonism
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なぜ議論が失敗するか

理想的に捕縛された人と従事するときのほとんどの一般的な間違いは、より良い議論が十分であ

るという仮定である。それは違う。フレームワークは — アイデンティティ融合、道徳的暗号化、
認識論的閉鎖、社会的強制を通じて — 議論-安全性のために設計されている。

フレームワークに矛盾する証拠を提示し、証拠はフレームワークを通じて再解釈される：矛盾す

る研究は特権のシステム内の偏った研究者によって生産された。論理的批評を提供し、ロジック

は支配的なディスコースのツール：「ロジック」そのものとして却下される西洋、家父長制、合理

主義的な構築で他の知識の方法を周辺化（皮肉 — このクレーム自体が論理的な議論です — 正確
にはフレームワークが自己吟味に対してそれ自身を暗号化しているために、クレーマーには見え

ない）。「抑圧された」カテゴリから話す人々の証言を共有し、フレームワークに同意せず、彼ら

の証言は内在化された抑圧として無効にされている：彼女の伝統的な役割に満足している祖母は

虚偽の意識に苦しんでいる；黒人の保守派は白人の優越性によって共存されている。

フレームワークからのすべての出口は内側からシールされている。フレームワークはすべての異

議を予想し、フレームワークがそのそもそも診断していると主張する状態の症状として、すべて

の異議を事前に分類している。これは知的強さの兆候ではない。それは反証不可能なシステムの

署名である — これは、あらゆる深刻な認識論の基準（フレームワークの独自の社会科学部門が
公式に支持するカール・ポパーの反証主義を含む）によって、疑似科学とイデオロジーの署名で

ある。知識ではない。

調和主義的応答

議論が失敗すれば、何が成功するか？伝統は構造的な答えに収束する：救済は、より良い議論で

はなく、より深い地面ではない。

最初の動きは認識である — 捕縛を立場ではなく状態として見ること。立場は議論されることが
できる。状態は癒される必要がある。あなたの前の人は、あなたの知的相手ではない。彼らは本

当の人間である — しばしば高度に知的で、道徳的に誠実で、深く苦しんでいる — 形而上学的地
面から奪われ、代替品としてイデオロジーが提供されている。あなたが出会う感情的活性化は敵

意ではない。それは、彼らが持つ唯一の地面を防御する人の音である。医者の明確さで、議論者

の攻撃ではなく、それに会う。

第二の動きは間接的アプローチである。フレームワークの防御はすべて外向いている — 外部批評
に向かって。彼らはフレームワークの下を向いていない — 基礎に。最も効果的な混乱は、フレー
ムワークの結論に対して議論することではなく、フレームワークが説明できない経験を提供する

ことである。本当の臨在の瞬間 — 自然の中で、沈黙の中で、イデオロジーの下にある何か本当な
ものに触れる会話 — は、1000の反論ができないことを達成することができることができる。フ
レームワークが認識しないレジスタからのデータを導入するからである。スーフィのマスターは

これを知っていた：nafsを議論しない。あなたは魂にnafsが提供できるもの以上のリアルなもの
を提供し、魂は、その自身を認識して、転向し始める。

第三の動きは質問の下の質問である。あらゆるイデオロジー的立場は、イデオロジーがキャプチ

ャしリダイレクトした本当の人間的懸念に基づいている。反資本主義者は正義について気になる

https://harmonism.io/karl-popper
https://harmonism.io/falsificationism
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— 多くのためにいくつかの利益のために抽出する財政制度の本当の不正。フェミニストは女性の
尊厳について気になる — 女性が教育および精神的発展へのアクセスが拒否されている本当の歴
史。反ファシストは自由について気になる — ダルマによってチェックされていない権力当局の本
当の危険。懸念を敬意。それを指定してください。あなたがそれを見ていることを示してくださ

い。その後、より深い診断を提供する：不正は本当だが、それに対処することを主張するフレー

ムワークは、それ自身が不正を生み出した同じ文明的な亀裂の産物である。救済は病気の中から

は来られない。

第四の動きは代替アーキテクチャである。イデオロジーは虚無を満たす。虚無を削除することな

く、虚無をより本当のもので満たすことはできない。これはHarmonismが動作可能になるとこ
ろである  — 反イデオロジーではなく、地面の回復として。Wheel of Harmony/Wheel of
Harmonyはイデオロジーが提供できないもの：身体、魂、および精神を含む人間の一貫した説
明；すべての人生領域を接続する実践的な道；信念のコミュニティではなく、実践のコミュニテ

ィ；およびLogosとの関係 — どのようなイデオロジーが提供できるのか、イデオロジーはそのよ
うな秩序が存在することを認識していないため。

第五および最も要求的な動きは具体化である。イデオロジー的捕縛に対する最も強力な議論は、

それから明らかに自由である人である — 明確さ、深さ、および思いやりを持つ世界に従事し、
何を考えるべきか言う必要があるイデオロジーなしに。祖母は、その世界観が彼女の孫娘の教授

たちのものより本質的にもっと洗練されている — は議論することで勝つことができない。彼女
は、彼女の人生のテキスチャを通じて示すことで勝つ — それは形而上学的地面を持つ人間が、イ
デオロジーと怒りでのみ武装した人間より、愛の能力が大きいこと、危機への回復力が大きいこ

と、思考における主権が大きいこと、および正義への本当の懸念がより大きいことを示す。

より深い診断

イデオロジー的捕縛は病気ではない。それは症状である。

病気は虚無である — 西洋の伝統がかつて提供した本体的基礎のすべての進歩的な解体によって生
み出された形而上学的真空（The Foundationsを参照）。名目主義が普遍を解散したとき、人間の
本質についてのあらゆる主張のための基礎を削除した。デカルト二元論が心を身体から分割した

とき、それは具体化された知識のための基礎を削除した。カントが現実を知識主体に再配置した

とき、彼は共有真実のための基礎を削除した。実存主義が固定本質を否定したとき、それは人間

の目的のための基礎を削除した。ポスト構造主義がすべての残りのカテゴリーを権力関係に解散

したとき、それは意味そのもののための基礎を削除した。

あらゆる地面を体系的に削除した文明は、その若い人々を何もないところに立たせるままにして

おく。そして何もないところに立つ人は、確かな足がかりを約束する最初のものをつかむだろう

— 彼らを監禁するイデオロジーであっても。悲劇は、彼らがイデオロジーを選んだということで
はない。悲劇は、彼らが選ぶべき他に何も与えられなかったということである。

したがって、調和主義的応答はイデオロジーと戦うことではなく、地面を再構築することであ

る。若い人たちに、人間が実際に何であるかを教える — 物理的身体がchakra systemを通じて構
造化されたエネルギー身体によってアニメーション化されている多次元の生活、その本質が発展

の段階を通じて展開する、その目的はLogosとの整列を通じてDharmaの実践を通じてである。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-foundations
https://harmonism.io/nominalism
https://harmonism.io/rene-descartes
https://harmonism.io/immanuel-kant
https://harmonism.io/existentialism
https://harmonism.io/post-structuralism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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彼らに、現実が本質的な秩序を持っていることを教える — 外側から課せられていないが、現存在
の布に織られている — そして彼らの最も深い憧れは正義（これはその秩序の1つの表現）ではな
く、全体との調和である。彼らに、彼ら自身の祖母の伝統がその教授たちのフレームワークより

多くの智慧を運ぶことを教える — 祖母は理論的にそれを述べることはできなかったからではな
く、それが生きられていたからである。

捕縛された心の解放は、政治的なプロジェクトではない。それは精神的なものである。そして、

すべての本当の精神的な作業のように、それは誰かにされることはできない — それは提供され、
具体化され、示され、その魂が、それが住んでいた檻よりも本当のものを認識して、光へ向かう

転回までのみすることができる。

参照： The Western Fracture、 The Foundations、 Post-structuralism and Harmonism、
Existentialism and Harmonism 、 The Epistemological Crisis 、 The Moral Inversion 、
Communism and Harmonism、Feminism and Harmonism、Social Justice、Liberalism and
Harmonism、The Globalist Elite、Harmonic Epistemology、調和主義、ロゴス、ダルマ、臨
在、Applied Harmonism

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-foundations
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/post-structuralism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/existentialism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-epistemological-crisis
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-moral-inversion
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/communism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/feminism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/social-justice
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/liberalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/dialogue/liberalism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-globalist-elite
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/dharma
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
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第 I V 部

結果

What the capture has done to the human being.
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第 1 3章  ·  第 I V部  —  結果

道徳の反転

パラドックス

現代の西洋は、これまでのいかなる文明も生み出さなかったパラドックスを示している。最

大の道徳的強度と最小の道徳的基盤の結合である。正義について最も執拗に語る世代が、それを

定義する能力が最も低い。圧制に対して最も激怒する文化が、圧制がなぜ悪いのかを説明する存

在論的根拠を持たない。倫理的言語に最も献身している機関――大学、企業、NGO、メディア組
織――は、自らが標榜する倫理を基礎づける哲学的能力が最も低い。

これは偽善ではない。より構造的に興味深い何か：倫理を形而上学的根拠から段階的に切り離

し、感情的エネルギーだけが残った哲学的プロセスの最終的表現である。道徳的確信はあるが道

徳的基盤がない、熱はあるが光がない、緊迫性はあるが建築がない。

Harmonismは、この条件――道徳の反転――がより広い西洋の亀裂の倫理的次元であると認識す
る（The Foundations参照）。本質を溶かし、心を身体から分離し、現実を知識主体に移置し、最
終的にすべてのカテゴリーを権力関係に溶かした同じ哲学的系譜が、また倫理の基盤を溶かして

しまった――段階ごとに、各々の解体が進歩に見え、構造がもはや自らの重みを支えられなくな
るまで、荷重要素を取り除いていった。

下降

段階1：徳倫理学――自然に基礎づけられた倫理

西洋の倫理伝統はアリストテレスの『ニコマコス倫理学』から始まる――そしてアリストテレス
の倫理学は現実についての主張から始まる。人間は本性を持ち、その本性はテロス（目的、終

局、充足）を持っている。Virtue――アレテー――はあるものがその機能を遂行する際の卓越であ
る。よい刀はよく切れ、よい眼はよく見え、よい人間はよく生きる。それは人間の本性に固有の

卓越――勇敢さ、正義、節制、知恵、そしてそれらの相互関係に従って生きることを意味する。
「べき」は「ある」に基礎づけられている。あなたが勇敢であるべきなのは、勇敢さはあなたが

属する存在の種の卓越だからである。倫理学は外部から押しつけられるのではなく、現実の構造

の中で発見される。

ストア派の伝統はこの原理を宇宙論的に拡張した。自然に従って生きる(kata phusin)ことは、
Logos――宇宙を浸透する理性的秩序――と自らを一致させることを意味する。倫理学は外部の規
則への服従ではなく、宇宙的秩序への参加である。徳の人が徳的なのは、自らの内的構成を現実

の構成と調和させているからである。キリスト教の統合(トマス・アクィナス)はこのギリシャの
枠組みを聖書の啓示と統合した。自然法は理性的被造物の神の永遠の法則への参加である。ギリ

シャ、ローマ、キリスト教の思想全体の収斂は構造的である。倫理学は物事の本性に基礎づけら

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-foundations
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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れており、物事の本性は人間の意志に先行し、それを超える原理(Logos、神、自然法)によって秩
序づけられている。

この基盤はほぼ二千年間保たれた。そして保たれたのは、その下の形而上学が保たれたからであ

る。普遍は実在し、人間の本性は実在し、宇宙は知的な原理によって秩序づけられ、善は理性と

経験と伝統に情報を与えられた行使によって発見可能だった。

段階2：義務論――理性のみに基礎づけられた倫理

最初の亀裂は形而上学的基盤が移動したときに現れた。名目論は普遍を解体した。宗教改革は信

仰と理性の統一を切り離した。科学革命は自然を機械的メカニズムとして再説明した――数学的
法則によって支配される物質と運動、目的や価値を持たない。機械的な宇宙では、テロスはな

い。自然は何かを目指さない。そして自然に目的がなければ、「自然に従って生きる」ことは道

徳的指導を与えない――自然は価値中立的であり、善は物事の構造から読み取ることができな
い。

イマヌエル・カントは救済を試みた。倫理学が自然に基礎づけられることができなければ(機械
主義後、自然は道徳的内容を持たないため)、理性のみに基礎づけられなければならない。定言
命法――「あなたがそれが普遍的法則となることを同時に意欲することができるその格言によっ
てのみ行動せよ」――は道徳的義務を人間の本性、宇宙的秩序、または神の命令についてのいか
なる主張からも独立して、理性的一貫性の形式的構造から導出する。Deontological倫理学は目的
論の死後の倫理学である。目的のない義務、基盤のない義務感、それにその内容を与えた物質が

取り除かれた後に保存された形式的構造としての道徳。

カントの達成は大きかった――そしてその限界は構造的だった。形式的理性のみに基礎づけられ
た道徳的枠組みは、あなたが何を価値があると考えるかを告げることはできない――あなたがた
またま価値があると考える何であれ、その一貫性を保つよう告げることしかできない。定言命法

は矛盾を禁じることはできるが、内容を生成することはできない。それはあなたに自分自身のた

めに例外を作らないよう告げることはできるが、善い人生が何から成り立つか、人間の本性がそ

の充足のために何を必要とするか、または勇敢さが臆病さより形式的一貫性を超えたあらゆる意

味で優れているかを告げることはできない。温かさはすでに建物から去り始めていた。

段階3：結果主義――結果に基礎づけられた倫理

形式的理性が道徳的内容を生成することができなければ、おそらく結果がそうすることができる

だろう。Utilitarianism――ジェレミー・ベンサム、ジョン・スチュアート・ミル――は正しい行
為が最大多数の最大幸福をもたらす行為であることを提案した。これは少なくとも内容を持つ。

幸福は何か実在するもの、測定可能な何か(ベンサムの「快楽計算」)、誰もが価値があると認識し
ている何かである。倫理学は最適化問題となった――総幸福を最大化し、総苦痛を最小化する。

下降は目に見えている。アリストテレスの質問――「人間であること、人間が何であるかに照ら
して、人間にとって善い人生とは何か?」――からベンサムの質問――「どのような構成が最も多
くの快楽と最小の苦痛をもたらすか?」――へ。人間は本性とテロスと宇宙的秩序との関係を持つ
多次元的存在から、快楽-苦痛計算機へと還元されている。徳――本性の卓越――は効用で置き換
えられた――嗜好の満足。「べき」は現実の構造(徳倫理学)や理性の形式的要件(義務論)に基礎づ
けられなくなり、いかなる時点で人口が持つ偶発的欲望に基礎づけられている。
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Consequentialismの結果は予測可能である。正しい行為が総幸福を最大化するものであれば、総
数がうまくいけば、個人の尊厳を侵害する、共同体の主権を無視する、功利主義的用語で測定不

可能な価値を持つ伝統を破壊する行為を含む、あらゆる行為を正当化することができる。工場畜

産を正当化する功利主義的計算(最小費用での最大カロリー)は、先住民族の文化の破壊を正当化
する功利主義的計算と構造的に同一である(最大多数のための最大経済発展)。どちらも枠組み内
で「理性的」である。どちらも功利主義が放棄した基盤の痕跡を保持している道徳的感性にとっ

て恐ろしい。

段階4：感情主義――何にも基礎づけられない倫理

最終段階はアラスデア・マッキンタイアが『徳が失われた後に』(1981)で診断した段階である。
Emotivism。論理実証主義者(A・J・エイヤー、チャールズ・スティーブンソン)が道徳的命題を
検証原理にかけたとき、彼らは道徳的主張が命題ではないと結論づけた――彼らは世界について
の事実(徳倫理学)、理性の要件(義務論)、効用の計算(結果主義)のいずれも表現しない。彼らは感
情を表現する。「殺人は悪い」は「私は殺人を不認める」を意味する――話者の感情状態について
のレポート、現実についての主張ではない。

マッキンタイアの洞察は、感情主義が単なる数人の哲学者によって保有されている学術的な理論

ではないということだった。それは現代西洋の実際の道徳的文化である――道徳的論争が無限に
なった状況。参加者は真実を述べていると信じながら嗜好を表現している。進歩主義者が「制度

的人種差別は悪い」と言い、保守主義者が「伝統的価値は重要だ」と言うことは、文化の作動し

ている道徳的枠組みのレベルでは、両者ともに、理性的な判定が不可能な感情的態度を表現して

いる。どちらも相手が受け入れることが義務づけられるもので自らの主張を基礎づけることはで

きない。なぜなら、共有された基盤――人間の本性、宇宙的秩序、自然法――が上でたどられた
哲学的系列によって段階的に除去されているからである。

これがHarmonismが道徳の反転と呼ぶ条件である。道徳的エネルギーが道徳的基盤から完全に
切り離された文化。エネルギーは実在している――怒り、活動主義、特定のことが悪であり、対
抗されなければならないという情熱的な確信。しかし基盤は消えている。「悪さ」は形而上学的

重みを持たない。それは感情である――強烈で、誠実で、集団的に強化されている――しかし、そ
れが正しいことを説明できない、それが単なる嗜好と区別することができない、そして最も単純

な哲学的課題に答えることができない感情。「どのような基準によって?」

進歩主義的道徳的枠組みは借用された資本として

進歩主義的左翼の道徳的語彙――正義、圧制、解放、尊厳、権利、公正さ――はポスト構造主義
やCritical theoryに起源しない。それは進歩的枠組みが明示的に拒否するキリスト教-プラトン的
伝統から継承された。

すべての人間の固有の尊厳という概念は、人間が神の像で造られている(imago Dei)というユダヤ
的主張と、すべての理性的存在がLogosに参加するというストア派の主張に由来する。正義が社
会的構成を測定することができる超越的基準であるという概念は、プラトンの『Republic』、ア
リストテレスの『倫理学』、そして自然法の伝統に由来する。解放――人間は自由を意図されてお
り、奴隷状態は自らの本性の侵害である――という概念は、Exodusの聖書的物語、ストア派の内
的自由の教義、そしてキリスト教の贖罪の教義に由来する。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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ポスト構造主義はこのどれも提供しない。普遍がなければ、普遍的尊厳はない。人間の本性が構

成であれば、それを圧制することで侵害するもの何もない。すべてのカテゴリーが権力関係であ

れば、「正義」は単に権力を握る者の好ましい構成である――そして進歩主義者の正義は保守主義
者のもの、または独裁者のもの、または他の誰かのものより基礎づけられていない。進歩主義的

枠組みは借用された道徳的資本から生きている。キリスト教-プラトン的伝統が二千年間蓄積し
た倫理的通貨を費やしながら、それを生み出した造幣局を体系的に破壊している。

フリードリヒ・ニーチェはこれを恐ろしい明確さで見た。「神の死」――西洋の道徳を基礎づけた
形而上学的枠組みの崩壊――は単に神を絵から除去するだけではない。それはその枠組みから権
威を導出したあらゆる道徳的主張の基盤を除去する。正義、同情、人権、人間の尊厳――これら
はすべてニーチェの分析では、死んだ神の影である。それらを生み出した現実が引き離された後

も続く道徳的反射。ニーチェの対応は「価値の転換」を求めることだった――強者によって創造
された、善悪の彼岸の新しい道徳。進歩主義の対応はより逆説的である。彼らは、拒否した伝統

の道徳的語彙を使い続け、その概念を意味のあるものにする形而上学的基盤の存在を否定しなが

ら、正義と尊厳と権利を主張している。ニーチェの用語では、彼らは「最後の人々」である――
正当化することも放棄することもできない道徳的伝統の継承者である。

操作的な結果

道徳的エネルギーの道徳的基盤からの切り離しは、進歩主義的枠組みが操作するあらゆる領域で

識別可能な病態を生み出す。

反証不可能な道徳的主張。 道徳的主張が現実ではなく感情に基礎づけられたとき、それらは評価
することができない――確認または否定することしかできない。「このポリシーは制度的に人種差
別的である」という主張は事実的命題の力で提示されるが、感情主義的宣言として機能する。証

拠を要求することは、その要求自体があなたが感じるべきことを感じないあなたが従来者である

ことを証明するので、自分自身を従来者として明らかにすることである。これが現代西洋の道徳

的論争が無限である理由である――参加者は事実または原則について不同意しているのではな
く、感情について、そして感情は、その本性上、理性的判定に対して免疫がある。

道徳的膨張。 安定した基盤がなければ、道徳的言語は膨張する――その力を維持するために段階
的にいっそう極端になる必要がある。「不同意」は「暴力」になる。「不快」は「危害」になる。

「生物学的性」は「消去」になる。膨張は修辞的誇張ではない。それは安定した意味を与えるで

あろう基盤の不在の構造的結果である――各々の用語は膨張して、それを安定した意味で固定す
る基盤の不在を補う必要がある。結果は、すべてが危機、あらゆる不同意が実存的脅威、そして

真に緊迫しているものが単なる不快なものと区別不可能である文化である。

選別的な適用。 基盤のない道徳的枠組みは、矛盾なく選別的に適用することができる――その適
用の選別性を測定することができる基準がないため。西洋の植民地化を非難する同じ枠組みは、

Uyghurのジェノサイドについて沈黙している。西洋の父権制を非難する同じ語彙は、Taliban支
配下での女性の処遇について沈黙している。承認されたアイデンティティ・カテゴリーの証言を

検証する「生きた経験」についての同じ懸念が、枠組みに矛盾する証言をする誰かの生きた経験

を却下する。これは矛盾ではない――それは感情ではなく原則から操作する道徳的システムの論
理的な振る舞いである。なぜなら感情は本質的に選別的であり、原則は本質的に普遍的だからで

ある。
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同情の武器化。 最も不気味な結果は、本物の道徳的美徳が支配の道具への変換である。同情――
人間の優秀さについて慎重に考えたあらゆる伝統における本物の美徳――は知恵から切り離され
たとき武器になる。「最も周辺化されたものを中心化する」という要求は同情のように聞こえる

が、アイデンティティ・カテゴリーによって決定された道徳的権威の階層として機能する。「同盟

関係」の主張は連帯のように聞こえるが、忠誠テストとして機能する。「危害」と「安全」の語

彙は思いやりのように聞こえるが、フレームワークを脅かす言論、思考、そして調査を黙らせる

メカニズムとして機能する。同情が知恵(真実を要求する、基盤を要求する)の相応する重みなく
操作するとき、それは善を生み出さない。それはセンチメンタルな専制を生み出す。最も感情的

に活性化した声がディスコースをコントロールする。

調和主義的な回復

Harmonismは、倫理学――認識論、人間学、政治哲学のように――は存在論的基盤からのみ再構
築できると認識する。道徳の反転は既存の枠組み内のより良い議論によって矯正することはでき

ない。なぜなら枠組み自体が問題だからである。それは枠組みが体系的に否定した現実を回復す

ることによってのみ矯正される。

ダルマを倫理的基盤として

調和主義的倫理的原理はダルマである――Logosに対する人間の一致。これは外から押しつけられ
た神の命令ではない。それは、宇宙、身体、魂を構造化する同じ固有の秩序の倫理的表現であ

る。行為はLogosと一致するときに正しい――それは適切なスケール(個人、家族、共同体、文
明、生態学)で全体の繁栄に仕えるとき。行為はLogosとの一致に違反するときに間違っている
――部分が全体を害する、またはより低い価値をより高い価値の害で追求するとき。

この基盤は恣意的ではない(なぜならLogosは理性、経験、そして観想的洞察を通じて発見可能で
ある――それは単に主張されていない)。また文化的に偶発的でもない(なぜなら、独立した伝統
が同じ倫理的原則――宇宙的秩序、徳、相互関係、そして聖性を認識するFive Cartographiesの収
斂――に達することは、基盤が西洋または東洋ではなく、人間のそれであることを示しているか
ら)。それは進歩主義的枠組みが提供できないものを回復する。本物の正義と単なる嗜好、実在
の圧制と製造された不平を、本物の同情とセンチメンタルな模造を区別する基準。

一致としての徳

調和主義的な徳の回復はアリストテレスへの回帰ではない――アリストテレスの倫理学が人間の
本性に基礎づけられているという洞察を尊重する。それはいっそう深い。徳は人間の本性の多次

元的な一致である――物理的、エネルギー的、心理的、精神的――現実の固有の秩序をもった。
勇敢さは単なる性格の特性ではなく、対抗の顔でのDharmaへの意志の一致である。正義は単な
る社会的構成ではなく、アイニ――聖なる相互関係との関係の一致。知恵は単なる知識の蓄積で
はなく、Logosへの心の一致――明白な混沌の下の実在の秩序を知覚する能力。

これは感情主義的枠組みが提供できるものより豊かである。なぜなら倫理学を宇宙論、人間学、

および精神的実践と同時に接続するから。徳の人は単に正しいことを感じる(感情主義)、または
正しい規則に従う(義務論)、または正しい結果を生み出す(結果主義)誰か。彼らは全身――身体、
エネルギー、心、精神――現実の秩序と一致している誰かである。そしてその一致は信念や意見

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
https://harmonism.io/five-cartographies
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
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の問題ではない。それは実践の問題である――Wheel of Harmony/The Way of Harmonyの日常的
な規律、Wheelの八つの柱を通じた魂の段階的な洗練、すべての徳が自然に生じるグラウンドと
してのPresenceの涵養。

道徳的基盤の回復

進歩主義的世代の道徳的エネルギーは敵ではない。それはリソース――衰退する文明がまだ所有
している最も価値のあるリソース。不正義に激怒している若い人、世界が壊れていることを骨で

感じている、文化の無関心が意味を快適さと交換したことを受け入れることができない若い人

――この人は間違っていない。彼らは道徳的に眠っている文明で道徳的に生きている。悲劇は彼
らの怒りではなく、その誤った指向である。フレームワークを通じて導かれているため、それが

それを基礎づけることができない。彼らの道徳的エネルギーは熱を生み出すが光を生み出さず、

建築なしの活動主義を、構成なしの破壊を生み出す。

調和主義的な招待は道徳的衝動を放棄することではなく、それを基礎づけることである――彼ら
が求める正義が名前を持つこと(Dharma)、彼らが直感する秩序が実在すること(Logos)、彼らが
崇拝する徳は恣意的な嗜好ではなく、彼ら自身が内に持つ本性の表現であること、そして怒りか

ら本物の構成への道は、彼らの教授が拒否することを教えた基盤の回復を通じることを発見する

こと。道徳の反転は永続的ではない。それは識別可能な哲学的誤りによって生み出された歴史的

条件である。そして反転されたものは正される――論証のみでではなく、存在論的基盤から生き
た人生が、怒りと借用された道徳的資本から生きた人生より正しく、より同情的で、より勇敢

で、すべての存在の繁栄についてより真摯に関心を持つ人生であることの実証によって。

参照：The Western Fracture、The Foundations、The Psychology of Ideological Capture、Post-
structuralism and Harmonism、Existentialism and Harmonism、Social Justice、Liberalism
and Harmonism、Capitalism and Harmonism、Communism and Harmonism、Feminism and
Harmonism、World/Blueprint/Architecture of Harmony、Harmonism、Logos、ダルマ、アイ
ニ、Applied Harmonism
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第 1 4章  ·  第 I V部  —  結果

人間存在の再定義

人間学的真空

すべての文明は、暗黙的あるいは明示的な人間学——「人間とは何か」という問いへの答え
——を中心に組織されている。法律、教育、医学、統治、家族構造、公共生活の組織化はすべ
て、その文明がそれを言語化できるかどうかにかかわらず、何らかの答えを前提としている。

現代西洋はその答えを失ってしまった。

排除的唯物論(意識、意図、主観的経験は神経活動の幻想あるいは付随現象であるという哲学的
位置付け)は、この一世紀の間、西洋の制度生活の支配的な暗黙的人間学であった。しかし、そ
れは生活上の位置付けとして不耐性であるため、文明全体によって明示的に採択されたことはな

い。実際には、意識も意志も内的生活も存在しないかのように生活している人間はいない。その

結果、西洋の文明は制度において唯物論的人間学で機能している——医学は身体を生化学的機械
として扱い、教育は心を認知プロセッサーとして扱い、法律は人間を権利と選好の束として扱う

——一方で、その市民は魂を持っているかのように生活しており、それが何であるか、なぜ重要
なのかを言うことができない。

この真空に流れ込むのは、すべての競合する再定義である。人間が多次元的な存在であり、知る

ことができる本質を持たないなら、人間が何であるべきかについてのいかなる主張をも評価する

根拠は存在しない。性別は無限に可変的になる。身体は工学化するべき基体になる。意識は最適

化されるべきソフトウェア問題になる。アイデンティティは演じ手なしの演技になる。下流のす

べての議論——子どもの医学的介入、生殖技術、認知強化、人生終末の決定——は、共有された
形而上学が存在せず、それらを仲裁することができないため、述べられていない形而上学的コミ

ットメントの代理戦争として戦われている。

Harmonismは真空を拒否する。それは現代西洋が欠いているものを提供する。独自の存在論に
根ざした一貫した人間学、五つの独立した伝統の収束する地図によって確認され、文明が何で構

成されているかを忘れてしまったときに生じる紛争を解決する能力を持つ。

人間とは何か

Philosophy/Doctrine/The Human Beingは、Harmonismが描く多次元的な小宇宙であり、多次元
的な大宇宙の多次元性は——隠喩的にではなく存在論的に、Philosophy/Doctrine/Harmonic
Realismの直接的な帰結として。多次元性は最高の規模で始まる。Philosophy/Doctrine/The
Absoluteは虚無と宇宙——一つの分割不可能な全体の二つの側面である。宇宙内では、同じ二項
性が繰り返される。物質とエネルギー(Glossary of Terms#The 5th Element|第5元素)は同じ現実
の二つの次元であり、四つの基本的な力とGlossary of Terms#Logos|Logosによってそれぞれ支配
されて活気づけられている。これらは現実に投影された人間的カテゴリーではなく、人間存在が

生じる現実の構造である。
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人間の規模では、宇宙の二項性は二つの構成的側面として表現される。物質身体(知性によって組
織された物質、意識の最も密度の高い表現、その建築が住人である存在が利用可能な経験の範囲

を決定する寺院)とエネルギー身体(魂とGlossary of Terms#Chakra System|チャクラシステム——
意識自体の微妙な建築)。エネルギー身体は、中国の伝統が気と呼ぶもの、インドの伝統がプラ
ーナと呼ぶもの、アンデスの伝統がカウサイ・パチャ——生きたエネルギー宇宙として機能する
もの。これは生きているものと死んでいるものを区別する活気づける流れである。チャクラを通

して、このエネルギー身体は人間の意識の全スペクトラムを明らかにする。生存意識、感情的本

能的生活、意志の力、愛、表現、思考と推論、普遍的倫理、宇宙的意識。頂上では、魂そのもの

——調和主義がアートマン(永続的な魂の本質)と呼ぶもの、ジヴァートマン(経験によって形作ら
れた生きた魂)を通して表現される——は身体を建築し、転生を超えて持続する神聖な火花であ
る。意識の多様な様式は、人間存在の分離した「側面」ではなく、その個別の器官を通したエネ

ルギー身体の表現である。Philosophy/Convergences/The Five Cartographies of the Soulはこの同
じ建築を独立して描いた。

これら二つの側面——物質身体とエネルギー身体——は互いの上に積み重ねられた層ではなく、
一つの存在の相互貫通する側面であり、それぞれ他に還元不可能であり、それぞれが認識される

ためには自らの知識様式を必要とし(Philosophy/Doctrine/Harmonic Epistemologyが確立してい
るように)、Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyによって特定の実践、プロトコル、規律を通
して対処されている。人間存在は身体を操縦する心ではない。人間存在は生きた全体——物質と
精神、身体と魂——Glossary of Terms#Logos|Logosによって組織され、その最深の本質において
Glossary of Terms#Dharma|ダルマへの調整に向かって向きを定められている。

五つの地図——インド、中国、アンデス、ギリシャ、ユダヤ・キリスト教——は根本的に異なる方
法によってこの解剖学の構造的に互換性のある説明に到達した。ヨーガの規律、内部錬金術の修

養、シャーマンのエネルギー仕事、合理的な哲学的調査、一神教的神秘的上昇。収束がその証拠

である。異なる大陸と千年にわたる五つの独立した伝統が互換性のある結果を持つ同じ領土を描

いたことは、領土が現実である——人間存在が本当にこれらの伝統が説明する側面を有してお
り、それらの側面が、それらに適切な能力による調査にアクセス可能であるという最も強い可能

なケースを構成している。

この人間学は科学的確認を待つ仮説ではない。それは調和主義の生きた基礎——システムのすべ
てが機能する根拠である。Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyはそれを中心に組織されてい
る。Wheel of Harmony/health/Wheel of Healthは物質身体とそれを維持する生命エネルギーに対
処する。Wheel of Harmony/presence/Wheel of Presenceはエネルギー身体に直接対処する——意
識、瞑想、魂の器官の修養。Wheel of Harmony/learning/Wheel of Learningはすべての四つの知
識様式を通して認識論的側面に対処する。すべての輪のすべての支柱は、多次元的な存在——身
体と魂、物質と精神——がすべての登録レベルで現実に関わることができるという前提を置いて
いる。

二つの性別：存在論的根拠

現代の性別言説は人間学的真空の直接的な帰結である。人間が本質を持たなければ——人間を、
その自己記述に先立つものとして決定する存在論的根拠がなければ——性別は純粋に演技的にな
り、個人が好みに応じて定義し、再定義し、乗算できる社会構築になる。論理的終点はすでに見
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える。無限の性別カテゴリーの増殖、それぞれが個人の主張によってのみ検証され、主張が評価

される外部の指示対象がない。

Harmonismの立場は確定した教義である。二つの性別がある。男性と女性である。

これは文化的理由のために採択された政治的立場ではない。これは上で説明した人間学から従う

存在論的主張である。性的極性は現実的であり、具現化されており、還元不可能である。それは

すべての人間の側面で機能する——染色体レベルだけではなく(そこでは機能するが)、中国の伝
統が陰と陽を明示化の根本的極性として描く生命的・エネルギー的レベルで、アーユルヴェーダ

と中国医学が明確に男性的で女性的な構成パターンを説明する構成レベルで、チャクラシステム

が男性的で女性的なエネルギー流の様式によって表現される層で。

Wheel of Harmony/relationships/couple/Couple Architecture——親密な関係の構造に関する調和
主義の文書——は原則を明らかにする。極性は夫婦の生成的原則である。男性的なものと女性的
なものは慣例によって割り当てられた社会的役割ではない。それらはエネルギー的な現実である

——人間の規模でのGlossary of Terms#Logos|Logosの補完的表現、電磁場の正と負の極と同じく
らい根本的である。極性がなければ、電流はない。男性と女性の相補性がなければ、夫婦に生成

的な場はない——それは、友情にすぎない、あらゆる伝統が精神的発展の主要な乗り物の一つと
して認識する原型的な結合ではない。

混乱が存在する理由は、近代性が三世紀間、生命的エネルギー次元の現実を否定したからであ

る。存在する唯一の次元が、物質的なもの(染色体、解剖学)と精神的なもの(アイデンティティ、
自己概念)であるなら、性別は仲介するための第三の側面がない中で、生物学と心理学の綱引き
になる。生命的エネルギー次元——性別が最も直接的にエネルギー、志向、具現化された質の経
験として生きられている——は言説から切り取られてきた。それなしには、現代的議論の両側は
ある程度正しく、根本的に不完全である。生物学的還元主義者は、性別が純粋に構成されたもの

ではないことについて正しい——しかし、それを染色体のみに位置づけることについて間違って
いる。構成主義者は、性別が解剖学によって完全には説明されないことについて正しい——しか
し、したがってそれが無限に可変的であると結論づけることについて間違っている。どちらも性

別が実際に存在する側面を見落としている。生命的場、エネルギー身体、五つの地図が収束する

精密さで描いた構成的現実。

二つの性別があると言うことは、性的不和感、性分化疾患、または統計的規範からの他の変動を

経験する個人の存在を否定しないことである。変動はすべての生物学的およびエネルギー的シス

テムに存在する。例外の存在は規則を無効にしない。それを確認する。なぜなら、「例外」はパ

ターンの背景に対してのみ意味を持つからである。パターンは二項である——男性的で女性的——
そしてパターンとの不一致を経験する個人への適切な反応は、パターン自体の破壊ではなく、同

情である。思いやりのある社会は、個人がその経験をナビゲートするのを助ける。特に、再構成

がイデオロティカルキャプチャによって駆動され、関係する個人への真摯なケアではないとき

に、その全体的人間学を再構成しない。

トランスヒューマニズムと身体の植民地化

再定義の第二の戦線は技術的である。トランスヒューマニズム——技術を通じて人間の生物学的
限界を超越する運動——は認知強化、寿命延長、最終的には人間と機械知能の融合を約束する。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/couple/couple-architecture
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/transhumanism


109

最も目に見える表現には、脳コンピュータインターフェース、神経インプラント、ナノボット拡

張、意識をデジタル基体に「アップロード」する広範な志向が含まれる。

Harmonismのトランスヒューマニズムへの関与は正確である。限界を超越したいという欲望は誤
りではない。すべての観想的伝統は、人間が根本的な変容に対して能力があると主張している

——インドの伝統はクンダリーニの上昇として描き、中国の伝統は三つの宝から金液への修養と
して、アンデスの伝統はルミナス・エネルギー・フィールドの発展として。人間存在は本当に現

在であるそれ以上になることができる。発展の軌跡は現実的である。

誤りは方法である。トランスヒューマニズムは、実際の変容が起こる生命的、精神的、精神的側

面を無視しながら、物質的側面を工学化することで変容を達成しようとしている。脳に埋め込ま

れたAIチップは心を発展させない。それを外部の処理システムに従属させる。神経インターフェ
ースは意識を深めない。それはそれを製造した者によってコントロール、更新、監視、取り消す

ことができる計算上の義肢への依存を作成する。身体のナノボット拡張は生命力を修養しない。

それは主権的な生物学的知性を、生きた有機体との長期的相互作用が未知であり、その制御が最

終的に設計者ではなく宿主にある工学的システムで置き換える。

主権論が決定的である。人間の身体は最後の主権領土である。それは個人の自律性が最も親密で

最も重要な領域である。人間発展の道を描いたすべての観想的伝統——ヨーガを通じて、内部錬
金術を通じて、エネルギー医学を通じて、Glossary of Terms#Presence|臨在の修養を通じて——
身体を通じて機能してきた、それを迂回してではなく。身体は超越への障害物ではない。それは

超越の楽器である——その洗練がいかなるテクノロジーも到達することができない登録レベルで
意識が表現することを可能にする寺院。

脳のチップは進化ではない。それは植民地化である——人間存在の最も親密な側面への外部制御
の浸透。神経インターフェースを持つ人間は、それを持たない人間よりも主権的ではない。彼ら

はより主権的ではない——彼らが構築しなかった、完全には理解できず、それを維持するインフ
ラの外で独立して操作することができないテクノロジーに依存している。そのインフラが企業、

政府、または集中化された権力によって制御されるとき、人間は拡張されない。彼らはキャプチ

ャされている。彼らの内的生活——彼らの思考、知覚、決定——は、その設計者が条件を設定す
るシステムによって仲介されている。

Harmonismの立場は明確である。人間存在はアップグレードされるプラットフォームではない。
それはPhilosophy/Doctrine/The Absoluteの小宇宙である——虚無と宇宙の分割不可能な統一——
そしてその発展はWheel of Harmony/presence/Wheel of Presenceによって描かれた道に従う、シ
リコンバレーによってではなく。本物の人間強化は内的である。生命力の修養、知覚の洗練、意

識の深化、全存在のGlossary of Terms#Dharma|ダルマとの調整。このパスは外部テクノロジー
を必要としない——あなたが最深の本質においてすでに何であるかになるという規律ある、継続
的で、具現化された働きのみ。テクノロジーはこのプロセスを提供することができる——ダルマ
に従属する管理の下での道具として。それが寄生するとき——人間存在と彼ら自身の発展の間に
自身を挿入する——それはツールからパラサイトへ、召し使いからコロニー化者へ交差してい
る。

ディストピアシナリオは推測的ではない。統合された人間機械存在へ向かう軌跡は、その提案者

によって解放として提示されるが、これまで構想された最も洗練された支配形式の構造論理と区

別不可能である。インプラント可能なテクノロジーによって仲介された認知を持つ人口、プラッ

トフォームプロバイダによってコントロールされる拡張現実レイヤーによってフィルターされた
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知覚、神経化学インターフェースによって調整できる感情的状態——これは限界を超越した人口
ではない。それはいかなる以前のテクノロジーパワーも到達することができなかった深さで制御

可能にされた人口である。この軌跡への抵抗はテクノロジー恐怖症ではない。それは最後の領土

——人間の身体と人間の心の主権——をそれを植民地化しようとする力に対する防衛である。

回復

人間学的真空は避けられない。それは——排除的唯物論、生命的で精神的側面の否定、人間を生
物心理社会的単位に還元——反転させることができる特定の哲学的選択の産物である。

Harmonismは代替案を提供する。独自の存在論に根ざし、伝統横断的な収束によって確認され、
Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyのすべての側面で運用可能な完全な人間学。人間存在は身
体、生命力、心、魂である。性別は二項的で、具現化され、還元不可能である。自分自身の身体

と意識の主権は交渉不可能である。発展は内的なもので、輪によって描かれた実践を通じて達成

される——臨在の修養、健康の洗練、Glossary of Terms#Dharma|ダルマへの存在のすべての側面
の調整。

これは政治的な意味での保守的立場ではない。それは政治的な意味での進歩的な立場ではない。

それはイデオロギーよりも存在論に根ざしているため、政治的スペクトラムに先立ち、超越する

立場である。人間が何であるかを知っているとき、下流の質問——性別について、テクノロジー
について、許可可能な介入の境界について——は自分たち自身に答える。彼らは自分たち自身に
答える。なぜなら人間学はイデオロギーができない基準を提供するからである。実在する本質

で、その本質に対して提案が測定することができ、そしてその方向に向かって発展が志向するこ

とができる。

混乱はが始まるところで終わる。そして透明性はは近代性が三百年間避けてきた問いで始まる。

人間とは何か。Harmonismが答える。この答えは議論を解決する——片方または他方の側で議論
を勝つことによってではなく、議論を不要にする根拠を提供することで。

参照：西洋の断裂 , 道徳の反転 , 性的革命と調和主義 , トランスヒューマニズムと調和主義 ,
Philosophy/Doctrine/The Human Being, Philosophy/Doctrine/Body and Soul,
Philosophy/Doctrine/Harmonic Realism, Wheel of Harmony/relationships/couple/Couple
Architecture, Wheel of Harmony/relationships/couple/Sexuality, Wheel of
Harmony/presence/Wheel of Presence, Glossary of Terms#Dharma| ダル マ , Glossary of
Terms#Logos|Logos, Glossary of Terms#Presence| 臨 在 , World/Blueprint/Architecture of
Harmony, Philosophy/Horizons/Applied Harmonism
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第 1 5章  ·  第 I V部  —  結果

心の奴隷化

何か異常なことが起きており、ほぼ誰もそれを正しく説明していない。人工知能の到来は新

しい危機として語られている──人間の心の領域に侵入する機械、認知的自律性の侵食、批判的思
考の危機。その不安は理解できる。それはまた完全に逆である。

AIが危機を生み出したのではない。AIは既に存在していた危機を露わにしたのだ。現代文明の心
はすでに奴隷化されていた──それを処理装置に還元する偽りの形而上学に、分析的産出を思考
と取り違える単一の異常に拡大した登録簿に、認知を工場投入として扱い人間を配送メカニズム

として扱う経済に。機械が到来し、それが明らかにするのは、機械が思考できるということでは

ない。それは、文明が思考と呼んだもののほとんどがすでに機械的だったということを明らかに

する。奴隷化は新しくない。AIは単に鎖を可視化しただけだ。

この記事はこの状態に名前を付ける。積極的な道──認知的主権が実際には何に見えるのか、そ
してそれを育てるであろう建築──は姉妹記事心の主権で扱われている。文明がすでに生きている
病理を理解していなければ、ひとたび提供されたときに治療法を認識できないため、診断は最初

に来なければならない。

I. 形而上学的奴隷化──処理装置としての心

現代世界の支配的な形而上学は、人間の心を生物学的なコンピュータとして扱っている。デカル

トは身体を機械化した。彼の知的後継者たちは心を機械化した。認知科学は、その洗練さのすべ

てにおいて、主にこの枠組みの中で動作する：認知は情報処理であり、脳はそれが実行されるハ

ードウェアである。入力、計算、出力。感覚データ入力、操作された表現、決定出力。

その形而上学の中では、AIについての不安は完全に合理的だ。思考が計算であるなら、より速
く、より少ないエラーで、より大きなデータセット全体で計算するシステムは──定義上──より
優れた思考者である。人間の認知的優位性への主張は程度の問題ではなく、種類の問題になり、

AIが超越するすべてのベンチマークがそれをさらに侵食する。置き換えの恐怖は前提から論理的
に従う。

その前提は間違っている──しかし文明は数世紀にわたってそれの周りに組織化されてきた。教
育、管理、心理学、経済学、政治理論：それぞれは処理装置モデルを想定し、心を計算エンジン

であるかのように訓練、測定、報酬、統治する機関を構築した。理性的──功利計算機としての市
民。情報保持装置としての学生。分析出力ノードとしての労働者。認知部分プロセスを持つ生化

学システムとしての患者。記号操作者としての哲学者。すべての現代的な制度形態は、心の本質

的な性質が計算であるという形而上学的主張を符号化している──そして人間の要求に合わせるよ
う人間を形作る。

これが第一の奴隷化である：心をそれが本来的に持たない機能に還元する形而上学であり、その

後、それに対する他の使用を認めない世界を構築する。この世界に生まれた人間は、彼らの心が

https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-sovereignty-of-the-mind
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他の登録簿を持つことを発見しない。彼らはそれらに気付くことから訓練される。削減は非常に

完全で、削減のように見えることをやめ、現実のように見える。

II. 機能的奴隷化──論理の肥大化

西洋の知的伝統は何か並外れたことを成し遂げた：それは心の分析機能を他の文明によって比肩

するほど発展させなかったレベルまで発展させた。ギリシャの地図作製法を通じて機能するロゴ

ス──アリストテレスの論理学を通じて、ユークリッドの幾何学を通じて、ストア派の体系的理性
を通じて──永続的な文明的価値のある道具を生み出した。形式的推論、経験的調査、そしてこ
の発展から生じた技術革新の能力は本当に素晴らしい。

悲劇は発展そのものではない。悲劇は西が心をそれ自体の分析機能と同一視し、その後、その他

すべてを段階的に抑圧したということだ。

結果は、非常な論理的力と風土病の精神的不安の文明である。それは粒子加速器を構築し、ゲノ

ムをマッピングできるが、静止していることができない。現代の知識労働者の心はタスクからタ

スクへ、刺激から刺激へ飛び回り、絶え間なく出力を生成する──これはいかなる真の目的にも
役立つため、というわけではなく、肥大化した一度の分析機能は、どのようにして停止させるか

を知らないからである。それは自分自身の強迫的な活動を知性と取り違える。それはせわしなさ

を深さと混同する。それは処理のノイズを理解の信号と混同する。

心の他のあらゆる登録簿──静けさ、直接的な見方、観想的受容、創造的ビジョン、現在にしっ
かり根ざした倫理的識別──は段階的に周辺に追いやられた。明示的な拒否ではなく、単純な無
視と構造的飢餓によって。教育制度はそれらを教えなかった。経済は彼らに報酬を与えなかっ

た。職業は彼らに報酬を与えなかった。文化は彼らに名前を付けなかった。4百年の間、アジュ
ナの1つの登録簿を完成させ、他をすべて萎縮させた文明は、予測可能な結果を生み出した：操
作的推論に優れ、心の他の能力──意味、静けさ、深さ、一貫性、智慧──を必要とするものすべ
てに無力な人口。

これが第二の奴隷化である：単なる間違った形而上学ではなく、心の実践的な単一文化である。

1つの登録簿が文明規模に増幅される。他はすべて痕跡である。肥大化は強さのように見えた。
それは実際には不均衡だった。そして不均衡は十分に長く保持されると、病理になる。

III. AIが露わにするもの──偽造品の可視化
この状態に機械が到来する。そしてそれが露わにするのは、位置替わりの物語が認める以上に居

心地が悪い。

技術社会が「思考」と呼ぶもののほとんど──メール仕分け、レポート生成、データ総合、スケ
ジューリング、行政論理、定式的執筆、事例要約、研究編纂、プロジェクト報告、プレゼンテー

ション構築──は、いかなる真摯な意味においても思考ではなかった。それは認知労働の名望に
扮した事務処理である。AIがそれを容易に自動化するというのは、人間の心への侮辱ではない。
それは診断である：文明が思考と呼んだものは、ほとんどの専門的および教育的文脈において、

すでに機械的だった。機械は単にメカニズムを可視化しただけだ。

同じ露出は教育に適用される。主に測定可能な産出が、構造化されたドキュメント、事前梱包さ

れたプロブレム、学習されたパターンに従った記号表現の操作を生成できる卒業生である制度
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は、AIが今複製する狭帯域幅を正確に訓練する制度である。学生がAIを使用して論文を書くと
き、彼らは思考をカンニングしていない。彼らは、機関が誤って思考とラベル付けした事務機能

を自動化している。清算は痛いのは、機関が提供する他の登録簿がないからである。それは何世

代にもわたって1つのことを教え、今やそのことは些細に機械化可能だ。そのような機関に残さ
れているのは、露出した偽造品を倍増させる──監視、検出ツール、禁止を通じて──か、教育は
何か他のものになる必要があることを正直に認めることのいずれかである。ほとんどは前者を選

択している。

露出は職業で最も深い。法律、コンサルティング、ジャーナリズム、金融、管理──特定の認知的
スキルの希少性の上に権威を構築した高名誉知識職業：大量の情報を構造化された議論、レポー

ト、勧告に総合する能力。一世代の開業医は、AIが今秒単位で実行するまさにその操作を実行し
て生活を稼いだ。各職業における防御的反応は同じだ：「判断」、「経験」、「関係」は置き換える

ことはできないという主張。これらの主張は真実かもしれないが、職業がまだ処理していない何

かを明らかにする──その操作時間のほとんど、これらのより深い能力のいずれも行使されなか
った。ほとんどの請求可能時間は機械化可能な部分で費やされた。職業の自己イメージと職業の

実際の仕事は一致しなかった。機械は和解を強要した。

これはすべてAIの過ちではない。AIが偽造品を隠すことができなくなっただけだ。

IV. 崩壊への分岐
事務認知労働からの解放は2つの経路を開く。1つは真の認知的教養へ向かう──心のより完全な
登録簿の意図的な発展、意識の繁栄を中央の目的というより副産物にするために設計された文明

建築。この道は心の主権に記述されている。

他の経路──デフォルト経路、より低い抵抗の経路──は認知的崩壊へ向かう。

産業革命が肉体を手作業労働から解放したとき、2つの異なる結果が開いた。1つは意図的な物理
的教養へ導いた──ジム、道場、ダンススタジオ、文明的な良として上昇する運動と体現された実
践。他はソファへ導いた：座った生活スタイル、代謝的疾患、未使用の身体の遅い萎縮。技術は

結果を決定しなかった。技術への文明的反応は──教養の建築が存在しなかった場合のデフォル
ト結果は──壊滅的だった。肥満、糖尿病、心臓血管の崩壊、慢性疲労、広範な筋骨格病理。ジ
ムが建設されなかったため、ソファが勝った。

AIは心のために同じ分岐を作成し、早期証拠は、ソファがすでに勝ちつつあることを示唆してい
る。現代の文化には、文明規模で今見えているものの名前がある：ブレインロット。過剰刺激と

不使用による認知能力の受動的崩壊。生産機能を失った心は、それを置き換えるべきものがな

く、したがって果てしないスクロール、アルゴリズム的娯楽、ドーパミン作用ループ、寄生社会

的消費、AI仲介的沈静化の溶解に溶解する。心の解放ではなく、その麻薬状態──なだめられ、
刺激され、空虚化される。

2つの経路間の違いは、意志力または個人的美徳ではない。それは文明的建築である。生産を超
えて心は何のためなのかの枠組みを持たない社会は、労働を超えて身体の枠組みを持たない社会

が代謝的疾患を確実に生み出すのと同じくらい確実にブレインロットを生産するだろう。ジムが

存在しないときソファはデフォルトである。教養の建築が存在しないときエントロピーはデフォ

ルトである。古い奴隷化──分析的生産の単一文化──は新しい奴隷化に置き換わっている：ユー
ザーの認知的主権に対して最適化されたシステムによる注意のアルゴリズム的管理。静けさで休
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むこと、深さを求めることを教えられず、ドーパミンで報酬を与えなくても何かに注意を維持す

ることを学んだことのない心は、まさにその脆弱性を農業することに設計された工学的環境に対

する防御がない。

これは未来のリスクではない。それは現在の軌跡である。測定可能な読解理解、集中された注

意、基本的な認知耐久性の低下は、アルゴリズム的フィードへの重大な露出を持つ人口全体で既

に観察可能である。コホートが若いほど、低下はより鋭い。奴隷化は形態を更新している：訓練

された事務的単一文化からアルゴリズム的沈静化へ。しかしそれは奴隷化のままである──人間
の高い認知能力が行使されも発達もしない、心が意識の器官として育成されるのではなく抽出表

面として使用される。

V. 答えのない文明的質問
批評家がAIが「批判的思考」と「認知的自律性」を侵食するだろうと心配する場合、尋ねられな
い質問がある：何をするための自律性なのか？

これは文明が自身の形而上学の内部から答えることができない質問である。それは心が何のため

に使用されるのかを知っている──経済的生産、情報処理、議論的説得、資格認定、社会的シグ
ナリング。それが心が何のためなのかを知らない。それは生産的枠組みの外側の認知的繁栄が何

に見えるかについての共有されたアカウントを持たない。それは、その多くの機関が廃棄した継

承された宗教的語彙に達することなく、人間が機械が事務的負荷を処理できるなら、なぜ彼らの

心をすべて発展させるべきなのかを言うことができない。

これは最も深い奴隷化であり、最初の2つより基本的である。間違ったモデルではなく、欠落し
ている登録簿ではなく、道具的でない心の目的を言葉で表現できない文明的無能力である。心が

何のためなのかを言うことができない社会は、構造的に、心をすべて経済が現在要求するもの

──そして経済がもはやそれを要求しないとき、使い捨てとして扱うだろう。現代的言論が生成す
る「批判的思考の防御」は、器官の理解なしに機能の防御である。それは産出を保護しながら、

産出が何であるかを忘れる。それはあなたが人々は論文を書く方法を学ぶべきだと主張する、決

して論文を書いたことのない心は論文を書いたことのある心より劣っていると言う能力なしに。

文明は分析的登録簿に名声を構築した。分析的登録簿が機械化されるとき、名声は崩壊し、文明

はそれが別の枠組みに落ち返す他に何も持たないことを発見する。教養の建築がない。認知的に

人間的繁栄が何に見えるかについてのアカウントがない。それが計算に奴隷化される前に心が何

に見えたかについての制度的記憶がない。質問「何をするための自律性なのか？」は、長い沈

黙、または公開的にちょうど機械化可能であると露出したばかりの非常に機能の防御的な言い換

えだけを生じさせる。

VI. 診断が名前を付けるもの

心の奴隷化は単一の出来事ではない。それは3つの階層化された削減で構成された文明的状態で
ある。

最初は形而上学的である：心は処理装置であると主張された。これは決して真実ではなかった

──これまでに存在した心のいずれのものでも──しかし文明はその主張の周りに組織化され、組
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織化は人間を主張に形作った。形而上学的誤りはセミナー論文の間違いではなかった。それは現

代生活の動作システムだった。

2番目は機能的である：心の能力の1つの登録簿は肥大化され、他は体系的に飢えさせられた。分
析的推論は報酬が与えられた。観想的深さ、創造的ビジョン、静けさ、現在にしっかり根ざした

倫理的識別は報酬が与えられなかった。結果は認知的単一文化──その狭い登録簿内では強力だ
が、その外ではひどく貧困である。そのような単一文化から出現する人口は、機械が今複製でき

るのとまさに同じ方法で認知的に豊かで、機械ができない正確な方法で認知的に貧困である。

3番目は目的論的である：文明は生産を超えて心が何のためなのかについてのアカウントを失っ
た。それは認知的スキルを道具的に議論することができる──それは給与を支払い、資格を保証
し、専門的階級を保存する──しかし給与または資格が危機に瀕していないなら、人間が彼らの
心を育成すべき理由を言葉で表現することはできない。目的論は道具的使用がすべて見えたまま

だったときに蒸発した。

AIはこれのいずれかを作成しなかった。AIは生産的機能のみの合計だったことが明らかになって
露出したことが明らかにされている削減を露わにするだけであった。機械があなたの仕事を求め

てきている」──は表面的な読むのは浅い。より深い読むのは：仕事は文明が心と共に残した唯
一の関係だった。仕事を持ち去って、文明は、現在の形で、価値を知っている他に何も残しな

い。これはこの状況である。それに名前を付けることが最初の仕事である。

その後の質問は何が奴隷化を置き換えることができるかになる──心が主権を持つことが何を意
味するのか、認知的繁栄を育成するであろう建築が何を意味するのか、人間が生産の単一文化か

ら解放されるときに何であるのか。これらは心の主権が取り上げる質問である。ここでの診断は

積極的な道が始まる場所で終わる：奴隷化が実在する、古い、階層化され、文明的──そして露
出させた機械も、無意識のうちに、数世紀で初めて解放の可能性を考えることができるようにし

た。

積極的な道のために心の主権に進む──奴隷化されていないときに心が何であるのか、そしてそれ
を育成するであろう建築。

関連記事も参照：応用調和主義、精神的危機、認識論的危機、人間の再定義、西の空洞化、AIの
存在論、技術のテロス。

https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-sovereignty-of-the-mind
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-sovereignty-of-the-mind
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-spiritual-crisis
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-epistemological-crisis
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-redefinition-of-the-human-person
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-ontology-of-a-i
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-ontology-of-a-i
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-telos-of-technology
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第 1 6章  ·  第 I V部  —  結果

ADHD and the Attention Catastrophe

The Explosion

The diagnostic category of Attention Deficit Hyperactivity Disorder has expanded across

thirty years at a rate that exceeds any plausible epidemiological mechanism for actual disease
prevalence. The diagnostic rate in American children rose from roughly 3% in 1990 to roughly
11% by 2016 and has continued rising. Adult diagnoses have expanded along the same curve.
Stimulant prescription rates have followed. By 2020, several million American children and
millions more adults were receiving daily amphetamines or methylphenidate as the operative
substrate of their cognition.

This is not the recognition of a previously-missed disease. Allen Frances — chair of the DSM-IV
task force, writing later from inside the institution that produced the category — has documented
the mechanism: the diagnostic thresholds were lowered across successive DSM revisions; the
criteria were broadened; the boundary between developmental variation and disorder was
blurred; pharmaceutical marketing aimed at parents, teachers, and primary-care prescribers
expanded the diagnosis into populations who would not previously have qualified. The category
grew. The prescribing grew. The substrate disorder driving the symptom-pattern remained
unaddressed.

The Harmonist diagnosis: ADHD as currently constructed is the medicalization of the mismatch
between attention as faculty (cultivable, embodied, oriented to meaningful objects) and the post-
industrial attention-environment (screens optimized for distraction, schools optimized for
compliance with broken pedagogy, food optimized for blood-sugar instability, sleep optimized for
nothing). The stimulant medication functions as a chemical bridge across the mismatch that
leaves every causal substrate intact and creates a population whose baseline cognition is
amphetamine-dependent.

This does not mean ADHD-symptom presentations are not real. The presentations are real. Many
children and adults genuinely struggle with attention, impulse, and executive function. What is
false is the brain-disease framing of the symptoms and the stimulant-medication framing of the
response. The presentations have substrate causes the diagnostic framework does not investigate,
and the substrate-addressing protocols produce different outcomes than the medication-
management trajectory the framework defaults to.

The Four-Fold Mismatch
The attention-environment mismatch is structural and operates across four registers that
compound in the contemporary developmental and adult environment.
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Food. The substrate that the developing brain requires for attention regulation is precisely the
substrate the industrial food system fails to provide. Blood-sugar instability produces the cortisol-
and-adrenaline surge that disables sustained attention and produces the impulsive responding
the ADHD diagnosis often captures. The fructose-and-seed-oil substrate destroys mitochondrial
function at the cellular level. Omega-3 deficiency (low EPA and DHA in red-cell membrane
testing) is widespread in industrial-food-fed children and adults and is associated with attention
dysregulation in dose-dependent fashion. Iron deficiency (particularly in adolescent girls)
produces measurable attention dysfunction that resolves with iron repletion. Food sensitivities
(gluten and dairy especially, also the food-additive sensitivities that have multiplied across
industrial food) produce neuroinflammation that manifests as attention dysregulation. The food
substrate alone produces a meaningful fraction of what the apparatus diagnoses as ADHD.

Sleep. The sleep-architecture collapse driven by screens (the blue-light suppression of melatonin
in the hours before sleep), by school schedules that begin earlier than adolescent circadian
rhythm permits, and by the broader stimulation architecture of contemporary life produces a
generation chronically under-rested. The sleep-deprived brain shows exactly the executive-
function and attention-regulation deficits the ADHD diagnosis captures. The sleep restoration
alone produces measurable improvement in many ADHD-symptom presentations.

Screens. The smartphone-and-feed architecture that has saturated children’s developmental
window since approximately 2012 is structurally designed to fragment attention. The algorithmic
optimization for engagement that the social-media platforms perform is optimization for the
dopamine-response patterns that make attention regulation harder. The continuous-novelty
environment trains the developing brain into a baseline-distractibility that the broader
developmental window did not previously face. The screen environment alone produces a large
fraction of the symptom pattern.

School. The institutional school architecture asks young children to sit still for hours, attend to
abstract material, suppress physical activity, suppress curiosity-driven exploration, and conform
to a regimentation designed for industrial-era worker preparation. The architecture itself is
incompatible with the developmental nature of the human child — particularly the boy child,
particularly the vāta-constitution child, particularly the energetic-temperament child the
institutional architecture cannot accommodate. The ADHD diagnosis largely captures the
children whose nature the school architecture cannot accommodate, and the medication
essentially functions as the chemical compliance the architecture requires.

Each of these four registers, individually, produces a portion of the ADHD-symptom presentation.
Compounded, they produce the diagnostic-explosion-scale presentation the contemporary
epidemiological data captures. The medication addresses none of them. The medication produces
compliance with the existing environment by chemically overriding the body’s signal that the
environment is not working.
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The Constitutional Dimension

The four-fold mismatch is the environmental substrate. Beneath it operates the constitutional
substrate the integrative-medical traditions have always recognized.

The Ayurvedic constitutional typology identifies vāta-predominant constitutions as the natural
inhabitants of high-air-and-ether substrate — quick-moving, creative, sensitive to
overstimulation, easily depleted, structurally less suited to the prolonged sedentary-abstract-
attention work the school architecture demands. The Traditional Chinese Medicine typology
identifies the Wood-and-Fire constitutional patterns with the parallel temperamental profile. The
Greek-Galenic tradition identifies the sanguine and choleric temperaments along similar lines.
The constitutional reading is not deterministic; it is an accurate description of how the substrate
varies across the population.

The contemporary diagnostic framework collapses constitutional variation into pathology. The
vāta-predominant child who would, in a substrate-appropriate environment with the
constitutional accommodations the integrative-medical traditions specify, develop into a creative,
mobile, sensitive adult finds themselves in an environment that demands the opposite of what
their constitution can sustain. The mismatch becomes pathology. The pathology becomes a
diagnosis. The diagnosis becomes a prescription. The constitutional substrate is never addressed.

The Harmonist position holds the constitutional dimension with full empirical seriousness: the
constitution is real, the substrate variation is real, the environmental matching of substrate to
environment is the framework the integrative-medical traditions developed because the
framework is correct. The vāta-constitution child raised with warming, grounding food; routine
and rhythm; embodied movement (rather than sedentary classroom containment); permission for
the natural mobility and sensitivity their substrate carries; and adults trained in the constitutional
reading who can see and accommodate the substrate — that child develops without the ADHD
diagnosis being the operative category. The same constitutional substrate placed in the
contemporary industrial-developmental environment produces the pathology the diagnosis
captures.

This is not the claim that ADHD doesn’t exist. Some presentations carry a genuinely organic
substrate independent of the environmental mismatch — heavy-metal toxicity (lead specifically
has been correlated with attention dysregulation in dose-dependent fashion), pyrroluria and
methylation subtypes per Walsh’s framework, certain genetic dispositions that affect dopamine
signaling. The integrative-functional reading addresses these substrate causes specifically rather
than masking them with stimulants. The constitutional dimension overlays both the
environmental-substrate and the organic-substrate registers, providing the precision that
universal-stimulant-protocol cannot match.

The Stimulant Trajectory

The standard response to ADHD diagnosis is amphetamine-class stimulant (Adderall and its
generics) or methylphenidate (Ritalin and Concerta). The acute effect on the symptom is real —
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the medication produces measurable improvement in attention, focus, and impulse control in the
responsive subgroup. The institutional architecture treats the acute effect as the demonstration of
the medication’s success.

The longer-arc trajectory tells a different story. The MTA Study — the largest and longest
randomized controlled trial of ADHD treatment — found that the medication advantage over
behavioral intervention at fourteen months had disappeared by the three-year follow-up; by the
eight-year follow-up, the medicated group showed no significant advantage and showed
measurable height-and-weight suppression. The cardiovascular consequences of chronic
stimulant use (sudden cardiac death rates measurably elevated in the medicated population, the
cardiovascular-strain markers visible across the use window) are documented but rarely surfaced
to families. The growth suppression in pediatric stimulant use is measurable; height-and-weight
delays in the medicated cohort across the treatment window are well documented. The
dependency risk — the rebound depression and cognitive collapse when the medication is missed,
the difficulty discontinuing after years of use, the genuine substance-abuse risk the long-term
medicated population carries — is empirically real.

What the medication does is shift the practitioner’s baseline cognition to amphetamine-
dependent. The patient who has been on stimulants for years cannot easily function without them
not because their ADHD has worsened but because their substrate has been chemically
conditioned to require the medication to produce ordinary cognition. The off-medication state
feels like collapse because the on-medication state has become the floor.

The medication shifts the natural course of the symptom from environmentally-driven and
addressable into chronic-medication-dependent and unaddressable. The market expands. The
patient becomes dependent. The substrate remains unaddressed. The architecture continues
regardless of outcomes because the architecture is not optimizing for outcomes.

The Way of Health Applied to Attention

The protocol architecture for ADHD-symptom presentations follows the Way of Health spiral
with attention-specific detail.

Monitor: the diagnostic battery — comprehensive blood panels with iron status and ferritin (iron
deficiency below ferritin 30 produces measurable attention dysfunction; supplementation alone
resolves the presentation in many cases), omega-3 fatty acid profiling, heavy-metal testing
especially for lead and mercury, gut function assessment, food sensitivity testing where indicated,
the methylation panel and pyrroluria testing per Walsh’s framework, thyroid full panel, the
constitutional reading.

Purification: clearing the substrate disturbances — heavy-metal protocols under qualified
supervision where indicated; gut repair through the four-R protocol; elimination of refined sugar,
seed oils, food additives, food sensitivities the testing reveals; the screens displaced from the
developmental or work environment to a fraction of the current default. The screen elimination is

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
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not optional in pediatric presentations specifically; the algorithmic-feed substrate is operating as
substrate disturbance and removing it produces measurable change.

Hydration: adequate, mineral-replete.

Nutrition: protein-anchored meals for blood-sugar stability; quality fat with therapeutic omega-3;
the elimination of refined carbohydrate; constitutional matching of the dietary architecture (the
vāta-grounding protocol for the vāta-predominant; the appropriate matching for other
constitutions); whole food density.

Supplementation: omega-3 EPA/DHA at therapeutic dose; iron repletion where indicated (with
appropriate cofactors); zinc; magnesium; the methylated B-vitamins per methylation status; the
orthomolecular interventions per Walsh’s framework for the responsive subtypes; the tonic-
herbal traditions for the constitutional substrate.

Movement: sustained physical activity, daily, particularly aerobic exercise that drives the BDNF
and dopamine response that the body’s natural attention-regulation depends on. The pediatric
ADHD presentation responds to physical activity in dose-dependent fashion; children allowed
generous daily movement show measurable improvement compared to children confined to
sedentary classroom environments.

Recovery: parasympathetic restoration — nature immersion specifically (the attention-restoration
research validates the effect across decades), breath work for autonomic regulation, the broader
recovery substrate.

Sleep: the sleep architecture protocols, particularly critical here — sleep restriction reliably
reproduces ADHD symptom patterns in non-ADHD individuals, and chronic sleep restriction is
endemic in the contemporary developmental and work environment.

The full Wheel: Presence for the contemplative attention work — meditation specifically
(mindfulness training produces measurable attention-regulation improvement, and the deeper
contemplative work develops the faculty of attention as faculty); the Way of Presence spiral
applied. Matter for life-stewardship that supports rather than depletes. Service for meaningful
work the attention can engage with — the boredom-and-distraction substrate of much ADHD
presentation lifts when the practitioner finds work that actually engages them. Relationships for
the secure-attachment substrate. Learning for the cultivation of attention as faculty (and for the
educational restructuring Harmonic Pedagogy articulates). Nature. Recreation.

The Path of Return

The ADHD symptom pattern in the integrated reading is intelligible as substrate-and-
environment mismatch with constitutional substrate underneath. The recovery is the substrate
work plus the environmental restructuring plus the cultivation of attention as faculty. The
medication may have a place in some presentations during acute crisis or in adult presentations
where the patient has built a life that the medication enables — and the responsible practitioner
does not categorically refuse the option. But the medication is not the treatment of the underlying

https://harmonism.io/wheel-of-harmony/presence/the-way-of-presence
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/harmonic-pedagogy
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condition; it is the chemical bridge across the unaddressed substrate, and the longer-arc work is
what the substrate addressing requires.

The captured framework cannot address what it does not see. The architecture sees the substrate,
the environment, the constitution, and the faculty. The recovery walks all four — not the chemical
override of the existing dysregulation, but the cultivation of attention as faculty, the work the
contemplative traditions developed across millennia for precisely this.
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第 1 7章  ·  第 I V部  —  結果

The Adolescent Collapse

The Data

Something specific happened to the adolescent population of the industrial world

beginning around 2012. The rates of depression, anxiety, self-harm, suicidal ideation, identity
disorder, and eating disorder among adolescents — particularly adolescent girls — began rising at
a pace and along a curve that has no precedent in the available data. Jonathan Haidt’s The
Anxious Generation (2024) assembles the empirical record at length. Jean Twenge’s longitudinal
work has documented the inflection point across multiple data series. The pattern is robust across
countries, replicates across measurement instruments, and shows the inflection point around
2012 with consistency that rules out coincidence.

The conventional explanations are partial. The opioid crisis is part of the picture but does not
explain the adolescent rise specifically. Economic precarity is a factor but predates the inflection
point. The pandemic compounded the crisis after 2020 but the curve was already steep by then.
Each partial explanation captures something. None captures the whole.

The Harmonist diagnosis is structural and integrative. The post-2012 adolescent collapse is
intelligible only as the convergence of four civilizational severances — from embodiment, from
cosmos, from initiation, from biological coherence — each of which has been deepening across
decades but which compounded into critical mass at the moment when the smartphone-and-
social-media architecture saturated the adolescent population. The psychiatric response, by
medicating the symptom while leaving every causal substrate intact, is the response of a
civilization that cannot name what it has done to its own children. The reconstruction requires
addressing the substrate, not just the symptom — and the substrate is the four-fold severance
examined below.

Severance from Embodiment

The first severance is from the body itself. The adolescent who came of age after 2012 grew up in
an environment in which embodied experience was structurally displaced by screen-mediated
experience as the default mode of being.

The empirical record is specific. Physical play — the unsupervised, embodied, risk-permitting play
that all previous generations engaged in as the default — has collapsed across the same window.
Children spend hours daily on screens that were previously spent moving, climbing, building,
fighting, falling, learning the body’s actual capacities through direct encounter with the physical
world. Embodied risk — the kind of risk that the developing nervous system requires for the
development of agency, courage, embodied confidence — has been systematically eliminated by
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the combination of helicopter parenting, screen displacement, and the legal-and-social
architecture that punishes parents for permitting it. Embodied eros — the actual contact with
bodies, the touch, the sensory immediacy of the physical world — has been displaced by the
algorithmic representation of bodies, the pornographic substitute for sexual development that has
saturated adolescent boys’ formation and the social-media body-image regime that has saturated
adolescent girls’ self-perception.

The consequence at the level of the developing nervous system is structural. The nervous system
that does not develop through embodied experience does not develop the parasympathetic
flexibility, the embodied integration, the somatic self-knowledge that healthy adult function
requires. The result is a generation whose autonomic baseline is sympathetic-dominant, whose
embodied competence is impaired, whose felt relationship to the physical world is mediated
rather than direct. The anxiety, the depression, the dissociation that the psychiatric framework
reads as disorders are partially the predictable consequence of a developing nervous system that
has been deprived of the substrate it requires to develop.

The reconstruction at this register requires the restoration of embodied life: physical play in
actual nature; embodied risk permitted at age-appropriate levels; bodywork and movement
disciplines that develop the somatic integration the developmental window requires; the screens
displaced from the developmental period or restricted to a fraction of what the current default
permits; the body taught as the substrate of being rather than as the image to be optimized.

Severance from Cosmos
The second severance is from any orienting cosmology. The adolescent of the post-2012
generation came of age in an environment in which no coherent answer to the basic questions —
what is this, what am I, what is my life for, what happens when I die — was available from the
institutional architecture surrounding them.

The previous generations had partial answers. The religious traditions that organized cultural life
provided meaning architecture, even when the individual practitioner held the answers loosely or
critically. The civilizational consensus of the mid-twentieth century provided an answer in the
language of progress and prosperity, however inadequate that answer ultimately proved. The
post-2012 generation has been raised in the institutional aftermath of both — the religious
frameworks collapsed in cultural authority for the median family, the progress narrative
discredited by the visible failures of the institutional architecture it justified.

The vacuum is not abstract. The adolescent who cannot answer the question what is my life for
because no answer is available from the surrounding culture is the adolescent whose nervous
system carries that absence as continuous background distress. The meaning-loss that Viktor
Frankl identified as the central source of suffering in the human condition is the meaning-loss
that operates now at the developmental scale for an entire generation. The Spiritual Crisis names
this severance at civilizational altitude. The Adolescent Collapse names what the same severance
produces in children whose developmental window opened into the vacuum.

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-spiritual-crisis
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The replacements have been inadequate. Consumer-individualism cannot answer the question of
life’s purpose. The identity frameworks (the proliferating gender, ethnic, and political-tribal
identities) provide partial belonging but cannot answer the cosmological question. The activist
orientations (climate, social justice, the various crusades) provide meaning at the political register
but cannot answer the deeper question. The replacements are operating because the underlying
need is real and constant. The replacements are inadequate because they substitute political or
consumer or identity content for what is actually required: an orienting cosmology that can
sustain the practitioner across the life cycle.

The reconstruction at this register requires the restoration of cosmological orientation.
Harmonism is one available articulation; the surviving wisdom traditions (in their integrative-
mystical rather than literalist-fundamentalist forms) are others; what is required is that the
adolescent encounter an actually coherent answer to the cosmological questions rather than a
vacuum decorated with the political and consumer substitutes that cannot do the work.

Severance from Initiation

The third severance is from initiation — the developmental rituals, the threshold transitions, the
formal recognitions that all premodern cultures (and many of the surviving traditional cultures)
provide for the adolescent passage from childhood into adulthood.

Initiation in the traditional sense involves specific elements: a recognition by the community that
the child has reached the threshold of adult capacity; a ritual passage that marks the threshold
(often demanding, often involving controlled hardship, often involving direct encounter with the
limits of the body and the self); a teaching component in which the adult knowledge that the new
adult requires is transmitted (knowledge about sexuality, vocation, ethics, the cosmological
framework, the practices the culture requires its adults to hold); a holding by elders across the
transition; and a re-entry into the community at the new status with new responsibilities and new
permissions.

The post-2012 adolescent has no initiation. The cultural architecture provides graduations and
the eighteenth and twenty-first birthdays as procedural markers but offers nothing of the content
traditional initiation provides. The adolescent is not recognized by the community as crossing into
adulthood; the recognition either does not happen or happens incoherently. The threshold is not
marked by a ritual passage; the threshold is blurred across a decade in which the adolescent is
simultaneously treated as child (still in school, still under parental authority, still legally restricted
across many domains) and as adult (legally responsible for actions, expected to make irreversible
decisions about education and career, expected to navigate sexual and relational life without the
framework’s support). The teaching is absent; the adult knowledge that traditional cultures
transmit at initiation is no longer transmitted at all in most families and is transmitted
incompletely in most institutional contexts. The elder holding is absent; the figures who would
traditionally hold the adolescent through the passage are themselves in many cases adrift, lacking
the elder formation that would qualify them to hold others.

https://harmonism.io/ja/harmonism
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The consequence is the developmental incoherence the data captures. The adolescent without
initiation does not know when they are an adult, what an adult does, what the adult knowledge is,
what the adult responsibilities are, what passage they have crossed and what passage remains.
The developmental confusion is not the adolescent’s failure. It is the failure of a culture that has
eliminated the initiatory architecture and provided nothing in its place.

The reconstruction at this register requires the rebuilding of initiation. The forms can be adapted
from the surviving traditional cultures (the vision quest of certain Native American traditions, the
wilderness rites of passage that several contemporary programs have rebuilt from these sources,
the contemplative initiations the surviving spiritual lineages still hold for those who seek them);
the forms can be developed anew within communities willing to do the work; the structural
elements (community recognition, ritual marking, teaching, elder holding, re-entry at new status)
can be assembled even where the traditional forms are not directly accessible. What is essential is
that the adolescent encounter an actual passage with actual content, held by adults who
themselves have crossed the passage and can transmit what crossing it requires.

Severance from Biological Coherence

The fourth severance is from biological coherence — the specific substrate disturbance the
industrial food, medical, and environmental architecture has produced in the bodies of children
born and raised since the late 1990s.

The mechanisms are well-mapped. Industrial seed-oil-and-refined-carbohydrate food
architecture has saturated the developmental food supply with the substrate disturbances that
drive the mitochondrial dysfunction and the inflammation downstream of mental disturbance.
Microbiome destruction through the routine antibiotic exposure most contemporary children
receive across their developmental window, often in the first year of life when the microbiome is
forming, has produced the dysbiotic substrate that disrupts serotonin and GABA production and
produces the neuroinflammatory signaling that drives anxiety and depression. Sleep-architecture
collapse driven by screen exposure (particularly the blue-light exposure in the hours before sleep
that suppresses melatonin), by the school schedules that begin earlier than adolescent circadian
rhythm permits, and by the broader stimulation architecture of contemporary life has produced a
generation chronically under-rested with all of the downstream consequences chronic sleep
restriction produces. Sedentary metabolism downstream of the physical-play collapse has
produced the metabolic dysfunction that compounds with the dietary substrate. Endocrine
disruption from plastics, synthetic estrogens, BPA, phthalates, the food packaging, the personal
care products, the water supply has produced the hormonal disturbances that compound with the
dietary and microbial substrate. Heavy-metal body burden has accumulated across pregnancies
in the contemporary maternal population (mercury from amalgam fillings, fish contamination,
vaccinations; lead from urban substrates; aluminum from medical and environmental exposures)
and is transmitted to fetuses in utero. Pharmaceutical exposure across medicated childhoods —
stimulants for ADHD, antidepressants for anxiety, the broad polypharmacy contemporary
pediatric psychiatry has normalized — adds iatrogenic substrate disturbance to the developmental
load.
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This is not the soft-and-vague claim that contemporary children are “less healthy” than previous
generations. It is the specific claim that the substrate disturbances driving the contemporary
mental-health collapse are testable, measurable, and addressable — and that the diagnostic
apparatus that would test for them is not being deployed by the clinical framework that holds the
territory of adolescent mental health.

The reconstruction at this register requires the substrate work the Mental Suffering and the Way
of Health article articulates, applied at the developmental scale. Monitor for the family:
comprehensive testing of the children showing symptoms; assessment of the maternal substrate
during pregnancy; the diagnostic battery the integrative-functional tradition runs as standard
practice. Purification: clearing the substrate burden the testing identifies. Hydration and
Nutrition: rebuilding the food and water substrate from industrial-default to traditional-whole-
food. Supplementation: targeted correction of the deficiencies the testing reveals. Movement and
Recovery: restoring the physical and parasympathetic substrate. Sleep: rebuilding the
architecture that screen and schedule disrupt. The work is not exotic. The work is what the
integrative-functional pediatric and family-medicine tradition does as standard practice when the
family seeks it out.

The Psychiatric Response and Its Failure
The architecture currently in place to address the adolescent collapse is the biopsychiatric
framework Psychiatry and the Soul diagnoses at civilizational scale. The framework responds to
the rising rates by expanding its categories, expanding its prescribing, and expanding its
institutional reach into adolescent and pediatric populations. The result is the medicalization of
distress that has structural causes the medicalization cannot address.

The data on outcomes is consistent with the structural critique. The expanding prescribing of
antidepressants in adolescents has not arrested the rise in adolescent depression and suicide. The
expanding prescribing of stimulants in pediatric ADHD has not produced the academic and
functional gains the framework promised. The expanding diagnostic categories have produced
more children diagnosed and more children medicated, but the substrate the children inhabit
remains undisturbed and the symptoms persist or recur as the medications wear off.

The framework’s response to the failure is to expand further. New diagnostic categories. Earlier
prescribing. Combination protocols. The structural critique has been available in the literature for
decades; the structural critique cannot be heard inside the framework because the framework’s
institutional viability depends on it not being heard. The cost continues to be borne by the
adolescents whose substrate-driven suffering is being treated as biological-brain-disorder while
the substrate remains unaddressed.

The territory of adolescent suffering has been captured by an institutional architecture that
cannot see what is producing the suffering. The reconstruction requires displacing the captured
framework from its monopoly position in the adolescent care architecture, restoring the
integrative-medical and contemplative-developmental traditions to their proper roles, and
rebuilding the substrate the adolescent generation needs to develop without breaking.

https://harmonism.io/wheel-of-harmony/health/mental-suffering-and-the-way-of-health
https://harmonism.io/wheel-of-harmony/health/mental-suffering-and-the-way-of-health
https://harmonism.io/world/diagnosis/psychiatry-and-the-soul
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The Four-Fold Reconstruction

The architecture for reconstruction maps directly onto the diagnosis. The four severances require
four restorations, addressed simultaneously at the developmental scale because the severances
compound and the reconstructions compound.

Embodiment restored: physical play in nature as default; embodied risk permitted at
developmental levels; bodywork, movement, the somatic disciplines as the substrate of adolescent
formation; screens displaced from the developmental window or restricted to a fraction of the
current default; the body taught as the substrate of being rather than as the image-to-be-
optimized.

Cosmos restored: an actually coherent orienting cosmology offered to the adolescent. Harmonism
is one such cosmology; the surviving wisdom traditions in their integrative-mystical forms are
others; the philosophical-contemplative tradition (Stoic, Platonic, the broader Western
contemplative line) is another available substrate. What is essential is that the adolescent
encounter an answer to the cosmological questions rather than the vacuum that the current
default presents.

Initiation restored: the rebuilding of developmental rituals at the family, community, and culture
levels. The wilderness-rite-of-passage programs that have emerged from the indigenous-and-
contemplative traditions are one current form; the contemplative initiations the surviving
spiritual lineages hold are another; the family-and-community work to develop new forms where
the traditional ones are not directly accessible is a third. The elements (community recognition,
ritual marking, teaching, elder holding, re-entry at new status) must be present; the specific form
is adaptable.

Biological coherence restored: the substrate work at the family-and-developmental scale. The
integrative-functional pediatric protocols. The maternal-health work during pregnancy and
lactation. The developmental nutrition that traditional cultures held and that contemporary
integrative practice can rebuild. The screen restriction, the sleep architecture, the movement
substrate. The diagnostic battery deployed when symptoms emerge before the symptoms are
medicated. The substrate work the Way of Health article specifies, applied to the family and the
child.

The four restorations are not optional. The data shows that addressing one or two without the
others produces partial results that the substrate disturbance the unaddressed others maintains
will undo. The reconstruction requires the architecture; the architecture is what the Wheel of
Harmony specifies at the individual scale and what the Architecture of Harmony specifies at the
civilizational scale. The family that rebuilds at all four registers simultaneously is rebuilding the
developmental substrate the child requires. The culture that rebuilds at all four registers
simultaneously is rebuilding the conditions adolescent formation requires.

The post-2012 adolescent collapse is not destiny. It is the predictable consequence of a specific
civilizational substrate, and changing the substrate changes the outcomes. The recovery at the
developmental scale is the four-fold reconstruction — the embodied, the cosmological, the

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/wheel-of-harmony/health/mental-suffering-and-the-way-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
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initiatory, and the biological coherence the adolescent’s formation requires — rebuilt
simultaneously, because the severances compound and the reconstructions compound.

What the children need has not changed. What the civilization gives them has. The rebuilding is
what holds them through until the architecture catches up.
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第 V 部

心理的崩壊

What modernity does to the soul — read against
the contemporary clinical register.
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第 1 8章  ·  第V部  —  心理的崩壊

Cluster B Personality Disorders and
Civilizational Symptom

The Diagnosis at Civilizational Scale

The Cluster B personality disorders — narcissistic, borderline, histrionic, antisocial —
name a constellation of personality formations characterized by unstable self-structure,
dysregulated emotion, impaired empathy, and the broader interpersonal-relational dysfunction
the diagnostic categories capture. The clinical-prevalence rates for the diagnosed presentations
have risen across recent decades; the broader cultural-personality-style versions (the ones that
fall short of diagnostic threshold but shape the social fabric) have proliferated at the same time.
Christopher Lasch’s The Culture of Narcissism (1979) identified the pattern at altitude four
decades ago and named the civilizational substrate producing it; the substrate has only deepened
since.

The Harmonist diagnosis is structural and developmental. Cluster B presentations are the
developmental product of a civilization that has dismantled every condition the formation of
stable, generous, sovereign personhood requires — secure attachment, embodied family
transmission, meaningful initiation, philosophical formation, religious-moral architecture,
intergenerational eldership. The resulting personality formations are not bad-character moral
failures, and they are not brain diseases. They are specific structural outcomes of a specific
civilizational substrate, and the recovery architecture is equally specific: the four-fold
reconstruction The Adolescent Collapse articulates at the developmental scale, plus targeted
somatic-relational depth work for adult crystallized presentations.

Severe presentations cause severe harm to those proximate — the children of the borderline
mother, the partners of the narcissistic spouse, the employees of the antisocial executive, the
broader social fields the histrionic presentation disrupts. The architectural reading does not
dismiss the harm. It locates the source: what produced these personality formations at population
scale, what would produce different ones, what the recovery architecture is for the practitioner
who recognizes themselves in the diagnostic profile and wants to do the work.

The Dismantled Conditions

The conditions that produce stable, generous, sovereign personhood are documented across
human cultural history. Where they are present, the developmental outcomes are recognizable;
where they are absent, the developmental outcomes diverge predictably toward the Cluster B
patterns.

https://harmonism.io/world/diagnosis/the-adolescent-collapse
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Secure attachment. The infant and young child requires reliable, responsive, embodied contact
with adult caregivers across the developmental window. The attachment substrate this builds —
the felt sense that one is held, that the world is reliable, that one’s emotional life can be borne — is
the substrate of stable self-formation. The contemporary developmental architecture has eroded
this substrate across multiple dimensions: parental work patterns that remove primary caregivers
from the home; institutional childcare that cannot replicate the embodied responsiveness one-to-
few caregiving provides; the broader cultural framing that treats early-childhood emotional
reliability as optional. The borderline personality formation specifically traces to severe
attachment disruption in early childhood; the narcissistic formation traces to a different
attachment pattern (the child held as performance-object rather than as subject); the antisocial
formation traces to severe attachment failure compounded with other substrate disturbances. The
attachment substrate is causally upstream of all the formations.

Embodied family transmission. The traditional family was the primary container for the
developmental work — the multigenerational substrate where children grew up surrounded by
adults of varied ages, learned the work of adult life through embodied participation, encountered
the family’s accumulated wisdom through the daily life that carried it. The contemporary family
exists in fragmented form — the nuclear unit detached from extended kinship, the parents alone
with the demands of childrearing, the children growing up without the multigenerational
substrate. The transmission that the traditional architecture carried (the moral teaching, the
practical wisdom, the embodied modeling of how an adult life is conducted) largely does not
happen.

Meaningful initiation. The Adolescent Collapse articulates this at length. The adolescent passage
from childhood to adulthood, in traditional cultures, was held by specific ritual passage and elder
transmission. The contemporary architecture provides no equivalent. The adolescent crossing the
threshold without initiation does not consolidate the adult self-structure the initiation work
facilitates; the personality formation that emerges is structurally less integrated than the
formations that initiated cultures produce.

Philosophical formation. The premodern educational architecture, even in its imperfect forms,
transmitted some philosophical content — the meaning architecture, the orientation to the
cosmos, the practical wisdom about how a life should be conducted. The contemporary
educational architecture has largely abandoned this work. The adolescent and young adult
emerges with technical skills and no orientation. The personality formation that emerges is
structurally less philosophically grounded than the formations the premodern educational
substrate produced.

Religious-moral architecture. The premodern cultural architecture carried religious-moral
substrate that shaped personality formation across the developmental window — the daily and
weekly practices, the moral teaching, the shared cultural narrative about what life is for. The
contemporary cultural architecture has largely abandoned this substrate in the median family; the
adolescent grows up without it. The personality formation that emerges has not been shaped by
the religious-moral substrate that produced the stable, generous, sovereign personhood the
traditional cultures distinctively cultivated.

https://harmonism.io/world/diagnosis/the-adolescent-collapse
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Intergenerational eldership. The traditional architecture distributed authority and wisdom across
the age cohorts — elders held the wisdom-and-judgment role, young adults held the productive-
strength role, children apprenticed to both. The contemporary architecture has largely eliminated
eldership as functional role; old age has become primarily a medical-and-economic category
rather than a wisdom-and-judgment role; the young adult emerges without contact with adults
who have crossed the developmental passage they are themselves crossing. The personality
formation that emerges has not been held by elder transmission.

Each of these conditions has eroded across the contemporary developmental window. The
compounded effect is what the rising rates of Cluster B presentations capture — the personality
formation that emerges from the dismantled developmental architecture is structurally less
integrated, less stable, less generously oriented, less sovereignly held than the formation the
intact architecture produced. This is not the children’s fault. This is what the substrate produces.

The Cluster B Presentations Read Structurally
Each Cluster B presentation captures a specific developmental-substrate failure pattern.

Narcissistic personality formation traces to early childhood treatment of the child as
performance-object rather than as subject — the child whose worth was conditional on producing
the achievements or appearance the parental psyche required. The child internalizes the
conditional worth as core architecture; the adult cannot tolerate the absence of external validation
because the conditional substrate cannot sustain itself; the grandiose presentation defends
against the vulnerability the conditional substrate constantly produces. The contemporary
substrate (the achievement-culture, the social-media validation-architecture, the parental psyche
that has itself been formed by the same substrate) produces this pattern at scale. The cultural-
personality-style version of this (where the diagnostic threshold is not met but the pattern is
operative) is now the modal personality formation of fractions of professional-class adult
populations in the industrial world.

Borderline personality formation traces to severe attachment disruption compounded with
trauma in early childhood. The formation produces the unstable self-structure (the practitioner
cannot maintain a stable sense of who they are across time and circumstance), the dysregulated
emotion (the affect that surges and crashes without the regulatory substrate the attachment-and-
developmental substrate would have built), the relational pattern (the alternation between
idealization and devaluation, the abandonment-fear and the fear-of-engulfment, the destructive-
and-self-destructive behavior the formation produces).

Histrionic personality formation traces to the developmental pattern where the child was
rewarded for performative-emotional expression and the substrate of authentic affect did not
develop. The adult cannot easily access non-performed emotion; the dramatic presentation is the
only access the practitioner has to the felt-emotional substrate.

Antisocial personality formation traces to severe early-childhood substrate failure compounded
with the broader developmental-substrate failures the civilizational architecture has produced.
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The empathy-capacity that should have developed through the secure-attachment-and-relational
substrate has not developed; the moral substrate that should have been transmitted through the
religious-moral architecture has not been transmitted; the result is the practitioner who can
perform social functioning without the substrate that would have made the functioning authentic.

Each of these traces a specific developmental-substrate failure, and the structural reading shows
that the failures are not random — they are produced by the dismantling of the conditions that the
traditional architecture maintained. The rising rates of the diagnostic presentations and the
broader cultural-personality-style versions are the predictable result of the dismantling.

The Civilizational-Personality-Style
More consequential than the diagnostic-threshold presentations is the cultural-personality-style
version that does not meet diagnostic threshold but operates across fractions of the contemporary
adult population.

Subclinical narcissism is now the modal personality formation in sectors of contemporary
professional life. The dependence on external validation; the achievement-orientation that masks
insecure self-structure; the relational instrumentality (the practitioner uses relationships for the
validation rather than encountering the other as subject); the inability to tolerate genuine
criticism or genuine intimacy because both threaten the validation substrate. This is what Lasch
named at altitude in 1979 and what has only deepened since. The social-media architecture has
accelerated the substrate disturbance specifically because the platform’s optimization for
validation-seeking is the platform’s optimization for the narcissistic substrate.

Subclinical borderline traits — the dysregulated affect that the contemporary substrate has
produced at population scale; the relational instability that contemporary romantic and family life
increasingly displays; the emotional reactivity that operates as default cognitive mode for
fractions of contemporary populations.

Subclinical antisocial traits — the breakdown of empathy in contemporary digital communication
where the practitioner is interacting with abstractions of others; the moral-substrate erosion that
the religious-moral architecture’s collapse has produced; the broader degradation of trust the
contemporary substrate has produced.

These cultural-personality-style patterns operate across the population at scale. They are not
pathologized at the clinical level because they do not meet diagnostic threshold and because
pathologizing them would require the framework to acknowledge how widespread they are. But
they shape the contemporary social fabric and they produce the broader civilizational pathology
that The Hollowing of the West diagnoses at altitude.

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
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The Recovery Architecture

The recovery architecture for the diagnostic-threshold Cluster B presentations is precise and the
recovery for the cultural-personality-style versions follows the same architecture at less acute
scale.

At the developmental level — for children currently in the developmental window or for parents
raising children — the recovery is the four-fold reconstruction The Adolescent Collapse
articulates: embodied life restored, cosmological orientation restored, initiation restored,
biological coherence restored. Plus, specifically for personality formation, the attachment-
substrate work — secure attachment as parental discipline, the embodied responsiveness the
developmental substrate requires, the protection of the developmental window from the substrate
disturbances that produce the Cluster B patterns.

At the adult level — for the practitioner who recognizes their own Cluster B formation and wants
to do the recovery work — the architecture is more demanding because the formation has
crystallized. The work requires:

Substrate work. The physical-body terrain often shows specific patterns in the Cluster B
presentations — the trauma substrate in borderline formation produces the autonomic
dysregulation, the inflammatory substrate, the gut-brain disturbances; the chronic-stress
substrate in narcissistic formation produces the cortisol-and-immune dysregulation. The
substrate work the Way of Health articulates is necessary substrate for the deeper work.

Somatic-relational depth work. The crystallized adult personality formation does not yield to
cognitive intervention alone. The somatic-trauma integration that the trauma movement has
developed — somatic experiencing, polyvagal-informed therapy, the parts-work the IFS
framework provides — is operatively useful and addresses the substrate where the formation lives.
The DBT (Dialectical Behavior Therapy) framework that Marsha Linehan developed for
borderline presentation specifically has empirical support and is one available form of the work.
The mentalization-based and schema-therapy frameworks have similar empirical support. None
of these is sufficient as standalone framework, but each is operatively useful as part of the
integrated work.

Contemplative work. The Cluster B formation operates at the energy-body register the
contemplative-cartographic traditions hold. The Wheel of Presence applied — the contemplative
substrate that allows the practitioner to encounter their own formation from a position outside
the formation itself, the recognition of the patterns the formation has trained into the substrate,
the cultivation of the contemplative ground that displaces the formation’s dominance. The deep
work in this register addresses what the somatic-relational work cannot easily reach — the
practitioner’s recognition of themselves as the soul-articulating-Logos rather than as the
wounded-personality-structure the formation has become.

Relational substrate restoration. The practitioner cannot easily recover the relational substrate
alone. The work requires community, qualified therapeutic and contemplative support, the
patient relational engagement that allows the substrate to slowly restore through actual relational
experience. The borderline formation requires the patient relational engagement that does not

https://harmonism.io/world/diagnosis/the-adolescent-collapse
https://harmonism.io/wheel-of-harmony/health/mental-suffering-and-the-way-of-health
https://harmonism.io/philosophy/convergences/trauma-and-harmonism


135

abandon (addressing the abandonment-fear at substrate) and does not enmesh (addressing the
engulfment-fear at substrate). The narcissistic formation requires the relational engagement that
neither performs the validation the formation seeks nor punishes the practitioner for needing it.
The work takes years and benefits from qualified support.

Moral-substrate restoration. The religious-moral architecture’s collapse produced part of the
substrate; the recovery requires the rebuilding at the practitioner’s level. This is not religious-
revival in the simple sense but the engagement with moral substrate — the philosophical
formation, the contemplative encounter with the cosmic order that makes moral life make sense,
the work of becoming the kind of person whose actions emerge from real ground rather than from
formation-driven reaction.

A Note on Compassion and Accountability

The structural reading risks two failure modes.

The first failure mode: the structural reading is used to evade accountability. The practitioner
whose Cluster B formation produces harm to others reads the structural diagnosis as exoneration
— the civilization did this to me, I am not responsible. This is wrong and the structural reading
rejects it. The civilization shaped the formation. The practitioner is still responsible for the actions
the formation produces. Recovery requires the practitioner’s active engagement with their own
work, including the accountability for the harm the formation has already done. The structural
reading explains the substrate; it does not exonerate the choices.

The second failure mode: the structural reading is treated as fatalism. The practitioner reads the
structural diagnosis as immovable — my formation is what it is, change is impossible. This is also
wrong. The formation crystallized but the substrate beneath it is still alive; the recovery is possible
but requires the work the recovery actually demands. The architecture for the work exists. The
practitioner who engages it does change. The practitioner who treats the formation as immovable
confirms the formation’s dominance.

Both failure modes are common because both serve the formation’s continued operation. The
actual recovery walks between them — full accountability for the actions, full engagement with the
work the recovery requires, full recognition that the formation is real but is not destiny.

The Path of Return
The Cluster B personality formations are the developmental product of a civilization that
dismantled the conditions of stable, generous, sovereign personhood. The recovery is the four-
fold reconstruction at the developmental scale plus the targeted depth work for adult crystallized
presentations. The work is substantial. The work is also possible.

The cleared and gathered practitioner discloses what the formation was obscuring — the human
being whose constitutive nature is not the wounded-personality-structure but the soul articulating
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Logos at the human scale. The civilizational reconstruction is the longer-arc project of the broader
Harmonist work; the individual recovery is the work the practitioner does within the dismantled
architecture, often as the work that holds them through to the architecture’s reconstruction.

The personhood the formations obscured is the personhood the practitioner has always been.
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第 1 9章  ·  第V部  —  心理的崩壊

Psychiatry and the Soul — The Captured
Domain

The Captured Domain

Psychiatry is not failing despite its architecture. It is failing because of its architecture.
The system produces what its design specifies: not healing, but managed pathology in perpetuity,
dispensed by an institution structurally incapable of seeing the human being it claims to treat.

For two millennia, the territory of suffering of mind was held by hands that could see what
suffering of mind actually is. The contemplative-philosophical lineages of the East and West —
Hesychast, Sufi, Vedantic, Daoist, Q’ero, Stoic — held the interior anatomy: the disturbances of
the energy body, the dark night of the soul, the obstructed chakra, the depleted Jing, the
severance from Logos. The integrative-medical traditions — Ayurveda, Traditional Chinese
Medicine, Greek constitutional medicine, the long line of folk healers reading terrain through diet,
herb, climate, and constitution — held the physical-body substrate: the inflammation, the
metabolic disorder, the toxic burden, the nutrient depletion, the gut and the blood that produce
what manifests in the mind. The territory had two registers and the traditions held both, often
within the same person, often within the same lineage.

What modernity inherited it did not first improve. It replaced. The keepers of the interior
anatomy were exiled to seminaries and monasteries while the keepers of the physical-body terrain
were exiled to “alternative medicine,” and the territory itself was handed to a new institution:
clinical psychiatry, organized around the Diagnostic and Statistical Manual, built on the
assumption that suffering of mind is brain disease, and funded by the pharmaceutical industry
that profits from chronic management. The architecture is recent. The displacement is total. And
the outcomes — visible in the rising rates of depression, anxiety, suicide, addiction, attention
disorder, eating disorder, and psychotic breakdown across every population that has adopted the
architecture — make plain that the new institution has not improved on what it replaced.

This is the diagnosis Harmonism places at the center of the contemporary mental-health crisis.
The suffering is real. The biology is real. What is captured is not the suffering itself but the frame
within which the suffering is met — and the frame determines everything that follows: what is
investigated, what is offered, what is allowed to count as recovery. A frame that cannot see the
energy body cannot diagnose its disturbance. A frame that cannot see the physical-body terrain —
the heavy metals, the pathogens, the inflammation, the nutrient deficiencies, the toxic burden of a
refined-carbohydrate and seed-oil and alcohol-and-drug saturated industrial life — cannot
identify what is producing the symptom it suppresses. The brain in isolation, treated as the seat of
pathology, is the wrong unit of analysis. It is the screen on which a bi-dimensional disturbance
plays. The institution that treats the screen and ignores the projector will manage symptoms
indefinitely and recover almost no one.

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/harmonism
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The cost is not abstract. The cost is the family member medicated for two decades on a drug
whose chemical premise was retracted in 2022. The cost is the adolescent placed on stimulants
because the school’s pedagogical architecture was not designed for any human child. The cost is
the woman whose postpartum depression dissolved when her undiagnosed Hashimoto’s was
treated, after fifteen years of antidepressants that did not work because the thyroid was not the
brain. The cost is the man whose psychotic break was metabolic — copper accumulation, severe
pyrroluria, gluten reactivity — and who was placed on antipsychotics for life rather than tested for
what Walsh and Hoffer’s orthomolecular tradition has documented for fifty years. These are not
edge cases. They are the modal case viewed through the proper lens, hidden from view by the
institutional architecture that asks none of these questions and cannot interpret the answers
when they arrive unbidden.

This is not anti-psychiatry. It is anti-reduction. The diagnosis is structural, the recovery is
architectural. The territory of suffering of mind is real, the human being who suffers deserves help
that actually works, and the institution currently holding the territory will not provide it because
its architecture forbids it.

The Architecture of the Reduction

The Diagnostic and Statistical Manual is the theological document of late modernity’s relationship
to suffering of mind. It does not describe diseases discovered by science. It defines categories
voted on by committees, revised every decade or two, expanded almost monotonically across
editions, and treated by the clinical apparatus as if the categories named real things in nature.
Allen Frances — chair of the DSM-IV task force, writing later from inside the institution that
produced it — has documented the expansion mechanism in detail: each revision lowered
diagnostic thresholds, added new disorders, blurred the boundary between distress and disease,
and produced what Frances himself calls a “diagnostic inflation” that pulled tens of millions of
additional people into the patient population. The mechanism is not scientific progress. It is
administrative expansion in service of a billing apparatus.

The architecture rests on a metaphysical claim the manual itself does not articulate but that every
clinical encounter assumes: suffering of mind is disorder of brain, and the brain is the right unit of
analysis for understanding and treating it. This is the reduction. Everything biopsychiatry does,
every treatment it offers, every research program it funds, every medical school curriculum it
shapes, follows from this single architectural choice. And everything the architecture excludes —
the energy body, the chakras, the constitutional anatomy, the gut and its microbiome, the heavy-
metal burden, the nutrient terrain, the spiritual crisis, the dark night, the soul-level wound, the
karmic pattern, the meaning-loss, the family system, the civilizational substrate — is excluded not
because evidence ruled it out but because the architecture cannot see it.

The reduction was institutionalized through a specific empirical claim that turned out to be
wrong. The “chemical-imbalance theory” — that depression is caused by serotonin deficiency, that
anxiety is caused by GABA dysregulation, that schizophrenia is caused by dopamine excess, and
that medications correcting these imbalances therefore treat the disease at its source — was the
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public-facing justification for the SSRI revolution and its expansion into every adjacent diagnostic
category. The claim was repeated for thirty years in clinical literature, in pharmaceutical
marketing, in patient education, in medical school. It was almost universally believed. And it was,
as a comprehensive review by Joanna Moncrieff and colleagues established in 2022, never
supported by the evidence. The serotonin theory of depression, the review concluded after pooling
decades of studies, has no consistent empirical foundation. The biochemical premise on which an
entire institutional architecture was built had been wrong, in plain sight, for as long as the
architecture had existed.

The retraction was quiet. There was no public apology. There was no recall of medications
prescribed on the now-discredited premise. The clinical apparatus continued operating as if
nothing had changed, because nothing about the apparatus depended on the theory’s truth. The
theory was the marketing narrative, not the operating principle. The operating principle — the
reduction of mental suffering to brain pathology treatable by pharmacological intervention —
survives any specific neurochemical hypothesis it might have once been attached to. New
hypotheses arrive on a rolling basis (the inflammatory theory of depression, the gut-brain axis,
the network theory, the dysconnectivity hypothesis), each promising the breakthrough that will
finally validate the architecture, none yet delivering it. The architecture continues regardless
because it serves a function the science has never been required to justify: it organizes a billing
system, a pharmaceutical market, a medical specialty, and a cultural framework for distress that
requires the brain-disease framing to remain intelligible.

This is the meaning of “structural capture.” The DSM and the pharmaceutical industry and the
clinical-research apparatus and the medical-education system are not independent institutions
that have happened to converge on the same conclusion. They are one institutional architecture in
which each component requires the others to survive — the DSM categorizes the conditions the
medications treat, the medications justify the clinical specialty, the specialty trains the doctors
who prescribe the medications, and the research apparatus produces the studies that support the
prescribing, all funded by the industry whose products depend on the framework remaining
unquestioned. The framework cannot self-correct because every component of it requires the
others to remain unreformed.

Thomas Insel, who directed the National Institute of Mental Health from 2002 to 2015, said the
quiet part aloud after he left: in thirteen years of funding biopsychiatric research at a rate of
twenty billion dollars, the institute had not measurably improved outcomes for any psychiatric
condition. The research had been productive in its own terms. The patients had not gotten better.
He attributed the failure to the framework’s inability to find biological markers for any of the
conditions it diagnoses, and proposed a research-domain-criteria approach that would dissolve
the DSM categories in favor of dimensional measurements. The proposal had no institutional
uptake. The architecture remains.
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The Outcomes

The clearest diagnostic of an institution is its long-term outcomes. Acute outcomes can be
misleading — sedation looks like calm, suppression looks like stability, the immediate effect of an
antidepressant or an antipsychotic on a person in crisis is often visible and often welcomed. What
matters is what happens over the years. What matters is whether the people who entered the
system leave it better off than they entered, worse off, or unchanged, after five, ten, twenty years
of treatment within it. The data on this question is consistent and grim.

Robert Whitaker’s Anatomy of an Epidemic assembled the long-term picture from the published
literature itself, much of it from studies the pharmaceutical industry funded. The pattern is the
same across diagnostic categories. Acute treatment for depression with SSRIs produces a modest
improvement over placebo in the short term — Irving Kirsch’s meta-analyses of the FDA’s own
data put the effect size at roughly two points on the seventeen-point Hamilton Depression Rating
Scale, which falls below the threshold regulators themselves define as clinically significant. But
chronic treatment produces measurably worse outcomes than no treatment: higher rates of
treatment-resistant depression, more relapse, more chronic illness, more disability. The
medication shifts the natural course of the illness from episodic to chronic. The patient who would
have recovered in months under no treatment becomes a patient under permanent medication,
with relapses managed by escalating doses and combinations. The market expands. The patient
deteriorates.

The picture for antipsychotics is starker. Martin Harrow’s twenty-year longitudinal study of
patients diagnosed with schizophrenia, published in successive papers across the 2000s and
2010s, found that those who stopped antipsychotic medication had better long-term outcomes
than those who remained on it — higher rates of recovery, more functional capacity, less
disability, fewer relapses after the first few years. The finding survived adjustment for severity at
baseline. The Wunderink trial in the Netherlands found similar results: patients randomized to
dose-reduction strategies after first-episode psychosis had roughly twice the recovery rate at
seven-year follow-up compared with patients maintained on standard antipsychotic regimens.
The implication is unbearable to the institutional architecture: the medication that the clinical
apparatus prescribes for life appears to worsen long-term outcomes for a fraction of those who
take it. The finding was met with the response such findings always meet: methodological
critique, calls for further research, no change in clinical practice.

The cross-cultural data sharpens the picture further. The World Health Organization’s
longitudinal studies, beginning in the 1970s, found that recovery rates for schizophrenia were
measurably higher in low-income countries — India, Nigeria, Colombia — than in high-income
countries with developed psychiatric infrastructure. Ethan Watters’s Crazy Like Us documents
the structural reasons: the low-income contexts held the patient inside an intact family system,
embedded the recovery in a meaningful cultural framework, did not pathologize the person’s
identity, used medication briefly if at all, and assumed recovery as the expected outcome. The
developed psychiatric infrastructure was, by every measurable outcome, worse than its absence,
for the condition it most ambitiously claims to treat.



141

Open Dialogue in Tornio, Finland, demonstrates the same finding constructively. The Open
Dialogue protocol — developed by Jaakko Seikkula and colleagues, deployed for first-episode
psychosis since the 1980s — involves rapid mobilization of the patient’s family and social network,
sustained dialogue rather than diagnostic categorization, minimal use of neuroleptics, and
recovery as the expected outcome. The five-year outcomes — high rates of return to work, low
rates of disability, low rates of chronic medication use — are better than the standard-care
comparison. The protocol has been replicated successfully in multiple locations. It has not
displaced the standard architecture anywhere it has been tried, because the standard architecture
is not in the business of being displaced by better outcomes.

The same diagnostic applies across categories. The benzodiazepine epidemic that followed the
SSRI wave produced a population dependent on tranquilizers it cannot safely discontinue, with
cognitive deficits, anxiety rebound, and prolonged withdrawal syndromes that the clinical
literature has been slow to acknowledge. The stimulant epidemic in pediatric ADHD has produced
a population for whom amphetamines are the baseline cognitive substrate, with cardiovascular
consequences and growth suppression documented but rarely surfaced to families. The atypical-
antipsychotic expansion into bipolar disorder, depression-augmentation, and pediatric off-label
use has produced a population with metabolic syndrome, weight gain in the dozens of kilograms,
and Type II diabetes induced by the medication itself. Each expansion was sold as the next
advance. Each expansion produced its own iatrogenic syndrome. None of the iatrogenic
syndromes produced a structural correction.

This is the outcome data. It is not the picture biopsychiatry presents of itself. The institutional
self-image is one of steady progress, mounting biological understanding, improving treatments,
alleviated suffering. The data tells a different story, and the data has been available for decades.
The story it tells is the one the framework cannot self-correct toward, because the correction
would require dissolving the framework that produces the data’s interpretation in the first place.

The Two Displaced Traditions

The institutional capture displaced not one tradition but two.

The first displaced tradition is the cartographic-contemplative: the lineages that for two
millennia held the interior anatomy of the human being and treated its disturbances at the
energy-body register. The Hesychast tradition of the Christian East developed a precise
phenomenology of the logismoi, the thought-passions that obstruct contemplative clarity, and a
method for clearing them through the prayer of the heart and the descent of the nous into the
kardia. The Sufi tradition of Islam mapped the nafs across seven stations and prescribed the
practices — dhikr, murāqaba, muḥāsaba — by which the soul moves from agitated commanding-
self toward perfected stillness. The Vedic and Tantric traditions of India developed the chakra
anatomy, the energy-channel map of the subtle body, and the practices — pranayama, mantra,
meditation — by which the chakras are cleared and the prana circulates without obstruction. The
Daoist tradition of China articulated the Three Treasures — Jing, Qi, Shen — and the inner
alchemy by which essence is refined into energy into spirit. The Andean lineage — the Q’ero paqos
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and the broader Shamanic stream of which they are one articulation — held the luminous body,
the technology of hucha-clearing (heavy dense energy released from the field), and the soul
retrieval that calls back the fragments scattered by trauma. Five cartographies, independent of
one another in their formation across pre-literate millennia and literate centuries, converged on
the same architecture: the human being has an energy body, that energy body is subject to specific
disturbances, and those disturbances respond to specific practices.

The second displaced tradition is the integrative-medical: the lineages that held the physical-
body terrain register and treated mental disturbance through diet, herb, climate, constitution, and
bodily practice. Ayurveda articulated the constitutional types — Vāta, Pitta, Kapha — and
prescribed the foods, herbs, oils, daily routines, and seasonal adjustments that maintain or
restore constitutional balance, with mental disturbance read as constitutional imbalance
manifesting in the mind. Traditional Chinese Medicine integrated diet, herbal formulation,
acupuncture, Qi Gong, and the broader sense of bodily terrain with a sophisticated typology of
patterns — heart-fire blazing, liver-qi stagnation, spleen-qi deficiency, kidney-yin emptiness —
each of which produces specific mental and emotional manifestations. The Greek constitutional
tradition (Hippocratic and later Galenic) mapped the four humors and their imbalances onto
temperament and pathology, treating mental disturbance through diet, environment, climate, and
herbal preparation. The European folk-medical traditions, fragmented but real, held a working
knowledge of nervine herbs, dietary adjustments for melancholy, and the bodily substrates of
mental distress. Each tradition assumed without question what modern integrative medicine is
empirically rediscovering: that the body and the mind are continuous, that what enters the body
shapes the state of consciousness, and that mental disturbance is treated at the substrate before it
is treated at the symptom.

What both traditions held that biopsychiatry cannot is the same in different registers: the human
being is multidimensional, and disturbance of mind operates across multiple dimensions
simultaneously. The contemplative cartographies held the energy-body register precisely. The
integrative-medical traditions held the physical-body terrain register precisely. Both held the
continuity between them — the contemplative knew that fasting clears the nous, that diet affects
the gunas (Vedic) or the Shen (Daoist), that the body must be ordered for the soul to be ordered;
the integrative-medical knew that the patient’s constitutional substrate makes some patterns of
consciousness easy and others impossible. Neither tradition mistook the brain for the unit of
analysis. Both treated the human being as the unit of analysis, with the brain as one organ among
many in a body that is itself one of two dimensions of the person.

The displacement was not the result of evidence against the displaced traditions. The empirical
case for integrative medicine in mental health is, by 2026, substantial — the nutritional-
psychiatry literature, the microbiome research, the methylation and pyrroluria work that William
Walsh’s institute has documented across thirty thousand patient histories, the orthomolecular
psychiatric tradition that Abram Hoffer extended from the 1950s, the gut-brain-axis research, the
heavy-metal toxicity literature, the inflammation-and-depression studies — all of it points the
same direction. The displacement was the result of an institutional architecture for which the
integrative case is structurally inadmissible, because admitting it would require dismantling the
brain-disease framework that justifies the existing apparatus.
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The contemplative traditions were displaced earlier and more thoroughly. They are not even
granted the courtesy of empirical engagement, because they operate at a register the prevailing
materialism declares to be metaphysically void. The energy body is not real. The chakras are not
real. Jing, Qi, Shen are not real. The dark night is not real. The soul-level wound is not real.
Therefore, by definition, nothing the contemplative traditions diagnose can be the issue, and
nothing they prescribe can be the treatment. The argument is circular and the architecture is
comfortable with the circularity.

The Bi-Dimensional Anatomy

The bi-dimensional anatomy that biopsychiatry captured and the displaced traditions held is
articulated canonically in The Bi-Dimensional Anatomy of Mental Suffering. The human being
has two constitutive dimensions — a physical body whose mechanisms biology investigates
(biochemistry, organ systems, microbiome, nervous tissue, the metabolic and inflammatory and
immune terrain) and an energy body whose anatomy the contemplative cartographies map (the
chakras at the human scale, the meridian system, the Three Treasures, the luminous field). The
two dimensions are continuously coupled; the empirical and the metaphysical registers see the
same human being from different vantage points. Canonical doctrinal treatment lives in Body and
Soul and The Human Being.

Both registers are load-bearing in mental disturbance and neither is reducible to the other. The
capture is precisely the reduction of the bi-dimensional human being to brain alone — and the
symmetric failure mode (pure spiritualism, which dismisses the body’s substrate and prescribes
meditation for a brain inflamed by mercury or chronic infection) is the equal-and-opposite error
the integrative architecture refuses. The doctrinal-anatomy article holds the full articulation.

In most presentations modernity classifies as mental disorder, the physical-body terrain is
etiologically primary. The energy-body register is real, load-bearing, and often co-present. But the
physical-body substrate — heavy-metal accumulation, chronic infection, leaky gut and microbial
dysbiosis, sugar and refined-carbohydrate burden, alcohol and drug toxicity, brain toxicity from
environmental exposures, macronutrient and micronutrient deficiencies — is most often the
originating substrate. The doctrinal-anatomy article walks the mechanisms in detail.
Biopsychiatry’s architecture defines all of this out of relevance because the architecture cannot
test for what it does not recognize, and the patient whose disturbance has substrate causes never
investigated has been failed by a framework whose blindness is structural.

The Recovery Architecture

The recovery is the Wheel of Harmony walked as the Way of Harmony spiral — Presence →
Health → Matter → Service → Relationships → Learning → Nature → Recreation → Presence
(∞) — adapted at every spoke to the practitioner’s substrate (Decisions #834, #835). The recovery
is not novel but restoration of the integrative-medical tradition, the contemplative-cartographic
tradition, the relational substrate, the meaning substrate, the environmental substrate, the

https://harmonism.io/philosophy/doctrine/the-bi-dimensional-anatomy-of-mental-suffering
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/jing-qi-shen
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/body-and-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/body-and-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
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embodied substrate — integrated under a single architectural understanding of the human being
as bi-dimensional and as integral.

The spiral begins at Presence with the flicker of recognition that ignites the journey — the
willingness to do the work, the felt sense that the current condition is not what life is for. Then
Health — the substrate foundation, the heaviest emphasis for mental suffering because the
physical body is where the disturbance most manifests. The Way of Health spiral (Monitor →
Purification → Hydration → Nutrition → Supplementation → Movement → Recovery → Sleep)
clears the substrate burden the captured apparatus does not investigate and rebuilds what the
clearing prepared; Walsh’s biochemical-individuality framework and Hoffer’s orthomolecular
tradition contribute the protocols for the responsive subgroups; full clinical depth in Mental
Suffering and the Way of Health. Then Matter — environmental substrate operating substrate-
adjacent to Health for mental suffering specifically: cleanliness, decluttering, material stability,
the home cleared of toxic exposures, the financial architecture, the daily material rhythm. The
body cannot heal in an environment that disrupts the substrate work. Then Service — meaning-
anchoring through vocation as participation in Dharma; then Relationships — attachment
substrate, family-system work, community holding, the trauma-encoded autonomic patterns;
then Learning — cultivation of attention and discernment; then Nature — embodied
parasympathetic restoration, the contact with the living world the indoor industrial life severs;
then Recreation — return of joy. The spiral returns to Presence at higher register: sustained
contemplative practice via the Way of Presence addressing the energy body — consciousness,
chakras, mental-emotional expressions, soul-level wounds. For mentally imbalanced
presentations the Presence spoke is walked in the Shen-stabilization register (an
shen) rather than expansion (yang shen); intensive contemplative work can worsen
susceptible presentations until the substrate has stabilized.

Two structural facts within the spiral. First, Health and Presence map directly onto the two
constitutive dimensions of the bi-dimensional human being (physical body / energy body) — this
is anatomy, not hierarchy. The other six pillars operate on registers that support and integrate the
bi-dimensional being without themselves constituting its anatomy. Second, Matter is substrate-
adjacent to Health for mental suffering because the physical environment is the body’s container
— substrate-specific emphasis within the spiral, not a separate layer.

The adaptation discipline applies at every spoke: Presence in an shen register for mentally
imbalanced presentations; Health gently rather than aggressively; Matter at the smallest
immediately-calming interventions; Service at sustainable offerings; Relationships at safety
before depth; Learning at calming rather than over-stimulating; Nature at gentle immersion;
Recreation at restorative play. The adaptation is the two-move alchemy applied at the
practitioner-specific scale — clearing what destabilizes before cultivating what radiates, at the
pace the cleared substrate can sustain.

None of this is exotic. The captured apparatus offers medication to avoid the work. The Wheel
offers the work the medication cannot perform. The promise is not a faster path. It is a path that
arrives.

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/wheel-of-harmony/health/mental-suffering-and-the-way-of-health
https://harmonism.io/wheel-of-harmony/health/mental-suffering-and-the-way-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/wheel-of-harmony/presence/the-way-of-presence


145

The Path of Return

The recovery is not the construction of a new condition. It is the path of return to what was always
there — the bi-dimensional human being un-occluded, the body and the energy body functioning
according to their nature, the consciousness expressing the radiance that is its inherent state
when the substrate supports it and the obstructions have been cleared. This is the cultivation-not-
formation principle (Decision #213): cultivation operates on what already is, working with living
nature toward its own fullest expression. The captured apparatus operates in the formation
register — diagnose the disorder, suppress the symptom, manage the patient indefinitely, treat the
brain as material to be chemically reshaped. The recovery architecture operates in the cultivation
register.

The two-move alchemy that operates across every fractal scale of the Wheel of Harmony —
clearing/purifying followed by cultivating/gathering — is articulated canonically in Decision
#823 with the five-cartography cross-tradition convergence held at depth in The Way of Presence.
Recovery is the path of return — clearing what occludes the inherent alignment of the human
being across both registers of being, and cultivating the health and spiritual radiance the cleared
vessel naturally expresses and was always becoming.

In acute presentations — acute psychosis, severe mania, immediate suicidal risk —
pharmacological stabilization is the only responsible immediate intervention, and the
practitioners who provide it in those moments are doing necessary work. The diagnosis is
structural, not contemptuous of the clinicians inside the structure. Many of them work in good
faith inside an architecture they did not design and cannot, from their position, dismantle. The
diagnosis is of the architecture. The architecture has captured the territory of suffering of mind,
reduced the bi-dimensional human being to brain-disease-managed-by-pharmacology, displaced
both the cartographic-contemplative and the integrative-medical traditions that held the full
register, and produced — predictably, demonstrably, across decades of outcomes data — worse
outcomes than the architectures it replaced.

The territory was never lost. It was captured. Recovery is the path back to what was always there.

https://harmonism.io/wheel-of-harmony/presence/the-way-of-presence
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第 2 0章  ·  第V部  —  心理的崩壊

Schizophrenia and the Energy Body

The Hardest Case

Schizophrenia is the case where biopsychiatric capture has cost most and where the

structural-doctrinal alternative is most demanding to articulate. The presentation is real,
sometimes severe, sometimes life-threatening. The suffering of the practitioner and the
practitioner’s family is real. The outcomes data on chronic neuroleptic use is catastrophic. The
alternative architectures exist and produce measurably better outcomes than the standard care.
The cartographic-contemplative reading of psychotic presentations as energy-body crises is
empirically supported by cross-cultural recovery data. The physical-body terrain dimension is
unusually load-bearing. The territory is contested between competing frameworks; the integrated
reading walks between them.

The lived experience is often terrifying, the harm to families severe. The captured framework
offers neuroleptic medication and produces the outcomes data named above. The path
Harmonism walks runs through terrain restoration, the contemplative-cartographic work, plant
medicine within its proper lineages, and the holding-environments the alternative architectures
provide.

The Catastrophic Outcomes Data

The long-term outcomes data on chronic neuroleptic use in schizophrenia is the strongest
empirical case for re-evaluating the standard architecture. The data has been available for decades
and has been documented in detail by Robert Whitaker (Anatomy of an Epidemic, Mad in
America) and by the broader literature.

Harrow’s twenty-year longitudinal study — the largest and longest naturalistic follow-up of
schizophrenia outcomes — found that patients who stopped antipsychotic medication had better
long-term outcomes than those who remained on it. Higher rates of recovery, more functional
capacity, less disability, fewer relapses after the first few years. The finding survived adjustment
for severity at baseline. The published results across the 2000s and 2010s were met with the
response such findings always meet in this framework — methodological critique, calls for further
research, no change in clinical practice.

The Wunderink trial — randomized controlled trial in the Netherlands following first-episode
psychosis patients across seven years — found that patients randomized to dose-reduction
strategies had roughly twice the recovery rate at seven-year follow-up compared with patients
maintained on standard antipsychotic regimens. The implication: the medication that the clinical
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apparatus prescribes for life appears to worsen long-term outcomes for a fraction of those who
take it.

The WHO cross-cultural studies — beginning in the 1970s and replicated across subsequent
decades — found that recovery rates for schizophrenia were measurably higher in low-income
countries (India, Nigeria, Colombia) than in high-income countries with developed psychiatric
infrastructure. The cross-cultural framework Ethan Watters articulates in Crazy Like Us identifies
the structural reasons: the low-income contexts held the patient inside an intact family system,
embedded the recovery in a meaningful cultural framework, did not pathologize the person’s
identity, used medication briefly if at all, and assumed recovery as the expected outcome. The
developed psychiatric infrastructure was, by every measurable outcome, worse than its absence,
for the condition it most ambitiously claims to treat.

Open Dialogue in Tornio, Finland — developed by Jaakko Seikkula and colleagues, deployed for
first-episode psychosis since the 1980s — produces five-year outcomes better than standard care.
The protocol involves rapid mobilization of the patient’s family and social network, sustained
dialogue rather than diagnostic categorization, minimal use of neuroleptics, and recovery as the
expected outcome. The protocol has been replicated successfully in multiple locations.

Mosher’s Soteria Project — established in California in the 1970s — provided residential
alternative to psychiatric hospitalization for first-episode psychosis. The protocol involved trained
non-medical staff, minimal medication, the holding environment that allowed the psychotic
experience to unfold and resolve. The outcomes were better than standard hospital care across the
studied population. The project was terminated for institutional rather than empirical reasons;
the architecture has been replicated in various contemporary forms (the Open Dialogue work, the
Soteria-Berne project, various contemporary residential alternatives).

The data is consistent across studies, frameworks, and decades. Standard care for schizophrenia
produces measurably worse long-term outcomes than the alternative architectures available. The
institutional response to the data has been to ignore it. The architecture continues because the
architecture is not optimizing for outcomes.

The Physical-Body Substrate

The physical-body terrain dimension in schizophrenia is unusually load-bearing and often
unaddressed in standard care. The integrative-functional work has documented specific substrate
patterns that produce or compound the presentations.

Walsh’s biochemical individuality framework identifies specific subtypes of schizophrenia based
on methylation status, copper-zinc balance, pyrroluria, and the broader biochemical panel. The
undermethylated subtype, the overmethylated subtype, the high-copper subtype, the pyrroluria-
driven subtype, the gluten-sensitivity-driven subtype — each shows specific response to targeted
nutritional intervention. The institute has documented thousands of patient histories showing
recovery in the responsive subgroups using nutrient-based protocols matched to the specific
biochemical pattern. The conventional framework does not test for any of these subtypes.
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Heavy-metal accumulation, particularly copper excess and mercury burden, is associated with
specific schizophrenia presentations. The copper-lowering protocols and the mercury-clearing
work under qualified supervision produce measurable improvement in the responsive subgroups.

Gluten and casein sensitivity has been documented in schizophrenia subgroups since the 1960s —
the cereal-grain-correlation literature (Dohan, more recently the work by Karl Reichelt and
others) identifies a specific schizophrenia subtype responsive to strict gluten-free and dairy-free
diet. The mechanism appears to involve neuropeptides derived from incompletely digested gluten
and casein that cross the blood-brain barrier and produce psychiatric effects. The dietary
intervention is testable in any individual case and produces dramatic improvement in the
responsive subgroup.

Severe gut-brain inflammation through dysbiosis and broader gut dysfunction drives
neuroinflammation that compounds or, in some cases, drives the psychotic presentation. The gut-
repair protocols are part of the integrative architecture.

Niacin-response subtypes — Abram Hoffer’s orthomolecular tradition identified specific
schizophrenia subtypes responsive to high-dose niacin (with vitamin C and the broader
orthomolecular protocol). The work was suppressed by mainstream psychiatry but has been
replicated in clinical practice across decades; the responsive subgroup shows improvement that
the conventional protocols do not match.

Histamine dysregulation — high-histamine and low-histamine patterns produce specific
schizophrenia presentations responsive to targeted intervention.

Post-viral inflammatory states — particularly post-viral encephalitic presentations, including
post-COVID neuropsychiatric presentations — produce psychotic-like syndromes that the
conventional framework often misdiagnoses as primary schizophrenia and that targeted antiviral
and anti-inflammatory protocols can address.

Autoimmune presentations — NMDA-receptor encephalitis being the most documented, but the
broader autoimmune-psychiatric category including thyroid autoimmunity (Hashimoto’s
encephalopathy) — produce psychotic presentations that the standard antipsychotic framework
cannot address but that targeted immunological intervention can. The literature documents cases
of patients labeled chronic schizophrenic for years before the autoimmune substrate was
identified — with subsequent recovery when the substrate was addressed — and the conventional
framework’s failure to investigate is documented harm.

This is the substrate the standard care does not investigate. The integrative-functional protocols
that address it produce results the standard framework cannot match for the substrate-driven
presentations. The patient with schizophrenia diagnosis whose substrate has not been
investigated has been failed by an architecture that did not look.
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The Energy-Body Reading

The cartographic-contemplative reading of psychotic presentations operates at the energy-body
register and provides operative criteria the broader anti-psychiatry critique does not.

The Daoist reading: severe Shen disturbance — the consciousness-aspect of the Three Treasures
dispersed, the Heart-system’s anchoring of consciousness compromised, the broader pattern of
upper-system dispersal and lower-system collapse the TCM tradition reads in specific patterns.
The acupuncture and herbal protocols matched to the specific pattern produce measurable
improvement in some presentations, particularly in conjunction with the broader integrative
work.

The chakra reading: the upper-chakra system opening unintegrated, often with severe lower-
chakra collapse that fails to ground the upper-chakra activity. The seventh-chakra opening
producing the grandiose-spiritual presentations characteristic of some psychotic experience; the
sixth-chakra opening producing the visionary phenomena; the broader energetic activation
without the integration substrate. The integrated work involves grounding (lower-chakra) and
integration practice that the contemplative-cartographic traditions specifically developed.

The Andean reading: severe disturbance in the luminous field, with specific patterns the paqo
reads directly. The soul-fragment scattering in many psychotic presentations; the hucha
accumulation that drives the broader energetic disturbance; the lineage-specific patterns of
severance. The paqo-tradition healing work involves the soul-retrieval and hucha-clearing that
contemporary energy-medicine has begun to integrate (Alberto Villoldo’s work being one
contemporary articulation).

The Shamanic tradition more broadly recognizes psychotic-like presentations as potentially
initiatory — the shamanic-illness that traditional cultures held within the framework of becoming
a healer. The contemporary clinical framework reads these presentations as primary illness; the
traditional framework read them as initiatory crisis that, held adequately, produces the future
practitioner with real healing capacity. The relevant distinction (per Spiritual Emergency)
involves the criteria for distinguishing genuine initiatory crisis from clinical pathology; the
practitioner trained in the distinction can tell, and the cross-cultural data suggests that some
fraction of what the contemporary apparatus diagnoses as schizophrenia would have been held
within initiatory frameworks in traditional cultures with measurably different outcomes.

Not all psychotic presentations are spiritual emergencies or shamanic-initiatory presentations.
Some are biological-substrate presentations the integrative protocols address; some are spiritual-
emergency presentations the contemplative-cartographic framework addresses; some are both at
once. The integrated practitioner reads each presentation on its own terms.

The Way of Health Applied with Particular Care
The protocol architecture follows the Way of Harmony spiral — Presence (recognition) → Health
(substrate) → Matter (environmental substrate-adjacent to Health) → Service → Relationships →

https://harmonism.io/wheel-of-harmony/presence/spiritual-emergency
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Learning → Nature → Recreation → Presence at higher register — with the adaptation discipline
applied to schizophrenia presentations specifically. The patient population is more medically
vulnerable than the broader mental-health-disorder population and the Way of Presence is
walked in the an shen (stabilization) register throughout; intensive contemplative practice in
active presentation worsens many patients. Relationships is particularly load-bearing here — the
family-system substrate the Open Dialogue framework specifically addresses is closer to
foundational than integrating in this domain.

Monitor prioritizes Walsh’s biochemical panels (methylation, pyrroluria, copper-zinc), the
autoimmune panels (NMDA-receptor antibodies where indicated, thyroid antibodies, the broader
autoimmune-psychiatric panel), heavy-metal screening with particular attention to copper, gut
function with gluten-and-casein sensitivity testing, and assessment of whether the presentation
includes spiritual-emergency features. The diagnostic surface is unusually wide because the
etiologically distinct subgroups within the diagnostic category respond to different interventions.

Supplementation deploys the responsive subtype protocols: methylation support per methylation
status; zinc-and-B6 for pyrroluria; copper-lowering where the copper-excess subtype is identified;
the Hoffer niacin protocol where the niacin-response subtype is identified; high-dose omega-3;
the broader orthomolecular interventions per Walsh’s framework. Nutrition deploys gluten-and-
casein-free where the testing or empirical trial supports it; the metabolic-psychiatric literature on
ketogenic protocols for schizophrenia is relevant in selected cases.

The contemplative work through the Way of Presence requires careful matching to the patient’s
substrate; intensive meditation can worsen psychotic presentation in susceptible patients, and the
work involves qualified teachers who understand the substrate — applied with attention to
grounding rather than to intensive activation.

The Harmonist Path and the Open-Dialogue Evidence

The captured framework treats neuroleptic medication as the operative substrate of schizophrenia
care. Harmonism does not. The chronic-use outcomes data argues against the standard
“antipsychotic for life” architecture; the Open Dialogue and Soteria outcomes data argue that
alternative frameworks — minimal-medication, holding-environment, family-and-community
work, substrate restoration — produce measurably better long-term outcomes, including at the
acute-crisis edge. Open Dialogue uses neuroleptics in a small minority of first-episode cases;
Soteria used them minimally across two decades of operation. The evidence that the captured
framework’s default is wrong runs through the acute-crisis edge, not around it.

The integrated practice involves: rapid mobilization of family and social network at first
presentation (the Open Dialogue protocol as exemplar); the holding-environment the alternative
architectures provide — physical space, qualified human presence, removal from the conditions
that compounded the breakdown; substrate work in the recovery window — the nutrient and
metabolic terrain, the orthomolecular discipline that addresses copper, pyrroles, gluten,
methylation, the deeper physical-body register the brain-disease frame cannot see; the
contemplative and energy-body work appropriate to the presentation; plant medicine within its

https://harmonism.io/wheel-of-harmony/presence/the-way-of-presence
https://harmonism.io/wheel-of-harmony/presence/the-way-of-presence
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proper lineage contexts where the practitioner and the tradition permit; the family-and-
community work that the recovery requires.

The patient on long-term antipsychotic medication who is stepping out of the captured framework
should do so only under qualified supervision and with substrate work in place. The
supersensitivity-psychosis risk in inadequate discontinuation is real and dangerous; the
hyperbolic-tapering discipline (Mark Horowitz’s work applied to antipsychotic discontinuation)
and the integrative supportive substrate are necessary. Recovery is the path of return, and the
path requires care.

The deeper question — whether the schizophrenia diagnosis as currently constructed describes a
unified condition at all, or whether it captures a heterogeneous set of presentations with different
etiologies and prognoses — is genuinely open. The empirical evidence increasingly suggests the
latter; the integrative practice operates accordingly, treating each presentation on its own terms
rather than as instance of a presumed-unified disease.

The Path of Return

The schizophrenia diagnosis is the case where the captured framework has cost most and where
the alternative architectures produce most measurably better outcomes. The integrative practice
walks the territory between responsible acute-stabilization and the longer-arc recovery the
substrate work, the energy-body work, the family-and-community holding, and the contemplative
practice deliver across the population that responds to them.

The cleared and gathered practitioner may still require some ongoing support; the architecture
does not promise complete recovery in every case, particularly the most severe. What it does
promise is measurably better outcomes for fractions of the diagnosed population than the
standard architecture has delivered, in the empirical data that has been available for decades. The
Open Dialogue programs, the integrative-psychiatric practices, the substrate-work practitioners
trained in this domain are still small minorities of the broader care field; the recovery is being
rebuilt at the small scale, and the work is the rebuilding.
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第 V I 部

文明的症状

The crisis read at the scale of whole civilizations.
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第 2 1章  ·  第V I部  —  文明的症状

西方の空洞化

文明は外部から死ぬことができる——侵略、征服、生態系の崩壊。しかし西方は外部から死
んでいない。内部から死んでいる。それは衰退よりも空洞化とよく説明される過程によってであ

る。制度は立ったままである。GDPはまだ成長している。軍事装置は無敵である。しかし内部の
実質——文明の掲げる価値と実際にその人々が経験することとの間の生きた繋がり——は着実に
排出されてきた。残されているのは殻である：構造的には完全であるが、精神的には無人であ

る。

この記事はその経験的証拠を集める。西方の断裂は哲学的系譜を追跡する——ロゴスがいかに14
世紀に普遍と現実を切り離し、7世紀の断片化を通じてカスケードしたか。精神的危機は人間存
在の感じられた基盤としてのロゴスの喪失を診断する。認識論的危機は制度的知識の支配をマッ

プする。ヴォルトの診断から欠けているのは、これらの哲学的断裂が測定可能な文明的病理とし

て表現されていることを示す、人口統計学的、疫学的、心理学的、制度的データである。この記

事はその隙間を埋める。数字が診断ではない——ロゴスが診断である——しかし数字は文明自体
がその独自の経験的言語で否定できないものである。

I. 絶望の死

2015年、Anne Caseと経済学者のノーベル賞受賞者であるAngus Deatonは、アメリカの死亡率の
1世紀の進歩を逆転させた知見を発表した。大学の学位を持たない中年の白人アメリカ人は加速
度的な速度で死んでいた。加齢の病気からではなく、自殺、アルコール性肝疾患、薬物過剰摂取

から。彼らはその現象を絶望の死と名付けた。

規模は驚くべきものである。1999年から2023年の間に、120万人以上のアメリカ人が薬物過剰摂
取だけで死亡した。オピオイド危機——製品が中毒性であることを知っていた製薬企業によって
企図され、彼らが名目上監督していた産業に支配されていた規制機関によって承認され、診断的

判断をプロトコルに置き換えた医療システムを通じて配布された——単一年（2022年）で10万人
以上のアメリカ人を殺した。比較のために：ベトナム戦争は2年間にわたって58,000人のアメリ
カ人を殺した。

CaseとDeatonの最も不安な知見は生の数字ではなく、人口統計学的精密性だった。死亡は人生
に意味を与えていた構造へのアクセスを失った者の間に集中していた——安定した雇用、地域社
会への帰属、制度的信頼、家族の一貫性、宗教的参加。相関は絶対的な意味での貧困とではな

く、かつて小さなアメリカの町での人生を理解可能で目的のあるものにしていた社会的建築の崩

壊とだった。これらは資源が欠けていた人々ではなかった。これらは生き続ける理由が欠けてい

た人々だった。

精神的危機はこの空白の内部的次元に名前を付ける。しかし絶望の死はその統計的足跡である

——ロゴスの喪失が哲学的抽象であることをやめ、死体安置所を満たし始める地点である。

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-spiritual-crisis
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-epistemological-crisis
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-spiritual-crisis
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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II. 人口統計学的シグナル

将来への方向性を失った文明は繁殖を停止する。これは比喩ではない。総出生率は西方全域で

1960年のどの人口統計家も可能だと考えたであろうレベルに崩壊した。

安定した人口の置換率は女性1人当たり2.1人の子どもである。2024年現在、アメリカ合衆国は約
1.62に位置している。ドイツとイタリアは1.3の近くにある。韓国——制度的建築において文化的
に西洋化された——0.7を下回っており、これは大きな社会のどの歴史的な例にもない数字であ
る。スペインは2023年に1.16に達した。これらは一時的な変動ではない。これらは将来からの継
続的で数十年にわたる文明的な撤退を表している。

標準的な説明——経済的圧力、住宅費、教育を受けた女性にとっての子どもの機会費用——何か
実のあるものをとらえるが、構造的な深さを見落とす。出生率は最初に最も速く、最も裕福で、

最も教育を受けた人口の中で減少した——子どもを育てるための最も経済的能力を持つ人口。最
も寛大な親の支援システムを人類の歴史に構築したスカンジナビア諸国は、出生率の減少を他の

誰もの出生率と並行して見た。経済的議論は時間と規模を周辺で説明する；それは方向を説明し

ない。より深いものが働いている。

調和主義の診断は正確である：ロゴス——現実が秩序立ち、意味があり、生成的であるという感
覚——への繋がりを切り離した文明は、生命を創造する欲望が生まれる実存的基盤を失う。子ど
もは単なる経済的計算ではない。それらは将来の一貫性への信仰の行為である。その信仰が消え

る時——支配的な文化的物語が意味は構成されたもの、アイデンティティは流動的、制度は腐敗
している、惑星は死んでいる、そして宇宙的秩序は人間の目的を支える何物も下敷きしない——
生命を創造することは文明がもはや十分な動機を生成できない行為となる。身体は魂に従う。自

分の未来を信じない文明はそれを産まない。

III. 若者の心理的崩壊

人類の歴史における最大の物質的豊かさの中に生まれた世代は、今までに測定された最も心理的

に苦痛を被った世代である。Jonathan Haidtは『The Anxious Generation』（2024）で、疫学的
データを記録している：2010年から2015年の間に、アメリカの青年の間でうつ病、不安、自傷行
為、自殺の率は、指標と人口統計によって50～150％増加した。時期はスマートフォンとソーシ
ャルメディアの大量採用と正確に相関する——しかし相関は因果関係ではなく、調和主義の診断
は技術的ベクトルより深く進む。

スマートフォンは空白を作らなかった。それを収益化した。すでに意味の構造——宗教的共同
体、世代間伝承、具現化された遊び、監督されない子ども時代、通過儀礼、自然との直接的関係

——のすべてから奪われていた世代は、これらのすべてを搭載メトリクス用に最適化されたシミ
ュレートされた社会環境に置き換えるデバイスが手渡された。電話は臨在の輪が一度占めていた

空間を満たした。アルゴリズムは注意の組織知性になった——ロゴスではなく、ダルマではな
く、身体と地球のリズムではなく、画面上の時間を最大化するために企図された人工的フィード

バックループ。

結果はあらゆる臨床データセットで読み取り可能である。10～14歳の女の子の間での自傷行為の
ための救急車の訪問は2010年から2020年の間に3倍になった。アメリカの十代の自殺率は数十年
の最高レベルに達した。英国、カナダ、オーストラリア、スカンジナビアは同一の曲線を示す。
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これはアメリカの現象ではない。これは文明的現象である——それは西方の制度的モデルが採用
されたあらゆる場所を追跡する。地域的文化、富、または政治体制に関係なく。

データが測定しているのは、精神的危機が存在論的レベルで名前を付ける何かの下流の結果であ

る：臨在の輪へのアクセスがない、内部状態をナビゲートするための実践がない、苦しみを尊厳

与える宇宙論がない、彼らの前に道を歩んだ年長者がいない、そして大人になることが何を意味

するのか、という開始を持たない世代。電話は近接原因である。空洞化は究極のものである。

IV. 制度的信頼の崩壊

Pew Research Centerは1958年以来政府への米国の信頼を追跡している。軌道は代理化の文明規
模グラフである。1964年、77%のアメリカ人は連邦政府が大抵の場合正しいことをすると信じて
いた。2024年までに、その数字は約22%に低下していた。衰退は政党的ではない——それはあら
ゆる政権、あらゆる党、あらゆる時代にわたる。それは構造的である。

しかし崩壊は政府をはるかに超えている。メディア、組織化された宗教、医療施設、法律制度、

公立学校、高等教育への信頼はすべて急落している。Gallup)データは、アメリカの14の主要制度
への信頼が2023年に歴史的低水準に低下したことを示す。議会：8%。テレビニュース：11%。刑
事司法制度：17%。大企業：14%。

認識論的危機は制度的認識論的権限が支配されたメカニズムを分析する。信頼データが明かすの

は、その支配への人口の生きた経験である。人々は制度が信頼できるようになったために制度を

信頼しない——市民が不合理になったからではなく。イラク戦争は捏造された諜報によって正当
化された。2008年の金融危機は制度的無謀によって引き起こされ、そして上級幹部は誰も獄中に
送られなかった。製薬産業はオピオイドを安全なものとして売り込んだ、その独自データが別の

ことを示した間。公衆衛生施設はCOVID-19パンデミックの間繰り返し位置を逆転させ、一方で
疑問を投げかけない準拠を要求した。これらは陰謀論ではない。それらは記録された記録であ

る。

結果は、共通の善に向けた集団行動を調整するために十分な合法性を命ずる制度がない文明であ

る。統治は被治者が統治者は派閥的利益を超えた何かに沿って行動していると信じることを必要

とする。その信念が消える時、統治は管理に低下する——そして合法性のない管理は強制に低下
する。信頼から管理から強制への軌道はダルマ的中心を失った文明の政治的表現である。

V. 大学の降伏

大学は数世紀の間、文明的自己認識に課せられた制度だった。その機能は職業訓練ではなかった

——それは文明が何であり、それが何を奉仕するか、そしてそれがどのようにうまくいかないか
もしれないかを理解できる人間の育成であった。Wilhelm von HumboldtのUniversity of Berlin
（1810）はこの原則の上に明示的に設立された：Bildung——知識との遭遇を通じた人間の完全
な発展、専門家の生産ではなく。

その機能は包括的に放棄されてきた。教育の未来は構成的代替を分析する。ここに、診断。

現代西方大学は3つの同時的な低下を経験した。第一に、認識論的支配：人文科学と社会科学は
ポスト構造主義フレームワークによってコロニアル化され、真理の可能性を否定し、大学をそれ

が保護するために作られた文明的継承を伝える構造的に無能にしている。テキストが安定した意
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味を持たないと学生に教える文学部は、それらのテキストに符号化された知恵を伝えることがで

きない。実存的探究ではなく歴史的好奇心として形而上学を扱う哲学科は、現実が何であるかを

理解する人間を生産することができない。

第二に、職業的還元：大学は労働市場のための信用証機構として着実に再定義されてきた。学生

は教養のある人間になるためではなく、専門的雇用に必要な認定を習得するために出席する。結

果は高度な学位を持ち、哲学的識字率がない人口である——技術的に訓練され、実存的に漂流し
ている。

第三に、行政的転移：アメリカの大学における管理者と教員の比率は50年にわたって逆転してい
る。1976年から2018年の間に、フルタイムの管理者と専門職の数は160%以上増加したが、フル
タイムの教員は約30%増加した。制度は現在、制度自己保持に整列した動機を持つ管理クラスに
よって統治されている、教育的使命ではなく。授業料は1980年以来インフレーションのおよそ4
倍の速度で上昇した。アメリカの学生債は現在170億ドルを超える——ほとんどの国のGDPより大
きい和——減少する価値の認定と引き換えに世代から抽出される。

文明的結果は、可耕性ある人間が保つ必要があり得る質問をされたことのない名目上教育を受け

た人々のクラスの生産である：良い人生とは何か？人間とは何か？個人と宇宙の関係とは何か？

正義とは何か？生者が死者と未生者に向けて保有する義務とは何か？これらは選択的な質問では

ない。それらは答えが文明を構成する質問である。それらを尋ねない大学は教育していない——
それは処理している。

VI. 社会生活の原子化

Robert Putnamの『Bowling Alone』（2000）はアメリカの結社的生活の崩壊を記録した——教
会、ロッジ、市民団体、ボーリング同盟、ボランティアグループはその以来1830年代に最初にそ
れらを説明したTocquevilleコミュニティの組織を構成していた。4半世紀後、軌道はのみ加速さ
れている。Survey Center on American Lifeは2021年にアメリカ人の友人を持たない人数が1990
年以来4倍になったと報告した——3%から12%へ。10人以上の親友を持つ人数は33%から13%に低
下した。

パターンは西方全域に及ぶ。教会参加、労働組合のメンバーシップ、クラブ参加、近所の親しみ

——社会的埋め込まれの各指標は低下している。米国外科医総長は2023年に孤独を公衆衛生の流
行として宣言し、毎日15本のタバコを吸うことと同等の健康上の結果とともに。日本——繰り返
し、文化的に異なるが制度的に西洋化された——現象のために全体の語彙を造語している：
hikikomori（社会的撤退）、kodokushi（死んで一人で発見されない）、muensha（接続されてい
ない）。

人間的人格の再定義は哲学的根を診断する：自由主義的個人主義的人間学は、人を選択されてい

ない義務の不在に自由が存在する主権的な合理的行為者として定義する。この定義はそれが説明

するものをまさしく生産する——かつてその人生に密度と方向を与えた結合から解放された個
人。原子化された人間は完全に実現された自由主義的主体である：自由、平等、独立、そして一

人。

調和主義の立場は人間が原子ではないことである。それらは生きた関係的領域の結点である——
調和の建築が文明規模で名前を付ける何か、そして調和の輪が個人規模でマップする。関係はア

クセサリーではなく、柱である。コミュニティはライフスタイルの好み——それは存在論的要件

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-redefinition-of-the-human-person
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である。構造的に孤立を生産する文明は、単にその市民を心理的に失敗していない。それは人間

が何であるかの建築を違反している。

VII. 収束

これらのそれぞれのシグナル——絶望の死、人口統計学的崩壊、若者の心理的荒廃、制度的代理
化、大学の棄却、社会的原子化——通常は孤立した状態で分析される。経済学者は出生率を研究
する。疫学者はオピオイドを研究する。社会学者は孤独を研究する。心理学者は十代の心理的健

康を研究する。政治学者は制度的信頼を研究する。各学問は独自の文献、独自の因果モデル、独

自の政策提言を生産する。どれもが全体を見ない。

調和主義の診断は、これらが6つの別々の問題ではないことである。それらは1つの文明的条件の
6つの表現である：ロゴスを集団的生活の組織原理として喪失。ロゴスに沿った文明は、それ自
体の永続を超えた何かを奉仕するので、信頼に値する制度を生産する。コミュニティを生産す

る。人間の存在が宇宙的秩序に接続される。それは子どもを生産する。文明がそれが何であるか

を知っているので、それは継続する意志を生成する。それは心理的に回復力のある若人を生産す

る。一貫した宇宙論内で育てられた子どもは苦難に耐える内部の建築を持つので。それは本物の

教育を生産する。文明がそれの継承を真摯に取るので、次の世代はそれを前に運ぶために育成さ

れる。そしてそれは絶望の死を生産しない。絶望は意味から切り離された人生の正確な現象学的

署名である——そして意味はロゴスが提供する何か。

西方の断裂は哲学的系譜を追跡した。この記事は経験的証拠を集めた。残っているのは構成的質

問である：空洞化を逆転させた文明はどのように見えるであろうか？その質問は調和の建築の領

域である——調和の輪の文明的相手——ダルマを中心に組織され、7つの柱はその中心の独自の構
造を集団的人生の規模で反映：生計、管理、統治、コミュニティ、教育、生態学、文化。

空洞化は逆転不可能ではない。しかしそれはポリシーによっては逆転されることはできない——
ポリシーは空洞化されてきた制度の内部で作動するので。それは文明の現実への関係の再向きに

よってのみ逆転されることができる：ロゴスを集団的生活の基盤として回復、ダルマを制度的合

法性の尺度として復元、そして本物の自己統治を可能にする内部開発を持つ人間の育成。西方は

優れた管理を必要としない。それはそれが何のためにあるかを覚える必要がある。

参照も：西方の断裂、精神的危機、認識論的危機、道徳的反転、人間的人格の再定義、調和の建

築、統治、教育の未来
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第 2 2章  ·  第V I部  —  文明的症状

Tombstone — Superseded

This article was drafted as The Hollowing of the Arab Soul and immediately superseded

by The Hollowing of the Muslim Soul within the same drafting session. The “Arab” framing was
an axis error: the diagnosis is for Muslims (religion-axis), not for Arabs (ethnicity-axis); the
Arab-civilizational orbit is the most acute manifestation of the severance but not the entire scope.
The successor article addresses Muslims globally with differential intensity tracking across the
major civilizational tracks (Arabic-civilizational orbit, post-Atatürk Turkic, Soviet-secularized
Central Asia and Caucasus, post-socialist Balkans, South Asian, Indonesian-Malay, West African,
East African, Hui Chinese, Iranian Shia, diaspora).

audience: developer  excludes this file from the website build via sync-content.sh ’s filter.
Safe to physically delete from the Mac terminal:

rm "/Users/tahir/Documents/Vault/Harmonia/World/Diagnosis/The Hollowing of the A

No .htaccess  redirect needed — this article was never deployed.

See The Hollowing of the Muslim Soul.
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第 2 3章  ·  第V I部  —  文明的症状

The Hollowing of the Muslim Soul

A civilization can lose its body and keep its soul; it can also keep its body and lose its

soul. The Muslim world today has lost neither completely — but the asymmetry between what it
inherits and what it currently transmits is severe across many of its territories, and the severance
has a specific shape that the broader diagnosis of religious modernity has not fully named at the
level of operational consequence for the Muslim seeker.

The inheritance is enormous. The Qurʾanic revelation, the Prophetic sunna, the fiqh tradition, the
philosophical inheritance from al-Kindī through al-Fārābī, Ibn Sīnā, al-Ghazālī, Ibn Rushd, al-
Ṭūsī, and Mullā Ṣadrā, the kalām of al-Ashʿarī, al-Māturīdī, and the later schools, the spiritual
science of taṣawwuf — al-Ghazālī, Ibn ʿArabī, Rūmī, al-Shādhilī, al-Sirhindī, Shah Walī Allāh, Ibn
ʿAṭāʾ Allāh, Aḥmad al-Tijānī — and the unbroken chains of transmission (silsila) reaching back to
the Prophet through fourteen centuries: this constitutes one of the deepest civilizational
inheritances any tradition has been given. The masters span the entire umma. Al-Ghazālī was
Persian, Ibn Sīnā was Persian, Rūmī was Persian writing in Persian and Arabic, Ibn ʿArabī was
Andalusi-Arab, al-Sirhindī was Indian, Niasse was Senegalese-Mauritanian, Bahāʾ al-Dīn
Naqshband was Central Asian Tajik, al-Bukhārī was Central Asian, al-Tirmidhī was Central Asian,
Aḥmad al-Tijānī was Algerian. Arabic is the sacred-language vehicle of revelation and fiqh; the
practitioners and masters who carry the tradition span every region the umma has reached. The
Sufi Cartography of the Soul articulates the cartography itself — the seven stations of the nafs, the
latāʾif, the methods of dhikr and murāqaba, the horizon of fanāʾ and baqāʾ, the insān kāmil. The
cartography is real, native to the Muslim inheritance, and one of the most thoroughly mapped
interior anatomies in the human record.

What the Muslim today encounters when they encounter Islam is, in many institutional settings,
something else. They encounter, depending on where they are, a religion of juridical observance
shorn of contemplative depth, or a religion of identity-and-grievance shorn of practice, or a
religion of state-managed bureaucratic conformity, or a religion of secular cultural-residue
without operative metaphysics, or a religion under active state-secularist suppression, or a
religion of literalist reformism that declares its own contemplative inheritance heretical. The
cartography is not what most Muslims encounter as Islam. What most encounter is its outer shell
— the form without the path the form was built to vehicle. This is the hollowing.

The diagnosis applies at differential intensity across the Muslim civilizational landscape. It is
most acute in the Arabic-civilizational orbit (Maghreb to Gulf), where the Wahhabi-Salafi rupture
originated and the post-Ottoman political fracture cut deepest. It was inflicted with comparable
severity but differently shaped in the post-Atatürk Turkic track, where state secularism severed
institutional Sufism by direct legal ban for over half a century. It was imposed at scale across the
Soviet-secularized regions of Central Asia, the Caucasus, the Volga-Ural, and the formerly
socialist Balkans, where seventy years of communist anti-religious policy produced its own
version of the severance. It operates in different registers in South Asian Sunni Islam, where a
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tripartite contest between Barelvi traditionalism, Deobandi reformism, and Salafi-Wahhabi
penetration shapes the contemporary religious landscape. It is differently configured in
Indonesian-Malay Islam, where the Nahdlatul Ulama tradition has resisted the Wahhabi pull
more successfully than most. It runs along its own track in Sub-Saharan African Islam, where the
Tijānī mass tradition of West Africa, the Qādirī tradition of East Africa, and other lineages have
preserved the cartography at scale. It is differently positioned in Iranian Shia Islam, where the
ʿirfān tradition within the post-1979 Islamic Republic carries paradoxes the Sunni regions do not
face. The condition is one phenomenon at the umma-wide level. The mechanisms and intensities
vary by region.

The Muslim seeking the depth of their inheritance — Amazigh-speaking Moroccan in the
Boutchichiyya, Urdu-speaking Pakistani Chishti aspirant, Kurdish Naqshbandi-Khalidi
practitioner, Hui Chinese descendant of the Naqshbandi-Khufiyya line, Bosnian Mevlevi initiate,
Senegalese Tijānī under Niasse, Hadhrami in the Bā ʿAlawī, Wolof in the Mouride tradition,
Bengali Barelvi, Maghrebi diasporic in Paris encountering the Tijānī zawiya — faces the same
structural question with regional variations: where does the depth live, why is it institutionally
embattled, and how does one find or rebuild access to it.

Five compounding vectors of severance shape the contemporary condition: Wahhabi-Salafi
reformist rupture, post-Ottoman and post-imperial political fracture, colonial-modernist overlay,
communist secularization, and late-modern reconfiguration through 1979 and after. They operate
at differential intensity across the major Muslim civilizational tracks. They make the Muslim case
structurally distinct from the Western. And they shape the recovery path the umma’s own
surviving resources permit — the lineages still living across multiple regions, the substrate
preserved where institutional and political conditions allowed, the articulation through which the
cartography can be re-encountered when the institutional vessels are out of reach.

I. The Inheritance

To diagnose the hollowing requires first naming what was filled. Muslim civilization, at its
operating peak between roughly the eighth and seventeenth centuries, transmitted four
interlocking forms of knowledge that together constituted one of the most comprehensive
civilizational architectures ever assembled.

The first was the exoteric: the Qurʾan as recited revelation, the Prophetic sunna as embodied
exemplar, fiqh as the juridical structure of communal life, kalām as the dialectical defense of the
creed against philosophical challenge. This dimension is the one that survives most visibly in
contemporary mainstream Muslim life. It is real, it is necessary, and it is not the whole.

The second was the intellectual: a philosophical tradition running from the Greek and Indo-
Iranian inheritances through al-Kindī, al-Fārābī, Ibn Sīnā, al-Ghazālī, Ibn Rushd, al-Ṭūsī, Mullā
Ṣadrā — a tradition whose high-period work would become foundational for European
scholasticism through Latin translation. This dimension was largely suppressed in the post-
Ghazālian Sunni Arab world, survived more vigorously in the Persian-Shia tradition through the
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Isfahan school and the ḥikma lineage continuing into the present, and exists today in Sunni
regions primarily as object of historical scholarship rather than as living inquiry.

The third was the contemplative: taṣawwuf, the science of interior purification, organized
through the ṭuruq (orders) and transmitted through the silsila. The Sufi Cartography of the Soul
articulates this at depth: the seven stations of the nafs, the latāʾif of the subtle anatomy, the
operative methods of dhikr, murāqaba, muḥāsaba, and the terminal horizon of fanāʾ and baqāʾ.
This is the dimension that has been most actively severed in the modern era and whose absence
most defines the present hollowing across most Muslim regions.

The fourth was the integrative: the institutional architecture that held the three previous
dimensions together — the madrasa system that transmitted classical learning, the zāwiya and
tekke that housed contemplative practice, the waqf (religious endowment) system that provided
material support across centuries, the relationship between rulers and ʿulamāʾ that maintained
the tension between political power and religious authority. This integrative architecture was the
connective tissue. Without it, the three knowledge forms become disconnected fragments. Most of
this architecture was destroyed, nationalized, or radically reconfigured during the long twentieth
century — by Wahhabi state-violence in the Hijaz, by Atatürk’s secularist legislation in Turkey, by
Arab nationalist waqf dissolution, by Soviet anti-religious campaigns in Central Asia and the
Caucasus, by socialist atheism in the Balkans, by Cultural Revolution destruction in Hui Muslim
China, by colonial-modernist administrative reorganization across the dependent territories.
What remains is partial, instrumentalized, and in many places hostile to its own deepest content.

The contemporary Muslim today inherits the exoteric form intact in most regions, the intellectual
form as historical museum (Iranian Shia exception), the contemplative form fragmented and
embattled at differential intensity by region, and the integrative architecture largely dissolved.
What was a civilizational whole is now, across most of the umma, a hollowed shell with surviving
fragments of depth visible to those who know where to look.

II. The Wahhabi-Salafi Rupture

The first and deepest cut in the modern severance was inflicted by the movement that emerged
from central Arabia in the eighteenth century around Muḥammad ibn ʿAbd al-Wahhāb (1703–
1792). The Sufi Cartography of the Soul treats the structural mechanism in detail; the diagnostic
point here concerns the rupture’s character and its global reach.

Wahhabism was not a theological disagreement framed in scholarly language. It was a
programmatic assault on the contemplative tradition, conducted with state power, executed
through violence, and exported globally through petro-state finance. When Wahhabi forces, allied
with the House of Saud, conquered the Hijaz between 1803 and 1925, they did not debate the Sufi
orders — they destroyed them. The shrines of saints were razed across the peninsula. The
cemetery of al-Baqīʿ in Medina, containing the graves of the Prophet’s family and the earliest
companions, was leveled in 1925, with Saudi forces returning to complete the destruction in 1926.
The Jannat al-Muʿallā cemetery in Mecca, where the Prophet’s mother was buried, was similarly
destroyed. The ṭuruq operating in the Hijaz were closed, their masters expelled or killed, their
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awrād (litanies) banned, their methods declared bidʿa and shirk — innovation and idolatry, the
gravest charges Islamic theology can level.

This was the inaugural pattern. The contemplative was framed as un-Islamic and erased through
institutional violence. The framing was theological; the mechanism was force. By the late
twentieth century, the export of this framing through Saudi-funded madrasas, publications,
preachers, mosques, and student-scholarships across the Muslim world had reconfigured the
global Islamic conversation. A movement that had been a marginal eighteenth-century desert
reformism became, through the leverage of post-1973 oil revenue, the dominant institutional
voice claiming to speak for “authentic” Islam from Morocco to Indonesia. The reach was
effectively global. South Asian madāris on the Saudi model, Indonesian Salafi networks
contesting the NU establishment, West African Salafi-jihadist movements challenging the Tijānī
mass tradition, Bosnian Salafi influence after the 1992–95 war, post-Soviet Caucasian
Wahhabism funded through Gulf NGOs, Filipino Mindanao Salafi movements — each represents
the export of the original Arabian rupture into a different civilizational track, with differential
effects on the local contemplative inheritance.

A generation raised within the Salafi frame in any of these regions inherits a religion in which the
contemplative cartography is not merely absent but actively suspect. Veneration of saints is shirk.
The ṭuruq are bidʿa. Claims of spiritual transmission outside the literal text are presumed
fraudulent. The interior science the masters mapped over a millennium is rendered, in this frame,
either heretical or impossible. The cartography continues to exist; the institutional framing within
which much of contemporary Muslim youth encounters Islam denies that the cartography even is
what it claims to be. This is more than severance. It is severance accompanied by the assertion
that nothing was severed — that what was destroyed was never genuine in the first place. The
Wahhabi-Salafi vector is the spine of the global hollowing because it operates at the level of
religious-institutional legitimacy, declaring what counts as Islam and what does not, and what
counts as Islam in this frame excludes the cartography by definition.

III. The Post-Ottoman Fracture and the Atatürk Severance

In 1924, Mustafa Kemal Atatürk abolished the Ottoman caliphate. This was not a Turkish event. It
was the dissolution of the political form that had embodied the umma’s integrative unity for
thirteen centuries. The Ottoman caliphate was not always strong, was sometimes nominal, was
sometimes contested — but it existed. In 1924, it ceased to exist, and what replaced it was
nothing.

For the Arab-speaking Muslim world, the replacement was the system of European-imposed
mandates and post-mandate states established at Sykes-Picot (1916), San Remo (1920), and the
subsequent Mandate decisions. The Arab world was divided into territories — Syria, Lebanon,
Iraq, Transjordan, Palestine, Egypt nominally independent under British supervision, the Hijaz
consolidated under Saudi rule — whose borders had been drawn by European powers serving
European interests. None of these states corresponded to any pre-existing political form. Their
populations had to construct national identities from scratch within colonial parameters. The
Arab nationalist project across the twentieth century — Baathism in Syria and Iraq, Nasserism in
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Egypt, the FLN in Algeria, Bourguiba’s Neo-Destour in Tunisia — sought to construct a secular
Arab modernity in which religious authority would be subordinated to the nation-state. The waqf
system, which had provided endowed material support for zāwiyat, madāris, and Sufi ṭuruq for a
millennium, was nationalized or dismantled across most of the Arab world during the twentieth
century. In Egypt, the Nasser regime nationalized the awqāf in the 1950s. In Tunisia, Bourguiba
dissolved them in the 1950s and 1960s. In Algeria after independence, similar measures followed.
The financial substrate that had sustained contemplative practice across centuries was dissolved
within a single generation.

For Turkey itself, the post-Ottoman trajectory was more violent and more total. Atatürk’s 1925
Law No. 677 banned all Sufi orders, closed every tekke and zāwiya across the Turkish republic,
prohibited the use of Sufi titles (ṣūfī, darvīsh, çelebi), banned the wearing of distinctive religious
dress, and made membership in any ṭarīqa a criminal offense. The Mevlevi order — the order of
Rūmī, with its center at Konya, transmitting one of the most refined contemplative traditions in
any civilization — was outlawed. The Bektashi tradition, deeply integrated with the Janissary
corps and Anatolian popular religion for five centuries, was outlawed. The Naqshbandiyya, the
Khalwatiyya, the Qādiriyya, every active ṭarīqa in the Turkish lands was forced underground. The
Hagia Sophia was museumified in 1934. The ʿulamāʾ establishment was dissolved and replaced
by a state Religious Affairs Directorate (Diyanet) under direct cabinet authority. Arabic script was
replaced with Latin in 1928, severing the next generations from direct access to the classical
religious-philosophical-Sufi inheritance.

The contemplative tradition in Turkey did not die. It went underground for fifty-five years.
Naqshbandi networks transmitted in private homes, in coded language, through family lines that
maintained the silsila without public ṭarīqa form. The Mevlevi tradition was preserved by
individual postnishin shaykhs and a handful of practitioners across decades when public samāʿ
(the whirling ceremony) was illegal. From 1980 forward — under the post-coup political-
economic restructuring and increasingly under Özal and Erdoğan’s governments — the
prohibitions were progressively relaxed and Sufi institutions returned to public life. But the
recovered tradition was not identical to what had been suppressed. Fifty-five years of
underground operation, partial transmission, and selective survival had produced a different
shape. The contemporary Turkish Sufi landscape includes the surviving classical lineages, the
Erdoğan-era political-Islamist religious revival (which is not synonymous with the Sufi
inheritance and in some respects has its own tensions with classical ṭarīqa practice), and various
contemporary figures whose claims to the silsila span the genuine to the dubious. Turkey’s case
demonstrates that a contemplative tradition can survive direct legal suppression for half a
century, but the survival is bought at a cost the tradition will continue to pay for generations.

IV. The Colonial-Modernist Overlay

Compounding the post-Ottoman and post-imperial fractures was the colonial-modernist overlay
imposed across Muslim-majority territories from the late nineteenth century forward. The British
in India (consolidated from 1857), Egypt (from 1882), Iraq (from 1920), and across the Gulf and
Malaya. The French in Algeria (from 1830), Tunisia (from 1881), Morocco (from 1912), and Syria-
Lebanon (from 1920). The Dutch in the East Indies (from the seventeenth century, intensifying in
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the nineteenth). The Italians in Libya (from 1911) and briefly in Somalia. The Russians, then
Soviets, in Central Asia and the Caucasus from the eighteenth century onward, with the Soviet
phase representing a categorically different mechanism treated separately below. Each colonial
regime brought its own institutional and intellectual architecture, but each produced a
comparable result: the formation of a local elite educated in European frames and operating
within institutional structures designed to integrate the colonized population into European-then-
American economic and security systems.

This elite became the engine of post-independence state-building. Atatürk’s republican
modernization in Turkey, Bourguiba’s domestication of Tunisian Islam, Nasser’s
instrumentalization of al-Azhar, the Pahlavi dynasty’s modernization in Iran, Sukarno’s secular
nationalism in Indonesia, Jinnah’s lawyer-modernist Pakistan, the FLN technocracy in Algeria —
these were the products of European-modernist education applying European-modernist
categories to the reorganization of formerly Ottoman or formerly colonized Muslim societies.
Their religious policy ranged from Atatürk’s frontal assault to Bourguiba’s controlled
secularization to Nasser’s instrumentalization to Sukarno’s Pancasila pluralism to the Pahlavi
promotion of pre-Islamic Persian identity. The common feature was that religious authority,
including contemplative religious authority, was made to serve the modernizing nation-state’s
project, not the other way around.

Within this configuration, the religious-reformist projects that emerged from each region occupy
specific structural positions. In Egypt and the Arab Mashriq, the Salafiyya current of Muḥammad
ʿAbduh (1849–1905) and Rashīd Riḍā (1865–1935) sought a synthesis of Islamic learning with
Western rationalism, defending Islam against Orientalist critique while modernizing its juridical
and intellectual practice; the trajectory across the twentieth century was not synthesis but
progressive convergence with the harder Salafism emerging from the Arabian peninsula. In
British India, Sayyid Ahmad Khan founded Aligarh Muslim University in 1875 on rationalist-
modernist lines, while the Dār al-ʿUlūm Deoband (founded 1866) pursued classical-traditionalist
preservation with Salafi-leaning theological positions, and the Barelvi movement (Aḥmad Riḍā
Khān Barelvī, late nineteenth century) defended the contemplative-veneration tradition against
the Deobandi-Salafi current. In the Dutch East Indies, the Muhammadiyah (1912) emerged as
modernist-reformist and the Nahdlatul Ulama (1926) as traditional-Sufi-resistant — the most
institutionally successful traditional defense of contemplative tradition in any modern Muslim
region, owing partly to colonial-Dutch policy that stayed largely uninvolved with internal Muslim
institutional life. In Persia, Reza Shah (r. 1925–1941) imposed an aggressive secular
modernization including the forced unveiling of women in 1936 and the suppression of Sufi
orders, but the ʿirfān tradition within Shia ḥawza networks (especially in Najaf and Qom)
maintained its institutional integrity through the period because of its embedding in Shia clerical
training rather than in independent ṭarīqa structures.

The result across the colonial-modernist landscape was a religious topology in which the Muslim
seeking depth was offered a constrained menu: state-bureaucratic Islam compromised by its
instrumentalization, Salafi-reformist Islam excluding the contemplative tradition by ideological
commitment, modernist-rationalist Islam concerned more with apologetics than with depth, and
the increasingly attenuated ṭarīqa tradition operating under pressure from the others. The
specific configurations varied — Indonesian NU more preserved than Egyptian Sufism, South
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Asian Barelvi more populist than Maghrebi tariqa-aristocracy, Turkish recovered Sufism
politically charged in ways the West African Tijānī mass is not — but the structural pattern
obtained across the colonial-modernist territories with depth-loss as the common consequence.

V. The Communist Severance
A categorically different mechanism operated across the Muslim populations under twentieth-
century communist regimes. From 1917 in the formerly Russian-imperial territories and 1945–67
in the Balkans, Muslim communities experienced sustained state-secularist anti-religious
campaigns whose scale and duration exceeded any other vector in the modern history of Islam.

In the Soviet Union, the period from 1925 through 1941 saw the systematic dismantling of Muslim
institutional life across Central Asia (Uzbek, Kazakh, Tajik, Turkmen, Kyrgyz Soviet republics),
the Caucasus (Azerbaijan, Dagestan, Chechnya, Ingushetia), the Volga-Ural region (Tatar and
Bashkir lands), and Crimea. The Hujum campaign (1927–1941) targeted Muslim women’s veiling
through coordinated state mobilization. Mosques were closed at scale — by some estimates, of
approximately 26,000 mosques operating in 1917, fewer than 1,000 remained legally functioning
by 1941. The madrasa system was effectively destroyed. Waqf properties were nationalized. The
Stalin purges of 1936–1939 executed Muslim scholars, Sufi shaykhs, and traditional jurists in the
thousands. The Bukharan and Samarkand traditions of classical Islamic learning, which had been
continuous transmission centers for over a millennium, were broken. The Naqshbandi tradition in
Soviet Tajikistan and Uzbekistan went underground; the so-called “underground Naqshbandiyya”
(Naqshbandiyya-i Khufiyya in some accounts) maintained operational transmission through
coded teaching, family-line transmission, and informal zikr circles in private homes for decades.

After the Second World War the Soviet regime relaxed its most violent anti-religious posture but
maintained tight institutional control. A small number of state-approved mosques and one
madrasa (Mir-i Arab in Bukhara) operated under direct supervision. The Spiritual
Administration of Muslims of Central Asia, headquartered in Tashkent, served as the institutional
channel through which acceptable Islam was permitted to function. Outside this framework,
religious practice was either underground or illegal. The Muslim populations of the Soviet Union
experienced seventy years of this configuration. By 1991, the institutional damage was profound —
generations had grown up without classical religious education, the silsila transmissions had
become attenuated, and the surviving traditions operated on reduced foundations.

Post-Soviet recovery has been uneven and largely state-controlled. Karimov’s Uzbekistan banned
non-state Islam outright; tens of thousands of Muslims were imprisoned for unauthorized
religious practice. Tajikistan after its civil war (1992–1997) imposed similar restrictions.
Kazakhstan and Kyrgyzstan permitted somewhat broader practice but under tight state oversight.
The Caucasus saw distinct trajectories: post-Soviet Chechnya under Ramzan Kadyrov has
promoted a state-aligned version of the Qādirī tradition (descended from Kunta-Hajji Kishiev’s
nineteenth-century lineage) while suppressing Salafi and unaffiliated Islamic practice. Dagestan
has the densest concentration of post-Soviet Sufi recovery in the Russian Federation, with
Naqshbandi-Shadhili lineages under Said Afandi al-Chirkawi (assassinated 2012) and his
successors maintaining transmission while contesting Salafi-jihadist insurgency. The Volga-Ural
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Tatar tradition, including the Naqshbandi-Mujaddidi line through such figures as Zaynullah
Rasuli (d. 1917), survives on a reduced base.

A parallel pattern operated across the formerly socialist Balkans. Hoxha’s Albania declared itself
the world’s first atheist state in 1967 and outlawed all religion. The 1,608 mosques, tekkes, and
churches operating in 1967 were closed. The Bektashi headquarters, Albania’s distinctive
contribution to the global Sufi heritage and the Bektashi center for the world, was shuttered; the
Bektashi tradition survived primarily in diaspora. Bosnian Muslims under Yugoslav socialism
experienced a less violent but still constrained religious life; their tradition recovered institutional
presence after 1991, though the 1992–95 war produced its own distortions including the entry of
Saudi-funded Salafi networks during and after the war. Kosovar and Macedonian Muslim
communities faced comparable conditions. Across the Balkans, the Sufi tradition (Naqshbandi,
Khalwatī, Bektashi especially) survived but on reduced foundations.

The Chinese case represents a structurally analogous severance vector with distinct regional
features. The Cultural Revolution (1966–1976) destroyed Hui Chinese-Muslim heritage at scale:
mosques shuttered or repurposed, imāms forced into manual labor, classical texts destroyed, the
Naqshbandi-Khufiyya and Naqshbandi-Jahriyya traditions of the Northwest Hui regions severely
damaged. Recovery from 1978 forward proceeded with state oversight but allowed reconstruction.
The contemporary Xinjiang situation (intensifying from 2014–2017) represents a different
configuration — direct state assault on Uyghur religious practice through mass internment,
madrasa closures, mosque demolitions, and forced cultural assimilation — with consequences for
the Uyghur Naqshbandi-Khufiyya tradition that may rival the Soviet 1930s in eventual scale.

The communist severance differs from the Wahhabi-Salafi rupture in mechanism — secular-
atheist state violence rather than religious-reformist institutional pressure — but produces a
comparable result. The contemplative cartography is severed from accessible institutional life;
surviving lineages operate underground or at the margins; recovery requires reconstruction from
reduced foundations. The post-communist generation in Central Asia, the Balkans, and Hui China
inherits a religious tradition whose contemplative depth requires deliberate seeking against
institutional headwinds different from but structurally analogous to those facing the Sunni Arab
Salafi-frame inheritor.

VI. The Late Modern Reconfiguration

Four hinge events of the late twentieth and twenty-first centuries each compounded the severance
globally, producing the configuration the contemporary Muslim worldwide inherits.

The 1979 Iranian Revolution introduced revolutionary Shia Islamism as a major regional force
and triggered Saudi Arabia’s response: an acceleration of global Wahhabi export to counter
Iranian influence, financed by post-1973 oil revenue. The next four decades saw Saudi-funded
madrasas, mosques, publications, and preachers spread across the Muslim world from Morocco
to Indonesia, embedding Salafi assumptions into institutional Islam at scale never before
possible. The Sufi orders, caught between Sunni-Salafi and Shia-revolutionary poles neither of
which had cartographic depth as central commitment, lost institutional space across the entire
Sunni world. The competition between Tehran and Riyadh for the umma’s allegiance was not a
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contest between two contemplative traditions; it was a contest between two political-
revolutionary frameworks each of which marginalized the cartographic dimension in different
ways.

The 1979–1989 Soviet-Afghan War provided the operational vehicle for the militarization of the
Salafi current. The Saudi-American-Pakistani partnership that funded, armed, and ideologically
shaped the mujāhidīn produced a generation of fighters trained in a Salafi-jihadist register, with
Pakistani Deobandi madāris providing much of the ideological infrastructure. The earlier
synthesis of warrior tradition with contemplative authority — Imam Shamil of Dagestan in the
nineteenth century operating from a Naqshbandi-Khalidi base, ʿAbd al-Qādir al-Jazāʾirī’s anti-
French resistance grounded in Akbarian metaphysics, the Mahdi of Sudan within a Sufi-reformist
frame, the Ottoman Naqshbandiyya-Mujaddidiyya’s defense of Anatolia, the Chechen Sufi
resistance of Kunta-Hajji and his successors — was structurally absent from the new global
jihadism, in which the Salafi rejection of Sufism was constitutive. Combat tradition that had once
been one register of contemplative civilizational defense became something else: an ideologically
literalist movement whose theology of action was structurally unable to articulate the cartography
it had cut itself off from. Post-Afghan-war exports — al-Qaeda, the Algerian Civil War 1990s, the
spread of Salafi-jihadism through Bosnia, the Caucasus, Yemen, and eventually ISIS — represent
the diffusion of this configuration.

The Arab Spring of 2010–2012 and its failure marked the political exhaustion of the available
Arab-civilizational political vocabularies. The brief flowering of hope in Tunisia, Egypt, Libya,
Syria, Yemen, and Bahrain dissolved into civil war, military coup, or counter-revolutionary
restoration. The contemplative question — what would a renewed Muslim civilizational order
serve, and on what spiritual ground — was not asked at the level of mass political consciousness,
because the categories available were liberal-democratic, Islamist (in Brotherhood-electoral or
Salafi-militant variants), or military-secularist. None of these categories operates from a register
at which the cartography of the soul is the ground of political form. The Arab Spring’s failure was
not principally the failure of liberalism or of Islamism. It was the failure of any available political
vocabulary to articulate what a Muslim civilization renewed at depth would actually be.

ISIS (2014–2019) and its global recruitment constituted the terminal expression of the late-
modern Salafi-jihadist trajectory. A movement declaring a caliphate, executing Sufis publicly,
destroying the shrines of Yūnus and other Prophets in Mosul, demolishing the al-Qubba al-
Khaḍrāʾ in Aleppo, dynamiting the temple of Bel and the Arch of Triumph at Palmyra, exporting
terrorism globally and recruiting fighters from every Muslim-majority country and from Western
diasporas. ISIS was destroyed militarily, but the conditions that produced it were not reversed.
Salafi-jihadism remains the most globally recognizable form of Islam to most Western observers
— which produced the post-9/11 securitization that further constrained Muslim religious life
everywhere. Every Muslim-majority country and most Western states with Muslim populations
now operate within a counter-terror security architecture in which religious institutions are
surveilled, religious authority is co-opted into “moderate Islam” frameworks compliant with state
and Western security interests, and the Sufi orders — which the security state often nominally
favors as moderate alternatives to Salafism — find themselves instrumentalized by the very state
apparatus that originally suppressed them. Instrumentalization is not preservation. A ṭarīqa
whose existence is permitted because it serves the security state’s narrative is not a ṭarīqa
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operating in the integrative architecture the contemplative tradition requires. It is something else,
wearing the form.

The Chinese state’s intensifying repression of Uyghur Muslims from 2017 forward — mass
internment, forced cultural assimilation, mosque demolitions, restrictions on religious practice
extending to the Hui regions and to other Muslim minorities — represents the contemporary
frontier of the state-secularist severance pattern, operating now under Xi Jinping’s hardened
Sinicization policy.

VII. The Differential Picture

The compounding vectors do not affect every Muslim region equally. Mapping the differential
intensity is essential for the practitioner: the lineages still living, the substrates still preserved, the
conditions for recovery vary by region, and the operational specifics of the recovery path differ
accordingly.

Most severely hollowed at the institutional level: Saudi Arabia and the Gulf states
(institutional Salafi-Wahhabi dominance, Sufi tradition operating only under tight constraints
when permitted at all), post-Asad Syria (the Damascus and Aleppo Sufi networks devastated by
the war), Iraq’s Sunni regions (decades of war and Salafi-jihadist destruction), Soviet-era Central
Asia (institutional Islam shattered for seventy years, recovery state-controlled), post-2014
Xinjiang (active repression of Hui and Uyghur Muslim institutional life), Hoxha-era Albania
before 1991 (total atheist-state suppression, partial recovery since).

Severe but with significant survival: Egypt (state-bureaucratic Islam plus Salafi pressure,
but al-Azhar’s post-2013 defense of the Sufi tradition and the surviving Sayyid al-Badawī,
Naqshbandī-Khalwatī, and Shādhilī-Yashruṭī networks remain institutionally active), the
Maghreb outside Morocco (Algeria’s Sufi tradition under FLN pressure but partially recovering,
Tunisia’s tradition damaged by Bourguiba), much of post-Atatürk Turkey before the 1980
recovery, Wahhabi-penetrated regions of South Asia, Bosnia after the 1992–95 war.

Substantial preservation: Morocco (the most preserved Sufi-Maliki substrate in the Arab
world, with the Boutchichiyya, Tijāniyya, Shādhiliyya, Darqāwiyya, and other orders
institutionally living), Mauritania (the Maḥāḍir of the Trārza and Adrar regions transmitting both
classical jurisprudence and Sufi cartographic practice), Indonesia within the NU institutional
structure (the world’s largest Sunni traditional organization, ~95 million affiliates, preserving
classical Shafi’i fiqh integrated with Sufi tradition through the pesantren network), Pakistan
within the Barelvi mass (the largest Sunni populist tradition defending contemplative-veneration
practice), West African Tijānī through the Niasse line (tens of millions of practitioners across
Senegal, Mauritania, Mali, Nigeria, Ghana, and the West African diaspora), Senegalese Mouride
(Cheikh Ahmadou Bamba’s distinctive tradition, deeply embedded in Senegalese national
identity), the Bā ʿAlawī networks centered on Tarim in Yemen and globally distributed.

Distinct track preserved: Iranian Shia ʿirfān within the post-1979 Islamic Republic. The
configuration is paradoxical. The Islamic Republic is a state-theocratic regime whose foreign
policy is regional-revolutionary and whose internal political life is contested. But its institutional
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preservation of the classical ḥikma tradition (Mullā Ṣadrā’s al-ḥikma al-mutaʿāliya, the Isfahan
school, contemporary figures like Hasan Hasan Zadeh Amoli, the late Allameh Tabatabaei whose
Tafsīr al-Mīzān and ʿirfān writings remain foundational, Ayatollah Khomeini’s own ʿirfān
training under Mirza Mohammad Ali Shahabadi) is, in raw scholarly-institutional terms, more
robust than the corresponding philosophical-mystical preservation in most Sunni regions. The
state’s Shia identity has produced a configuration in which the philosophical-mystical inheritance
is institutionally protected (in the ḥawza training in Qom and Mashhad, the taʾwīl tradition of
the ahl al-bayt, the contemporary publishing of classical ʿirfān texts) while the political
consequences of the regime’s other policies remain contested. For the practitioner concerned with
the cartography itself, the Iranian Shia track has preserved more than most Sunni regions, even as
its political configuration produces distortions of its own.

The differential picture matters because it reframes the recovery question. The question is not “is
Islam hollowed?” but “where is the cartography accessible to me, given my regional and
civilizational location?” The Maghrebi practitioner has different proximate access points than the
South Asian Barelvi inheritor than the Indonesian NU member than the Bosnian recovering
Naqshbandi than the Iranian ʿirfān student. The structural diagnosis is one; the operational paths
are differentiated.

VIII. The Asymmetry with Western Severance
The Hollowing of the West traces the analogous condition in Western civilization — the
institutions standing, the substance evacuated. The asymmetry between the Western and Muslim
hollowings must be marked precisely, because conflating them produces analytical error and
forecloses the recovery paths each civilization actually requires.

Western severance has been largely passive. Nominalism’s late-medieval severing of universals
from reality, the Reformation’s rejection of contemplative monasticism, the Enlightenment’s
reduction of religion to private opinion, the secular drift of late modernity — each was a slow
philosophical and institutional movement, often without dramatic violence, in which the
contemplative was marginalized and forgotten rather than actively destroyed. The Hesychast
tradition continued unbroken on Mount Athos. The Carmelite tradition continued through Teresa
of Ávila, John of the Cross, and their successors into the present. The Cistercian, the Trappist, the
Quaker contemplative, the Anglican mystic — all survived. A Western seeker today has paths. The
paths require initiative to find, but they exist, they are stably institutional, and they are not under
active assault from the religious establishment of the seeker’s own civilization.

Muslim severance has been largely active. Wahhabi-Salafi destruction of shrines and ṭuruq over
two centuries, Atatürk’s direct legal ban on all Sufi orders for fifty-five years, Soviet anti-religious
campaigns across Central Asia and the Caucasus for seventy years, Hoxha’s total atheist-state
suppression in Albania, Cultural Revolution destruction in Hui China and ongoing Xinjiang
repression, the post-1979 reconfiguration that pinched the surviving Sunni lineages between
revolutionary Shiism and exported Wahhabism, the post-9/11 securitization that surveilled and
instrumentalized whatever remained — this is a more concentrated, more recent, and more
thorough rupture than anything the Western contemplative tradition faced. The closest Western

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
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analogues are the dissolution of the monasteries under Henry VIII (1536–1541), the French
Revolution’s anti-clerical violence (1789–1794), and the Soviet anti-religious campaigns
themselves where they affected Russian Orthodox tradition. Each was severe; none was sustained
for two centuries of continuous structural pressure layered through five distinct vectors as the
Muslim contemplative tradition has faced.

A second asymmetry compounds the first. Western civilization, despite its hollowing, retains
structural openness to inquiry. A seeker who locates the Hesychast tradition or the Carmelite
tradition or the Cistercian can study and practice without facing institutional sanction from any
religious or political authority. Muslim civilization in many of its territories does not retain
comparable openness. To articulate the Sufi cartography in much of the contemporary Muslim
world is to take a position within an active religious-political conflict — to defend it against Salafi
critique, to position oneself relative to state-bureaucratic religious authority, to navigate security-
apparatus assumptions about who one is and what one might be doing, to choose between
contested ṭarīqa lineages whose mutual delegitimation has been intensified by the late-modern
reconfiguration. The fish has no clean water. Even the surviving lineages must operate inside an
environment whose institutional categories presume their illegitimacy in many places.

A third asymmetry concerns the relation between exoteric form and contemplative depth.
Christendom, broadly, has lost much of its exoteric form alongside its contemplative depth —
church attendance has collapsed across Europe, the institutional Church’s authority has dissolved,
the sacramental rhythms that ordered ordinary Christian life have weakened. The Muslim
exoteric form remains intact across most regions. Mosque attendance is high, Ramadan
observance is widespread, the fiqh tradition is institutionally robust, the Qurʾanic recitation is at
every wedding and funeral. But the cartography is largely absent from this vibrant exoteric life
across most Sunni regions. The form continues without the path the form was built to vehicle. The
Western form has hollowed visibly; the Muslim form is hollow invisibly across much of the
umma, beneath an exoteric surface that masks the absence.

This third asymmetry produces a specific psychological condition for the contemporary Muslim.
The form continues to claim them while the form’s contemporary articulation in many
institutional settings excludes the depth their tradition once held. They are not free of Islam in the
way the post-Christian Westerner is free of Christianity. They are bound to a form whose
institutional voices in many contemporary settings disagree with the cartography their tradition
transmitted. The Western post-Christian can leave Christianity and seek elsewhere. The Muslim
seeking the cartography is in the structurally more difficult position of needing to recover what is
theirs from inside a religious establishment that, in many settings, denies that what they seek is
genuine Islam at all.

IX. The Living Substrate
The cartography is not gone. The recovery path begins from acknowledging where it survives —
and it survives in specific places, with specific lineages, accessible to those who seek with
seriousness. The geographic distribution is wider than the diagnosis of severance might suggest.
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Morocco preserves the most intact Sufi-Maliki substrate in the Arab world. The integrative
architecture that the rest of the Arab world largely lost was, in Morocco, partially preserved by
three structural features: the relative autonomy of Moroccan religious life from Saudi-Salafi
institutional pressure (Morocco maintains its own religious authority through the institution of
Amīr al-Muʾminīn, Commander of the Faithful, held by the King), the embedding of Sufi orders
in Moroccan national identity at every level, and the survival of zāwiya networks across the
country. The Boutchichiyya under Sidi Hamza al-Qādirī al-Boutchichi (d. 2017), centered at
Madagh in the Beni Snassen Berber region, produced a generation of contemporary Moroccan
intellectuals trained in both classical Islamic learning and Sufi practice. The Tijāniyya is
institutionally enormous across the Maghreb. The Shādhilī, the Darqāwī, the Nāṣirī, the
Wazzāniyya — all continue.

Mauritania preserves the Maḥāḍir, the traditional learning circles of the Trārza and Adrar
regions, which transmit both classical jurisprudence and Sufi cartographic practice at high level.
Mauritanian scholarship produces classically trained ʿulamāʾ whose authority is recognized
across the Sunni world, and whose training preserves the integration of fiqh, taṣawwuf, and
classical Arabic letters that has been broken elsewhere.

West Africa holds the Tijānī line through Shaykh Ibrāhīm Niasse (1900–1975), extending from
Senegal-Mauritania across Mali, Nigeria, Ghana, and the West African diaspora with millions of
practitioners. The Niasse-Tijānī tradition is one of the largest contemporary Sufi networks
anywhere in the world. The Mouride tradition of Senegal, founded by Cheikh Ahmadou Bamba
(1853–1927) during French colonial repression, transmits a distinctive Sufi-economic-
civilizational integration deeply embedded in Senegalese national life. The mass scale of West
African Sufi practice — easily tens of millions of active practitioners — represents the largest
single Sunni Sufi-mass-tradition globally and operates with less Salafi penetration than most
other regions.

Egypt has, despite intense Salafi pressure since the mid-twentieth century, retained an
institutionally active Sufi tradition. The annual mawlid of Sayyid al-Badawī in Tanta draws
millions. The Naqshbandiyya-Khalwatiyya and Shādhiliyya-Yashruṭiyya lineages persist. After
2013, al-Azhar under the leadership of Shaykh Aḥmad al-Ṭayyib has explicitly defended the Sufi
tradition against Salafi attack, though this defense operates within state-bureaucratic parameters.

Yemen preserves, in the Bā ʿAlawī ṭarīqa of the Ḥaḍramawt, traced to the Prophet through
Ḥusayn ibn ʿAlī, one of the most globally distributed Sufi transmissions in any language. The Bā
ʿAlawī shaykhs operate from the city of Tarim (called “the city of light”) across Indonesia,
Malaysia, the Gulf, East Africa, and increasingly the Western diaspora. Habib ʿUmar bin Ḥafīẓ’s
Dār al-Muṣṭafā institute in Tarim has, since its founding in 1993, transmitted the cartographic
tradition to thousands of students from across the umma in Arabic at high classical level, with
operational integration of fiqh, taṣawwuf, and prophetic ethics. Habib ʿUmar’s network reaches
every continent.

Turkey, after fifty-five years of legal suppression, has reconstructed public Sufi presence since
1980. The Mevlevi tradition operates publicly again at Konya and through diaspora networks. The
Naqshbandiyya in its various branches (Khalidiyya, Mujaddidiyya, Iskenderpaşa) operates widely,
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though with the political-Islamist coloring contemporary Turkey carries. The Cerrahi-Halveti
tradition preserves a refined classical lineage. The Turkish recovery is real but cannot be confused
with what was suppressed; the contemporary form bears the marks of its underground period and
its political-religious context.

South Asia carries enormous contemplative inheritance. The Chishti tradition, with its central
shrine at Ajmer (the dargāh of Khwāja Muʿīn al-Dīn Chishtī, d. 1236), continues across India,
Pakistan, and Bangladesh; the Chishti-Sabiri-Nizami networks transmit through living teachers
including those associated with the Nizamuddin dargāh in Delhi. The Naqshbandiyya-
Mujaddidiyya through Shah Walī Allāh’s lineage in Delhi continues through several streams. The
Qādiriyya through descendants of ʿAbd al-Qādir al-Jīlānī’s family lines. The Barelvi tradition
(institutionally led by figures associated with Bareilly Sharif and across the Pakistani Sunni
barelvi networks) preserves the contemplative-veneration tradition at populist mass scale. South
Asian Sufi tradition is contested by Deobandi reformism and Salafi-Wahhabi penetration but
remains institutionally enormous.

Indonesia and Malaysia, through the Nahdlatul Ulama (NU) institutional structure in Indonesia
(~95 million affiliated, the largest Sunni traditional organization globally) and analogous
traditional networks in Malaysia, preserves a Shafi’i fiqh integrated with Sufi tradition through
the pesantren (Islamic boarding school) network. The NU is institutionally robust, doctrinally
articulate (its Aswaja — Ahl al-Sunnah wa-l-Jamāʿah — articulation is a sophisticated traditional
defense against both Salafi reformism and secular modernism), and culturally embedded across
the Indonesian archipelago. The Indonesian case is the most institutionally healthy traditional
Sunni preservation in any major Muslim region. The various ṭarīqa networks operating within
and alongside NU — Naqshbandi, Qādirī, Shādhilī, Tijānī, Khalwati — have public practice.

The Caucasus and post-Soviet regions show partial recovery. Dagestan has the densest Sufi
institutional life in the Russian Federation, with Naqshbandi-Shadhili lineages and substantial
zikr practice. Chechnya operates a state-aligned Qādirī-Kunta-Hajji tradition. Central Asian
recovery is more constrained by state controls but underground transmissions continue, with
diaspora networks (especially in Turkey, Saudi Arabia, the Gulf, and the West) sustaining what
state restrictions limit.

The Balkans — Bosnia, Albania, Kosovo, Macedonia — have rebuilt institutional Sufi presence
since 1991. The Naqshbandi tradition has post-war presence in Bosnia. The Bektashi has
reconstructed its global headquarters in Tirana. The Khalwati and Mevlevi traditions operate at
smaller scale. The Balkan revival is real though smaller in scale than the historical pre-
suppression configuration.

East Africa preserves the Qādiriyya in Somalia (despite the al-Shabaab insurgency’s anti-Sufi
violence), the Sudanese Sufi orders (Khatmiyya, Sammāniyya, Burhāniyya — operating despite
political turbulence), and the Swahili-coast traditions in Kenya, Tanzania, and the Comoros. The
Comorian and Madagascan Bā ʿAlawī networks connect to the Yemeni transmission line.

Hui China retains the Naqshbandi-Khufiyya and Naqshbandi-Jahriyya traditions in the
Northwest (Gansu, Ningxia, Qinghai), diminished by the Cultural Revolution but with ongoing
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state-managed institutional presence. The Uyghur traditions of Xinjiang are under acute
repression at present.

The Iranian Shia track preserves ʿirfān through the ḥawza training in Qom and Mashhad, the
Allameh Tabatabaei lineage, the contemporary work of figures like Hasan Hasan Zadeh Amoli,
and the publishing infrastructure for classical ʿirfān texts. The institutional preservation is
paradoxical (operating within a regime whose other policies are contested) but real.

The diaspora presents a paradox across all these traditions. Many contemporary Muslim
cartographic transmissions have found greater institutional space in the Western diaspora than in
their countries of origin. Habib ʿUmar’s Bā ʿAlawī networks, the Boutchichiyya, the Tijāniyya, the
Chishti, the Naqshbandi in its various branches, the NU diaspora, the Bektashi and Mevlevi in
their European and American branches — all operate with a freedom in the Western diaspora that
they often lack at home. A Muslim born in the diaspora may have easier institutional access to the
cartographic tradition of their inheritance than one born in much of the contemporary Muslim
heartland.

X. The Way of Recovery

What does a Muslim seeking the depth of their tradition do, today, inside the condition diagnosed
above?

First, name the inheritance. The cartography is yours. Not someone else’s, not the East’s, not the
West’s borrowed wisdom — yours, by inheritance, transmitted through fourteen centuries of
unbroken chains across the umma. The Sufi tradition is the Muslim articulation of the same
interior territory the Indian, Chinese, Andean, Greek, and Christian traditions also map. To
return to it is not departure from Islam. It is return to the depth Islam was structured to vehicle.
The Salafi claim that taṣawwuf is foreign to authentic Islam is historically false. Al-Ghazālī’s
Iḥyāʾ ʿUlūm al-Dīn — the most influential single work in the Sunni tradition after the Qurʾan — is
a contemplative-cartographic text written by the most authoritative scholar of his age. The
cartography is not foreign to Islam. The framing that says it is foreign is what is foreign — a three-
century-old reformist movement projecting its claims backward across a millennium of contrary
evidence.

Second, find the lineage where it lives. The orders are not fictional. The Boutchichiyya, the Bā
ʿAlawiyya, the Shādhiliyya, the Tijāniyya, the Naqshbandiyya in its various branches, the
Chishtiyya, the Mevleviyya, the Qādiriyya, the Khalwatiyya, the Bektashiyya, the Mouridiyya — all
transmit. The mass scale of practitioner participation across regions runs into the tens of millions.
Distance, language, family politics, and security concerns may make access difficult but rarely
impossible for someone who genuinely seeks. The internet age has made identification of
authentic teachers easier than at any time since the lineages were globally distributed. The
criterion for authenticity is the silsila — a verifiable chain of transmission to the Prophet through
teachers each of whom was authorized by their own teacher. A teacher with no silsila is a theorist;
a teacher with a fabricated or interrupted silsila is a fraud; a teacher within a verifiable chain is, at
minimum, in a position to transmit what has been transmitted to them. Beyond authenticity, the
criterion for fit is the same one any serious tradition asks: does the practice as transmitted
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produce the transformation the cartography names? The muḥāsaba discipline answers that
question over time.

Third, where the lineage is out of reach, the articulation lives. Harmonism articulates the territory
the Sufi cartography mapped, in a sovereign register, while keeping the tradition’s vocabulary
available as the deeper home. This is not a substitute for the lineage. It is a way to encounter the
cartography at the level of articulation — to understand what is being mapped, what the stations
are, what the methods produce, what the horizon names — when the institutional vessel is out of
reach. The Wheel of Harmony is not a replacement for the ṭarīqa. It is one register at which the
same architecture becomes intelligible. A practitioner who finds Harmonism first, recognizes
their own tradition’s depth through it, and is moved from there toward a ṭarīqa they would
otherwise not have sought is using Harmonism for what it can do. A practitioner who has access
to a ṭarīqa and reads Harmonism alongside it is finding cross-cartographic confirmation of what
their lineage transmits. Both uses honor what the articulation is.

Fourth — and this is the largest matter — do not accept that the empty institutional Islam of state-
bureaucratic conformity, Salafi literalism, modernist apologetics, or surveilled and
instrumentalized “moderate Islam” is what Islam is. It is what specific historical forces have
produced from Islam in the last three centuries through five distinct vectors. Al-Ghazālī did not
believe what the contemporary Saudi-funded preacher believes. Ibn ʿArabī did not believe it.
Rūmī did not believe it. al-Shādhilī did not believe it. al-Sirhindī did not believe it. Niasse did not
believe it. Naqshband did not believe it. Bahāʾ al-Dīn al-Bukhārī did not believe it. The depth was
here before the rupture; the depth is here now where the lineages survive across multiple regions;
the depth is yours by inheritance and cannot be revoked by any institutional voice claiming the
authority to do so. The recovery begins with the recognition that the contemporary mainstream
framings — Salafi, state-bureaucratic, modernist, securitized — are not the tradition speaking.
They are specific historical configurations speaking, claiming to be the tradition. The actual
tradition is older, deeper, geographically more widely preserved than any of these framings admit,
and continuous with its surviving lineages.

XI. Convergence

The Hollowing of the West and the present diagnosis are siblings. They are not the same
condition. Western severance was passive, slow, and produced a civilization that lost its center
while retaining structural openness; recovery requires reorientation toward what was forgotten.
Muslim severance, across its multiple vectors, was active, recent, and produced a civilization
whose forms still claim the inheritance while in many institutional settings excluding its depth;
recovery requires distinction between the inheritance and what has captured the inheritance, and
reattachment to the surviving lineages or to the articulation that preserves what they preserved.

What both hollowings share is the architecture of recovery. The Way of Harmony is universal. The
Wheel of Harmony names what an individual life is structured for, the Architecture of Harmony
names what a civilization is structured for, and the contemplative cartographies — the Sufi among
them — name how the human being is interiorly mapped. These are converging articulations of
one reality. The recovery, in any civilization, is reorientation toward Logos, alignment with

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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Dharma at all scales, and the patient work of finding or rebuilding the lineages and articulations
through which the work is transmissible.

For the Muslim practitioner this means: the Qurʾanic fiṭra — the constitutional uprightness
toward Tawḥīd — is your ground. The Sufi cartography is your map. The surviving ṭuruq across
multiple regions are your living transmission. Where these are inaccessible, the articulation is
here. The work is the same work the muṭmaʾinna soul has always done, in every civilization that
has preserved knowledge of how to do it. The hollowing is not irreversible. The lineages that
produced al-Ghazālī, Ibn ʿArabī, Rūmī, al-Sirhindī, and Niasse are the same lineages still
producing transmissions today in Madagh, in Tarim, in the Tijānī zawāyā across West Africa, in
the Chishti dargāhs of South Asia, in the NU pesantren of Java, in the post-Atatürk recovered
ṭarīqas of Turkey, in the underground and rebuilt networks of the post-Soviet regions, in the Bā
ʿAlawī branches across the world, in the diasporic zawāyā in every Western capital with a
substantial Muslim population. What is required is the willingness to recognize them, find them,
and enter the work the cartography names — the slow, patient, civilizationally and individually
demanding work of moving the nafs from ammāra through lawwāma toward muṭmaʾinna, and
beyond.

The hollowing is the diagnosis. The recovery is the work. The cartography is yours.

See also: The Sufi Cartography of the Soul, The Five Cartographies of the Soul, Tawhid and the
Architecture of the One, Fitrah and the Wheel of Harmony, Religion and Harmonism, The
Hollowing of the West, The Western Fracture, The Spiritual Crisis, Architecture of Harmony,
The Way of Harmony, Iran and Harmonism, Turkey and Harmonism, Indonesia and
Harmonism.
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第 2 4章  ·  第V I部  —  文明的症状

中国の崩壊

文明は、侵略、生態系の枯渇、あるいは制度の緩やかな浸食によって崩壊することがある。

しかし、中国はこれらのいずれの側面においても崩壊しつつあるわけではない。制度は健全に機

能しており、ある点においては世界でも比類のないものである。 経済は、歴史上類を見ない40
年にわたる成長を経て、停滞しているものの、まだ崩壊してはいない。軍事機構は近代化を進め

ている。インフラは、いかなる文明が築いたものでも最も広範なものである。中国で起きている

ことは、それとは別の現象だ――制度的な継続性の表面の下で進行する空洞化であり、それは人
口の急激な減少、世代間の拒絶、そして3世代にわたり形而上学的な基盤なしに生きることを求
められてきた国民の、蓄積された精神的消耗として表れている。

現代という時代が、この診断を迫っている。合計特殊出生率は1.0に向けて低下している。この数
値は、中国を日本、イタリア、そしてあらゆる欧州諸国よりも低い水準に位置づけ、20年前には
どの人口統計学者も14億人の人口においてあり得るとは予測しなかったものだ。2023年には若年
層の失業率が20％を超え、 この時点で国家統計局は同数値の公表を停止した。結婚率は崩壊し
た。「横たわり（tang ping）」運動、そしてそれに続く「放任（bai lan）」運動は、党が40年かけ
て構築してきた開発モデル全体に対する世代的な拒絶を象徴している。不動産価格は下落した。

地方政府の債務は、中央政府が公認できない水準に達している。大々的に謳われた「中国の夢」

は、それを望んでいないように見える世代を生み出した。

本稿はこうした分析をまとめたものである。その論旨はこうだ。1949年以降の中国の軌跡——毛
沢東時代の破壊、改革開放時代の開放、そして習近平時代の技術的権威主義による体制強化——
は、3000年にわたり中国の地図学が刻み込んできた固有の文明秩序を、制度的な監視と人為的
に構築された社会秩序に置き換えようとする、現代において最も強引な試みである。この置き換

えは構造的に不可能だ。「Logos（天命）」は監視によって再現することはできない。 天命は、党
の業績評価指標によって置き換えられるものではない。 「天命（De）」は、「天の道（Tao）」に
沿った生活から自発的に生じるものであり、社会信用アルゴリズムによって作り出すことはでき

ない。中国が現在経験している崩壊——人口的、世代的、そして精神的な崩壊——は、この置換か
ら予測通り生じている。回復がもしあるとすれば、それは西側の自由民主主義の移植を通じたも

のでも、党による継続的な置換プロジェクトを通じたものでもなく、中国独自の最も深遠な地図

的遺産の回復を通じたものでなければならない。

これは中国に対する西側の批判ではない。 これは、『西部の空洞化』が西洋に対して適用してい
るのと同じ診断枠組みを中国に適用したものであり、二つの文明が異なる制度的ベクトルを通じ

て、同じ根本的な病理――形而上学的な基盤からの断絶――に直面しているという認識に基づい
ている。西洋はリベラル・マネージメンタルな漂流によって空洞化した。中国は人為的な置換に

よって空洞化しつつある。 構造的な診断は同じである。構造的な回復も同様だ。それぞれの文明
が回復するならば、それは自らの最も深い伝統の回復を通じてのみ可能となる。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
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I. 文明の基盤

何が失われつつあるのかを理解するためには、その基盤を正確に名指ししなければならない。中

国文明は、瞑想的・形而上学的な遺産が3千年もの間、途切れることなく継承されてきた、地球
上の二つの文明の一つである（もう一つはインド文明の基盤であり、中国伝統は1世紀以降、こ
れと広範な対話を行ってきた）。 この連関は、「三教」（San Jiao）――儒教、道教、仏教――を通
じて実現された。これらは競合する信仰体系としてではなく、単一の文明的構造における相互補

完的な次元として捉えられてきたのである。 古典的な定式化によれば、儒教は社会秩序のため
に、道教は宇宙秩序のために、仏教は救済秩序のためにある——「以儒治国、以道治身、以仏治
心」（国を治めるには儒教を、身を治めるには道教を、心を治めるには仏教を用いる）。これら三

つは神学的に融合したのではなく、機能的に統合されていた。二千年にわたる教養ある中国人

は、その場面に応じてこれらを行き来し、政治や家族倫理には儒教の経典を、健康や瞑想には道

教の実践を、意識や苦しみに関する問いには仏教の救済論を援用してきた。

魂の5つの地図 この統合された伝統を、世界における人間の内面を描いた五つの主要な地図の一
つとして認識している。道教の深層構造（Jing - Qi - Shen、三つの「丹田」、 「貫通の器」はイ
ンドの中脈と対応する）は、いかなる文明がこれまでに生み出したものであっても、人間のエネ

ルギーシステムに関する最も精密に構築された地図の一つを提供している。道教の強壮薬草学

は、地球上で最も洗練された薬理学的系譜であり——持続的な精神修養のために器を整える物質
に関する五千年にわたる経験的伝統である。儒教による「礼」（具現化された倫理としての儀礼

的正しさ）、 「仁」（他者もまた人であるという実感に基づく認識）、そして「徳」（「Tao」に調
和した人生の道徳的力）に関する解釈は、いかなる文明が生み出した中でも最も洗練された社会

倫理的伝統の一つを構成している。 インドから伝来した仏教——特に禅（禅宗）と浄土教を通じ
て——は、ヘシカスト派キリスト教やカルメル会の文献が現れるまで、西洋の伝統におけるいか
なるものをも凌駕する技術的精密さを備えた瞑想的文献を生み出した。

Logos 中国思想において、それは「道」（Tao）と呼ばれている。すなわち、万物がそこから生
じ、またそこへ帰っていく、名付けようのない源である。同源語である「天」（Tian）は、法則
に則り万物を統べる側面から捉えられた宇宙の秩序を指す。これら二つは、「道」（Logos）と同
源の概念を、二元論的枠組み（宇宙の秩序と、それに対する人間の調和という区別）の下で、宇

宙レベルにおいて表現している。 「Dharma」の同源語——すなわち、その秩序との人間の調和
——は、「De」（そのような調和から自発的に生じる道徳的力）、「礼」（日常生活においてその調
和を体現する儀礼的正しさ）、「仁」（中心を定めた自己から流れ出る人間愛）、そして政治神学的

な教義である「天命」を通じて表現される。 （天命）——すなわち、正当な政治的権威は宇宙の
秩序との調和から生じ、天は徳が宇宙の基準を満たす者に天命を与え、徳が失われると天命を取

り上げるという原理——を通じて表現される。 この二つの次元による連鎖——宇宙秩序としての
「天（Tian）」と「道（Dao）」、そして人間と宇宙の調和の次元としての「仁（De）」と「天命
（Mandate of Heaven）」——こそが、ハーモニズムの用語でLogosとDharmaが指し示すのと同じ
構造を、中国文明が表現したものである。

これは、聖職者だけが抱き、民衆が知らぬふりをしていたような神学的な抽象概念ではなかっ

た。それは、中国の政治的正統性、家族構造、経済倫理、医療実践、瞑想の系譜、そして美的形

式が機能する基盤そのものであった。1850年の山東省の農民は「天命」に関する理論など持って
いなかったが、それを有する文明の中に生きており、彼が認めていた正統性の主張——皇帝、 地
方官、父、師といった者たち——が主張する正当性は、文盲の農民でさえ「物事のあり方」の構
造として理解していた形而上学的な枠組みからその権威を導き出していた。この基盤が「実在し

https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
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た」と言うことは、具体的な意味を持つ。それは30世紀にわたり、数億の人々の知覚、行動、期
待、意味を組織化し、地球上でこれまでに見たことのないほど長く続き、内部的に最も首尾一貫

した文明の一つを生み出したのである。

この基盤はユートピアではなかった。帝国体制には真の病理が存在した。官僚・科挙制度は、道

徳的実質よりも経典の熟達を重視し、予想通りの腐敗を招いた。纏足は数世紀にわたり一億人の

女性に苦痛を強いた。 清末における近代技術の吸収不能は「百年の屈辱」という壊滅的な脆弱性
を生み出した；儒教的な孝行の規範は、王朝末期において権威主義的な家父長制へと硬化してい

った。これらはいずれも議論の余地がない。本稿が主張するのは、より具体的な点である。すな

わち、この基盤は真に深遠な文明的成果であり、その破壊は、その余波が今なお続いている文明

的破局であったということだ。

II. 毛沢東主義による断絶

その基盤は、西欧の瞑想的遺産が名目論、宗教改革、科学革命、そして産業資本主義の下で侵食

されたような形で、近代化の過程で侵食されたわけではない。その基盤は攻撃を受けたのであ

る。1949年から1976年にかけて――とりわけ1966年から1976年、 文化大革命の10年間——中華人
民共和国は、いかなる文明も自らの形而上学的遺産に対して行ったことのない、おそらく最も集

中的な攻撃を行った。

その手法は直接的なものであった。文化大革命は、「四旧（シージウ）」——古い思想、古い文
化、古い習慣、古い風習——を革命的破壊の標的として明示した。寺院は取り壊されたり、倉庫
や穀物貯蔵庫として転用されたりした。 仏像は破壊され、古典文献の蔵書は焼かれ、儒教の祠は
損壊され、道教の寺院は解体された。僧侶や尼僧は、出家服を脱ぐか、結婚するか、自らの伝承

を否定するか、あるいは死ぬことを強要された。家廟は破壊され、祖先の位牌は焼かれた。 瞑
想、気功、漢方医学、書道、そして瞑想的芸術の口伝の系譜を継承していた師匠（shifu）たち
は、殴打され、投獄され、労働収容所に送られ、殺害され、あるいは伝承を絶つことで系譜を守

る沈黙へと追いやられた。大学の文史哲 （文学・歴史・哲学）学部——これらはテキストによる
伝統の制度的担い手であった——は解体された。30世紀にわたる哲学的・瞑想的資料が伝承され
てきた文字である古典中国語は、簡体字と毛沢東思想を優先させるため、体系的に軽視された。

その規模は文明的なものであった。 文化大革命中に殺害されたり、死へと追いやられたりした
人々の数は、50万人から数百万人と推定されている。「大躍進」（1958～1962年）の飢饉を含
む、より広範な毛沢東主義の時代には、3000万から4500万人が死亡したとされる。正確な数字
については議論があるものの、その規模の大きさに異論はない。 破壊は人命にとどまらなかっ
た。中国の氏族によって数百年にわたり継続的に維持されてきた家系図の記録は焼却された。何

世紀にもわたる共同体の記憶を記録した地方史の『地誌』は破壊された。 漢王朝以来、農業と瞑
想的な生活を支えてきた儀礼暦は廃止された。経絡図や漢方薬の薬典は、国が管理する中医学の

教科書に部分的に保存されたが、より深い伝承――家系の教えや、医療実践の基盤となっていた
瞑想的な土壌――は断絶した。4世紀以来、中国の町の朝の空気を満たしていた僧侶たちの読経の
響きは、静まり返った。

失われたものは、複製によって取り戻すことはできない。瞑想の伝統において、伝承とは再版可

能なテキストの集まりではない。それは「見」の生きた伝承——その領域を自ら踏破し、弟子が
道の上にあるかどうかを見極めることのできる師である。ある伝承の生ける師たちが殺され、生
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き残った実践者たちが一世代にわたって沈黙を強いられると、テキストは残っても、「見」は失

われてしまう。 一部の伝承は、台湾、香港、シンガポール、そして仏教のディアスポラ（離散）
の中で生き残った。浄土、禅、道教の滋養薬草学、儒学の学問といった断片が、中国本土の手の

届かない場所にいる個人や小さな共同体によって守られてきたのである。 中国本土においては、
断絶した伝承が、寺院が穀物倉庫へと変貌した環境で育った世代を生み出した。彼らの祖父母は

祈っただけで殴打され、曾祖父母の時代には当然のこととされていた修業の分野において、生き

残った師は一人もいなかった。

毛沢東主義による断絶は、近代化に伴う自然な淘汰ではなかった。それは意図的な地図上の破壊

であり、文明の基盤を徹底的に削り取り、党が策定・管理する新たな基盤（マルクス・レーニン

主義・毛沢東思想）へと置き換えようとする意識的な試みであった。この新たな基盤は、破壊に

よって生じた形而上の穴を埋めるはずだった。しかし1976年までに、それが果たされなかったこ
とは明らかであった。

III. 改革時代の空白
1978年に鄧小平が権力を掌握し、国を経済改革へと向かわせた際、その形而上学的な穴は引き継
がれていた。文化大革命という明白な大惨事によって、党の公式イデオロギーは全面的に信用を

失っていた。文明の基盤は体系的に解体されていた。残されたのは、かつての生きる理由は断ち

切られ、党自身もまだ新たな生きる理由を提示できていなかった。鄧小平の対応は、事実上、こ

の形而上学的な問いを棚上げすることだった。「金持ちになることは栄光である」（zhi fu guang
rong）――鄧小平に帰せられるこのスローガンは、意味は物質的蓄積のレベルで構築され、宇宙
の秩序、徳、究極の目的といったより深い問いは後世に委ねられるという、実践的な原則へと翻

訳された。

その後もたらされた経済的奇跡は、現実のものであり、前例のないものであった。1978年から
2012年の間、中国のGDPは年平均約9.5％のペースで成長した。これは人類史上類を見ない持続
的な成長である。数億人の人々が自給自足農業から都市経済へと移行した。インフラの急拡大は

物理的な景観を一変させた。高速鉄道、 メガシティ、世界最大の港湾システム、そして「世界の
工場」となった製造業の基盤。一人当たりの所得は、サハラ以南のアフリカ並みの水準から、地

中海諸国に迫る水準へと上昇した。開発に関するいかなる従来の指標を用いても、改革開放の40
年間は文明的な成功を収めたと言える。

しかし、その指標が捉えられなかったのは、その根底に横たわる形而上学的な空洞だった。改革

時代が物質的な面において成功を収めたのは、まさに「なぜ蓄積すべきなのか」という問いが棚

上げされていたからに他ならない。 人々が1日16時間も働いたのは、そうしなければ両親が脱出
した農村の貧困に戻ることになるからであり、新しい都市の消費財が真に変革をもたらすもので

あったからであり、そして党が他のいかなる組織的な問いも事実上禁じていたからである。宗教

は国家管理の枠組み内（五公認宗教：仏教、道教、イスラム教、カトリック、プロテスタント

――それぞれに党が承認した指導部を置く）で容認されていた。 哲学部門は、限られた西洋の輸
入思想を交えつつ、マルクス主義正統派の枠組みで再構築された。古典的伝統は文化遺産として

部分的に復権したものの、生きた指針としての機能は剥奪された。「三教」は博物館の展示品、

観光名所、中国学者の研究対象となり、人生を営む基盤とはならなかった。
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この空白は目に見える圧力を生み出した。1980年代には「文化熱」 （wenhua re）——中国のア
イデンティティ、文化的継承、そして毛沢東後の空白を何で埋めるべきかについて、大学生の間

で知的議論が爆発的に広がる現象——が起きた。1989年の天安門デモは、部分的にこの文脈から
生まれた。文化大革命の最悪期を過ぎて成長し、改革開放による対外開放を通じて外の世界に触

れ、党が提供しようとしていたものよりも深い政治的・文化的解決を求めていた世代によるもの

だった。 党の対応——6月4日の虐殺——は、政治的な問題を武力で解決し、文化的な問題を「問
うな」という状態へとリセットした。天安門事件後の世代に提示された取引は明白だった。物質

的な繁栄と引き換えに政治的な沈黙を求め、形而上学的な問いは無限に先送りされるというもの

だ。

国民の一部はこの取引を受け入れた。一部は受け入れなかった。法輪功 （法輪大法）——1992年
に李洪志が中国仏教と道教の要素を統合して創始した気功・瞑想の実践——は1990年代に全国で
爆発的に広がり、数千万人の実践者（1999年時点の推計は7000万から1億人）を惹きつけた。彼
らはまさに、改革開放時代が制度化してしまった形而上の空白に応えていたのである。 この運動
が融合させた気功の実践、倫理的教義、そして宇宙論的ビジョンは、党が空虚なままにしておく

ことを決定していた領域を埋めた。1999年4月、1万人の実践者が法的承認を求めて中南海の外に
静かに集まったとき、党はこの運動がもたらす脅威を認識した。それは、法輪功が従来の意味で

政治的に破壊的だったからではなく、党が作り出しておらず、制御することもできない形而上的

指針を国民に提供していたからである。 禁止令は1999年7月に発令された。その後の迫害——大
量逮捕、労働による再教育、臓器摘出の疑惑、運動の全面的な弾圧、そして海外における実践者

への嫌がらせ——は、苛烈かつ持続的であり、また多くのことを物語っていた。守られていたの
は、従来の意味での国家安全保障ではなかった。守られていたのは、形而上学の領域における党

の独占権であった。

同時期、キリスト教は地下で拡大した。特に未登録のプロテスタントの家庭教会運動は、ある推

計によれば2010年代初頭までに6000万から1億人の信徒に達した。教えにアクセスできた漢民族
の間では、チベット仏教の人気が高まった。 漢民族の文脈における仏教は、再開が許可された主
要な寺院を中心に復活した。道教の寺院は物理的なインフラを再建した。農村部の民間信仰——
寺院の祭り、祖先祭祀、土地神への崇拝——は部分的に回復した。形而上の空白は埋められつつ
あったが、その埋め合わせは党の枠組みの外で行われており、党はそれに気づいていた。

IV. 代替プロジェクト

2012年に習近平が権力を掌握した頃、改革開放時代の「取引」はほころび始めていた。経済成長
モデルは限界に達しつつあった。格差はラテンアメリカ並みの水準に達していた。地方政府の債

務は危険なほど累積していた。党内の腐敗は蔓延し、高官による海外資産の蓄積は、検閲された

メディアでさえ完全に抑えきれないほどの公然たるスキャンダルとなっていた。 ここで論じる上
で最も重要な点は、改革開放時代が先送りしてきた形而上学的な問いが、もはや先送りできなく

なったということだ。国民は、党の枠組みの外に答えを見出していた――弾圧前の法輪功を通じ
て、キリスト教を通じて、三教（儒・仏・道）の部分的な復興を通じて、萌芽期の市民社会やオ

ンラインの知識人ネットワークを通じて、そしてインターネットが開いた文化交流を通じて。形

而上学の領域における党の権威は侵食されつつあった。
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習近平の対応は、現代国家が試みた中で最も攻撃的な置換プロジェクトであった。その構造に

は、互いに補強し合ういくつかの要素がある。

党の正当性を支えるための儒教の復権。 2014年頃から本格的に、党は正当性の源泉として儒教
の復権に乗り出した。習近平が主要な演説で『論語』を引用し、海外では孔子学院が推進され、

国内の教育では「国学」のカリキュラムが拡大された。この復権は選択的なものである。 儒教が
重視する階層構造、権威への孝行、社会的調和、そして「正名」の理念は強調される一方、正当

な権威は天の秩序に由来し、徳が失われればその権威も失われるという儒教の教義――批判的・
是正的な側面を持つ「天命」の概念――は黙殺されている。 党が復活させようとしている儒教と
は、是正の側面を欠いた権威主義的な側面のみであり、本来の伝統に力を与えていた宇宙倫理的

基盤を剥ぎ取られた社会倫理的装置に過ぎない。

社会技術としての大量監視。顔認識AIと国内のCCTVネットワーク（2020年代半ばまでに6億台
以上と推定され、およそ2人に1台の割合）の統合、統一された社会・経済・政治の基盤としての
WeChatの包括的な統合（同一のアプリでメッセージ送信、決済、本人確認、行政サービス、交
通、そして非公式な政治的シグナル発信を処理する）、 生体データの大量収集、「グレート・ファ
イアウォール」による非中国系プラットフォームのほぼ完全な排除、そしてプログラム可能な金

融手段としてのデジタル人民元の段階的な統合——これらすべてが相まって、いかなる社会もか
つて構築したことのない、最も包括的な大量監視装置を構成している。技術的な能力は確かに存

在するが、欧米の報道はその円滑さや信頼性をしばしば過大評価している。アーキテクチャは断

片的であり、 省ごとに実装は大きく異なり、14億人をリアルタイムで監視する実際の能力は、現
在のAIが維持できる範囲を超えている。現実的なのはその軌跡である。システムは構築され、能
力は増大しており、それを展開する政治的意志は明白だ。

運用層としての社会信用。 党の文書における社会信用システムは、企業のコンプライアンス評価
（これは現実的かつ実質的である）、個人の行動評価（これは断片的で都市によって劇的に異な

る）、そしてイデオロギー的順守のシグナル（党規律の観点では厳格だが、一般市民の観点では

緩やかである）を統合している。社会信用を、各市民のサービス利用権を決定する統一的な国家

スコアとして描く西側メディアの報道は、実際の運用状況を一貫して誇張してきた。現実はより

断片的で、より不均一であり、官僚的な混乱もより深刻である。しかし、その設計意図は明確で

あり、この分析において重要なのはそこだ。 党は、かつては内面化された宇宙的秩序から生じて
いた順応性を、外部からの監視によって作り出すためのインフラを構築している。儒教の伝統が

「礼」——「天」と調和した中心的な自己から自発的に生じる儀礼的正しさ——を生み出したの
に対し、党は、その調和なしに行動を生み出すアルゴリズム的な代用品を構築している。 「天
（De）」なき「礼（li）」。徳なき同調。実質なき道徳秩序の形態。

あらゆる非公認の形而上学的志向に対する攻撃的な弾圧。 1999年から続く法輪功への迫害は、
むしろ習近平政権下で激化している。チベット仏教圏は持続的な攻撃を受けている。僧院は監視

下に置かれ、僧侶や尼僧の人数は徐々に制限され、ダライ・ラマの画像は禁止され、ダライ・ラ

マの転生者は中国国家によって選出されるという教義が正式に宣言され、ラロン・ガル （世界最
大の仏教僧院複合施設）の破壊が加速している。新疆ウイグル自治区におけるウイグル人の状況

——「職業訓練」センター（再教育キャンプ）という包括的なシステム、家族の引き離し、人口
構成の改変、モスクの破壊、宗教的実践への監視——は、20世紀初頭のソ連による反宗教キャン
ペーン以来、主要国家によるイスラム教徒への最も深刻な攻撃を象徴している。 香港の瞑想・文
化空間——同地域の相対的な自由を避難所として利用してきた法輪功、福音派、民主主義伝統の
コミュニティを含む——は、2020年の国家安全法以来、全面的に閉鎖された。これらすべての事
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例に共通するパターンは同じである。すなわち、党が主導せず、かつ制御できないあらゆる形而

上的志向が標的となるのだ。

個人崇拝。 習近平自身は、毛沢東以来の中国指導者が到達したことのない、個人権威の領域へと
次第に押し上げられてきた。「習近平思想」は現在、憲法に明記され、教育システムのあらゆる

段階における必修カリキュラムとなっている。大統領職の2期制限は2018年に廃止された。 党の
結党100周年記念行事や2020年代の様々な大掛かりなデモ行進は、1970年代初頭以来、かつてな
いほど露骨に毛沢東主義的な個人崇拝の象徴性を帯びている。試みられている置換は、究極的に

は個人的なものである。すなわち、習近平は「天命」の体現者、党は彼のビジョンを実現する道

具、国民は統治されるべき基盤である。

この置換プロジェクトは内部的には首尾一貫している。しかし、それが生み出すことができない

もの――そしてこれこそが「調和のアーキテクチャ」という枠組みが提示する構造的な論点であ
る――は、まさにそれが置き換えようとしている対象そのものである。

V. 人口の崩壊

この置換の失敗を示す最も根本的な兆候は、人口統計データに表れている。一部の推計によれ

ば、2024年時点で中国の人口合計特殊出生率は約1.0まで低下している（公式数値はこれより高
いが、人口統計学者からはますます信用を失っている）。人口置換水準は2.1である。人口問題の
戒めとしてしばしば引き合いに出される日本は、約1.2にとどまっている。 韓国は0.7を下回って
おり、これは記録上、大規模社会において持続した出生率としては最低の水準である。14億人の
人口を抱える中国は、今や韓国の数値に迫る勢いであり、人口動態の勢いからすれば、たとえ出

生率が直ちに回復したとしても、「一人っ子政策」（1979年～2015年）によって生じた世代間の人
口構成の不均衡が、今後数十年にわたる人口減少を招くことは確実である。

人口は2022年に約14億1200万人でピークを迎えた。公式の推計では2100年までに約6億人まで減
少するとされているが、より悲観的な推計 （最近の出生率データと一致する）では、その水準に
さらに早く達する可能性が示唆されている。高齢化危機は深刻である。2050年までに人口の約3
分の1が65歳以上となり、扶養負担に見合う労働年齢人口は大幅に不足する見込みだ。年金制度
は、いかなる現実的な予測の下でも、保険数理的に持続可能ではない。労働力人口はすでに減少

に転じている。

党の対応は段階的であり、成果を上げていない。一人っ子政策は2015年に二人っ子へ、さらに
2021年には三人っ子へと緩和されたが、その期間を通じて、次第に切迫した呼びかけやインセン
ティブが講じられた。それでも出生率は低下し続けた。 公式の言説では、若者の利己主義、西洋
的個人主義、フェミニズムの影響、不動産価格、教育のプレッシャーといった要因を非難する傾

向が強まっているが、これらは表面的な要因を挙げているだけで、構造的な深層を見落としてい

る。

西洋的な説明枠組み——経済的圧力、機会費用、女性の教育——は、その時期や規模の一部を説
明できるが、方向性までは説明できない。西部の空洞化が西洋の人口崩壊について論じているよ

うに、出生率の低下は経済的能力ではなく、形而上学的な志向に連動している。子供を持つこと

は、単なる経済的な決断ではない。 子供は、未来の一貫性に対する信仰の行為である。その信仰
が失われたとき――つまり、支配的な文化的・政治的環境が、「有意義な人生とは蓄積とそれに続

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
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く引退から成る」「権威には従うべきだが信じるべきではない」「最も深い問いは党によって行政

的に解決済みである」「先祖代々の慣習は生きたものではなく装飾に過ぎない」と伝えていると

き――生殖は、その欲望が湧き上がる実存的基盤を失うのである。

中国の出生率は1970年代の「一人っ子政策」の下で急速に低下し始めたが、その政策は10年前に
終了したにもかかわらず、出生率は低下し続けており、政策自体がもたらすことのできなかった

水準にまで落ち込んでいる。その構造的な原因は政策そのものではない。それは、政策が機能し

ていた形而上学的な虚無にある。 三世代にわたり、意味は物質的蓄積のレベルで構築されるもの
であり、より深い問いは行政的に解決済みであり、国民の役割は管理された被支配者として党の

プロジェクトに参加することであると教え込まれてきた文明は、新たな命をこの世に生み出そう

とする欲望が湧き上がるような実存的な確信を生み出すことはできない。肉体は魂に従う。形而

上学的な基盤を空洞化させられた文明は、自らの未来を生み出すことはできない。

VI. 世代的な拒絶

人口統計データは総体的な傾向を測るものである。世代論は、生きた体験に名前を与えるもので

ある。2021年頃、中国のソーシャルメディア上であるミームが広まり始めた――羅華中という名
の若者が、ベッドに横たわる自身の写真を「横たわることは正義」というキャプション付きで投

稿したのだ。その投稿は瞬く間に拡散した。数週間のうちに、「臥平（タンピン）」という言葉

は、ある世代の拒絶を象徴するものとなった。 ハイテク産業が常態化させた「996」労働文化
（週6日、朝9時から夜9時まで）への参加拒否、一人っ子政策後の性比の不均衡によって過酷化
した都市部の結婚市場での競争への拒否、不動産バブルが要求する住宅ローンの負債を負うこと

への拒否、党が協議なしに定めたルールに基づく社会的ゲームへの参加拒否。

党は、お決まりの鈍感さでこれに応じた。 国営メディアは「横たわる」という姿勢を、敗北主
義、個人主義、西洋の汚染であると非難した。この言説は大部分が検閲された。数ヶ月も経たな

いうちに、後継となるミーム「白朽（bai lan）」が登場した。これはさらにニヒリスティック
で、党の開発主義的枠組みとはさらに相容れないものであった。2023年までに、中国の若年層失
業率（公式値）は21.3%に達し、その時点で国家統計局はこの数値の公表を停止した。 公表が再
開された際、調査方法は学生を除外するように変更され、誰も信じないような低い数値が表題と

して掲げられた。

より深い分析：改革開放後の消費経済の枠組みの下で育ち、親が教育の機会を与えるために多大

な犠牲を払い、親が経験したような社会的上昇を期待して労働市場に参入したにもかかわらず、

代わりに直面したのは停滞する経済、自分たちには手が出せない不動産市場、 性比によって著し
く歪められた結婚市場、そして「これらは一体何のためなのか」という問いに対する答えを持た

ない政治・文化的環境に直面した。この世代は、党が提示した取引を見据え、それを拒否したの

だ。

この拒絶は、従来の意味での政治的なものではない。「横たわる世代」は民主化改革のために組

織化しているわけではない。1990年代のような規模で地下宗教運動に参加しているわけでもな
い。集団で国外へ移住しているわけでもない（もっとも、あらゆる合法的な手段を用いて中国を

離れる「出国」の小さな流れは、2020年代初頭にかけて加速した）。。彼らが取っている行動
は、全面的に管理されてきた人口に許された唯一の手段である。それは、実存的なレベルで「同
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意」を撤回することだ。彼らは子孫を残すことを拒んでいる。結婚することを拒んでいる。競争

することを拒んでいる。参加することを拒んでいる。

これは、人口統計データが集計として測り出している事象を、世代として表現したものである。

党は行動を強制できる。だが、欲望を強制することはできない。 毛沢東主義による形而上学的基
盤の破壊から3世代、改革開放期における形而上学的問題の先送りの40年後、習近平時代の「代
替」プロジェクトが始まって10年が経ち、人口は、その代替の失敗が個人の生活レベルで読み取
れるようになる構造的転換点に達した。人々は、党が構築した世界に住みたくないのだ。彼らは

まだそれに反抗しているわけではない。単に、それを養うことをやめているだけである。

VII. 抑圧された遺産
形而上学的遺産に対する現代中国の国家政策について最も示唆に富む事実は、それが何を容認

し、何を抑圧しているかという点にある。そのパターンは一貫しており、置換プロジェクトの根

底にある論理を明らかにしている。

容認されるもの：国家管理下の仏教（中国仏教協会。党が承認した指導部と党が審査した住職を

擁する）、国家管理下の道教（中国道教協会。同様の構造を持つ）、国家管理下のカトリック（中

国愛国カトリック協会。党が任命した司教を擁する）、 国家管理下のプロテスタント（三自愛国
運動）、国家管理下のイスラム教（中国イスラム教協会）。これらを結びつけるのは、その神学的

内容ではなく、党との構造的な関係である。それぞれが党によって定義された枠組み内で活動

し、それぞれの指導部は党によって審査され、それぞれが、人生の基盤として機能する形而上学

的な領域ではなく、社会活動の管理された一部に還元された形而上学的な領域を代表している。

弾圧されているもの：法輪功（1999年より禁止、継続的かつ激しい迫害を受けている）；党の審
査を受けていないあらゆる形態のチベット仏教（ダライ・ラマの承認は禁じられ、その肖像は違

法とされ、その転生は党の決定によって先取りされている）； ウイグル・イスラム教（新疆の再
教育キャンプ制度、モスクの破壊、ラマダン中の断食やその他の宗教的儀式の禁止、宗教的家庭

からの子供の強制的な引き離し）；地下のプロテスタント家庭教会運動（家宅捜索、逮捕、牧師

の投獄）； ローマに忠実な地下カトリック共同体（2018年のバチカン・中国合意は対立を管理し
ようとしたが、解決には至らなかった）；法輪功、気功団体、キリスト教の宣教活動、党の枠組

み外で営まれる中国の伝統的な祖先崇拝——これらはすべて、党の支配の及ばない範囲で意味あ
る組織化を行う能力に応じて弾圧されている。

このパターンはイデオロギー的というよりは構造的なものである。党は形而上学的な志向そのも

のを弾圧しているわけではない――儒教を復権させ、国家管理下の宗教を容認し、中国の文化遺
産というレトリックを多用している。党が弾圧するのは、無許可の形而上学的な志向、すなわ

ち、中国市民が党の権威とは独立して、意味の構築、倫理的判断、政治的正当性の主張、あるい

は共同体の生活を組織化しうるあらゆる枠組みである。 したがって、この弾圧は、ヨーロッパの
歴史的文脈における宗教的迫害（ある宗教が神学的根拠に基づいて競合する宗教を弾圧する）で

はなく、より根本的なものである。すなわち、競合する正当性の源泉が出現しうるあらゆる領域

を体系的に閉ざすことである。

チベットとウイグルの事例は、最も深刻であり、かつ最も本質を露わにしている。チベットは

1951年に条約に基づき併合されたが、中華人民共和国は現在、この条約が完全な主権を正当化し
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たものと解釈している。 1959年の蜂起は武力で鎮圧され、ダライ・ラマは亡命し、チベット政府
は解散させられた。毛沢東死後の時期には部分的な緩和が見られたが、その後、持続的な締め付

けが続いた。僧侶の人口が制限され、カルマパの法脈は党によって仕組まれた継承争いに巻き込

まれ、 ダライ・ラマの転生問題については、次期ダライ・ラマは中国国家によって選出されると
いう宣言によって先手を打たれた。その理屈はまさに「構造的置換」の論理そのものである。す

なわち、独自の瞑想的宇宙観に根ざした方法によって指導者を選出する宗教的伝統は、その正当

性が党の枠組みの外から導かれるものであるため、容認できない。後継者選定は行政的に掌握さ

れなければならない。

ウイグル族への対応は、これまでのところ、この置換論理の最も極端な適用例である。2017年頃
から運用されている再教育キャンプ制度は、推定100万から200万人のウイグル族を収容してお
り、その施設の明確な目的は、宗教的・文化的遺産を消し去り、党への忠誠心に置き換えること

にある。 その仕組みには、断食や礼拝の強制的な放棄、強制的な政治教育、家族の分離、強制不
妊手術や漢民族のウイグル人家庭への配置による人口構成の改変、モスクや墓地の破壊、そして

一般社会に戻された人々に対する包括的な監視などが含まれる。 このシステムは、流出した党内
部文書（2022年の「新疆警察ファイル」、2019年の「チャイナ・ケーブルズ」）、収容所の建設を
示す衛星画像、そして生存者の証言を通じて、広範に記録されている。収容所は「自発的な職業

訓練」であるという党の否定は、記録を精査した者にとっては誰にとっても信憑性がない。

新疆で試みられているのは、従来の意味での宗教的迫害ではない。それは、一世代のうちに文明

の基盤全体を実験的に封じ込め、ウイグル人の形而上的志向を党への忠誠心へと完全に置き換え

ることを明確な目標とした試みである。 この実験は、その行政目標において部分的に成功してい
る。ウイグル人の子供たちの一世代が、イスラム教が体系的に排除された、中国語を公用語とす

る漢民族中心の教育環境で育てられているからだ。この置換が定着するのか、あるいはウイグル

人の場合、漢民族の多数派が現在「唐平」運動で表明しているのと同じ世代的な拒絶を生み出す

のか、その答えは今後20年間で明らかになるだろう。

抑圧された遺産は、全体として見れば、党が自ら生み出すことができないがゆえに容認できない

基盤を名指ししている。法輪功の気功宇宙論、チベット仏教のトゥルク（転生者）の系譜、ウイ

グル・イスラムの「ウンマ」 連帯、地下プロテスタント教会の聖書的権威、ローマとの未登録カ
トリックの交わり――これらはそれぞれ、その源泉が党の枠組みの外にあり、したがって（国家
管理下の宗教がそうであったように）取り込まれるか、あるいは消滅させられなければならない

形而上的指向の領域を表している。この意味で、抑圧された継承とは、置換プロジェクトが実際

に何を必要としているかを正確に診断する道具である。すなわち、党が自ら生み出さなかったあ

らゆる形而上学的領域の包括的な封鎖である。

VIII. なぜ監視は「Logos」に代わることはできないのか

「調和の建築」の枠組みが提示し、本論文の基盤となっている構造的論拠は、制度的な監視は、

文明に内在する整合性が生み出すような社会秩序を生み出すことはできない、というものであ

る。なぜなら、両者は根本的に異なる存在論的レジスターにおいて機能しているからである。

古典的な儒教の体系によれば、「礼」（儀礼的正しさ）は「仁」（人間愛）から生じ、「仁」は

「徳」（道徳的力）を中心とする自己から生じ、そして「徳」は、伝統がコード化した実践を通

じた「天」（宇宙秩序）との調和から生じる。 この連鎖は内面化された認識のプロセスである。

https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony


186

教養ある人は、社会秩序に従って振る舞うために外部からの強制を必要としない。なぜなら、社

会秩序とは、彼らが現実を構成するものと認識するに至った秩序の外部化に他ならないからであ

る。伝統においてこれを指す用語は「自省（zixing）」である。 ——その視座が「Tao」と調和し
た者は、外部からの介入なしに自らの行動を正す。なぜなら、調和の欠如は「あるがまま」との

摩擦として感じられるからである。

この「置換プロジェクト」は、この連鎖なしに、行動——儀礼的な礼節、社会的順応、権威への
服従、開発プロジェクトへの参加——を生み出そうとするものである。 監視が修養に取って代わ
る。アルゴリズムによるスコアリングが「徳（de）」に取って代わる。党の正当性が「天命」に
取って代わる。外部から強制された順応が、内面化された宇宙秩序から自発的に生じる徳に取っ

て代わる。

これに伴う存在論的な問題は構造的なものである。すなわち、連鎖反応が生み出す行動は、それ

を生み出す連鎖反応そのものから切り離すことはできない。「礼（Li）」に「仁（Ren）」が伴わな
ければ、それは儀式ではなく演劇に過ぎない。「仁（Ren）」に「天命（De）」が伴わなければ、
それは人間性ではなくパフォーマンスに過ぎない。 「道」（De）が「天命」（Tao）と調和してい
なければ、それは徳ではなく計算に過ぎない。この置換は、ある期間、外見上の調和を生み出す

ことはできる——監視下にある人々は、監視によって課された要件には従うからだ——しかし、
その生み出された外見には、本来の連鎖に文明的な力を与えていた内的な整合性が欠けている。

誰もが監視の下で規定された行動を演じている社会は、宇宙の秩序と調和した社会ではない。そ

れは、内的な意味が空洞化された役割を演じる役者たちの社会に過ぎない。

その生きた帰結こそが、現在、人口統計や世代別データによって測定されているものである。監

視によって同調させられた人口は、徳を培われてきた人口と同じような活力を備えた子供を生み

出すことはない。 監視下の業績指標に従って規定の労働時間をこなす「996労働者」は、数十年
にわたって培われた『中庸』を通じて儒者の紳士が築いたような、仕事との関係を育むことはな

い。社会信用システムを操作してアクセス権を維持する若者は、幼少期からの儀礼実践を通じて

「礼」を内面化した人物のような、倫理との関係を築くことはない。外見上の行動は似通ってい

るが、その内実が全く異なるのである。 後者は数世紀にわたり文明を支えてきた。前者は、30
歳にしてすでに打ちひしがれた世代を生み出す。

党の「代替」プロジェクトは、政治・神学的な領域においても「天命」の論理に直面する。中国

の古典的な正統性理論は手続き的なものではなく、形而上学的なものである。皇帝の正統性は、

王朝の継承や民衆の同意によるものではなく、天が彼に天命を授けたからであり、その天命は取

り消される可能性があった。 その剥奪の兆候は具体的であった。洪水、飢饉、疫病、社会不安、
人口減少、そして民衆の権威からの疎外である。これらの兆候が積み重なると、天命は移ったと

理解され、反乱や王朝の交代は、天命の新たな担い手へと移すための天の仕組みであると見なさ

れた。

中国共産党は公式に「天命」の教義を廃止した――というより、その言葉遣いを流用しつつ、形
而上学的な内容を空洞化させたのである。現在の党の言説において「天命」として残っているの

は、中国の文化的継承に関する修辞的な装飾に過ぎず、習近平の権威主張に都合が良い場合にの

み選択的に用いられている。 構造的に欠落しているのは、是正的な認識である。すなわち、正統
性は付与されるものであり、また剥奪され得るということ、洪水や飢饉、人口の激減は注意すべ

き兆候であること、そして国民による同意の撤回そのものが形而上学的なメッセージであるとい
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う認識である。党は宇宙秩序との調和というレトリックを維持しつつ、宇宙秩序がその承認を撤

回する能力を否定している。

構造的な問題は、本来の「天命」の教義が、党が選択的に展開できる有用なレトリックではない

という点にある。 それは政治的正統性の本質に関する形而上学的な主張であり、その主張は成立
するか、あるいは成立しないかのいずれかである。もしそれが成立するならば――もし宇宙秩序
が本当に徳に基づいて正統性を付与し、また剥奪するならば――代替プロジェクトの失敗を示す
蓄積された兆候（人口の崩壊、若年層の失業、横たわる姿勢の拒否、 高齢化危機、地方自治体の
債務）は、天命が後退しているという古典的なパターンを構成しており、党が監視と武力への依

存を強めていることは、正当性を失い、強制のみによって統治している体制の古典的なパターン

である。 もしその形而上学的主張が成り立たない場合――もし「天命」が、マルクスやフロイト
が説明し得た単なる正当化のイデオロギーに過ぎないならば――党の正当性を支えるための儒教
の復活は、その根底にある形而上学がすでに否定されている伝統を動員する、カテゴリーの誤り

である。

いずれにせよ、この置換は失敗する。「Logos」——中国伝統において「Tao」や「Tian」と呼ば
れる、宇宙に内在する秩序の知性——は、制度によって置き換えられるようなものではない。そ
れは、制度がそれに順応しなければ失敗するしかない、そのようなものである。

IX. 復興の問い

もしその置換が失敗しているのなら、問題は、何が文明を復興させ得るかということになる。原

則として三つの道があり、そのうち構造的に実現可能なのは一つだけである。

西欧型自由民主主義の移植。 これは、西側の外交政策論が40年にわたり中国に強く推奨してき
た道であり、1980年代には中国のリベラル派の一部も支持していたものである。その論理はこう
だ。権威主義的な党を、立憲民主主義、市場資本主義、市民社会団体、そして人権保護に置き換

えれば、真のリベラリズムが生み出す制度的多元主義を通じて、形而上学的な穴は自然に埋まる

だろう、というものである。 この道筋が構造的に成立し得ない理由は二つある。第一に、『西部
の空洞化』が指摘するように、西側が推奨する制度的枠組み自体が、すでに深刻な文明的空洞化

に直面している。すなわち、西側のモデルはもはや西側自身にとっても機能していないため、西

側は中国に機能するモデルを提供できないのである。第二に、西洋リベラリズムの形而上学的基

盤は、中国の文明的基盤とは相容れないものである。ロックの個人、マディソンの制度的枠組

み、宗教改革後の私的良心モデル、 そして啓蒙主義以降の権利を有する個人——これらはすべ
て、西洋の形而上学的なコミットメントの表れであり、中国の伝統はこれらを共有していないば

かりか、17世紀のキリスト教との対話の中で、これらを具体的に検討し、拒絶してきたのであ
る。西洋のリベラリズムを中国に移植することは、中国文明の復興ではない——それは、ある異
質な代用品（マルクス・レーニン主義・毛沢東思想）を、別の （ロック的自由主義）への置き換
えに過ぎない。前回の置き換えは失敗した。次が成功すると想定する理由はない。

党による継続的な置換プロジェクト。 これは現政権がコミットしている道であり、習近平の第三
期政権の基盤固めによって制度化されたものである。その論理は、監視を深化させ、思想教育を

強化し、管理された形態で儒教を復活させ、非公認の形而上学的な志向を弾圧し、やがては党へ

の忠誠心が、失われた宇宙秩序との調和の代わりとして機能する国民を生み出すことにある。 こ
の道筋は、第VIII節で論じた理由により、構造的に成立し得ない。すなわち、この代替策は、涵

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
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養なしに涵養された調和の行動様式を生み出そうとするものであり、その結果生み出された行動

には、本来の連鎖に文明的な力を与えていた内的整合性が欠けているからである。人口統計デー

タと世代間の拒絶は、この代替策がリアルタイムで失敗しつつあるという生きた証拠である。こ

のプロジェクトを継続しても結果は改善されず、失敗をさらに深刻化させるだけである。

中国文明の最も深遠な伝統を通じた復興。 これこそが構造的に唯一実行可能な道であり、かつ最
も困難な道である。その論理は次の通りである。三教を、党が管理する文化遺産ではなく、生き

た基盤として復興させること； 文化大革命で口承が断絶した瞑想的系譜の再構築；儒教の倫理体
系を、その本来の形而上学的基盤へと回復させること（そこでは「天命」が正当化と是正の双方

の役割を果たし、「礼」は「仁」から生まれ、「仁」は「徳」から生まれ、これらは「Tao」と調
和し、親孝行は管理された家父長制としてではなく、超越的な意味を与える宇宙論の中で機能す

る）； 道教の瞑想的実践と滋養強壮の漢方薬学を日常生活へと再統合すること；仏教の救済論
を、民衆の苦難に関する宇宙論へと再統合すること；そして、文明の基盤が本来の深みへと回復

されたことから生じる、最終的な政治的・制度的構造。

この復興は党によって管理されることはできない――党の関心は自らの永続にあり、文明の深み
にはない。そして「天命」の教義が真に復興されれば、それは党の正当性への主張に対する即時

の脅威となるだろう。 したがって、真の復興は、それが起きている場所において、党の枠組みの
外で起こっている――台湾、シンガポール、閉鎖前の香港、米国、カナダ、オーストラリアの在外
華人コミュニティにおいて；弾圧を生き延びた地下宗教コミュニティにおいて；文化大革命後の

時期に再浮上した瞑想実践の拠点において；古典中国語、仏教学、 道教研究、儒教哲学における
学術・文化の復興において；亡命先や、党が封鎖しきれなかった隙間で活動する法輪功、気功、

伝統中国医学のコミュニティにおいて。

これに必要な制度的措置とは、文明の深層基盤が党の主導権に従属するのではなく、政治的正当

性を形作る一因となるよう、政治・文化的体制を最終的に再編成することである。その具体的な

形態は現時点では見えていない。形而上学的な前提が異なるため、西洋の自由民主主義のように

はならないだろう。文明的条件が異なるため、帝王時代の儒教官僚制のようにもならないだろ

う。 現在の党国家の様相とも異なるだろう。なぜなら、党国家の「置換プロジェクト」は、その
回復に不可欠な要素そのものを排除しているからだ。その姿は、中国文明がまだ明確に表現して

いないもの――つまり、一世紀にわたる断絶を経て、文明が自らの形而上学的な基盤を取り戻し
た際に現れる制度的構造――となるかもしれない。

海外華人コミュニティは、断片的な形で、かつ本土からの弾圧という逆風の中で、その準備作業

を進めている。生き残った思索の系譜――台湾や海外華人コミュニティで保存されている仏教や
道教の伝承、米国や欧州の学術コミュニティで続く儒学研究、 亡命中のチベット仏教コミュニテ
ィ、中央アジアや西欧に散らばるウイグル人の文化・宗教コミュニティ——これらは、本土との
断絶の期間を経て、将来どのような回復が可能になろうとも、その基盤をつなぐ生きた糸であ

る。 これはロマン主義ではない。基盤を失った文明が、もし回復するならば、それはディアスポ
ラや地下コミュニティにおける基盤の保存を通じて、そして政治的条件が許す時に、それらの保

存された糸が本国文化へと最終的に再統合されることによって実現するという、構造的な事実な

のである。
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X. 西洋との収束

適切な視点から見た中国の崩壊において最も際立っているのは、西洋の空洞化との構造的な収束

である。相反する制度的ベクトルを通じて機能する二つの文明――西洋はリベラル・マネージメ
ンタルな漂流を、中国は人為的な権威主義的代替を――が、驚くほど類似した最終状態へと至り
つつある。 人口置換水準を下回る人口崩壊。世代的な絶望（西洋における「絶望の死」、中国に
おける「横たわり」）。制度的信頼の崩壊（形態は異なるが、その規模は類似している）。再生産

からの撤退。文明としての自己認識を担っていた教育機関の空洞化。自らの未来への指針を見失

った文明が示す経験的兆候の蓄積。

この診断的示唆は重大である。根本的な病理は体制の類型にあるのではない。それは形而上学的

な基盤からの断絶にある。西洋は、名目論、宗教改革、科学革命、啓蒙主義による世俗化、そし

てポストモダンによる基盤の解体を通じて断絶した。 中国は、毛沢東主義による破壊とその後の
代替プロジェクトを通じて断絶した。制度的なベクトルは異なる。しかし、根本的なメカニズム

が同じであるため、最終的な状態は類似している。すなわち、Logos（瞑想的伝統がすべて収束
する、内在的な組織化の知性）との生きたつながりを失った文明は、その断絶がどのように生じ

たかに関わらず、予測可能な病理を生み出すのである。

どちらの文明においても、復興は、同じ大まかな構造的動きを辿りつつ、異なる具体的な資源を

通じて行われる。西洋が復興するならば、それは、独自の瞑想的伝統――ヘシカストやカルメル
会のキリスト教の系譜、ギリシャ哲学の伝統の最も深層、現実を本質的に理解可能であると捉え

る統合的実在論の伝統――の復興を通じて行われるのである。 中国が回復するならば、それは三
教をそれぞれの文脈において回復すること、口伝が断絶した瞑想的系譜を復興すること、そして

ディアスポラによって保存されてきた基盤を最終的に本土の文化へと再統合することを通じて行

われる。

ハーモニストの立場は、これら二つの復興が単一の枠組みに収束すべきだとは主張しない。そう

あるべきではなく、またそうなることもできない。中国文明の瞑想的基盤は、西洋の瞑想的基盤

とは本質的に異なり、各文明の深層からの復興から生まれる制度的枠組みは、その詳細において

異なる姿をとることになるだろう。両者に共通するのは構造的な特徴である。すなわち、それぞ

れが他文明の定住形態を輸入するのではなく、自らの最も深い伝統を通じて復興を遂げるという

点だ。 これこそが、『調和の建築』が「文明的主権の原理」と呼ぶものである――各文明は、他
文明が開発した地図学を通じてではなく、自らの伝統が培ってきた地図学的資源を通じて、

Logos（内なる世界）と調和するのだ。『魂の五つの地図』の5つの主要な地図学は、その名指す
対象においては収束し、それを名指す方法においては分岐する。回復された中国は、回復された

西洋のようには見えないだろう。両者とも、それぞれの最も深い伝統が発見したものと真に調和

して機能する文明として認識されることになる。

現在の局面は、その回復に至る前の時期である。中国では、置換プロジェクトが激化し、人口の

崩壊が加速し、世代間の拒絶が深まり、抑圧された遺産は断片としてかろうじて生き残ってい

る。西洋では、空洞化が続き、制度は劣化し、 人々は関与を失い、瞑想的な伝統は断片として生
き残っている。こうした状況から何が現れるかは、まだ見えていない。見えるのは、（中国にお

ける）置換プロジェクトと（西洋における）リベラル・マネージメンタルな漂流の双方が終末的

であり、文明が現在の軌道を辿り続ければ、ますます深刻な破綻状態を招くことになり、そして

回復は、それがどこで始まろうとも、各文明固有の最も深い伝統の回復を通じて始まるというこ

とである。

https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
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本稿は、二つの文明のうちの一つに対する診断である。もう一つの診断は 西部の空洞化 に掲載
されている。建設的な方向性については、文明レベルに関しては 調和の建築、個人レベルに関し
ては 調和の輪、文明横断的な基盤に関しては 魂の五つの地図 を参照のこと。回復は可能であ
る。しかし、状況が要求する規模で、いずれの文明においてもまだ回復は始まっていない。代替

と空洞化は、回復のための条件が耐え難いほどになり、より深い転換を余儀なくされるまで、ま

だ進行する余地がある。

関連項目

西部の空洞化 — 並行文明論の診断（西洋の制度的崩壊）

西部の亀裂 — ストリーム3の主要診断（一つの過ち、七つの危機）

精神的な危機 — 両文明の病理の根底にある形而上学的診断

調和の建築 — 建設的な文明の枠組み（11の制度的柱＋Dharmaセンター）

魂の5つの地図 — 文明間文脈における中国の地図学

Logos — 「Tao」と「Tian」：宇宙秩序を司る知性に対する中国の対応概念

ダルマ — 「De」と「Mandate of Heaven」：宇宙秩序との調和における人間の在り方に対す
る中国の対応概念

山の精霊 — 道教の深層構造を統合する「調和主義（調和主義）」

錬金術の連鎖――実践としての「精・気・神」 — 規範的な「三宝」記事と対をなす実践的レ
ジスター

日本と調和主義 — 「文明」レジスターにおける文明的読解；東アジアの姉妹文明への考察

おすすめ記事 →

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-hollowing-of-the-west
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-western-fracture
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-spiritual-crisis
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/logos
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/dharma
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/jing-qi-shen
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/jing-qi-shen
https://harmonism.io/ja/world/civilizations/japan-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/recommended-materials
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これは生きた本である.
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